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2

教育基本法と学習指導要領の目標を具体的に指導内容の中に実現させるために，次の5つの基本方
針のもと，「自立・協働・創造に向けた一人ひとりの主体的な学び」の実現に向け編集にあたりました。

1 「数学を活用する力」の重視と 「数学の有用性」の実感
数学を活用して身のまわりの問題を解決す
る課題を適切に位置づけ，数学を学ぶ意
義と有用性を感じることができるようにしま
した。

2 「言語活動」の充実根拠を明らかにし，筋道を立てて説明する
力を身につけることができるように，言語活
動の場面を充実させました。

3 「思考力，判断力」の重視全国学力・学習状況調査などから日本の
中学生に課題が見られるとされている能力
等を分析しました。
特に思考力・判断力が学習の中で培われ，
一人ひとりが多様な個性・能力をさらに伸
ばして創造力が養われるようにしました。

4 「数学的な見方・考え方」の重視あらゆる場面で見通しをもち，先々に起こる
問題への対処や改善策を備える態度と創
造力を養うようにしました。数学的な見方
や考え方を重視し，これらが学習の中で効
果的に働くようにしました。

5 学校・地域・家庭で 使いやすい教科書
生徒の興味・関心や習熟度に応じて，地
域や家庭においても，主体的・意欲的に自
学や学び直しができるように本冊と別冊を構
成いたしました。これにより基礎・基本の定
着から応用まで，幅広い学力の定着が可
能になりました。また，インクルーシブ教育
（共育）に配慮した教科書の構成や紙面レ
イアウトとしました（意味改行や目線の流れ
を乱さないレイアウト）。
このほか，ICTの活用を促すコンピュータを
活用する場面を適宜示し，協働学習の場
面を設けました。

■	啓林館が大切にしてきたもの

啓林館は教科書の編集にあたり，「生徒の知性を，
数理的な面を通して開発すること」を，従来から
大切にしてきました。そのために，次のような点な
どに工夫して改訂を続けてきました。

● 学びの導入をスムーズに行う工夫
● 大切にしたい数学的な見方・考え方を
 わかりやすく示す工夫

平成 28年度用未来へひろがる数学でも，そうし
た思いはそのままに，さらなる工夫や取り組みを
施しています。

各章の先頭には必ず導入となる学習のとびらを配置して　きました。扱う題材や構成の改良をくり返すとともに，
平成 24 年度用からは章だけでなく，各節にとびらを置き，  今回の平成 28 年度用ではすべてのとびらに言語活動の
コーナーを盛りこむなど，今なお進化を続けています。

平成18年度　用
平成9年度用

編集の基本方針
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編集委員長からのメッセージ

将来を担う中学生には，国際社会の中で多くの人と交わり，自
然の脅威や環境の維持と改善に正面から向きあう力をつけるこ
とが期待されています。彼ら彼女らの成長を助けることは数学科
教科書にも求められています。もっとも大切なこととして，学びを
実践する場である教室で，先生と生徒が楽しく数学の学びを共
有できることを願ってこの教科書を編集しました。

数学を学ぶことには，単に知識を増やすことだけではなく，将来新
しいことに出会ったときに，これに対処する可能性を豊かにする，
そのような意味もあります。一人ひとりの生徒が数学に対する興味
を深め，自分の学びを広げていく助けとなるように心がけました。

本冊では特に小学校からの系統性を重視し，練習の充実などにより基礎・基本の定着をは
かり，併せて「千思万考」を新設して思考力を養う場面を充実しました。生徒自らが自分
の考えを書き表し説明することを重視し，ノートにまとめること，レポートを作ることについて強
調しています。

巻末のオプションではくり返し練習とまとめの問題に加えて「数学広場」を設けて，個に応
じた数学の力がより一層充実するような工夫を凝らしました。

さらに多様な学習形態への対応と生徒の主体的な学びを実現するために，「MathNaviブッ
ク（別冊）」を編集しました。多様な生徒の個に応じた指導に向けて，この教科書が活用さ
れることを願っています。

東京大学名誉教授

岡本	和夫
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38　2章　連立方程式

　1つの文字をふくむ方程式の解き方は学習したので，与
あた

え

られた連立方程式から，1つの文字をふくむ方程式を導く

ことができれば，その連立方程式を解くことができます。

　①の左辺から②の左辺をひくと， 2x

　また，①の右辺から②の右辺をひくと， 100

　したがって， 2x=100　　……③

　これを解くと， x=50

　この値を，②の xに代入すると，　y=100

　よって，この連立方程式の解は，(50，100)となります。

2 連立方程式の解き方 連立方程式の解き方について
考えましょう。

どうなるかな

鉛
えん

筆
ぴつ

3本とノート 1冊の代金は 250円，

鉛筆 1本とノート 1冊の代金は 150円です。

このとき，鉛筆 1本，ノート 1冊の値段は，

それぞれいくらでしょうか。

　上の で，鉛筆 1本を x円，ノート 1冊を

y円とすると，次の連立方程式が得られます。

　　　 x y3 250+ =

x y 150+ =
*  　……①

　　　　　 　……②

　この連立方程式を解くことを考えましょう。

　上の連立方程式の解き方では，方程式①，②から

yをふくまない方程式③を導いています。

　このように，x，yをふくむ連立方程式から，yをふくまない

方程式を導くことを，yを　消
しょう

去
きょ

する　といいます。

加減法

　  3x+y=250
-）   x+y=150

2x     =100

等しいものから
等しいものを
ひいた残りは
等しいね

A ＝ B   
－）  C ＝ D   

A－C ＝ B－D

すでに学んだ形にする

解き方を知っている
一次方程式にして解く

各章の先頭には必ず導入となる学習のとびらを配置して　きました。扱う題材や構成の改良をくり返すとともに，
平成 24 年度用からは章だけでなく，各節にとびらを置き，  今回の平成 28 年度用ではすべてのとびらに言語活動の
コーナーを盛りこむなど，今なお進化を続けています。

以前は下線で強調していた大切な見方・
考え方を，現在は看板として，より顕在化
しています。

平成18年度　用

平成9年度用

平成28年度用

平成28年度用

5

5章

1節

平面図形
直線図形と移動

　かりんさんとけいたさんの中学校を卒業した先
せん

輩
ばい

が，
学校にやってきました。
　右のページのメモは，10年前に，先輩がタイムカプセルを
うめたときに書いたものです。

10 年前にうめた
タイムカプセルを
掘り出しにきたよ

私たちが
タイムカプセルを
うめた場所は
どこかわかるかな？

私たちも10 年前は
中学 1年生だったよ

なつかしい
教室だなあ

タイムカプセルを掘
ほ

り出そう！

　先輩がタイムカプセルをうめた場所の見つけ方を説明しましょう。

直線や角からできる平面図形について学びましょう。

136　5章　平面図形

5
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5章

1節

平面図形
直線図形と移動

　かりんさんとけいたさんの中学校を卒業した先
せん

輩
ばい

が，
学校にやってきました。
　右のページのメモは，10年前に，先輩がタイムカプセルを
うめたときに書いたものです。

10 年前にうめた
タイムカプセルを
掘り出しにきたよ

私たちが
タイムカプセルを
うめた場所は
どこかわかるかな？

私たちも10 年前は
中学 1年生だったよ

なつかしい
教室だなあ

タイムカプセルを掘
ほ

り出そう！

　先輩がタイムカプセルをうめた場所の見つけ方を説明しましょう。

直線や角からできる平面図形について学びましょう。

1節　直線図形と移動　137
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学習のとびら ひろげよう 例・例題 問

とびら1節 ひ

ろげよう

例 1 1
題例 問 1

言語活動などの数学的
活動を通して，学ぶ意
欲を高めながら新しい
学習に入ります。

既習の内容をもとにして，
自ら数学の世界をひろ
げていく活動です。

充実した例と例題の丁
寧な解答で，解き方，
考え方を学びます。

パターンを尽くした問題
に取り組み，基礎・基
本を身につけます。

教科書の構成

本編の基本的な流れ

本 編

自由研究に取り組もう

数学広場力をつけよう

選択（オプション）

解 答
学びをつなげよう

学びをいかそう

必修（コア）

習熟度に応じた反復練習に
より，さらなる定着がはかれ
る問題で，授業中の補充問
題や自学・自習用の問題と
して扱うことができます。

学習指導要領によって定められた，その学年で学ぶ必修内
容を網羅しています。本編の内容に取り組むことで，基礎・
基本を確実に身につけることができます。

様 な々視点からテーマを見つけ，
探究しレポートとしてまとめる学
習を通して，社会に出てから
幅広い場面で役立つ問題解決
能力を育成します。

その章の学習に関連する既習の内
容を確認できます。必要に応じて，
章の学習の前に取り組んだり，そ
の章の学習の中で取り組んだりす
ることができます。

※MathNaviブック（別冊）の詳細や活用方法に
　ついては，B「別冊活用編」もご参照下さい。

身のまわりの問題を見いだす
数学的な視点を身につけ，
その章で学んだ数学を利用し
て解決し，レポートにまとめる
活動の見本になります。

本編の補充や深化，発展に
加え，数学の有用性を実感す
る課題や，思考力や判断力，
読解力などを育む課題に取
り組むことにより，自ら学び，
自ら考える力が身につきます。

各章の「基本のたしかめ」や
「章末問題」，「力をつけよう」，
「数学広場」の問題の解答を
掲載しています。

● くり返し練習
● まとめの問題

● ひろがる数学
● 数学を通して考えよう

MathNavi
ブック

（別冊）

本 冊
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基本のたしかめ
みんなで話しあってみよう
自分のことばで伝えよう
自分の考えをまとめよう

身のまわりへ
ひろげよう 章末問題

みんなで話しあってみよう

自分の考えをまとめよう

自分のことばで伝えよう
身のまわりへひろげよう 基本のたしかめ 章末問題

その章で学んだことが
らを活用する問題で，
基礎・基本を確実に
し，さらに応用する力
を身につけます。

その章の基礎・基本を
自己確認し，身につい
ていないものがあれば
戻って復習します。

数学を利用する活動に
取り組むことで，数学を
活用する力を身につけ
ます。

本編の要所に取り入れ，活
動を通して理解を深めるとと
もに表現力をのばします。

本冊と別冊によって，先生の
指導を支え，生徒一人ひとり
の学びをサポートします！

本 編

自由研究に取り組もう

数学広場力をつけよう

選択（オプション）

解 答
学びをつなげよう

学びをいかそう

必修（コア）

習熟度に応じた反復練習に
より，さらなる定着がはかれ
る問題で，授業中の補充問
題や自学・自習用の問題と
して扱うことができます。

学習指導要領によって定められた，その学年で学ぶ必修内
容を網羅しています。本編の内容に取り組むことで，基礎・
基本を確実に身につけることができます。

様 な々視点からテーマを見つけ，
探究しレポートとしてまとめる学
習を通して，社会に出てから
幅広い場面で役立つ問題解決
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容を確認できます。必要に応じて，
章の学習の前に取り組んだり，そ
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ることができます。
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　ついては，B「別冊活用編」もご参照下さい。

身のまわりの問題を見いだす
数学的な視点を身につけ，
その章で学んだ数学を利用し
て解決し，レポートにまとめる
活動の見本になります。

本編の補充や深化，発展に
加え，数学の有用性を実感す
る課題や，思考力や判断力，
読解力などを育む課題に取
り組むことにより，自ら学び，
自ら考える力が身につきます。

各章の「基本のたしかめ」や
「章末問題」，「力をつけよう」，
「数学広場」の問題の解答を
掲載しています。

● くり返し練習
● まとめの問題

● ひろがる数学
● 数学を通して考えよう

MathNavi
ブック

（別冊）

本 冊
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42　2章　連立方程式
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　あなたは，右の連立方程式をどのように解きますか。

　下の解き方も参考にして，いろいろな解き方を

考えましょう。

一方の式を 1つの文字について解き，それをもう一方の
式に代入して，1つの文字を消去します。

式を変形して代入する解き方

次の連立方程式を解きなさい。

　 y x

x y

6

3 2 17

- =

+ =
*  　……①

　　　 　……②

1
題例

①を yについて解くと，　　y＝6＋x　　……①́
①́ を②に代入して，
　　3x＋2（6＋x）＝17
　 3x＋12＋2x＝17
　 5x＝5
　 x＝1
x＝1を①́ に代入して，　y＝7
　 （x，y）＝（1，7）

次の連立方程式を解きなさい。

⑴　
y x

x y

4

6 10

- =

+ =-
*  ⑵　

x y

y x

2 3 8

2 0

+ =-

- =
*

問 6

y x

x y

4 11

8 3 25

= -

- =
)  

　……①
　 　……②

①×3 3y＝12x－33　 ……①’
①’＋② 8x＝12x－8
　　　　　…

①×3 3y＝12x－33　 ……①’
①’の 3yを，②の 3yと同じものと
みておきかえると，
　　8x－（12x－33）＝25
　　　　　　　…

けいた かりん

12p.169

新しい学習の導入では，探究心を喚起し，生徒自らが新
しいことがらを見いだし発展させることができるよう，各節
は数学的活動をともなう学習のとびらからスタートします。

学習のとびら

ひろげよう

学習のとびら → ひろげよう

2年本冊	p.42

1年本冊	p.14

1	年本冊	p.12-13

5

1節

けいたさんとかりんさんは，次のような日本一を見つけました。

　左右両ページの日本一の中には，どんな数が使われているでしょうか。

　その中で，これまでに見たことのない数はどれでしょうか。

正の数・負の数 

どんな数があるかな？

正の数・負の数1節

静
しず

岡
おか

県・山
やま

梨
なし

県 富士山

信濃川は日本一
長い川だね

みんなで話しあってみよう

2013年に世界文化遺産に
登録された富

ふ

士
じ

山は，海面から
頂上までの高さが 3776mあり，
日本でいちばん高い山です。

東京スカイツリーは，
日本一高い塔だね

1節

正の数・負の数 

信濃川は日本一
長い川だね

1
6

日本男子ゴルフ最少スコア

日本で記録した最低気温 日本一貯水量の多いダム 地上で日本一低い駅

－41.0℃（1902年1月25日） 660000000m3 －0.93m

日本一大きなこいのぼり

111m

－41.0℃（1902年1月25日） 660000000m3 －0.93m

111m

2010年 石川遼
りょう

 選手

北海道 旭
あさひ

川
かわ

市 岐
ぎ

阜
ふ

県　徳山ダム 愛知県　弥
や

富
とみ

駅

埼
さい

玉
たま

県加
か

須
ぞ

市 ジャンボこいのぼり

この数字は，最終日の18ホールのスコアが
規定打数から－12だったことを表しています

琵琶湖は，
日本一広い湖だね

1
6

琵琶湖の面積は
滋賀県全体の約─ 滋

し

賀
が

県 琵
び

琶
わ

湖
670.3km2

東京スカイツリー

634m
新
にい

潟
がた

県・長野県 信濃川
367km

し な の 「－」のついた数について学びましょう。

58打（規定打数から－12）

1章
(2014 年 3月 31日時点）

12　1章　正の数・負の数

5

1節
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や

富
とみ

駅

埼
さい

玉
たま

県加
か

須
ぞ

市 ジャンボこいのぼり

この数字は，最終日の18ホールのスコアが
規定打数から－12だったことを表しています

琵琶湖は，
日本一広い湖だね

1
6

琵琶湖の面積は
滋賀県全体の約─ 滋

し

賀
が

県 琵
び

琶
わ

湖
670.3km2

東京スカイツリー

634m
新
にい

潟
がた

県・長野県 信濃川
367km

し な の 「－」のついた数について学びましょう。

58打（規定打数から－12）

1章
(2014 年 3月 31日時点）

1節　正の数・負の数　13

AA

教科書の特色 基礎・基本の重視1

これまでに学んだことをもとにして考えたり，
予想したりして，新しい性質や考え方を見
いだし発展させる活動です。

丁寧な例・例題 → パターンを尽くした問BB
例や例題では，基礎・基本に相当する内容を，
丁寧に取り上げ，生徒が自ら取り組む際のお手
本にできるようにしています。

ノート形式の標準解は，途中式も省略せず，
ノートに書くときの見本にすることができるように
なっています。

まずは，自力で取り組めるように，ヒントとなる
考え方を設置しています。

直後の問は例・例題の数値を少し変えた問題
から入り，なだらかなステップにしています。

例・例題にはタイトルをつけ，学習内容を明
示しています。

東京 旭川

6℃ －6℃

15

20

10

5

14　1章　正の数・負の数

どんなことがわかるかな

右の温度計は，ある日の

東京と旭川の気温を示して

います。

これらは，それぞれ，どんな

温度を示しているでしょうか。

　0°Cより低い温度は，右のように，

0より小さい数を考え，これを使って

表されます。

次の温度を，-をつけて表しなさい。
⑴　0°Cより 3°C低い温度 　⑵　0°Cより 2.5°C低い温度

問 1

　旭川の気温-6°Cは，

　　　マイナス 6°C

と読み，0°Cより 6°C低い温度を示しています。

1 0より小さい数  0より小さい数について
学びましょう。

右の図は，ある日の午前 6時の

各地の気温を示しています。

気温が，0°Cより低い所は

どこですか。

また，その気温をいいなさい。

問 2

0より3小さい数 －3
0より3.5小さい数 －3.5

0より　 小さい数1
2─

1
2－─

学習のとびらには，必ず言語活動の場面を
配置しています。

スモールステップア

※この冊子の　p.52-55もご参照下さい。
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22　5章　平面図形

 5章の準備を
しよう！この章では，直線や角からできる図形について，

その特
とく

徴
ちょう

を調べたり，定規とコンパスを使って
図形をかいたりすることなどを学びます。
この章の学習内容とつながりの深いことがらについて
確認しましょう。

5章　平面図形

点
てん

対
たい

称
しょう

な図形

ある点のまわりに 180° まわすと，もとの図形にぴったり重なる図形は，点対称，
または，点について対称　であるといいます。
また，その点を，対称の中心といいます。
上の図で，点対称な図形はいです。
点対称な図形には，次のような性質があります。
 ・対応する 2つの点を結ぶ直線は，
　対称の中心を通ります。
 ・対称の中心から，対応する 2つの
　点までの長さは等しくなっています。

小学6年

右の図で，180°まわして
もとの図形にぴったり重なる

図形は，どちらでしょうか。

図形を，1つの点を中心として，まわして移すことを考えていきましょう。

➡回転移動（本冊 p.145）につながるよ

あ い

10

5

2節　関数 y=ax2の値の変化　99

2節 関数 y=ax2の値の変化

調べましょう。

グラフをもとにして，関数y＝ax2のyの値の増減について

　紙テープに打たれた点から，どんなことがいえるでしょうか。

　台車が斜面を下りるとき，動きはじめてからの時間をx秒，
動いた距離をycmとすると，yはxの 2乗に比例します。
　かりんさんとけいたさんのクラスでは，下のような実験をしました。

台車の運動を調べよう

　実験の結果，記録テープに打たれた点のようすは，次のようになりました。

点と点の間の
長さはどうなって
いるかな？

これから，関数
y＝ax2 のどんな
性質がいえるかな？

①　台車に記録テープをはりつける。
②　台車が斜面を下りる間，一定時間ごとに
　　記録タイマーで記録テープに点を打つ。

記録
テープ

記録タイマー

1 関数 y＝ax2の値の増減と変域
関数y＝ax2の値の
変化のようすについて
調べましょう。

　2年で学んだ一次関数 y=ax+bでは，増減のようすは，

次のようになっていました。

一次関数y＝2x＋1では，
xの値が増加するにつれて，

yの値は

一次関数y＝－x＋1では，
xの値が増加するにつれて，

yの値は

O O

11
x

y

x

yy＝2x＋1 y＝－x＋1
y＝ax＋bの
増減のようすは
aの値によって
決まったね

x

どんなことがわかるかな

関数y＝ax2の値の増減のようすについて，

どんなことがいえるでしょうか。

y＝x2とy＝－x2を例にとって，上の と

同じようにして調べましょう。

O
x

y
O x

yy=x2

y=-x2

xの値が増加するにつれて
yの値も増加や減少を
しつづけているかな？

同じように考える

10

5

168　6章　空間図形

1 いろいろな立体 いろいろな立体の特徴を
調べましょう。

どんなことがわかるかな

上のイ，オ，キの立体に共通する特徴は何でしょうか。

　上の立体で，ア，エは角柱，ウは円柱，カは球です。

　角錐で，底面が三角形，四角形，……のものを，

それぞれ，三角錐，四角錐，……といいます。

ア イ ウ エ

オ カ キ

　イ，キのような立体を　角
かく

錐
すい

，オのような立体を　円
えん

錐
すい

といいます。

　角錐や円錐でも，下の図のように，底面　と　側面　が

あります。また，図の点Aを，それぞれ，角錐，

円錐の　頂点といいます。

A A

底面

側面

頂点

底面

側面

頂点

角錐 円錐

「錐」は「きり」とも
読むよ
さきのとがったきりの
意味だよ

側
面

側
面

底面 底面

底面底面

側
面

角柱 円柱

分類整理する

特徴によってなかま
分けする

教
科
書
の
特
色		

①
基
礎
・
基
本
の
重
視

ふりかえり

学びをつなげよう

1年MathNaviブック	p.22

3年本冊	p.99

CC

DD

ふりかえりでは，関連するこれまでに学んだことがら
をふり返り，これから新しく学ぶこととの共通点や差
異を意識づけることで，既習事項，新規事項ともに
理解を深めます。

算数で学んだ定義や用語などを適宜おさえながら
学習することで，中 1ギャップを解消し，学びをス
ムーズに接続することができます。

関数 y=ax2の増減を調べる前に，2年で一次
関数の増減を調べた方法をふり返ることで，新し
い関数を主体的に調べる姿勢が育まれます。

MathNaviブック（別冊）の学びをつなげようでは，
各章の内容と関連の深い既習の内容（算数の内容を
含む）を，簡単な解説とともに紹介しています。

1年本冊	p.168

その内容はどの学年で学んだ内容かを枠の右側
に表示しています。

算数で学んだ内容は，そのことがわかるように，
「算数」と表示しています。

その内容を学習した学年を明示しています。

その内容が本編のどの部分につながるかを表示し
ています。

課題だけでなく，解説も掲載しているので，該当学
年の教科書が手元になくても取り組むことができます。

※学びをつなげようの活用方法については，B「別冊活用編」もご参照下さい。

※この冊子の　p.52-55もご参照下さい。
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108　4章　図形の調べ方

10

5

1 証明とそのしくみ 図形の性質を明らかにするしくみ
を学びましょう。

　前ページでかいた四角形ABCDでは，

　　AB=AD，BC=DCのとき，∠ABC=∠ADC　……⑴

が成り立ちます。

　このことは，どのように説明できるでしょうか。

　このように，これまでに学習した図形の性質を使って，

∠ABC=∠ADCを導くと，辺の長さをどのように変えても，

⑴がいつでも成り立つことが説明できます。

　かりんさんのいうように，△ABC≡△ADCとなるのはなぜでしょうか。

　また，∠ABC=∠ADCとなる理由もいいましょう。

上の図で，角の大きさを測ったら，　
　∠ABC＝∠ADC
だったけど，辺の長さを
変えると，角の大きさも
変わって，測りなおさないと
いけないね

実際に測らなくても，
対角線ACをひくと，
　AB＝AD，BC＝DC
だから，
　△ABC≡△ADC
になるよね。そこから，
　∠ABC＝∠ADC
がいえるよ

A

B D

C

A

B D

C

かりんけいた

A

B D

C

　⑴が成り立つことについて，けいたさんとかりんさんが

次のような会話をしています。

94　3章　方程式

20

15

10

5

1 方程式の利用 身のまわりの問題を，方程式を
利用して解きましょう。

　身のまわりの問題を，方程式を使って解くには，方程式を

つくることと，つくった方程式を解くことが必要です。

　前ページの問題で，方程式を使って問題を解く手順を考えましょう。

　　　2000-(3x+530)=600

　　　 2000-3x-530=600

　　　 -3x=600-2000+530

　　　 -3x=-870

　　　 x=290

　上の買い物の場面では，出したお金 から 代金の合計 を

ひいたものが，おつり と等しくなります。

　2000円で，しおり 3枚と 530円のブックカバーを買うと，

おつりが 600円でした。

   しおり 1枚の値段はいくらでしょうか。

⑴　問題の中の数量に着目して，数量の関係を見つける。

⑶　方程式を解く。

　しおり 1枚の値段を x円とすると，⑴の数量の関係から，

次の方程式ができます。

　　　2000-(3x+530)=600

⑵　まだわかっていない数量のうち，適当なものを文字で
　　表して方程式をつくる。

＝－出したお金

2000円 530円
しおり ブックカバー

600円

   …①代金の合計 おつり

　　　円×3枚

　代金の合計
＝出したお金－おつり
と考えることもできるね

代金とおつり
p.60

20

15

10

5

2節　方程式の利用　95

　しおり 1枚の値段を 290円とすると，

　　　しおり 3枚と 530円のブックカバーの代金の合計は，

　　　　　2 0 0 1 009 3 53 4# + = （円）

   　　2000円で，これらを買ったときのおつりは，

　　　　　2000-1400=600（円）

　だから，x=290は問題にあっている。

                                しおり 1枚の値段   290円

⑷　方程式の解が，問題にあっているかどうかを調べて，
　　答えを書く。

クリームパン 6個と 150円の牛乳 1パックを

あわせて買うと，代金の合計が 690円に

なりました。

クリームパン 1個の値段を求めなさい。

問 1

　数量が等しい関係には，代金とおつりのような関係の

ほかにもいろいろあります。

　例えば，問題文の中の

　　「～と～をあわせて買うと○円」，「～は～の○倍」

といった表現から，その関係を読みとる場合などが

あります。

等しい関係を表す式
p.73～74

　前ページの⑵で，多くの場合，求める数量を文字で表すと，

数量の関係から方程式がつくりやすくなります。 

   また，前ページの①のようなことばの式のほかに，

線分図をかいたり，表にまとめたりすると，関係を

とらえやすくなります。

しおり1枚
x円

出したお金 2000円

ブックカバー
530円

おつり
600円

97ページからの
例題では，線分図や
表を使って考えて
いるよ

理解を助ける構成，表現

定着に課題がある内容への対応

1年本冊	p.94-95

2年本冊	p.108

AA

BB

定理や問題の解き方を丸暗記するのではなく，
1つ 1つきちんと理解しながら学習を進めるこ
とができるよう，構成，表現を工夫しています。

例えば，証明の学習の際には，いきなり記述
の方法を学ぶのではなく，証明の考え方，道
すじのつけかたをしっかり考えるステップを設け
ています。

方程式の利用場面での立式な
ど，理解や定着に課題がある
とされている部分については，
十分に紙面を充てて，図示し
たり丁寧に解説したりしています。

また，方程式を使って問題を
解く手順に関しては，2年，3
年にも1年のふりかえりを置く
など，3年間を通して，くり返
し学び直せるように配慮してい
ます。

学びの確かな定着イ

新しい概念や考え方を習得する際には，自
分自身で考える場面を置き，理解が深まる
学習ができるよう配慮しています。
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　くり返し練習　223

15

10

5

「力をつけよう」では，本編で学習したことの理解を深めるために，
自ら進んで取り組むことができる問題や，本編で身につけた力を
さらにのばすための問題をとり上げています。
（全員が一律に学習する必要はありません。）
解答は，MathNaviブック p.49～p.53にあります。

くり返し練習

1章　正の数・負の数

⑴　(-7)+(-11) ⑵　(-19)+(+13)

⑶　(-6.9)+(-1.1) ⑷　(+8.2)+(-2.5)

⑸　
3
2

3
4

- + -d dn n ⑹　
4
1

2
1

- + +d dn n

1

⑴　 3
2

4
5

#-d n  ⑵　 2
1

3
1

' -d n ⑶　 8
3

4
9

'- -d dn n7

問 1p.26

⑴　(-8)-(+2) ⑵　0-(-9)

⑶　(-3.4)-(-3.4) ⑷　(+2.8)-(-5.4)

⑸　
3
2

6
5

- --d dn n ⑹　 1
2 3

2
- +-d dn n

2 問 6p.29

問 7

⑴　-6+21 ⑵　-4-3 ⑶　7-12+18

⑷　13-4+6-12 ⑸　-11+(-8)+26-10

3 問 2p.31

問 3

問 1p.38

問 3p.39

⑴　 12 3'-] g  ⑵　28 14' -] g ⑶　 52 13'- -] ]g g5 問 4p.36

⑴　 . .0 4 0 3#- -] ]g g ⑵　 . .3 6 0 6' -] g ⑶　 .2 4 3'-] g6 問 5p.37

⑴　 3 5#-] g  ⑵　 15 4#-] g  ⑶　7 11# -] g

⑷　12 6# -] g ⑸　 6 13#- -] ]g g ⑹　 16 5#- -] ]g g

4 問 1p.33

問 2p.34

問 3p.35

問 4p.27
～

力
を
つ
け
よ
う

く
り
返
し
練
習

232　力をつけよう

20

15

10

5

まとめの問題

1 次の数を，小さい方から順に並べなさい。

　　-6，　
4
3 ，　-0.3，　0，　-1.5，　0.01，　-2

2 次の計算をしなさい。
⑴　7-11 ⑵　-8-3 ⑶　-7+22

⑷　3+(-8) ⑸　(-4)+(-4) ⑹　(-9)-(-9)

⑺　
3
2

3
4

-  ⑻　
3
2

6
5

- + -d n ⑼　-6.9+10

⑽　2.6+(-3.6) ⑾　9-17+21 ⑿　-2.7+6.2-1.3

⒀　
3
2

6
5

12
1

- + - -d n  ⒁　
4
1

10
7

3
2

- +

⒂　-16-5+16-3 ⒃　-14+(-7)+24-9

4 次の計算をしなさい。

⑴　 3 7 84 22# '- + - -] ] ]g g g ⑵　72 9 13 5' #- + - -] ] ]g g g

⑶　36 3 14 32#- - - -] ]g g ⑷　16 11 9 12 7#- - - -] g" ,

⑸　23 12 23 112# #- +] g  ⑹　 32 6 18 6# #- - + - -] ] ] ]g g g g

5 次の計算をしなさい。

⑴　 . .
3
5

0 7 1 4
5
6

# ' #- - -d ] dn g n ⑵　
3
4

5
2

15
8

3
4

# '- - -d dn n

⑶　 .
3
2

6 0 25 2 22 3 2
# #- + - -] ]g g  ⑷　 .2 0 2

5
22 2

2

#- - + -] dg n

3 次の計算をしなさい。

⑴　 8 10#-] g  ⑵　 6 15#- -] g ⑶　0 19# -] g

⑷　36 12' -] g ⑸　 6 14'- -] ]g g ⑹　0 7' -] g

⑺　
3
5

7
9

# -d n ⑻　
4
7

8
21

'-  ⑼　 .0 3 14#-] g

⑽　 .4 0 4' -] g ⑾　 2 5 3# #- -] ]g g ⑿　 24 4 2' '- - -] ] ]g g g

⒀　
7
9

3
2

7
3

# '-d n  ⒁　9 1 18 22
' ' #- - -] ] ]g g g

正の数・負の数1章

15

10

5

章末の学習　101

3 3

1 次の方程式のうち，2が解であるものをいいなさい。

ア　5x-4=8 イ　10-3x=8x-12

 1

方程式とその解の
意味を理解してい
ますか。
➡ p.82

6 500gが 120円の砂糖を，3000g買ったときの代金を

求めなさい。

 4

比例式を解くこと
ができますか。
➡ p.91 ～ p.92

4 比例式 x：4=6：3を解きなさい。

3 次の方程式を解きなさい。

⑴　x-5=8 ⑵　x+13=4

⑶　3x=-12 ⑷　 x
3
1

2
1

=

⑸　5x=x-4 ⑹　3x+5=x+11

 3

方程式を解くこと
ができますか。
➡ p.86 ～ p.90

 6

比例式を使って問
題を解くことがで
きますか。
➡ p.100

5 500円で，鉛
えん

筆
ぴつ

5本と 80円の消しゴム 1個を買うと，

おつりが 95円でした。鉛筆 1本の値段を求めなさい。

 5

方程式を使って問
題を解くことがで
きますか。
➡ p.94 ～ p.99

 2

等式の性質を理解
していますか。
➡ p.83 ～ p.85

2 次の にあてはまる数を書き入れなさい。

また，⑴，⑵では，等式の性質のどれを使っていますか。

　 3x-7=8

　　3x-7+ =8+

　  3x=15

　  x=

⑴

⑵

➡     Navi p.44解答

102　3 章　方程式

25

20

15

10

5

3

1 次の方程式を解きなさい。

⑴　x
3
1

1+ =  ⑵　 x7
7
1

=-  ⑶　2x+4=10

⑷　9x-7=11 ⑸　4x+9=x ⑹　20-2x=3x

⑺　7x+9=6x+4 ⑻　33+x=12-2x

⑼　4x+2=5x-9 ⑽　33-x=x+49

⑾　-5+19x=4x-5 ⑿　24x+8=9x-22

⒀　3000-11x=2400-5x ⒁　230+47x=610+28x

6 クッキーをつくるのに，小麦粉 80gに対して

砂糖 30gの割合で混ぜようと思います。

小麦粉を 200g使うとしたら，砂糖を何 g混ぜれば

よいでしょうか。

4 次の比例式を解きなさい。

⑴　x：15=3：5 ⑵　12：9=x：12

⑶　7.2：2.4=60：x ⑷　4：x=
2
1 ：

3
5

⑸　x： (10-x)=2：3 ⑹　(x-4)：3=x：4

3 次の方程式を解きなさい。

⑴　3.5x-7=-1.5x-7 ⑵　0.2x-4=0.1x+4

⑶　 x x
5
2

3
10
3

2
1

- = +  ⑷　 y y
4

3 1
3

2 3-
=

-

⑸　0.3(x+1)=0.2x ⑹　1.2x+3.1=0.8x+0.3

⑺　600x+2400=1000x ⑻　30(-x+2)+120=240

5 方程式 5x+ =11+2xの解が 3であるとき，

にあてはまる数を求めなさい。

2 次の方程式を解きなさい。

⑴　5(x-8)=x ⑵　x-2(3x+1)=18

⑶　3(3x+2)=-6(2-x)  ⑷　4(t-1)+3(3t+5)=2t

➡     Navi p.46～p.47解答
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章末の学習　103

7 現在，先生は 42歳
さい

，石田さんは 12歳です。

先生の年
ねん

齢
れい

が，石田さんの年齢の 3倍になるのは

何年後でしょうか。

時計の長針と短針について，次のことを考えましょう。

時計の長針，短針が，1分間にまわる角度を，それぞれ求めましょう。1.

1時から 2時の間で，長針と短針が重なる

時刻があります。その時刻を 1時 x分として，

xを求めましょう。

2.

1時から 2時の間で，右の図のように，

長針と短針が一直線に並ぶ時刻があります。

その時刻は，1時何分でしょうか。

3.

8 200円のかごに，150円のももと 120円の

りんごを，あわせて 15個つめて買うと，

2210円でした。

ももとりんごを，それぞれ何個つめたの

でしょうか。

9 ふもとから山頂まで，分速 40mで

登るのと，同じ道を山頂からふもとまで，

分速 60mで下るのとでは，かかる時間が

30分違
ちが

います。

ふもとから山頂までの道のりは，

何mでしょうか。

時計の針の位置関係と時刻

➡     Navi p.16～p.17いかそう

教
科
書
の
特
色		

①
基
礎
・
基
本
の
重
視

章末の問題

力をつけよう

1年本冊	p.223,	232

1年本冊	p.101

CC

DD

各章の章末には，基礎・基本の定着を確かめる基本のたしかめと，基本～応用力を養う章末問題
を置き，豊富な問題でその章の学習内容の定着がはかれるように構成しています。

本編の直後には，力をつけようとして，各章の学習
内容の定着をはかる問題をまとめています。力をつ
けようは，本編と密接にリンクして基礎・基本の定
着をはかるくり返し練習と，学習内容を復習し，習
熟を確認できるまとめの問題の 2つのコーナーで構
成されており，習熟度や目的に応じて使い分けるこ
とが可能です。

また，それぞれのコーナーは，章ごとに構成している
ので，学期末（長期の休み）だけでなく，それぞれ
の章の補充問題としても使えるようにしています。

1年本冊	p.102-103

それぞれの問題の横には，その問題で何を確
認しているかと，理解が不十分であった場合に
はどこに戻ればよいかを示し，チェックボックス
も配置しています。

くり返し練習の各問題には，それぞれ，本編のどの
問と関連しているかをリンクマークで明示しています。
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章末の学習　33

12，23，34，…のように，1～ 9の数字が小さい方から

連続する 2けたの整数は，9をたすと，はじめの数と

数字の順番が逆になります。

234や 567のような，1～ 9の数字が小さい方から連続する

3けたの整数では，どんな数をたせば，はじめの数と数字の

順番が逆になるでしょうか。

1.

4けたの数ではどうなるでしょうか。3.

1.で考えた 3けたの整数は，100a+10(a+1)+(a+2)

と表すことができます。この式を使って，1.で求めた
数をたせば，数字の順番が逆になることを説明しましょう。

2.

誕生日をあてる

あすか　「ちひろさん，あなたの生まれた日を

25倍して，8をたしてみて。」

ちひろ　「OK」

あすか　「次に，その数を 4倍して，1を

　　　　たしてみて。」

ちひろ　「できたよ。それから？」

あすか　「それに，あなたの生まれた月をたして，

33をひいてみて。いくつになる？」

ちひろ　「1607になったよ。」

あすか　「ちひろさん，あなたの誕生日は 7月 16日でしょう？」

ちひろ　「すごい，あたってる。」

あすかさんは，ちひろさんの誕生日をどのようにしてあてたのでしょうか。

12+9=21

23+9=32

数字の順番を逆にする数

➡     Navi p.6～p.7いかそう

254　数学広場

15

10

5

ドッジボール大会を計画しよう
いつでも取り組めます。

　はやとさんの学校で，1年のA組から E組
までの 5クラスが参加するドッジボール大会
がおこなわれます。

　試合は，各クラスどうしが 1回ずつ対戦
する総あたり戦です。

この大会の試合数を求めるのに，あかねさんとはやとさんは，
次のように考えました。

2人は，それぞれどのように考えているでしょうか。

1

正午に午前の試合を終了し，昼休みを 1時間とって，午後は
1時から試合をはじめるようにします。
午前の最初の試合をはじめる時刻と，午後の最後の試合が
終わる時刻は，それぞれ何時何分でしょうか。

2

　1試合の時間は 15分で，次の試合を始めるまでの時間は 5分とします。
また，使用するコートは 1面だけで，午前に 5試合，午後に 5試合を
おこないます。

B C D EA

5×5－5＝20
20÷2＝10

10試合

4＋3＋2＋1＝10
10試合

B C D EA
○ ○ ○ ○A
○ ○ ○B
○ ○C
○D

E

体育・学校生活・思考力

あかね はやと

各章の章末問題の最後には，千思万考として，
じっくり考えさせる問題を配置しました。試行錯
誤したり，解決の糸口を探ったりしながら，
しっかり考える経験を通して，作業的に問題を
解くだけでは身につかない，思考力を養うこと
ができます。

新コーナー「千
せ ん

思
し

万
ば ん

考
こ う

」を各章末に設置

1年本冊	p.254

2年本冊	p.33

AA

教科書の特色

数学を通して考えようBB
数学広場の中には，数学を通して考えようと
して単元をこえた様々な力を身につけさせるた
めの課題を用意しています。その中でも特に数
学的に，論理的に考える力をアップさせるため
に適した問題には「思考力」というマークを
つけて示しています。

上記の千思万考や，これらの問題に取り組む
ことを通して，昨今の高等学校入学試験で増
加傾向にある思考力を問う出題にも対応する
力を育むことができます。

考え，判断する力を育む工夫ア

課題のタイトルのそばに，その課題と関係の
深いキーワードを表示しています。

思考力・判断力・表現力 の育成2
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ノートをくふうして，学習に役立てよう

ノートは授業の記録であるとともに，これからの学習の手がかりにもなります。
問題が解けず困ったときなどには，もう一度ノートを見なおして
考え方のヒントを探してみましょう。きっと新たな発見があるはずです。

ノートには，黒板に書かれたことをただ写すだけではなく，
先生の説明やほかの人の発言でたいせつだと思ったこと，
自分で考えたことなども書き加えておきましょう。
ノートをまとめることは，知識や考えを整理し，理解を深めることに役立ちます。
ここでは，いくつかのノートのとり方を紹介します。

　　　　　　　　　　　　　のコーナーなどでは，
ほかの人にもわかりやすくまとめることもたいせつだよ

★ はノートに書くときに気をつけること
◆ はたいせつだと思ったことや自分の意見など

◆  みんなで意見を出しあうところでは，自分の意見だけでなく，
　ほかの人の意見も書いて，自分の考えを見なおしたり，
　さらに深めたりしよう。

★
色も使って，
わかりやすくしておこう。

◆ 疑問に思ったことを書こう。あとで先生にたずねたり，
　自分で考えたり調べたりして解決しておこう。

はノートに書くときに気をつけること
はたいせつだと思ったことや自分の意見など

★
分数は2行を使って書こう。
途

と

中
ちゅう

の式も書いておこう。
「b」は「6」と見

み

間
ま

違
ちが

え
ないようにていねいに
書こう。「　」と書くことも
あるよ。
◆

先生の説明やほかの人の
発言でたいせつだと
思ったことを書こう。

★

式や答えだけでなく，
図もかいて考えよう。
図は，定規，コンパス，
分度器などを使って，
大きくていねいに
かこう。

◆ ○×をつけるだけでなく，なぜ間違えたのかを
　書こう。そして，その問題をもう一度解いて，
　同じ間違いを防ごう。

◆ 自分で考えたことや気づいたことも書こう。

ノートをまとめることは，知識や考えを整理し，理解を深めることに役立ちます。
ここでは，いくつかのノートのとり方を紹介します。

はノートに書くときに気をつけることはノートに書くときに気をつけること

を使って書こう。を使って書こう。を使って書こう。を使って書こう。を使って書こう。を使って書こう。を使って書こう。を使って書こう。を使って書こう。を使って書こう。を使って書こう。を使って書こう。を使って書こう。を使って書こう。
の式も書いておこう。の式も書いておこう。の式も書いておこう。の式も書いておこう。の式も書いておこう。の式も書いておこう。の式も書いておこう。の式も書いておこう。の式も書いておこう。の式も書いておこう。の式も書いておこう。の式も書いておこう。の式も書いておこう。の式も書いておこう。

間間間間
まま

違違違違
ちちちがが

えええええ
ないようにていねいにないようにていねいにないようにていねいにないようにていねいにないようにていねいに
書こう。「　」と書くことも書こう。「　」と書くことも書こう。「　」と書くことも書こう。「　」と書くことも書こう。「　」と書くことも書こう。「　」と書くことも書こう。「　」と書くことも書こう。「　」と書くことも書こう。「　」と書くことも書こう。「　」と書くことも書こう。「　」と書くことも書こう。「　」と書くことも書こう。「　」と書くことも書こう。「　」と書くことも

先生の説明やほかの人の先生の説明やほかの人の先生の説明やほかの人の先生の説明やほかの人の先生の説明やほかの人の先生の説明やほかの人の先生の説明やほかの人の
発言でたいせつだと発言でたいせつだと発言でたいせつだと発言でたいせつだと発言でたいせつだと
思ったことを書こう。思ったことを書こう。思ったことを書こう。思ったことを書こう。思ったことを書こう。思ったことを書こう。思ったことを書こう。思ったことを書こう。

式や答えだけでなく，式や答えだけでなく，式や答えだけでなく，式や答えだけでなく，
図もかいて考えよう。図もかいて考えよう。図もかいて考えよう。図もかいて考えよう。図もかいて考えよう。
図は，定規，コンパス，図は，定規，コンパス，図は，定規，コンパス，図は，定規，コンパス，図は，定規，コンパス，図は，定規，コンパス，
分度器などを使って，分度器などを使って，分度器などを使って，分度器などを使って，分度器などを使って，

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ○○○○○○××××をつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかを
書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，書こう。そして，その問題をもう一度解いて，
同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。同じ間違いを防ごう。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。自分で考えたことや気づいたことも書こう。

自分の考えをまとめよう

学習の進め方

5

10

176　6章　空間図形

20

15

10

5

どんなことがわかるかな

右の図の立方体で，辺を直線と

みたとき，直線 CGと交わる

直線はどれでしょうか。また，

交わらない直線はどれでしょうか。

　 の立方体で，直線 CGと直線 GHは，点 Gで

交わり，どちらの直線も平面 CGHD上にあります。

　また，直線 CGと直線 BFは交わりません。この

2直線は平行で，どちらの直線も平面 BFGC上に

あります。

　このように，空間内の 2直線が，交わる場合や

平行である場合，その 2直線は同じ平面上にあります。

　 の立方体では，直線 CGと直線AEも平行で，

どちらも平面AEGC上にあります。

　三
さん

脚
きゃく

を使ってカメラを支えると安定しますが，

机のように脚
あし

が 4本だとぐらつくことがあります。

その理由を説明しましょう。

　平面上の 2直線の位置関係には，「交わる」と

「平行である」の 2つの場合がありました。

　空間内の 2直線には，どのような位置関係が

あるかを調べましょう。

2直線の位置関係

A D

B C

F G

H
E

A D

B C

F G

H
E

A D

B C

F G

HE

265ページの
とび出す立方体で
考えてみよう

那
な

覇
は

市役所（沖
おき

縄
なわ

県）

15

10

5

2 節　三平方の定理の利用　189

富士山を中心として， 1 で求めた距離を半径とする円を，
前ページの地図にかき入れましょう。

2

　実際には，地形や気象の状態によって，見わたせる範囲は

変わってきます。

　前ページでは，富士山の頂上から見わたせる距離を求めました。

　あなたの住んでいる地域などの高い建物や山について，

見わたせる範囲を同じように調べてみましょう。

2  空間図形への利用

右の図のような，底面の半径が 6 cm，

母線の長さが 9 cmである円錐の

高さと体積を求めなさい。
6 cm

9 cm

すべての辺の長さが 20 cmである

正四角錐の高さを求めなさい。
O

A

B

C
D

H

福
ふ く

岡
お か

タワー  234m
（福岡県福岡市）

高松シンボルタワー  151m
（香

か

川
がわ

県高松市）
あべのハルカス  300m

（大
おお

阪
さか

府大阪市）

42　2章　連立方程式

20

15

10

5

　あなたは，右の連立方程式をどのように解きますか。

　下の解き方も参考にして，いろいろな解き方を

考えましょう。

一方の式を 1つの文字について解き，それをもう一方の
式に代入して，1つの文字を消去します。

式を変形して代入する解き方

次の連立方程式を解きなさい。

　 y x

x y

6

3 2 17

- =

+ =
*  　……①

　　　 　……②

1
題例

①を yについて解くと，　　y＝6＋x　　……①́
①́ を②に代入して，
　　3x＋2（6＋x）＝17
　 3x＋12＋2x＝17
　 5x＝5
　 x＝1
x＝1を①́ に代入して，　y＝7
　 （x，y）＝（1，7）

次の連立方程式を解きなさい。

⑴　
y x

x y

4

6 10

- =

+ =-
*  ⑵　

x y

y x

2 3 8

2 0

+ =-

- =
*

問 6

y x

x y

4 11

8 3 25

= -

- =
)  

　……①
　 　……②

①×3 3y＝12x－33　 ……①’
①’＋② 8x＝12x－8
　　　　　…

①×3 3y＝12x－33　 ……①’
①’の 3yを，②の 3yと同じものと
みておきかえると，
　　8x－（12x－33）＝25
　　　　　　　…

けいた かりん

12p.169

教
科
書
の
特
色		

②
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成

ノートをくふうし学習に役立てよう

2年本冊	p.10

1年本冊	p.176

3年本冊	p.189

BB

上の 3つの言語活動のコーナーで，自分の
考えを表現し，わかりやすく他者に伝える力を
育成することができます。

自分の考えを整理したり，他の人の意見を聞
いたりして，多様な視点や考え方を取り入れ
ながら新しい学びを活動的にスタートさせるこ
とができるようにしています。

特に，各節はじめの学習のとびらには，必ず
言語活動のコーナーを配置しています。

●自分の考えを “口頭で表現” する場面

●自分の考えを “記述で表現” する場面

言語活動の3つのコーナーAA
豊かな表現力を育む工夫イ

各学年の本冊 p.10-11では，学習をより深く理
解するために，また，後から読み返して復習す
る際に役に立つノートにするために，黒板を写
す以外にも書いておくとよいことがらを紹介して
います。

思考力・判断力・表現力 の育成

●他の人と意見を “伝えあい，理解しあう” 場面

2年本冊	p.42

※この冊子のp.54-55もご参照下さい。

自分の考えをもち，さらにひろげたり，話し
あいをして考えを深めたりするために有用
な図や情報をそえ，言語活動が行いやす
いように配慮しています。
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28　1 章　式の計算

25

20

15

10

5

等式の変形

どんなことがわかるかな

長さ 10mのフェンスがあります。右の図のように，

AB，BC，CDの三方をこのフェンスで囲み，

建物の壁
かべ

を利用して長方形の花だんをつくります。

⑴　ABの長さを 2mにしたとき，BCの長さを

　求めましょう。

⑵　BCの長さを 5mにしたとき，ABの長さを

　　求めましょう。

B C

A D

建　物

例 1 偶数と奇数の和

偶数と奇数の和は奇数になる。このことを，文字式を

使って説明する。

2つの整数が，偶数と奇数のとき，m，nを整数とすると，

これらは，2m，2n+1と表される。

このとき，2数の和は，

　　2m+(2n+1)=2m+2n+1

　　 =2(m+n)+1

m+nは整数だから，2(m+n)+1は奇数である。

したがって，偶数と奇数の和は奇数である。

 2つの奇数の和は偶数になります。

その理由を説明しなさい。
問 2

　 問 2 で，2つの奇数の和が

偶数になることを，右のように

説明したとき，この説明では

不十分です。

　なぜでしょうか。

誤答例

nを整数とすると，奇数は 2n＋1と表される。
このとき，2つの奇数の和は，
　　（2n＋1）＋（2n＋1）＝4n＋2
　 ＝2（2n＋1）
2n＋1は整数だから，2（2n＋1）は偶数である。
したがって，2つの奇数の和は偶数である。

条件がえをする

連続する 10個の自然数の和
➡ p.182

ひろがる数学

25

20

15

10

5

124　5章　図形の性質と証明

　前ページで予想した

であることを証明しましょう。

　これまでに調べたことをまとめると，次のことがいえます。

　△ABCで，∠B=∠Cならば，AB=AC　……イ

イの証明で， にあてはまるものを書き入れなさい。問 4

∠Aの二等分線をひき，BCとの交点をDとする。
△ABDと△ACDで，
ADは∠Aの二等分線だから，
　∠BAD＝∠  　……①
仮定より，

　 ∠B＝∠  　……②
三角形の内角の和が180°であることと，①，②から，
　∠ADB＝∠  　……③
また，ADは共通だから，
　 AD＝AD 　……④
①，③，④から，1組の辺とその両端の角が，
それぞれ等しいので，

　△ABD≡△ACD
合同な図形では，対応する辺は等しいので，

　 AB＝AC

A

D CB

２角が等しい三角形

　2つの角が等しい三角形は，二等辺三角形である。

AB=ACの二等辺三角形ABCで，底角∠B，∠Cの

二等分線をひき，その交点を Pとします。

⑴　上のことがらにあう図をノートにかきなさい。

⑵　△PBCが二等辺三角形となることを証明しなさい。

問 5

例や問の中で，生徒が間違いやすい箇所につ
いては，よくある間違いを誤答例として示して
います。ただ単に誤答例を示すだけではなく，
どうしてそれが誤りなのか，どのようにすれば正
しくなるのかなどをしっかり考える場面を設ける
ことで，確実な理解が得られます。

誤答例

2年本冊	p.124

2年本冊	p.28

AA

自分で図をかく場面BB
図形の問題では，多くの場合，紙面に図を用
意していますが，条件にあう図を自分でかく問
題も置いています。そのような問題に取り組む
ことで，文章から状況を読み取る力が身につき
ます。

読解力を育む工夫ウ

誤答例の部分には，「誤答例」と明示し，
生徒が 1人で読み返した際に，その内容を
正しいと誤解してしまうことがないように配慮
しています。

理解をはかるための部分は，わかりやすい
図とともに，丁寧に解説しています。

問題文から自分で場面設定を読み取り，そ
れにあった図をかいて問題を解くことで，場
面設定を適切に読み解く読解力の向上につ
ながります。
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1章「正の数・負の数」では，新しい数のかけ算などの計算を考えます。

p.33の「同じように考える」は，この新しい数のかけ算についても，
すでに知っているかけ算と同じように考えれば，
計算のしかたが見つけられるというメッセージです。

数学では，過去に学んだことと同じように考えれば，
新しいことがらを引き出せる場面がたくさんあります。
このような見方や考え方をたいせつにして，数学の世界を
ひろげていきましょう。

● 自分の意見を具体的にわかりやすく伝えよう。

● ほかの人の意見と自分の意見をくらべながら聞こう。

● 話しあったことをまとめよう。

話しあうときには

● 自信をもって，大きな声で，みんなの方を見て話そう。

● 疑問に思ったことやつけたしたいことは，

手をあげて発言しよう。

発表する・発表を聞くときには

● 自分の考えを整理しよう。

● まとめたあとは，ほかの人がまとめたものと

くらべたり，意見や感想を聞いたりしよう。

まとめるときには

小学校 2年でかけ算を学びました。

2×3の答えをどうやって求めたかを
思い出してみましょう。
2×3は，2個の3つ分と考えて

2＋2＋2，だから6となります。

同じように考える
上と同じ方法で
求める

見方・考え方

話しあいや発表などを通して，自分の考えを深めよう

ことばや文字で表現することはとてもたいせつなことです。
数学の学習では，ことばだけでなく，数や記号，式，図，表，グラフなどを用いたりして，
自分の考えをわかりやすく伝えるようにくふうしましょう。

また，ほかの人の話を聞くことで，考えをひろげたり，理解を深めたり，
疑問を解決したり，新しいことに気づいたりすることもたいせつです。

数学の見方・考え方にも目を向けよう

この教科書には，右のような看板がついているところがあります。
これは，みなさんに意識してほしいたいせつな見方や考え方を
示しています。

どんなところがたいせつかというと…
小学校時代へタイムスリップ！！

中学校の世界へもどりましょう

看板は
ほかにもあるよ

2×3…… 2個の3つ分
の答えをどうやって求めたかを

学習の進め方

負の数×正の数　も，同じように考えると，

　　(-2)×3=（-2）+(-2)+(-2)=-6
この-6は，-(2×3)に等しくなります。

2 3 2個の3つ分

章「正の数・負の数」では，新しい数のかけ算などの計算を考えます。

同じように考える
上と同じ方法で
求める

見方・考え方

p.33

9

5

10

15

20

15

10

5

2節　比　例　117

　比例の関係 y=axで，比例定数 aが負の数の場合の

グラフについて考えましょう。下の表は，y=-2xで，

対応する xと yの値を求めたものです。

x … -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 …

y … 8 6 4 2 0 -2 -4 -6 -8 …

どうなるかな

上の表のxとyの値の組を座標とする点を，

右の図にかき入れましょう。

また，xの値をさらに細かくとっていくと，

どうなるでしょうか。

　上の で，y=2xのときと同じように，

xの値を細かくとっていくと，対応する点の

全体は，右の図のようになります。この直線が，

比例の関係 y=-2x のグラフです。

　これまでに調べたことから，

　　比例の関係 y=axのグラフは，原点を通る直線である

ことがわかります。

y=-1.5xのグラフを，右の図に

かき入れなさい。
問 2

O

y

x
-5

-5

5

5

O

y

x
-5

-5

5

5

範囲をひろげる

94　4章　関数 y=ax2

5

15

10

　2つの関数

　　　y=x2　と　y=2x2　　

について，xの同じ値に対応するグラフ上の

点を，それぞれ，P，P'とします。

　このとき，P'から x軸までの距離は，Pから

x軸までの距離の 2倍になっています。

　関数 y=ax2で，a＜０のときのグラフを，y=-x2を

例にとって調べましょう。

関数 y x
2
1 2= のグラフを，左の図に

かき入れなさい。

問 3O-1-2-3 32
A

P

P’

1

8

7

6

5

4

3

2

1

y=2x2 y=x2y

x

x … -3 -2 -1 0 1 2 3 …

x2 … 9 4 1 0 1 4 9 …

-x2 … -9 -4 -1 0 -1 -4 -9 …

どんなことがわかるかな

左の図は，関数y＝x2のグラフです。

上の表をもとにして，関数y＝－x2の

グラフを，左の図にかき入れましょう。

関数y＝x2のグラフと関数y＝－x2の

グラフには，どんな関係があるでしょうか。

x

y

O-1

-1

-2

-3

-4

-5

-2-3 31

5

4

3

2

1

2

y=x2

AP’＝2APに
なっているね
AP
なっているね

範囲をひろげる

比例定数が負の数の
場合のグラフを考える

教
科
書
の
特
色		

②
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成

本冊の巻頭では，数学の学習を進める上で，
大切にしてほしい数学的な見方・考え方につ
いて紹介しています。こうした見方・考え方は，
数学の学習だけではなく，他の教科の学習や，
生活の中でも役に立つ，大切な考え方です。

1年本冊	p.9

3年本冊	p.94

1年本冊	p.117

数学的な見方・考え方の看板AA
数学的な見方・考え方を育む工夫エ

重要な見方・考え方が現れる箇所には，見
方・考え方の看板を配置し，学習の中で，大
切な見方・考え方がきちんと意識できるように
工夫しています。

正の数・負の数で学ぶ，「負の数をかける
乗法」も，算数で学んだかけ算と同じように
考えることができることを紹介しています。
「同じように考える」という考え方も，数学の
学習の中でぜひ身につけてほしい考え方の
1つです。

正の数の場合を考えたら，負の数の場合を
考えるというのも，「範囲をひろげる」という
数学的な見方・考え方の１つです。

1年の比例の学習と，3年の関数 y=ax2
の学習の両方の場面でくり返しこの見方・
考え方を示すことで，その場その場の学習
で完結してしまわない，系統的な見方・考
え方を養うことにつながります。
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10

5

3節

　かりんさんは，職業体験活動で，
博物館の仕事を手伝いに行きました。
　下の表は，この博物館の先月の
入場者数を，日ごとにまとめた
ものです。

正の数・負の数の利用

正の数・負の数を利用して，身のまわりの問題を解決しましょう。

平均の求め方は
算数で学びました

みんなで話しあってみよう

　それぞれの曜日の入場者数の平均を，くふうして

求めるには，どうすればよいでしょうか。

身のまわりへひろげよう くふうして平均を求めよう

社
会

職
業

　（写真提供　福井県立恐竜博物館）

イベントの曜日を設定する
ために，それぞれの曜日の
平均を求めてほしいんだ

1756 482 501 582 377 438 840
502 480 569 403 446 859

1741 516 477 610 394 430 871
1810 493 482 571 386 454 866
1753 497 470 563

3節　正の数・負の数の利用　47

8章

ゆうとさんたちは，ペットボトルキャップを使ってつくられた絵を見て，
自分たちもつくってみたくなりました。
そこで，下の絵には，どのくらいの数のキャップが使われているのか
調べようとしています。

全部数えるのは大変だね
およその数を求める方法は
ないかな？

1，2，3，…
半分に切った
キャップもあるよ

34　8章　標本調査

数学が生活や社会の中で有用に働いていることが実感
できる題材も豊富に取り上げています。その中でも，特
に活動的に扱うと効果的なものは，身のまわりへひろ
げようとして，数学を利用する活動のコーナーにしてい
ます。このコーナーでは，細かくステップを踏んで，段
階的に活動を進めることができるように工夫しています。

身のまわりへひろげよう

1年本冊	p.47

3年MathNaviブック	p.34

AA

教科書の特色

学びをいかそう・自由研究に取り組もうBB
MathNaviブック（別冊）には，各章の学びを身近な場
面で活用する学びをいかそうや，数学的な探究活動
を通して，様々な場面で働く数学に触れる自由研究に
取り組もうがあります。これらに取り組むことで，数学の
有用性を実感し，自ら数学を活用する態度を養うこと
ができます。

学んだことを活かすア

以前よりご要望が多かった，正の数・負の数と，平
方根の章については，利用の節を新設しました。共
に，それぞれの章で学んだ考え方を有効に利用・
活用できる場面を紹介し，先の学習にもつながる内
容になっています。

3年MathNaviブック	p.40-41

自由研究のテーマ例

ハンドボールは，7人ずつの 2チームがボールを
相手のゴールに投げ入れて勝負を競うスポーツです。
下の図のような，縦 20m，横 40mの長方形の
コートの中で，14人の選手がプレーします。

紙やノートにかくのとは違い，
体育館やグラウンドに大きな
長方形のコートをかくのは，
とてもたいへんです。
しかし，次のページのような
方法を使うと，簡単に長方形の
コートをかくことができる
そうです。

数学を使って，
コートをかこう

ちが

40m

20m

40 自由研究に取り組もう

自由研究のテーマ例

ハンドボールは，7人ずつの 2チームがボールを
相手のゴールに投げ入れて勝負を競うスポーツです。
下の図のような，縦 20m，横 40mの長方形の
コートの中で，14人の選手がプレーします。

紙やノートにかくのとは違い，
体育館やグラウンドに大きな
長方形のコートをかくのは，
とてもたいへんです。
しかし，次のページのような
方法を使うと，簡単に長方形の
コートをかくことができる
そうです。

長さ 120mのロープを輪にし，それぞれの
点の間の長さが右の図のようになる
点A～ Eをとって印をつける。

上のような方法で，縦 20m，
横 40mの長方形ABCEを
かくことができます。

●上のようにしてかいた四角形
ABCEが長方形になる理由を
説明してみましょう。

使用するロープを
準備する

コートとなる長方形を
完成させる

数学を使って，
コートをかこう

ちが

ハンドボールコートをかくとき，120mの
ロープで，上の方法とは違う場所に印をつける
方法もあります。
その場合は，ロープのどの場所に印をつけて，
どのようにすれば，うまくかけるでしょうか。
また，その方法でうまくかける理由を考えて
みましょう。

右の図のような三角形をつくり，ABに線をひく。
また，このとき，Eの場所にも印をつける。

●△ABDは，どんな三角形でしょうか。

40mの辺をとる

ステップ 2の状態から，点B，Eの場所は
そのままに，点 Cを，BC，CEがピンと
はられる位置まで動かします。

●△BCEが直角三角形になるのはなぜでしょうか。

2

3

ステップ

ステップ

ステップ

1

40m

20m

A

A

A

B

B

B

C

C

C

D

D

D

E

E

E

40m

20m

30m10m

20m

自由研究に取り組もう　41

3 活用する態度の育成と有 用性の実感

※学びをいかそうの活用方法については，B「別冊活用編」もご参照下さい。
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買い物にかかる時間は？
いつでも取り組めます。

　あかねさんは，姉のみどりさん，弟の
ひかるさんといっしょに，買い物に
出かけます。
　買うものを分担したところ，3人の
行動予定は，次のようになりました。

　下の図は，行動に必要な時間をまとめたものです。

　3人が家を出てから，買い物を終えて家にもどるまでに，
何分かかるでしょうか。

みどり…自転車を押
お

していき，野菜，薬を買ったあと，
 ひかるさんといっしょに服を買う。
あかね…米を買い，みどりさんが買った野菜と米を荷台に積み，
 ひかるさんといっしょに本を買ったあと，くつを買う。
ひかる…菓

か

子
し

を買い，あかねさんとといっしょに本を買ったあと，
 みどりさんといっしょに服を買う。

❹

❺

❸

❼

❻

❽

❾

❷❶
3人で
店に行く

3人で
家に帰る

みどりさん
と合流する

5分

米を買う

野菜を買う

4分

5分

菓子を買う
5分

本を買う
10分

くつを買う
10分

薬を買う
9分

服を買う
8分

2分 5分

みどりさん
と合流する

4分荷台に
積む

3分

日常生活・思考力 教
科
書
の
特
色		

③
活
用
す
る
態
度
の
育
成
と
有
用
性
の
実
感

数学を活用している人たち

2年MathNaviブック	表紙裏

3年本冊	p.250

BB

本冊数学広場の数学を通して考えようでも，日常
生活の中で数学が活用されている場面の課題を設
けています。こうした題材を授業で取り上げたり，生
徒自ら取り組んだりすることで，数学を身近に感じ，
数学を学ぶ意義を実感できるようにしています。

数学を通して考えようAA
学ぶ意義を見いだすイ

各学年のMathNaviブック（別冊）の巻頭では，様々
な分野の職業で数学を活用している先輩を数学を
活用している人たちというコーナーで紹介しています。

いろいろな職業の中で，どのように数学を活用してい
るのかをインタビュー形式で紹介しているので，将来
どんな職業に就いても，数学の学習で身につける力
が必要になることを実感でき，今，数学を学ぶ意義
を見いだすことができます。

「数学を通して考えよう」の中で，特に日常生活
と密接に関係する題材を扱っているタイトルのそば
には，「日常生活」というキーワードを表示してい
ます。

実際に取材を行い，それぞれの職業の魅力や，
そこで活躍している数学のすばらしさを紹介してい
ます。キャリア教育の一環として，授業の最初のオ
リエンテーションで取り上げることもできます。

活用する態度の育成と有 用性の実感
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1節　方程式　87

　方程式を解くには，移項することによって，文字の項を

一方の辺に，数の項を他方の辺に集めます。

例 2 移項して方程式を解く②

　 8x=5x-21

右辺の 5xを左辺に移項して，

　　　8x-5x=-21

　 3x=-21

　 x=-7

次の方程式を解きなさい。

⑴　10x=6x-8 ⑵　3x=5x-14

⑶　4x=50-6x ⑷　-8x=3-5x

問 2

次の方程式を解きなさい。

⑴　9x+2=4x+17 ⑵　5x-8=-17-4x

⑶　1-x=5x-2 ⑷　12x-3=7x-3

問 3

　方程式 8=3x+5を右のように解きました。

これについて，次のことを説明しましょう。

⑴　①の式から②の式への変形ができる理由

⑵　②の式から③の式への変形ができる理由

 8＝3x＋5 　……①
3x＋5＝8  　……②
 3x＝8－5  　……③
 3x＝3
 x＝1

－2，3xを，それぞれ移項します。

方程式の解き方

次の方程式を解きなさい。

　　7x-2=6+3x1
題例

　 7x－3x＝ 6＋2
 4x＝ 8
 x＝ 2

移項

 8x＝ 5x－21

8x－5x＝－21

7x－2＝6＋3x

7x－3x＝6＋2
移項移項

文字の項も
移項することが
できるんだね27p.226

28p.226

192　6章　空間図形
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どんなことがわかるかな

右の図のような，底面が合同で，高さの

等しい円柱と円錐の容器があります。

円柱の容器には，円錐の容器の何
なん

杯
ばい

分の

水がはいるでしょうか。

角錐，円錐の体積

　下の写真のように実験してみると，円柱には，底面が合同で，

高さの等しい円錐の 3杯分の水がはいることがわかります。

　このことから，上の円錐の体積は，円柱の体積の
3
1 である

といえます。

　同じように，角錐の体積も，底面が合同で，高さの等しい

角柱の体積の
3
1 になります。

角錐，円錐の体積

　角錐，円錐の底面積を S，高さを h，体積をVとすると，

　　　V Sh
3
1

=

　特に，円錐では，

底面の円の半径を rと

すると，

　　　V r h
3
1 2r=

SS

h

r

h

　角錐と円錐の体積について，次の公式が成り立ちます。

1杯目 2杯目 3杯目

1年本冊	p.192

1年本冊	p.87

1年本冊	p.94-95

教科書の特色 4
全国学力・学習状況調査で指摘されている課題に対して，次のような取り組みで対応しています。

移項をともなう式の変形ができる理由を自分の
ことばで説明する場面を設け，方程式を解く際
の移項の意味を十分に理解できるようにしてい
ます。

円柱と円錐の体積の関係を学ぶ場面では，実
際に円錐形の器で円柱形の容器に水を注ぐ様
子の写真を示し，1杯ごとに─ずつ水かさが
増えていく様子を見せています。

実際の写真を見ながら学ぶことで，円柱と円
錐の体積の関係について，視覚的にも，理解
がはかれるようにしています。

問題の状況から，等しい関係にある2つの数
量を見抜くなどして，方程式を作り，方程式を
解いて得られた解が問題にあっているかを確か
めるまでの解決の流れを，丁寧に説明し，方
程式を利用した問題解決の流れが身につくよう
に配慮しています。

また，2年の連立方程式，3年の二次方程式
にも，方程式を利用して問題を解く手順のふり
かえりを置き，3年間を通して，きちんとその力
が育めるようにしています。

●方程式を解く際の移項の意味の理解のために

●円柱と円錐の体積の関係が十分に理解できるようにするために

●方程式を利用して問題を解く際の立式から解くまでの
 手順を身につけるために

94　3章　方程式
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5

1 方程式の利用 身のまわりの問題を，方程式を
利用して解きましょう。

　身のまわりの問題を，方程式を使って解くには，方程式を

つくることと，つくった方程式を解くことが必要です。

　前ページの問題で，方程式を使って問題を解く手順を考えましょう。

　　　2000-(3x+530)=600

　　　 2000-3x-530=600

　　　 -3x=600-2000+530

　　　 -3x=-870

　　　 x=290

　上の買い物の場面では，出したお金 から 代金の合計 を

ひいたものが，おつり と等しくなります。

　2000円で，しおり 3枚と 530円のブックカバーを買うと，

おつりが 600円でした。

   しおり 1枚の値段はいくらでしょうか。

⑴　問題の中の数量に着目して，数量の関係を見つける。

⑶　方程式を解く。

　しおり 1枚の値段を x円とすると，⑴の数量の関係から，

次の方程式ができます。

　　　2000-(3x+530)=600

⑵　まだわかっていない数量のうち，適当なものを文字で
　　表して方程式をつくる。

＝－出したお金

2000円 530円
しおり ブックカバー

600円

   …①代金の合計 おつり

　　　円×3枚

　代金の合計
＝出したお金－おつり
と考えることもできるね

代金とおつり
p.60

20

15

10

5

2節　方程式の利用　95

　しおり 1枚の値段を 290円とすると，

　　　しおり 3枚と 530円のブックカバーの代金の合計は，

　　　　　2 0 0 1 009 3 53 4# + = （円）

   　　2000円で，これらを買ったときのおつりは，

　　　　　2000-1400=600（円）

　だから，x=290は問題にあっている。

                                しおり 1枚の値段   290円

⑷　方程式の解が，問題にあっているかどうかを調べて，
　　答えを書く。

クリームパン 6個と 150円の牛乳 1パックを

あわせて買うと，代金の合計が 690円に

なりました。

クリームパン 1個の値段を求めなさい。

問 1

　数量が等しい関係には，代金とおつりのような関係の

ほかにもいろいろあります。

　例えば，問題文の中の

　　「～と～をあわせて買うと○円」，「～は～の○倍」

といった表現から，その関係を読みとる場合などが

あります。

等しい関係を表す式
p.73～74

　前ページの⑵で，多くの場合，求める数量を文字で表すと，

数量の関係から方程式がつくりやすくなります。 

   また，前ページの①のようなことばの式のほかに，

線分図をかいたり，表にまとめたりすると，関係を

とらえやすくなります。

しおり1枚
x円

出したお金 2000円

ブックカバー
530円

おつり
600円

97ページからの
例題では，線分図や
表を使って考えて
いるよ

全国学力・学習状況調査 から判明した生徒の課題への対応

A問題の結果を受けての取り組みの例ア

1
3
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2節　文字式の利用　27

　偶数は，2でわり切れる数だから，

2×整数 と表すことができます。

つまり，mを整数とすると，2mと

表されます。

　また，奇数は，偶数より 1大きい数

と考えて，nを整数とすると，2n+1

と表されます。

〈予　想〉
2けたの正の整数と，その数の十の位の数と
一の位の数を入れかえてできる数との差は，
いつも の倍数になる。

〈説　明〉
もとの数の十の位の数をa，一の位の数をbとすると，
この数は，……

偶数と奇数

［偶数］

－4＝2×（－2）
－2＝2×（－1）
　0＝2×     0
　2＝2×     1

2   m
…

…
［奇数］

－3＝2×（－2）＋1
－1＝2×（－1）＋1
　1＝2×     0　＋1
　3＝2×     1　＋1

2   n
…

…

　＋1

 　前ページの 例 題 1 で，和を差にかえると，どんなこと
がいえるでしょうか。

　また，その理由を，文字式を使って説明しましょう。

どんなことがわかるかな

2つの整数について，その和が

偶
ぐう

数
すう

になるか，奇
き

数
すう

になるか，

いろいろな場合を調べましょう。

　上の で調べたことを，文字式を使って説明するために，

まずは，偶数と奇数を文字を使って表しましょう。

条件がえをする

和の部分を差にかえて
考える

64－46＝18
81－18＝63
21－12＝9 

146　5章　図形と相似

10

5

4節 相似の利用

相似な図形の性質を利用して，いろいろな問題を解決しましょう。

　下の地図の点 A，Bは，2027年に
開業予定の中央新幹線の駅が設置される
予定の場所です。

実際の距
きょ

離
り

を調べよう

　上の地図を利用して，2地点A，B間の実際の距離を求めるには，

どうすればよいでしょうか。

羽田空港から
品川駅まで，
どれくらいの
距離なんだろう？

地図や航空写真を使えば，
いろいろな場所の間の
実際の距離を求める
ことができるね

　横浜線は，C相模原
はら

駅と D町田駅の間をほぼまっすぐに走り，
その 2地点 C，D間の実際の距離はおよそ 8kmです。

さ が み

60　2章　平方根
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　根号をふくむ式の計算を利用して，次の問題を考えましょう。

　上の問題で，実際に 1円硬貨を置いてみると，

直径 5cmの円に 4枚の硬貨がはいりそうです。

　このことを，4枚の 1円硬貨を左の図のように

並べた場合について調べてみましょう。

　この図で，4枚の 1円硬貨の中心A，B，C，Dは，

正方形の頂点となっています。また，点 Oは，

この正方形の対角線の交点です。

上の図のように，正方形ABCDの対角線ACを延長して，

1円硬貨の周と交わる点を，それぞれ，P，Qとします。

このとき，線分 PQの長さを求めなさい。

問 3

　4枚の 1円硬貨が，直径 5cmの円にはいることを
示すために，上の 問 3 で求めた線分 PQの長さが，

5cmよりも短いことを説明しましょう。

　直径 5cmの円があります。

　この円の中に，直径 2cmの 1円硬
こう

貨
か

を，

重ならないようにして 4枚入れることが

できるでしょうか。

平

 成 二 十 八 年

A

C

O

P

Q

D

B

上の図で，正方形ABCDの面積を求めなさい。

また，対角線ACの長さを求めなさい。
問 2 　正方形の面積

＝（対角線の長さ）2÷2

1円硬貨を使って
実際に確かめて
みよう

1円硬貨を使って
実際に確かめて
みよう

点Oを中心として
直径 5cmの円を
かいてみよう

教
科
書
の
特
色		

④
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
か
ら
判
明
し
た
生
徒
の
課
題
へ
の
対
応

全国学力・学習状況調査で指摘されている課題に対して，次のような取り組みで対応しています。

3年本冊	p.60

3年本冊	p.146

2年本冊	p.27

全国学力・学習状況調査 から判明した生徒の課題への対応

各学年に言語活動の場面を配置し，自分の考え
を表現する力を育む工夫をしています。特に，自
分の考えや，予想したことを説明したり，まとめた
りする場面では，必要に応じて記述や表現の例
を示すことで，数学的な表現を用いて説明する力
がつくようにしています。

利用の節では，学んだ数学を利用して問題解決
を行う場面を配置しています。また，問題解決の
方法を他の人と共有する言語活動の場面も用意
し，相互に意見を交換したり，自分の考えた方法
を数学的な表現を用いて説明したりする力が身に
つけられるようにしています。

あることがらが成り立つ理由を，口頭や記述で説
明する場面を多数用意し，学んだ学習を活かして
説明する力が身につくようにしています。

●予想したことがらを数学的な表現を用いて説明する力をつけるために
　（事実・ことがらの説明）

●問題解決の方法を数学的な表現を
 用いて説明できるようにするために
　（方法の説明）

●ことがらが成り立つ理由を説明する能力を育むために（理由の説明）

B問題の結果を受けての取り組みの例イ

5cmと（2＋2√2）cmの大小関係を説明する
ことは，二次方程式の解が問題にあっているか
どうかを確かめる場面にもつながります。
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236　数学広場

変化の割合の計算

　上の で，変化の割合は，次のように計算できます。

　　　
. .

. .
. .
. .

1 05 0 95
3 1 05 3 0 95

1 05 0 95
3 1 05 0 952 2 2 2

# #

-
-

=
-
-] g

　　　 
. .

. . . .
1 05 0 95

3 1 05 0 95 1 05 0 95
=

-
+ -] ]g g

　　　 =3(1.05+0.95)

　　　 =6

　関数 y=ax2で，xの値が pから qまで増加するときの変化の
割合は，xの増加量が q-p，yの増加量が aq2-ap2だから，

　　　
q p
aq ap

q p
a q p

q p
a q p q p

a q p
2 2 2 2

-
-

=
-
-

=
-

+ -
= +

] ] ]
]

g g g
g

となります。

関数y＝3x2について，xの値が 0.95から 1.05まで

増加するときの変化の割合を求めましょう。

1 関数 y=2x2について，xの値が 0.73から 1.57まで増加する
ときの変化の割合を求めなさい。

p.102～ p.103　関数y＝ax2の変化の割合

1.052や 0.952の
計算はしなくて
いいんだね

関数 y=ax2の変化の割合

　xの値が pから qまで増加するときの変化の割合は，a(p+q)

　y=ax2で，xの値が pから qまで増加するときの
変化の割合は，y=ax2のグラフ上の x=p，x=qと
なる 2点を結ぶ直線の傾

かたむ

きを表しています。
　これからさらに数学を学んでいくと，qを pにどんどん
近づけていくことで，y=ax2のグラフと，x=p
となる点で接する直線の傾きを求めることができる
ようになります。

O

y

xp q←

5

4章

1節

変化と対応
関　数

　けいたさんとかりんさんは，1辺の長さが 16 cmの正方形の
厚紙を使って，次の方法で，ふたのない箱をつくります。

小物入れの箱をつくろう

切り取る正方形の
大きさを変えたら
どうなるかな？

身のまわりにも
たくさんの
ともなって変わる
数量があるよ

小学校では
2つの数量の関係を
表や式，グラフを
使って調べたね

3cm 5cm 6cm

みんなで話しあってみよう

　箱をつくるとき，切り取る正方形の 1辺の長さを変えると，

それにともなって，どんな数量が変わるでしょうか。

10 cm 6 cm 4 cm
4 cm6 cm

6 cm5 cm
3 cm 10 cm

ともなって変わる2つの数量の関係について学びましょう。

　小学校では，どんな調べ方をしたかな？
つくり方

①　四すみから，同じ大きさの正方形を切り取る。
②　右の図の破線にそって折り曲げ，重なりあう辺を

テープなどでとめる。
時間がたつと…… 水を増やすと……

1節　関　数　105

20

15

10

5

236　数学広場

変化の割合の計算

　上の で，変化の割合は，次のように計算できます。
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　　　 =3(1.05+0.95)

　　　 =6

　関数 y=ax2で，xの値が pから qまで増加するときの変化の
割合は，xの増加量が q-p，yの増加量が aq2-ap2だから，

　　　
q p
aq ap

q p
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a q p q p

a q p
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となります。

関数y＝3x2について，xの値が 0.95から 1.05まで

増加するときの変化の割合を求めましょう。

1 関数 y=2x2について，xの値が 0.73から 1.57まで増加する
ときの変化の割合を求めなさい。

p.102～ p.103　関数y＝ax2の変化の割合

1.052や 0.952の
計算はしなくて
いいんだね

関数 y=ax2の変化の割合

　xの値が pから qまで増加するときの変化の割合は，a(p+q)

　y=ax2で，xの値が pから qまで増加するときの
変化の割合は，y=ax2のグラフ上の x=p，x=qと
なる 2点を結ぶ直線の傾

かたむ

きを表しています。
　これからさらに数学を学んでいくと，qを pにどんどん
近づけていくことで，y=ax2のグラフと，x=p
となる点で接する直線の傾きを求めることができる
ようになります。

O

y

xp q←

 7章の準備を
しよう！

7章　資料の活用　31

割　合

いろいろなグラフ

グラフには，棒グラフ（㋐），
折れ線グラフ（㋑），
帯グラフ，円グラフ（㋒）
などがあります。
⑴　国別の人口の多い少ないを表すには，棒グラフがよく使われます。
⑵　全体と部分の割合，部分と部分の割合をくらべるには，円グラフや
　　帯グラフがよく使われます。
⑶　年ごとの変化のようすを表すには，折れ線グラフがよく使われます。

小学5年

小学5年小学4年小学3年

みさきさんの学校の中庭は 500m2で，そのうちの 200m2が花だんになって
います。中庭を 1としたときの花だんの割合を求めましょう。

次のことがらを表すには，どんなグラフがよく使われるでしょうか。

⑴　世界のいくつかの国の人口の比
ひ

較
かく

⑵　日本の輸出品の種類別の割合
⑶　ある市の人口の年ごとの変化

割合を使って資料をくらべることを考えていきましょう。

➡相対度数（本冊 p.206）につながるよ

目的にあった表やグラフを使って，資料を整理していきましょう。

➡調べたことをまとめ，発表しよう（本冊 p.218）につながるよ

ある量をもとにして，くらべる量がもとにする量の
何倍にあたるかを表した数を，割合といいます。
割合=くらべる量 ÷ もとにする量  だから，
　　　　200÷500=0.4 0.4

もとにする量は中庭，
くらべる量は花だんだね

㋐ ㋑ ㋒

●学びをつなげよう

小中連携

中高連携

AA

BB

教科書の特色

スパイラルな学習のためにア

5 小中高連携・教科横断（ク ロスコンセプト）

3年本冊	p.236

1年本冊	p.105

1年MathNaviブック	p.31

小学校算数の学習内容と関連する内容を学ぶ際に
は，適宜ふりかえり算数を配置し，算数の内容を
確認しながらスパイラルな学習を行うことができるよ
う工夫しています。

MathNaviブック（別冊）の学びをつなげようでは，
それぞれの章の内容と関連が深く，特に生徒がつ
まずきやすいポイントを解説しています。単元に入る
前に予習として読ませたり，授業のはじめにおさら
いしたりすることで，生徒のつまずきをフォローする
ことができます。

●ふりかえり

「割合」や，「分数のかけ算，わり算」など，苦
手としている生徒の多い算数の内容を含め，つま
ずきやすい内容を取り上げています。

本冊数学広場のひろがる数学では，高校数学と
関連する発展的な内容を，発展マーク（　　　 ）
をつけて取り上げ，生徒の実態や興味・関心に応
じて授業で扱ったり，生徒が自主的に取り組んだり
できるよう工夫しています。
ひろがる数学の中にはさらにひろがる数学を設け，
後に学ぶ数学への学習意欲を喚起している場面も
あります。

●ひろがる数学
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　 で求めた面積と，　 で求めた縮尺から，実際の氷の面積を求める。

● 面積を求める計算はどうなるのかな？

上の計算と同じようにして，ほかの年についても，
北極の氷の部分の面積を調べてみましょう。

自由研究のテーマ例

北極の氷
下の 4つの図は，私たちの住む地球を北極側から見たものです。
南極と違

ちが

い，北極には陸地はありませんが，つねに厚い氷でおおわれています。

上の図で，　　　で示した範
はん

囲
い

を氷の部分と考えて，これまでに学んだことをもとに，
北極の氷の面積を考えましょう。

前ページの図を使って，1980年の北極の氷のおよその面積を，次の手順で考えてみましょう。

算数で学習した方法を使って，氷の部分の
図上での面積を求める。

● 図の氷の部分の面積はどれくらいかな？

小学6年生

3 年生 5 章「図形と相似」p.146 では，
地図から実際の長さを考えました。

算数では，方眼を使って面積を
考えました。

中学3年生

1

地球の実際の直径を 13000kmとして，
前ページの図の縮尺を求める。

● どうすれば縮尺が求められるかな？

2

1 23

氷の部分と完全に
重なる方眼の目は
1個分と数える

氷の部分のふちの線が通る
方眼の目は0.5個分などと数える

　 で求めた面積を 3.25cm2，　 で求めた縮尺を 1：200000000とすると，
　　 求める面積 = 3.25×2000000002（cm2）
　　　　　　　  = 13000000（km2）

1 2

数学を使って，
地球の環境についても
考えてみよう！

68

1cm

の数は c<で，

の数は c<だから，その半分で

c<

*4= 約 c<

円の^<$1>^の面積は

半径10cmの円の面積は，

1cm

　円の面積について，方眼を使って調べましょう。

　z　方眼を使って，半径10cmの円の

　　およその面積を求めてみましょう。

円周の通っている方眼の目をならして，
どれも0.5c<と考えましょう。おたすけ

　x　半径10cmの円の面積は，半径を 1辺とする

　　正方形の面積の何倍になっているといえますか。

円の<$1>の部分を

数えるだけで，
全体が
求められるね。

146　5 章　図形と相似

10

5

4節 相似の利用

相似な図形の性質を利用して，いろいろな問題を解決しましょう。

　下の地図の点 A，Bは，2027年に
開業予定の中央新幹線の駅が設置される
予定の場所です。

実際の距
きょ

離
り

を調べよう

　上の地図を利用して，2地点A，B間の実際の距離を求めるには，

どうすればよいでしょうか。

羽田空港から
品川駅まで，
どれくらいの
距離なんだろう？

地図や航空写真を使えば，
いろいろな場所の間の
実際の距離を求める
ことができるね

　横浜線は，C相模原
はら

駅と D町田駅の間をほぼまっすぐに走り，
その 2地点 C，D間の実際の距離はおよそ 8kmです。

さ が み

※方眼の1目もりは5mmです。

42　自由研究に取り組もう

98　4章　関数 y=ax2

10

5

2節 関数 y=ax2の値の変化

調べましょう。

グラフをもとにして，関数y＝ax2のyの値の増減について

　紙テープに打たれた点から，どんなことがいえるでしょうか。

　台車が斜面を下りるとき，動きはじめてからの時間をx秒，
動いた距離をycmとすると，yはxの 2乗に比例します。
　かりんさんとけいたさんのクラスでは，下のような実験をしました。

台車の運動を調べよう

　実験の結果，記録テープに打たれた点のようすは，次のようになりました。

点と点の間の
長さはどうなって
いるかな？

これから，関数
y＝ax2 のどんな
性質がいえるかな？

①　台車に記録テープをはりつける。
②　台車が斜面を下りる間，一定時間ごとに
　　記録タイマーで記録テープに点を打つ。

記録
テープ

記録タイマー

ある日，ゆうとさんがテレビを見ていると，
緊急地震速報が流れたので，
じょうぶな机の下に避難しました。

ひ なん

きんきゅう じ  しん そく ほう

あまりゆれなくて
よかったね

なぜ大きくゆれる前に
その情報が届くのかな？

20　4 章　変化と対応

教
科
書
の
特
色		

⑤
小
中
高
連
携
・
教
科
横
断
（
ク
ロ
ス
コ
ン
セ
プ
ト
）

理科との連携

その他教科との連携

AA

BB

教科間の連携イ

小中高連携・教科横断（ク ロスコンセプト）

3年本冊	p.98

1年MathNaviブック	p.203年MathNaviブック	p.42

中学校理科の教科書で取り上げているものと同
様の実験を取り上げたり，理科で扱う題材に対
して，数学的側面から考察を行ったりするなど，
理数の連携を重視しています。

地理	 「実際の距離を調べよう」（3年本冊	p.146-147）
歴史	 「放射性炭素年代測定法」（1年MathNaviブック	p.40-41）
伝統	 「日本の文化と数」（2年MathNaviブック	p.34-35）
地域社会	 「どんな数があるかな」（1年本冊	p.12-13）
国際理解	 「時差の求め方」（1年本冊	p.252-253）
職業体験	 「くふうして平均を求めよう」（1年本冊	p.47-49）
時事課題	 「オリンピック」（2年MathNaviブック	p.14-15），
	 「高齢化社会」（3年本冊	p.194-195），「バリアフリー」（3年本冊	p.180）など

ⅰ）体育	 「ドッジボール大会を計画しよう」
	 （1年本冊	p.254-255）　など

ⅱ）技術	 「曲尺の秘密」
	 （3年本冊	p.248-249）　など

ⅲ）美術	 「黄金比」
	 （3年本冊	p.254-255）　など

●社会科 ●その他の教科

●気候・環境

●実験・物理

●地震・地学

地球環境など，人類の未来に関わるテーマや，
防災など，今の社会の課題であるキーワード
に関する題材も豊富に取り上げています。
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20

15

10

5 例 1 玉を取り出すときの確率

2節　場合の数と確率　155

例 1 の箱から玉を 1個取り出すとき，

次の確率を求めなさい。

⑴　青玉が出る確率

⑵　青玉または黄玉が出る確率

問 1

赤玉 4個，黄玉 2個，青玉 3個がはいっている箱から

玉を 1個取り出すとき，赤玉が出る確率は，

次のようにして求められる。

　ア　玉の取り出し方は，全部で 9通り

　　　である。

　イ　どの玉の取り出し方も，同様に

　　　確からしい。

　ウ　赤玉が出る場合は，4通りである。

だから，赤玉が出る確率は
9
4

　これまでに調べたことから，1つのさいころを投げるとき，

1から 6の目は，どの目が出ることも同様に確からしく，

1の目が出る確率は
6
1 です。

　場合の数を考えて，ことがらの起こる確率を求めましょう。

　上の 例 1 の箱から玉を 1個取り出すとき，色のついた玉が

出る場合は 9通りだから，

　　色のついた玉が出る確率は，　
9
9
1=

です。また，白玉が出る場合は 0通りだから，

　　白玉が出る確率は，　
9
0
0=

といえます。

赤

黄

青

⑵は，
青でも黄でも
いいんだね
青でも黄でも
いいんだね

20

15

10

5

例 1 証明のしくみ

2節　証　明　111

右の図は，∠XOYの二等分線 OPの

作図を示している。

このとき，

　　∠XOP=∠YOP

となることを証明する。

点Pと点O，A，Bを，それぞれ結ぶ

線分をひくと，作図のしかたから，

仮定と結論は，次のようになる。

仮定　OA=OB，AP=BP

結論　∠XOP=∠YOP

そこで，根拠となることがらに注意して，

証明のすじ道をまとめてみると，下の図の

ようになる。

O A

B

Y

P

X
①

②

③②

O A

B

Y

P

X

△OAPと△OBPで，

OA=OB，AP=BP ア

△OAP≡△OBP

イ

三角形の合同条件

合同な図形の性質

仮定

結論 ∠XOP=∠YOP

上の図の�，�にあてはまるものをいいなさい。

また，証明の根拠として使っている

　　三角形の合同条件，　合同な図形の性質

を，それぞれいいなさい。

問 3

134　5 章　図形と相似

15

10

5

B A

A

E

B

F

C D

F

DC

E

8cmxcm

xcm

6cm 4cm

5cm

5cm
4cm

10cm
14cm

9cm

ycm

ycm

左の図で，点 Oから

四角形ABCDの各頂点を

通る直線をひいて，

四角形ABCDの 2倍の

拡大図をかきなさい。

左の図で，点 Oを中心にして，

おうぎ形 OABの
2
1 の縮図を

かきなさい。

　1つの点を中心とする図形の拡大，縮小は，多角形以外でも

考えられます。このようにして得られる図形も，もとの図形と

相似です。

　例えば，2つの円は相似で，その相似比は，半径の比に

等しいといえます。

A
D

B C
O

次の図で，AB，CD，EFが平行のとき，x，yの値を，

それぞれ求めなさい。

⑴　 　⑵　

1  平行線と線分の比

O B

60°

A

6cm

問 9

問10

132　5章　図形の性質と証明

15

10

5

平行四辺形の性質

❶　平行四辺形の 2組の向かいあう辺は，
　　それぞれ等しい。

❷　平行四辺形の 2組の向かいあう角は，
　　それぞれ等しい。

❸　平行四辺形の対角線は，
　　それぞれの中点で交わる。

　平行四辺形の定義から，次の性質を導くことができます。

　平行四辺形は，次のように定義されます。

　2組の向かいあう辺が，

それぞれ平行な四角形を

平行四辺形という。

1 平行四辺形の性質 平行四辺形の性質を見つけ，
それを証明しましょう。

2節 四角形

　けいたさんは，いろいろな幅
はば

のリボンを使って，上のようなネームプレートを
つくりました。右のページの㋐～㋓は，リボンの重なった部分を拡大した図です。

どんな四角形かな？

いろいろな四角形の性質や，特別な四角形になる条件について

調べましょう。
みんなで話しあってみよう

　右のページの㋐～㋓の重なった部分は，それぞれどんな四角形でしょうか。

㋐ ㋑ ㋒ ㋓

3cm 3cm3cm
2cm 2cm

2cm

2cm 4cm

■	CUD（カラーユニバーサルデザイン）とは
色の感じ方には個人差があります。そのため，色覚の多様性に配慮していないデザ
インの中には，ある人には色によって情報が伝わりにくいものもあります。例えば，
男性の20人に1人はP型，あるいはD型の色覚特性をもつと言われています。
P型，D型の色覚特性をもつ人は，個人差もありますが，右の三角形の辺ABと
辺 BCの色の区別がつきにくい場合があります。しかし，辺ACのように色と太さを
調整すれば，辺ABと辺 ACの色の区別がつきやすくなります。このように，色覚
の特性によらず，すべての人にきちんと情報が伝わるようにという考え方のもとに行
われたデザインをCUD（カラーユニバーサルデザイン）といいます。

教科書紙面の編集の際には，CUD
（カラーユニバーサルデザイン）に配慮し，

●色以外でも情報を伝える
●すべての人にわかりやすい配色にする

などの工夫をしています。

この教科書は NPO 法人カラーユニバーサルデザイン機構の認証を受ける予定です。

すべての生徒にとって，読みやすく意味を把握しやすい文
章になるよう，教科書本文では，意味や文節による改行
を行い，単語の途中での改行を行わないようにしています。

教科書中の図は，記号の大きさや，線の太さを調整し，
また，上にも記したCUDの観点にも配慮し，すべての
生徒にとって見やすい図となるよう配慮しています。

特に，かきこみなどの作業を行う可能性がある図につい
ては，左ページでは左側，右ページでは右側に配置す
るなどの配慮もしています。

2年本冊	p.132

3年本冊	p.134

2年本冊	p.155 2年本冊	p.111

玉の種類を色だけでなく，
文字でも伝えています。

色を使用する際は，線の太さや色を調
整し，見分けやすい配色にしています。

教科書の特色

CUDへの配慮

意味改行

見やすい図

ア

イ

ウ

6 すべての生徒に使いやす い教科書

意味が理解しやすいように，改行位置を工夫しています。

A

CB

（ユニバーサルデザインへの配慮）

（ユニバーサルデザインへの配慮）

（ユニバーサルデザインへの配慮）
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 4章の準備を
しよう！

4章　関数 y=ax2　17

比例の式を求めること

変化の割合

中学1年

中学2年

2乗に比例する関数の式を求めていきましょう。

➡関数 y=ax 2の式を求めること（本冊 p.89）につながるよ

2乗に比例する関数について，変化の割合を求めていきましょう。

➡関数 y=ax 2の変化の割合（本冊 p.102）につながるよ

yはxに比例し，x＝3のときy＝－18です。
xとyの関係を式に表しましょう。

一次関数y＝3x＋1で，xの値が 1から 5まで変わるときの変化の割合を
求めましょう。また，xの増加量が 1のときのyの増加量を求めましょう。

yは xに比例するので，比例定数を aとすると，y=ax

x=3のとき y=-18だから， 
　　-18=a×3　
　　  a=-6

したがって，y=-6x

xの値が 1から 5まで変わるとき，
　　xの増加量は，5-1=4

　　yの増加量は，16-4=12

だから，変化の割合は，  
4
12

3= となります。

一次関数 y=ax+bでは，変化の割合は一定で，aに等しくなります。
したがって，関数 y=3x+1で，xの増加量が 1のときの yの増加量は 3です。

変化の割合＝───────
yの増加量
xの増加量

x 1 5

y 4 16

一次関数の式は
どのようにして
求めたかな？

15

10

5

　この斜面で，ボールがころがりはじめてからの時間をx秒，
その間にころがる距

きょ

離
り

をymとします。
　このとき，
　　xの値を決めると，yの値がただ 1つに決まる
ので，yはxの関数になります。

4章

1節

関数 y=ax 2 

関数とグラフ

これまでに学んだ比例や反比例，一次関数とは違う

新しい関数について学びましょう。

　下の写真は，ボールが斜
しゃ

面
めん

をころがるようすを，0.1秒ごとに
写したものです。

どんな関係になっているかな？

みんなで話しあってみよう

　上で調べた関数は，これまでに学んだ関数とどんな違
ちが

いが

あるでしょうか。

　前ページのxとyの関係を，下の
表にまとめましょう。
　また，つくった表をもとにして，
対応するxとyの値の組を座標と
する点を，右の図にかき入れましょう。

y

x
0.1

0.1

0.2

0.3

0.4

O 0.2 0.3 0.4

比例の関係　y＝2x

x

y

… 0

… 0

1 2 3 …

2 4 6 …

x

y

… 0

… ×

1 2 3 …

6 3 2 …

一次関数　y＝x＋1

x

y

… 0

… 1

1 2 3 …

2 3 4 …

反比例の関係　y＝─6x

y

x
O 1 2 3

2

1

－1

－1

3

4

5

6

4

y＝2x

y＝x＋1

y＝─6x

x

y

0 0.1

0 0.02

0.2 0.3 0.4 0.5

0秒
0.1秒後

0.2秒後

0.3秒後

0.4秒後

0.5秒後

（m）

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

1節　関数とグラフ　87

224　力をつけよう
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15

10
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57 関数 y=ax2で，xの変域が-4≦x≦2のとき，yの最大の値が 8です。
aの値を求めなさい。

60 右の図は，y=ax2のグラフで，A(-1，1)，
B(3，9)はこのグラフ上の点です。また，
直線ABと y軸との交点を Cとするとき，
次の問いに答えなさい。
⑴　aの値を求めなさい。
⑵　点 Cの座標を求めなさい。
⑶　△OABの面積を求めなさい。
⑷　点 Cを通り，△OABの面積を 2等分する
　　直線の式を求めなさい。

関数 y=ax24章

58 次の⑴～⑷の条件にあてはまる関数の式を，下の㋐～㋓からすべて選び，
記号で答えなさい。
⑴　グラフが原点を通り，x軸

じく

の上側にあるもの
⑵　グラフが，x軸を対

たい

称
しょう

の軸として，y=5x2のグラフと線対称の関係
　　にあるもの
⑶　グラフの開き方が，もっとも小さいもの
⑷　x≦0の範

はん

囲
い

では，xの値が増加するにつれて yの値が増加するもの

　㋐　y x
5
1 2= 　   ㋑　y x

5
1 2=- 　  ㋒　y=6x2　  ㋓　y=-5x2

59 右の図のように，直線 y=12が y軸と
交わる点をAとし，2つの関数 y=3x2，
y=ax2 (a＞0) のグラフと交わる 4点の
うち，x座標が正である 2点をそれぞれ，
B，Cとします。
⑴　点 Bの座標を求めなさい。
⑵　AB=BCであるとき，aの値を
　　求めなさい。

x

y y=3x 2

y=12

y=ax 2

O

12
A B C

O

A

C

B

x

y

210　力をつけよう

15

10

5

29 関数 y=-3x2について，xの変域が次のときの yの変域を
求めなさい。

⑴　 x3 1E E-  ⑵　 x1 4E E

23 ⑴　x2-10x=0 ⑵　x2+7x=0

⑶　4x2=-3x ⑷　x x
3
12=

問 3p.74

24 ⑴　x2+18x+81=0 ⑵　x2-12x+36=0 問 4p.74

25 ⑴　x2+2x=8 ⑵　x2-3x=4

⑶　x2=7x-10 ⑷　3x2-12x=0

問 5p.74

26 ⑴　x2+1=-10(x+2) ⑵　(x-2)(x-4)=35 問 6p.75

28 次の関数のグラフをかきなさい。

⑴　y x
3
1 2=

⑵　y x
3
1 2=-

O-4

-4

4

4

y

x

問 3p.94

問 4p.95

27 yは xの 2乗に比例し，x=6のとき，y=-12です。
⑴　xと yの関係を式に表しなさい。
⑵　x=-3のとき，yの値を求めなさい。

4章　関数 y=ax2

問 2p.90

問 1p.101
問 2

4章

買う長さによって，
安くなる店が
変わりそうだね

長さと代金の関係を
グラフに表してみたら
どうかな？

劇の小道具に使うリボンを買おうと思っている
みさきさんは，ほしいリボンを売っている店を
2つ見つけました。

70cmまでなら 450円ですが，
70cmをこえた分については，
1cmあたり10円いただきます

1cmあたり10円ですが，
50cm以上買うと20％，
100cm以上買うと30％，
レジで割引きします

A店
B店

18　4章　関数 y=ax2

数
学
広
場

ひ
ろ
が
る
数
学

25

20

15

10

5

　ひろがる数学　237

グラフの交点の座標

　2つの一次関数
　　　y=-x+7

　　　y=-2x+10

のグラフの交点の座標は，2つの式を連立方程式と
みたときの解 (3，4)です。

p.112　放物線と直線

1 上の①，②のグラフの交点A，Bの座標を求めましょう。

　関数 y=ax2と一次関数 y=bx+cのグラフの
交点の座標は，2つの式を連立方程式とみたときの
解になります。
　さらに数学を学んでいくと，右の図のような，
いろいろな関数のグラフの交点を，連立方程式で
求めることができるようになります。

O
x

y

O
x

y

y=-x+7

y=-2x+10

(3,  4)

　これと同じようにして，放物線と直線の交点の
座標を求めることを考えてみましょう。

　右の図は，
　　　　　関数　y=x2 　……①
　　　一次関数　y=x+2 　……②
のグラフです。この 2つのグラフの交点の x座標と
y座標の値の組は，①，②の両方を成り立たせます。
　つまり，交点の座標は，①，②を連立方程式と
みたときの解を表しています。

　したがって，2つの一次関数のグラフのときと同じように考えて，
①，②の式から yを消去した，xについての二次方程式
　　　x2=x+2

の解が，この 2つのグラフの交点の x座標となります。
　この方程式を解くと，　x=-1，2

となるので，交点Aの x座標は-1，Bの x座標は 2となります。

O
x

y ① ②

A

B

教
科
書
の
特
色		

⑥
す
べ
て
の
生
徒
に
使
い
や
す
い
教
科
書

さらに力をのばすための工夫

3年本冊	p.87

3年本冊	p.210

3年本冊	p.224

3年MathNaviブック	p.17

3年MathNaviブック	p.183年本冊	p.237〈数学広場〉 〈学びをいかそう〉

〈まとめの問題〉

〈くり返し練習〉

〈ふりかえり〉

〈学びをつなげよう〉

BB

既習の内容の学び直しについては，適宜ふりかえりを配置し，
学習がスムーズに進められるようにしています。
また，定着に不安のある既習事項について，それぞれの生徒の
必要に応じて，学びをつなげように取り組ませたり，授業で取り上
げたりすることが考えられます。そのほか，学習した章の学び直し
として，その章に対応するくり返し練習も利用できます。

学び直しのための工夫AA
個に応じた配慮エ

すべての生徒に使いやす い教科書

基礎が十分身についた意
欲のある生徒が，より力
をのばすために，それぞ
れの興味・関心に応じて
適した課題に取り組めるよ
うに，豊富な題材を用意
しています。

一口に学び直しと言っても，
生徒の理解度やタイミン
グによって，必要な指導
は異なります。必要に応じ
て課題を使い分けられるよ
う，さまざまなコーナーを
用意しています。

意欲的な生徒で，基礎が十分に身につき「もっと力をのばした
い！」あるいは「学んだことを活用してみたい！」という場合には，
学習した単元に対応するまとめの問題や，数学広場の課題に取
り組ませることで，応用力をつけたり，発展的な学習を行ったりで
きます。また，学びをいかそうや自由研究のテーマ例を参考に，
自らテーマを探して探究活動を行うことも可能です。

※ユニバーサルデザインへの配慮については，この冊子のp.64-65もご参照下さい。
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 考え方

①　Cを通る線分ABの垂線をひく。
 　②　直線ABについて Cと反対側に，
 　　　正三角形 OABの頂点 Oをとる。
 　③　Oを中心として，OAを半径とす

る円 Oをかき，①の垂線と円 O

の交点のうち，直線ABについ
て Cと反対側にあるものが，求
める点 Pである。

1. 

上の図のように，線分AQ，BQをひく。
 △APQと△QPBで，
 　∠APQ=∠QPB=90° ……①
 △APQの内角の和は 180° だから，
 　∠PQA+∠PAQ=90° ……②
 直径に対する円周角∠AQBは直角だから，
 　∠PQA+∠PQB=90° ……③
 ②，③から，∠PAQ=∠PQB ……④
 ①，④から，2組の角が，それぞれ等し
いので，

 　△APQ∽△QPB

 相似な三角形では，対応する辺の比は等
しいので，PQ=xとすると，

 　1：x=x：3

 これを解くと，x>0だから，
 　x 3=

 よって，PQの長さは 3 になる。

6章（本冊 p.169～ p.171）

 ⑴　120° ⑵　72°
 ⑴　∠x=50°，∠y=80°

 ⑵　∠x=35° ⑶　∠x=20°
 ⑴　∠x=50°

 ⑵　∠x=31°，∠y=125°
 ⑶　∠x=40°

 4点A，E，P，Dと 4点B，C，D，E

 ∠x=72°
 考え方　

例えば，Aと Bを結ぶと，三角形の
内角・外角の性質から，∠xは円周の

5
1 の弧に対する円周角 2つ分の和で

あることがわかる。
 △ABEと△BDEで，

 仮定より，∠BAE=∠EAC

　　EC
&

に対する円周角だから，
　　　∠EAC=∠DBE

 したがって，∠BAE=∠DBE ……①
 また，共通な角だから，
　∠AEB=∠BED ……②
①，②から，2組の角が，それぞれ等し
いので，△ABE∽△ BDE　

 △ACDと△AEFで，
 円 Oの AB

&
に対する円周角だから，

　　　∠ACD=∠AEF ……①

 円 O'の AB
&

に対する円周角だから，
　　　∠ADC=∠AFE ……②
 ①，②から，2組の角が，それぞれ等し
いので，△ACD∽△AEF

 Aを通る直径をAB

 とすると，
　　　∠APB=90°
 △APBで，
 中点連結定理より，
　　　MO // PB 

　　よって，∠AMO=90° …①
　　同じようにして，∠ANO=90° …②
 ①，②から，4点A，O，M，Nは同じ
円周上にある。

B
A

O

M

N
P

Q

A
B

C

P

O

A
B

P

Q

O
31

学習したことをもとにして，新しいことを発見しよう

新しいことを発見することは，とてもわくわくするものです。
これまでよりもひろくものごとを考えられるようになります。

数学の学習も同じです。
何か新しいことを自分で発見できないか考えることをたいせつにしましょう。
また，新しく学ぶことが，すでに学んだこととどのような関係があるのかも
ふり返りながら学習に取り組んでみましょう。
そうすることで，数や図形などについての新しい
性質や考え方をみずから発見できるようになり，
よりいっそう数学のよさや楽しさを
実感することができるようになります。

さあ，みなさん自身で，学習したことをもとにして，
数学の世界をどんどんひろげていきましょう。

学習したことを身のまわりの場面で利用しよう

学習を通して知識を増やしていくことは，とてもたいせつなことです。
知識を増やしていくことは，たくさんの道具を持つことと同じです。
しかし，道具は使わなければ意味がありません。

数学の学習では，学んでいく中でたくさんの知識や考え方を身につけていきます。
この身につけた知識や考え方を，数学の問題を解くときだけでなく，
身のまわりの場面でも利用できないか考えてみましょう。

数学の学習を通して身につけた道具を使って，
身のまわりの場面をもう一度見なおして
みましょう。数学を通して見ると，
これまでとは違って見えるかもしれません。
また，そうした場面での問題に取り組むことで，
身につけた知識や考え方がより確実な，
使いやすい道具になっていくでしょう。

学習の進め方

みなさんは，数学の学習は ｢問題の答えを求めること」だと

思っていませんか。もちろん，問題の答えを求めることは

たいせつですが，それだけが数学の学習ではありません。

● 答えを求めるために，いろいろためしてきまりを見つける。

● 予想を立て，その予想が正しいかどうかを考える。

● 考えたことを説明する。

● みんなで話しあって考えを深める。

なども，たいせつな数学の学習なのです。

与えられた問題を解決するだけでなく，身のまわりで不思議に

思ったことについて，数学を使って考え，疑問を解決することが

できれば，数学がより身近なものに感じられて，いっそう楽しく

なってくるはずです。

このように，数学を学ぶときには，学習の進め方に少し目を

向けるだけで，数学の学習で身につけたことを，授業はもちろん，

日常生活のさまざまな場面で活用することができるように

なります。
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数学の学習を通して身につけた道具を使って，
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みましょう。数学を通して見ると，
これまでとは違って見えるかもしれません。
また，そうした場面での問題に取り組むことで，
身につけた知識や考え方がより確実な，
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みなさんは，数学の学習は ｢問題の答えを求めること」だと

思っていませんか。もちろん，問題の答えを求めることは

たいせつですが，それだけが数学の学習ではありません。

● 答えを求めるために，いろいろためしてきまりを見つける。

● 予想を立て，その予想が正しいかどうかを考える。

● 考えたことを説明する。

● みんなで話しあって考えを深める。

なども，たいせつな数学の学習なのです。

与えられた問題を解決するだけでなく，身のまわりで不思議に

思ったことについて，数学を使って考え，疑問を解決することが
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1章「正の数・負の数」では，新しい数のかけ算などの計算を考えます。

p.33の「同じように考える」は，この新しい数のかけ算についても，
すでに知っているかけ算と同じように考えれば，
計算のしかたが見つけられるというメッセージです。

数学では，過去に学んだことと同じように考えれば，
新しいことがらを引き出せる場面がたくさんあります。
このような見方や考え方をたいせつにして，数学の世界を
ひろげていきましょう。

● 自分の意見を具体的にわかりやすく伝えよう。

● ほかの人の意見と自分の意見をくらべながら聞こう。

● 話しあったことをまとめよう。

話しあうときには

● 自信をもって，大きな声で，みんなの方を見て話そう。

● 疑問に思ったことやつけたしたいことは，

手をあげて発言しよう。

発表する・発表を聞くときには

● 自分の考えを整理しよう。

● まとめたあとは，ほかの人がまとめたものと

くらべたり，意見や感想を聞いたりしよう。

まとめるときには

小学校 2年でかけ算を学びました。

2×3の答えをどうやって求めたかを
思い出してみましょう。
2×3は，2個の3つ分と考えて

2＋2＋2，だから6となります。

同じように考える
上と同じ方法で
求める

見方・考え方

話しあいや発表などを通して，自分の考えを深めよう

ことばや文字で表現することはとてもたいせつなことです。
数学の学習では，ことばだけでなく，数や記号，式，図，表，グラフなどを用いたりして，
自分の考えをわかりやすく伝えるようにくふうしましょう。

また，ほかの人の話を聞くことで，考えをひろげたり，理解を深めたり，
疑問を解決したり，新しいことに気づいたりすることもたいせつです。

数学の見方・考え方にも目を向けよう

この教科書には，右のような看板がついているところがあります。
これは，みなさんに意識してほしいたいせつな見方や考え方を
示しています。

どんなところがたいせつかというと…
小学校時代へタイムスリップ！！

中学校の世界へもどりましょう

看板は
ほかにもあるよ

2×3…… 2個の3つ分

学習の進め方

負の数×正の数　も，同じように考えると，

　　(-2)×3=（-2）+(-2)+(-2)=-6
この-6は，-(2×3)に等しくなります。

同じように考える
上と同じ方法で
求める

見方・考え方

p.33
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ノートをくふうして，学習に役立てよう

ノートは授業の記録であるとともに，これからの学習の手がかりにもなります。
問題が解けず困ったときなどには，もう一度ノートを見なおして
考え方のヒントを探してみましょう。きっと新たな発見があるはずです。

ノートには，黒板に書かれたことをただ写すだけではなく，
先生の説明やほかの人の発言でたいせつだと思ったこと，
自分で考えたことなども書き加えておきましょう。
ノートをまとめることは，知識や考えを整理し，理解を深めることに役立ちます。
ここでは，いくつかのノートのとり方を紹介します。

　　　　　　　　　　　　　のコーナーなどでは，
ほかの人にもわかりやすくまとめることもたいせつだよ

★ はノートに書くときに気をつけること
◆ はたいせつだと思ったことや自分の意見など

◆

みんなで意見を
出しあうところでは，
自分の意見だけでなく，
ほかの人の意見も
書いて，自分の考えを
見なおしたり，さらに
深めたりしよう。

★
色も使って，
わかりやすくしておこう。

★
式や答えだけでなく，
図もかいて考えよう。
図は，定規，コンパス，
分度器などを使って，
大きくていねいにかこう。

◆

疑問に思ったことを
書こう。あとで先生に
たずねたり，自分で
考えたり調べたりして
解決しておこう。

★ 「b」は「6」と見間違えないように
　 ていねいに書こう。「　 」と書くこともあるよ。

◆ 自分で考えたことや
　気づいたことも書こう。

◆ 〇×をつけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。
　そして，その問題をもう一度解いて，同じ間違いを防ごう。

はノートに書くときに気をつけること
はたいせつだと思ったことや自分の意見など

◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 〇〇〇〇×××
そして，その問題をもう一度解いて，同じ間違いを防ごう。そして，その問題をもう一度解いて，同じ間違いを防ごう。そして，その問題をもう一度解いて，同じ間違いを防ごう。そして，その問題をもう一度解いて，同じ間違いを防ごう。そして，その問題をもう一度解いて，同じ間違いを防ごう。

★
分数は2行を
使って書こう。

★

途中の式も
書いておこう。

◆ 先生の説明やほかの人の発言で
　たいせつだと思ったことを書こう。

ここでは，いくつかのノートのとり方を紹介します。

はノートに書くときに気をつけること
はたいせつだと思ったことや自分の意見など

×××をををををつけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。つけるだけでなく，なぜ間違えたのかを書こう。
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たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。たいせつだと思ったことを書こう。
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自分の考えをまとめよう

学習の進め方
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1章「正の数・負の数」では，新しい数のかけ算などの計算を考えます。

p.33の「同じように考える」は，この新しい数のかけ算についても，
すでに知っているかけ算と同じように考えれば，
計算のしかたが見つけられるというメッセージです。

数学では，過去に学んだことと同じように考えれば，
新しいことがらを引き出せる場面がたくさんあります。
このような見方や考え方をたいせつにして，数学の世界を
ひろげていきましょう。

● 自分の意見を具体的にわかりやすく伝えよう。

● ほかの人の意見と自分の意見をくらべながら聞こう。

● 話しあったことをまとめよう。

話しあうときには

● 自信をもって，大きな声で，みんなの方を見て話そう。

● 疑問に思ったことやつけたしたいことは，

手をあげて発言しよう。

発表する・発表を聞くときには

● 自分の考えを整理しよう。

● まとめたあとは，ほかの人がまとめたものと

くらべたり，意見や感想を聞いたりしよう。

まとめるときには

小学校 2年でかけ算を学びました。

2×3の答えをどうやって求めたかを
思い出してみましょう。
2×3は，2個の3つ分と考えて

2＋2＋2，だから6となります。

同じように考える
上と同じ方法で
求める

見方・考え方

話しあいや発表などを通して，自分の考えを深めよう

ことばや文字で表現することはとてもたいせつなことです。
数学の学習では，ことばだけでなく，数や記号，式，図，表，グラフなどを用いたりして，
自分の考えをわかりやすく伝えるようにくふうしましょう。

また，ほかの人の話を聞くことで，考えをひろげたり，理解を深めたり，
疑問を解決したり，新しいことに気づいたりすることもたいせつです。

数学の見方・考え方にも目を向けよう

この教科書には，右のような看板がついているところがあります。
これは，みなさんに意識してほしいたいせつな見方や考え方を
示しています。

どんなところがたいせつかというと…
小学校時代へタイムスリップ！！

中学校の世界へもどりましょう

看板は
ほかにもあるよ

2×3…… 2個の3つ分
の答えをどうやって求めたかを

学習の進め方

負の数×正の数　も，同じように考えると，

　　(-2)×3=（-2）+(-2)+(-2)=-6
この-6は，-(2×3)に等しくなります。

2 3 2個の3つ分

章「正の数・負の数」では，新しい数のかけ算などの計算を考えます。

同じように考える
上と同じ方法で
求める

見方・考え方

p.33
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従来の教科書では本冊の巻末に掲載していた解
答をMathNaviブック（別冊）の巻末に移動しまし
た。それにより生徒が教科書の問題の答えあわ
せをする際に，問題文と解答を並べて見ることが
可能になりました。また，特に解決の糸口が見つ
けにくい問題には考え方も記載するようにしました。

さらに，ご要望の多かった数学広場の問題につ
いても，今回から解答を掲載し，生徒が自学で
取り組みやすいようにしています。

解答の充実

3年MathNaviブック	p.51

1年本冊	p.7-10より抜粋

AA

教科書の特色

学習の進め方BB
数学の学びをより豊かなものにするために，また，
数学の学習を通して，数学の中だけでなく，他の
教科の学習や生活の中でも役立つ力を身につけ
るためには，どのようなことに注意して学習を進め
ればよいのかを，各学年本冊巻頭の学習の進め
方で紹介しています。

年度はじめのオリエンテーションで紹介したり，折
にふれて生徒に意識させたりすることで，より質の
高い数学の学習を実現することができます。

自学自習への対応ア

多様化する学習形態への 対応7

作図の問題で，答えの図だけを見てもその方
法が理解しにくいものについては，考え方も示
しています。

数学を通して，これからの社会を生きるための
能力を身につけるために，ぜひ生徒の皆さん
に読んでいただきたい部分です。
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12　3章　一次関数

 3章の準備を
しよう！この章では，1年で学んだ比例をもとにして，新しい

関数の特
とく

徴
ちょう

やグラフについて調べたり，その関数の式を
求めたりしていきます。
この章の学習内容とつながりの深いことがらについて
確認しましょう。

3章　一次関数

比例の式，性質

yが xの関数で，その間の関係が，y=ax（aは定数）で表されるとき，
yは xに比例するといい，aを比例定数といいます。
上のことがらで，
　　　道のり=速さ × 時間  

だから，yを xの式で表すと，　y=3x

となります。

中学1年

時速 3kmでx時間歩いたときの道のりをykmとします。
このとき，yをxの式で表しましょう。

比例をもとにして，新しい関数の関係を調べていきましょう。

➡一次関数（本冊 p.58）につながるよ

x 1 2 3 4 5

y 3 6 9 12 15

2倍 2倍
3倍

2倍 2倍
3倍

xの値が 2倍，3倍，……
になると，yの値も 2倍，
3倍，……になるよ

254　数学広場

15

10

5

ドッジボール大会を計画しよう
いつでも取り組めます。

　はやとさんの学校で，1年のA組から E組
までの 5クラスが参加するドッジボール大会
がおこなわれます。

　試合は，各クラスどうしが 1回ずつ対戦
する総あたり戦です。

この大会の試合数を求めるのに，あかねさんとはやとさんは，
次のように考えました。

2人は，それぞれどのように考えているでしょうか。

1

正午に午前の試合を終了し，昼休みを 1時間とって，午後は
1時から試合をはじめるようにします。
午前の最初の試合をはじめる時刻と，午後の最後の試合が
終わる時刻は，それぞれ何時何分でしょうか。

2

　1試合の時間は 15分で，次の試合を始めるまでの時間は 5分とします。
また，使用するコートは 1面だけで，午前に 5試合，午後に 5試合を
おこないます。

B C D EA

5×5－5＝20
20÷2＝10

10試合

4＋3＋2＋1＝10
10試合

B C D EA
○ ○ ○ ○A
○ ○ ○B
○ ○C
○D

E

体育・学校生活・思考力

あかね はやと

3章　一次関数　15

記録の変化のようす

　右の図は，1948年から
2012年までのオリンピック
陸上 100mの記録を，
表計算ソフトを使って
グラフに表したものです。
　これらの点が一直線上に
並んでいるものと考えて，2020年の記録がどうなるかを予想してみます。
　これらの点のなるべく近くを通る直線として，
      男子は， 1972年（10.14秒）と 2008年（9.69秒）
      女子は， 1976年（11.08秒）と 2008年（10.78秒）
の記録を表す点を結んだ直線で考えてみることにします。

記録の変化を表す式を求める

　開催年を西暦x年，記録をy秒として，上の 2組の記録から，
xとyの関係を表す式を求めると，次のようになります。
     男子  y＝－0.012500x＋34.790
     女子  y＝－0.009375x＋29.605

式を使って優勝記録を予想する

　それぞれの式のxに，東京オリンピックがおこなわれる年の
2020を代入すると，
     男子  y＝－0.012500×2020＋34.790＝9.5400（秒）
     女子  y＝－0.009375×2020＋29.605＝10.6675（秒）
　2020年の東京オリンピック陸上 100mでは，
　　男子は 9.54秒，  女子は 10.67秒
という優勝記録になると予想できます。

いつまでも記録がよくなり続けることは
ありえないと思うけど，関数を使って
考えると，未来のことがある程度予測できる
ので，とてもおもしろいと思いました。
予想と近い結果になるのか，いまから楽しみです。

東京オリンピック陸上 100mの優勝記録は予想できる？
3章

2020年のオリンピックは東京で
おこなわれることが決定しています。
夏季オリンピックとしては56年ぶりに
日本でおこなわれるこの大会。
どんな記録が誕生するのか，
ゆうとさんはいまから楽しみにしています。

オリンピック陸上100m の優勝記録（秒）

1948年以降の記録。2000年女子は優勝者失格のため記録なし。

過去の記録から，
2020年の
東京オリンピックの
陸上 100m の優勝記録を
予想できないかな？

開催年（開催地） 男子 女子

1948（ロンドン） 10.3 11.9

1952（ヘルシンキ） 10.4 11.5

1956（メルボルン） 10.5 11.5

1960（ローマ） 10.2 11.0

1964（東京） 10.0 11.4

1968（メキシコシティ） 9.9 11.0

1972（ミュンヘン） 10.14 11.07

1976（モントリオール） 10.06 11.08

1980（モスクワ） 10.25 11.06

1984（ロサンゼルス） 9.99 10.97

1988（ソウル） 9.92 10.54

1992（バルセロナ） 9.96 10.82

1996（アトランタ） 9.84 10.94

2000（シドニー） 9.87 ̶

2004（アテネ） 9.85 10.93

2008（北京） 9.69 10.78

2012（ロンドン） 9.63 10.75

ペ キ ン

この関数を使うと，
男子の記録が 9 秒を
きるのは 2064 年ごろ，
女子の記録が 10 秒を
きるのは 2092 年ごろ
という予想になるよ　 

自由研究に取り組もう　43

10cm

平行移動

くふうして面積を求めることができる図形の例

対
たい

称
しょう

移動

図形の一部を移動させるなど，くふうして面積を求める
ことができる問題をつくってみましょう。また，ここで
紹介したもののほかに，どんなくふうがあるでしょうか？

移動

本冊 p.165では，1辺が 10cmの正方形の
内側にかかれた，左の図 1で色のついた
部分の面積を考えました。この問題では，
下の図 2の半円㋑は，半円㋐が平行移動
したものであることに着目すると，
求める面積は，下の図 3の長方形㋒の
面積と同じであることがわかります。

上の図では，対称移動を
うまく利用しています。
同じように考えると，右の
図 8，図 9でも，それぞれ，
色のついた部分全体の面積を
求めることができます。

このように，そのままでは面積を求めることがむずかしい問題でも，
図形の一部を対称移動することで，くふうして面積を求めることが
できる場合があります。

このように，図形の一部を平行移動することで，
面積を求めやすい形に変えることができる場合もあります。
同じように考えると，下の図 4，図 5の色のついた部分の面積を
求めることができます。

右の図6のあ，い，う，えの部分の
面積を，それぞれ求めることは
むずかしそうですが，図7のように
右側に集めると，あ～え全体の
面積は求めることができそうです。

移動を使って面積を考える

自由研究のテーマ例

10cm

図 1

図 2 図 3

図 4

㋐

㋑ ㋒

図 5

図 8 図 9

図 6 図 7

6cm 6cm

あ あ

い い

う う

え え

8cm 8cm
12cm

8cm

10cm10cm
10cm10cm

10cm10cm

10cm10cm 10cm10cm
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時差の求め方（本冊 p.252～ p.253）

 午前 5時

ドッジボール大会を計画しよう
（本冊 p.254～ p.255）

 例　
 〔あかねさんの考え方〕

Aとほかの組を順番に矢印で結び，次
に，Bとほかの組を順番に矢印で結ぶ。
ただし，AからBとBからAは同じだ
から，BからAには矢印で結ばないよ
うにする。
同じように，C，Dとほかの組を矢印で
結んで，その数を数えると，試合数は，
　4+3+2+1=10

となる。
 〔はやとさんの考え方〕
表をつくると，対戦を表す欄の数は，
　5×5=25

そのうち，AとAなど，同じ組の対戦
はありえないので，
　25-5=20

また，表の斜めの線より上半分と下半分
は同じ対戦を表しているから，試合数は，
　20÷2=10

となる。
 午前の最初の試合をはじめる時刻

 　…午前 10時 25分
 午後の最後の試合が終わる時刻
 　…午後 2時 35分

 第 3試合　A-C

 第 2試合　D-E

 第 5試合　A-D

 

5  正四面体　4-6+4=2

　　正六面体　8-12+6=2

　　正八面体　6-12+8=2

　　正十二面体　20-30+12=2

　　正二十面体　12-30+20=2

　　すべて 2になっている。

立体の切り口の形（本冊 p.246～ p.247）

1  長方形
2  円
3  点 Pが Gに重なるとき
理由　 △BGD で，BG，GD，DB は，
どれも立方体の 1つの面である正方形の
対角線だから，BG=GD=DBとなる。
つまり，△BGDは正三角形になり，そ
の 1つの角∠BPDは 60° になる。

4  ①　長方形 ②　台形
5  ひし形

午前
対戦クラス 審判

第 1試合 B-C A

第 2試合 D-E B

第 3試合 A-C D

第 4試合 B-E C

第 5試合 A-D E

教
科
書
の
特
色		

⑦
多
様
化
す
る
学
習
形
態
へ
の
対
応

数学広場・自由研究に取り組もう

2年MathNaviブック	p.15

1年MathNaviブック	p.43

1年本冊	p.254，1年MathNaviブック	p.55

2年MathNaviブック	p.12

DD

MathNaviブック（別冊）の学びをつなげよう，学びをいかそうは，
生徒が主体的に学習を進める際の助けとなるようにもしています。

学びをつなげよう・学びをいかそうCC

生徒の興味・関心や意欲に応じて，自ら数学広場の課
題に挑戦したり，自由研究に取り組もうを参考にして自主
的に自由研究や調べ活動に取り組めるようにしています。

多様化する学習形態への 対応

「学びをいかそう」には必ず，調べたことをまとめたレポートの例
を用意しています。これにより，レポートを読むだけでもその章
の復習ができたり，そのレポートを参考に，生徒自ら別の視点
で調べ学習をすることができたりと，生徒が主体的に学びを復
習・深化できるようになっています。

生徒が自学でも取り組みやすいよう，
数学広場の課題の解答も用意しています。

自由研究のテーマ例の最後には，さ
らなる興味・関心を喚起し，生徒自
らもっと知りたい，調べたいという意
欲を引き出す投げかけをしています。

授業の前の予習として生徒が取り組む場合，問題しか用意され
ていないと，つまずいた際の拠り所がありません。そこで，「学
びをつなげよう」では，それぞれの課題に解説まで用意し，授
業を受けるまでに生徒 1人でも，主体的に既習内容の確認が
できるように工夫しています。



24

25

20

15

10

5

　ひろがる数学　249

資料の活用とコンピュータ
p.200～ p.222　資料の活用

　コンピュータを使うと，大量の資料を並べかえたり，その資料の
代表値を求めたり，度数分布表やヒストグラムをつくったりする
ことができます。

　また，インターネットを活用すると，
さまざまな資料を手に入れることができます。
　例えば，気象庁のサイトには，「気象統計情報」
というページがあります。そこからは，過去の
気象資料（気温，降水量，天気など）を得る
ことができます。
　「最近の夏の気温は，昔よりも高くなっている」
といわれることがありますが，このことを，
「気象統計情報」の資料を活用して，調べてみましょう。

資料を収集する

　「気象統計情報」の中には，過去の気象データ
をダウンロードできるページもあります。

　このページでは，右のように，地点を選ぶ，
項目を選ぶ，期間を選ぶという選択項目があり，
これを使うと，例えば，京都市の過去 50年間に
おける８月 16日の平均気温，最高気温，
最低気温などのデータを簡単に手に入れる
ことができます。

　また，画面に表示機能を使うと，
ダウンロードせずにデータを画面に表示させる
こともできます。

あなたの住まいの近くの地点を選んで，
過去何年間かの 8月 16日の平均気温，
最高気温，最低気温を調べてみましょう。

数
学
広
場

ひ
ろ
が
る
数
学

1章「正の数・負の数」では，新しい数のかけ算などの計算を考えます。

p.33の「同じように考える」は，この新しい数のかけ算についても，
すでに知っているかけ算と同じように考えれば，
計算のしかたが見つけられるというメッセージです。

数学では，過去に学んだことと同じように考えれば，
新しいことがらを引き出せる場面がたくさんあります。
このような見方や考え方をたいせつにして，数学の世界を
ひろげていきましょう。

● 自分の意見を具体的にわかりやすく伝えよう。

● ほかの人の意見と自分の意見をくらべながら聞こう。

● 話しあったことをまとめよう。

話しあうときには

● 自信をもって，大きな声で，みんなの方を見て話そう。

● 疑問に思ったことやつけたしたいことは，

手をあげて発言しよう。

発表する・発表を聞くときには

● 自分の考えを整理しよう。

● まとめたあとは，ほかの人がまとめたものと

くらべたり，意見や感想を聞いたりしよう。

まとめるときには

小学校 2年でかけ算を学びました。

2×3の答えをどうやって求めたかを
思い出してみましょう。
2×3は，2個の3つ分と考えて

2＋2＋2，だから6となります。

同じように考える
上と同じ方法で
求める

見方・考え方

話しあいや発表などを通して，自分の考えを深めよう

ことばや文字で表現することはとてもたいせつなことです。
数学の学習では，ことばだけでなく，数や記号，式，図，表，グラフなどを用いたりして，
自分の考えをわかりやすく伝えるようにくふうしましょう。

また，ほかの人の話を聞くことで，考えをひろげたり，理解を深めたり，
疑問を解決したり，新しいことに気づいたりすることもたいせつです。

数学の見方・考え方にも目を向けよう

この教科書には，右のような看板がついているところがあります。
これは，みなさんに意識してほしいたいせつな見方や考え方を
示しています。

どんなところがたいせつかというと…
小学校時代へタイムスリップ！！

中学校の世界へもどりましょう

看板は
ほかにもあるよ

2×3…… 2個の3つ分

学習の進め方

負の数×正の数　も，同じように考えると，

　　(-2)×3=（-2）+(-2)+(-2)=-6
この-6は，-(2×3)に等しくなります。

同じように考える
上と同じ方法で
求める

見方・考え方

p.33

8

5

10

15

学びを
つなげよう

力をつけよう，数学広場，MathNaviブック（別冊）と，
オプション部分が充実しているので，習熟度別授業な
どを行う際に，対象となる生徒の理解度や，興味等に
よって，必要に応じて題材を使い分けることができます。

習熟度別授業

1年本冊	p.8

1年本冊	p.249

AA

ICTの活用

協働的な学習

BB

CC

設備や環境に依存せずに基本的な指導が進められるよう，
本編内には，ICTの使用を前提とする課題は配置してい
ませんが，数学広場などのオプション部分では，コン
ピュータを利用して学びを深めたり，興味関心のある題材
をさらに調べたりする方法を紹介する課題も用意しています。

各節のはじめの数学的活動をともなう学習のとびらや，言
語活動の場面としてのみんなで話しあってみよう，数学を利
用する活動のコーナーとしての身のまわりへひろげようなど，
協働的に学習を進めることができる場面を配置しています。

また，場面を用意するだけではなく，各学年本冊巻頭の学
習の進め方では，「話しあいや発表などを通して，自分の考
えを深めよう」として，話しあいなどをより実りあるものにする
ために，どのようなことに気をつければよいかを紹介してい
ます。これらを活用することで，より充実した協働的な学習を
しくむことができます。

多様な授業形態への対応イ

授業などで実際に活用できるデータを公開しているサイトや，その活用方法もご紹介しています。

学びを
いかそう

くり返し練習 まとめの問題

「学びをつなげよう」は，基礎ク
ラスなどで，既習事項からしっか
り指導したい際などに有効です。

「学びをいかそう」は，発展クラ
スなどで，応用力を身につけたり，
学びを深めたりするのに有効です。

「力をつけよう」は基礎を身につける「くり
返し練習」と，力をのばす「まとめの問
題」に分かれており，必要に応じて使い
分けることができます。

※この冊子のp.50-51，p.58-59もご参照下さい。
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琵琶湖の水位

　滋
し

賀
が

県にある琵
び

琶
わ

湖は，近
きん

畿
き

地方の人々にとって，たいせつな水源です。

国土交通省近畿地方整備局琵琶湖河川事務所のホームページでは，毎日の

琵琶湖の水位のデータを掲
けい

載
さい

し，ときには節水のよびかけなどをしています。

　

　上のグラフは，2013年 9月の琵琶湖の水位のデータです。このグラフを

見ると，15 日から 16 日にかけて，大雨が降ったことが予想できます。

　実際，この 2日間に近畿地方では猛
もう

烈
れつ

な雨が降り，滋賀県，京都府，

福井県に大雨特別警報がはじめて出されました。琵琶湖の水位は-25cm

から 76cmまで上
じょう

昇
しょう

したそうです。

　このとき，水位が何 cm上昇したかは，

次の計算で求めることができます。

　　  76-(-25)=76+25=101 (cm)

　この 2日間で増えた水は，琵琶湖の

水を生活用水とする 1400万人が，

およそ半年間で使う量です。

　

　また，1994年の夏は日本各地で雨が少なく，1994年渇
かっ

水
すい

ともよばれて

います。この年の 8月 4日から 9日にかけての 6日間，琵琶湖の水位が

2 cmずつ低下しました。このとき，8月 9日から 6日前の 8月 3日の水位は，

　　　(―2)×(―6)=12 (cm)

という計算から，9日の水位よりも 12cm高いことがわかります。これは，

負の数と負の数の積が正の数になる実際の例とみることができます。

発行所 〒604�8577
京都市中京区烏丸通夷川上ル

ⓒ 京都新聞社 ��年
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アトピー改善する化合物 �

囲碁・将棋� 暮らし��

放送プラザ� スポーツ���

アトピー性皮膚炎のマウスの症

状を改善する化合物を、京都大医

学研究科の椛島健治准教授や大塚

篤司研究員らのグループが発見し

た。米学会誌で�日発表する。

�������

南北改善へ開城団地再開 �

�ＮＩＳＡ口座�販促強化 �

自己免疫疾患発症を抑制 �
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し
た
。
乗
り
合
わ
せ
た
外
国

人
観
光
客
た
ち
は
、
怪

け

薴
げ
ん

そ
う
な
顔
だ
。
嵐

山
行
き
の
市
バ
ス
は
桂
川
が
あ
ふ
れ
た
影
響

で
、
一
つ
手
前
の
停
留
所
止
ま
り
に
な
っ
た

▼
窓
を
叩
く
横
殴
り
の
雨
、
枝
が
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か

る
異
音
に
目
を
覚
ま
し
た
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
京
滋

に
大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
た
の
は
午
前
５
時
す

ぎ
。
京
都
市
で
は
約
�
万
人
が
避
難
を
指
示
さ
れ
た

▼
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
に
、
迫
る
危
機
を
確
実
に
届

け
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
市
は
携
帯
電
話
の

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
が
、
京
滋
で
防
災
行

政
無
線
や
有
線
放
送
な
ど
で
全
世
帯
に
特
別
警
報
を

伝
え
る
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
の
は
、
９
市
町
村
だ
け
だ

▼
外
国
人
観
光
客
も
、
携
帯
を
持
た
な
い
お
年
寄
り

も
い
る
。
特
別
警
報
の
運
用
開
始
を
知
っ
て
は
い
て

も
、
初
め
て
「
数
十
年
に
一
度
の
レ
ベ
ル
」
と
の
非

常
事
態
の
知
ら
せ
に
接
し
て
多
く
の
人
が
戸
惑
い
、

想
定
外
の
社
会
的
影
響
に
直
面
し
た
の
で
は
な
い
か

▼
明
治
元
年
、
新
政
府
が
取
り
組
ん
だ
最
初
の
公
共

工
事
が
畿
内
大
水
害
の
復
旧
で
、
桂
川
、
宇
治
川
、

木
津
川
、
鴨
川
な
ど
の
改
修
を
指
示
し
て
い
る
。
地

形
的
に
京
滋
の
治
水
は
、
難
問
で
あ
り
続
け
て
い
る

▼
渡
月
橋
付
近
の
桂
川
は
逆
巻
く
濁
流
で
、
堤
防
に

打
ち
付
け
る
無
数
の
夏
草
は
、
何
か
が
食
い
ち
ぎ
っ

た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
泥
に
ぬ
め
る
街
路
で
、
住
民

が
水
を
か
き
出
し
て
い
た
。
台
風
の
傷
跡
は
深
い
。

全
国
初
の
特
別
警
報

台
風
�
号
が
日
本
列
島

に
上
陸
し
た
�
日
、
重
大

な
災
害
の
危
険
が
著
し
く

高
ま
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ

る
「
特
別
警
報
」
が
、
８

月
�
日
の
運
用
開
始
後
、

全
国
で
初
め
て
京
都
府
と

滋
賀
県
な
ど
に
発
表
さ
れ

た
。
住
民
へ
の
周
知
義
務

が
課
さ
れ
た
市
町
村
は
、

携
帯
電
話
メ
ー
ル
や
防
災

行
政
無
線
な
ど
で
特
別
警

報
を
伝
え
た
。

京
都
地
方
気
象
台
に
よ

る
と
、
大
雨
特
別
警
報
が

午
前
５
時
５
分
に
京
都

府
と
滋
賀
県
、
福
井
県
に

発
表
さ
れ
た
。
目
安
の
一

つ
と
な
る
�
時
間
雨
量

は
、
３
府
県
の
広
域
に

わ
た
っ
て
数
十
年
に
１
度

と
い
う
雨
量
に
達
し
た
。

土
中
の
水
分
量
が
非
常

に
高
ま
り
、
あ
と
数
時
間

は
強
い
雨
が
降
り
続
く

と
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら

発
表
を
決
断
し
た
と
い

う
。

�
時
間
雨
量
は
、
京
都

府
の
京
都
市
右
京
区
京
北

（
３
１
３
㍉
）
や
京
田
辺

市
（
２
７
６
・
５
㍉
）
な

ど
６
地
点
、
滋
賀
県
の
甲

賀
市
土
山
町
（
３
６
４
・

５
㍉
）
や
大
津
市
（
３
２

８
㍉
）
な
ど
７
地
点
で
観

測
史
上
最
高
を
記
録
し

た
。
い
ず
れ
も
９
月
の
平

均
月
間
降
水
量
を
大
幅
に

上
回
っ
た
。

特
別
警
報
の
発
表
は
、

市
町
村
に
住
民
へ
の
周
知

義
務
を
課
し
て
い
る
。

京
都
市
は
午
前
５
時
�

分
、
携
帯
電
話
に
配
信
す

る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
２

階
以
上
へ
の
避
難
を
呼
び

掛
け
た
。
京
丹
後
市
は
、

発
表
か
ら
約
１
時
間
後
の

午
前
６
時
５
分
ご
ろ
に
防

災
行
政
無
線
で
市
内
全
世

帯
に
知
ら
せ
た
。
大
津
市

は
広
報
車
な
ど
で
呼
び
掛

け
、
彦
根
市
も
携
帯
電
話

の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
速

報
し
た
。

特
別
警
報
は
大
雨
、
暴

風
、
高
潮
、
波
浪
、
大
津

波
な
ど
９
種
類
あ
る
。

（
辻
智
也
）
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渡月橋の欄干に激しく打ち付ける濁流��日午前６時５分�京都市右京区の桂川�

台
風
�
号
に
よ
る
大
雨
で
道
路
が
冠
水
し
孤
立
状
態
に
な
っ
た
福
知
山
市
戸
田
地
区
�
�
日
午
後
１
時
�
分
�
ヘ
リ
か
ら
�

福
知
山
と
窑
鶴
に

災
害
救
助
法
適
用

京
都
府
は
�
日
、
台
風

�
号
で
大
き
な
被
害
が
出

た
福
知
山
市
と
窑
鶴
市
に

災
害
救
助
法
の
適
用
を
決

め
た
。

避
難
所
設
置
や
食
料
・

水
、
衣
類
の
提
供
な
ど
被

災
者
の
生
活
支
援
で
支
出

し
た
市
町
村
の
費
用
を
国

と
府
が
全
額
負
担
す
る
も

の
で
、
両
市
は
２
０
０
４

年
�
月
の
台
風
�
号
で
も

適
用
を
受
け
た
。

大
型
の
台
風
�
号
の
影
響
で
、
京
都
府
や
滋
賀
県
は
�
日
、
強
い
雨
と
風
で
大
き
な
被
害
に
見
窑
わ
れ
た
。
気
象
庁

は
両
府
県
と
福
井
県
に
大
雨
特
別
警
報
を
発
表
し
た
。
発
表
は
８
月
�
日
の
運
用
開
始
後
初
め
て
。
京
都
府
で
は
桂
川

や
由
良
川
の
氾
濫
で
�
万
７
千
世
帯
�
万
人
に
避
難
指
示
や
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
。
栗
東
市
で
は
女
性
１
人
が
家
屋

倒
壊
で
亡
く
な
り
、
府
内
で
も
４
人
が
け
が
を
負
っ
た
ほ
か
、
浸
水
被
害
が
相
次
ぎ
、
道
路
の
通
行
止
め
や
鉄
道
の
運

転
見
合
わ
せ
な
ど
交
通
も
乱
れ
た
。

京
都
市
右
京
区
の
渡
月

橋
周
辺
の
桂
川
が
氾
濫

し
、
名
勝
・
嵐
山
が
浸
水

被
害
を
受
け
た
。
桂
川
と

鴨
川
が
合
流
す
る
伏
見
区

の
羽
束
師
橋
の
付
近
も
浸

水
し
、
山
田
啓
二
知
事
か

ら
派
遣
要
請
を
受
け
た
自

衛
隊
が
復
旧
作
業
に
あ
た

っ
た
。
由
良
川
は
福
知
山

市
の
大
江
支
所
近
く
な
ど

で
あ
ふ
れ
、
住
宅
や
道
路

が
冠
水
し
た
。

住
宅
の
浸
水
被
害
は
京

都
市
で
床
上
５
４
１
戸
、

床
下
１
２
８
５
戸
に
上

り
、
府
内
で
は
少
な
く
と

も
計
２
８
０
０
戸
に
達
し

た
。
府
や
京
都
市
は
氾
濫

地
帯
の
被
害
確
認
を
急
い

で
お
り
、
戸
数
は
さ
ら
に

増
え
る
と
み
ら
れ
る
。

避
難
指
示
は
京
都
市
で

�
万
９
千
世
帯
�
万
８
千

人
に
出
さ
れ
、
宇
治
市
で

も
２
万
６
千
世
帯
６
万
１

千
人
に
及
ん
だ
。
近
畿
２

府
４
県
の
避
難
指
示
・
避

難
勧
告
の
対
象
者
約
１
０

７
万
人
の
う
ち
、
府
内
が

７
割
近
く
を
占
め
た
。

府
な
ど
に
よ
る
と
、
京

都
市
中
京
区
で
自
転
車
の

女
性
が
突
風
で
転
倒
し
た

ほ
か
、
宮
津
市
で
土
砂
崩

れ
に
よ
り
女
性
の
下
半
身

が
土
砂
に
埋
ま
り
、
計
４

人
が
け
が
を
負
っ
た
。

名
神
高
速
道
路
や
京
都

縦
貫
自
動
車
道
、
府
道
の

約
�
路
線
は
土
砂
崩
れ

や
冠
水
、
雨
量
超
過
で
通

行
止
め
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ

東
海
道
線
は
早
朝
か
ら

米
原
�
高
槻
間
が
運
転

を
見
合
わ
せ
、
東
海
道
新

幹
線
は
京
都
�
米
原
間
な

ど
で
運
転
を
一
時
休
止
し

た
。府

災
害
対
策
本
部
の
ま

と
め
で
は
、
府
内
で
計
１

万
４
３
２
０
世
帯
が
停
電

し
、
午
後
５
時
現
在
で
７

市
町
約
２
１
０
０
世
帯
が

未
復
旧
。
亀
岡
市
で
は
浄

水
場
が
冠
水
で
使
用
不
能

に
な
り
、
約
１
万
戸
で
断

水
が
発
生
し
た
。

京
都
地
方
気
象
台
に
よ

る
と
、
�
日
午
後
６
時
ま

で
の
�
時
間
の
雨
量
は

綾
部
市
睦
寄
町
で
３
５
３

・
５
㍉
を
記
録
す
る
な

ど
府
内
６
カ
所
で
観
測

史
上
最
高
と
な
り
、
京
都

市
中
京
区
で
も
２
５
０
・

５
㍉
に
達
し
た
。
３
府
県

の
特
別
警
報
は
午
前
�

時
半
ま
で
に
解
除
さ
れ

た
。滋

賀
県
で
は
、
少
な
く

と
も
７
２
０
０
人
に
避
難

指
示
が
出
さ
れ
、
避
難
者

は
最
大
で
約
１
万
１
千
人

に
上
っ
た
。
栗
東
市
下
戸

山
で
は
、
山
の
斜
面
が
崩

落
し
て
家
屋
が
つ
ぶ
れ
、

住
人
の
佐
藤
由
紀
子
さ
ん

（
�
）
が
死
亡
し
た
。

各
地
の
警
察
な
ど
に
よ

る
と
、
滋
賀
、
兵
庫
、
三

重
、
福
井
、
福
島
、
岩
手

の
６
県
で
３
人
が
死
亡

し
、
５
人
が
行
方
不
明
と

な
っ
て
い
る
。
総
務
省
消

防
庁
に
よ
る
と
、
大
雨
や

突
風
で
�
人
が
重
軽
傷
を

負
っ
た
。

台
風
�
号
は
�
日
朝
に

愛
知
県
に
上
陸
し
て
日
本

列
島
を
縦
断
し
、
午
後
９

時
に
北
海
道
東
沖
で
温
帯

低
気
圧
に
変
わ
っ
た
。

（
高
橋
晴
久
）

シリア化学兵器

報
告
書

公
表
へ

米
英
仏
�
強
い
決
議
�

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

シ
リ
ア
の
化
学
兵
器
使
用

疑
惑
を
現
地
で
調
べ
た
国

連
調
査
団
が
、
首
都
ダ
マ

ス
カ
ス
郊
外
グ
ー
タ
で
８

月
�
日
、
神
経
ガ
ス
の
サ

リ
ン
使
用
を
確
認
し
た
こ

と
が
�
日
分
か
っ
た
。
国

連
は
�
日
調
査
報
告
書
を

公
表
す
る
。

（
４
面
に
関
連
記
事
）

米
政
府
は
使
用
を
断
定

す
る
独
自
報
告
書
を
既

に
発
表
し
て
い
る
が
、
中

立
的
立
場
に
あ
る
国
連

の
確
認
で
、
米
国
と
ロ
シ

ア
の
枠
組
み
合
意
に
基

づ
く
シ
リ
ア
化
学
兵
器
の

申
告
、
査
察
、
廃
棄
の
履

行
が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ

る
。米

英
仏
の
外
相
と
フ
ラ

ン
ス
の
オ
ラ
ン
ド
大
統
領

は
�
日
、パ
リ
で
会
談
し
、

米
ロ
合
意
を
具
体
化
す
る

国
連
安
全
保
障
理
事
会
の

「
強
力
な
決
議
」
を
早
急

に
採
択
す
る
必
要
性
で
一

致
し
た
。
ケ
リ
ー
米
国
務

長
官
は
記
者
会
見
で
、
ア

サ
ド
政
権
が
従
わ
な
け
れ

ば
「
報
い
を
受
け
る
」
と

警
告
し
た
。
オ
ラ
ン
ド
氏

に
よ
る
と
、
今
週
末
ま
で

に
決
議
案
の
採
決
が
行
わ

れ
る
見
通
し
。

Ａ
Ｐ
通
信
な
ど
に
よ
る

と
、国
連
報
告
書
は「
（
現

場
で
採
取
し
た
試
料
か

ら
）
神
経
ガ
ス
の
サ
リ
ン

を
積
ん
だ
ロ
ケ
ッ
ト
弾

が
グ
ー
タ
で
使
わ
れ
た

の
は
明
ら
か
だ
」
と
指
摘

し
た
。

現
地
で
化
学
兵
器
使
用

の
有
無
を
調
べ
た
国
連
調

査
団
の
セ
ル
ス
ト
ロ
ー
ム

団
長
は
�
日
、
国
連
の
潘

基
文
（
バ
ン
キ
ム
ン
）
事

務
総
長
に
報
告
書
を
提
出

し
た
。

ア
サ
ド
政
権
側
と
反
体

制
派
の
ど
ち
ら
が
使
っ
た

か
に
つ
い
て
は
調
査
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
。

シ
リ
ア
は
化
学
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
加
盟
申
請
手

続
き
を
完
了
し
て
お
り
、

�
月
�
日
に
正
式
加
盟
す

る
。
条
約
上
は
そ
れ
か
ら

�
日
以
内
に
保
有
兵
器
を

申
告
す
れ
ば
い
い
が
、
米

ロ
は
今
週
末
ま
で
の
申
告

を
求
め
て
い
る
。
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➡     Navi p.8～p.9いかそう

（琵琶湖河川事務所ホームページ） （2013年 9月 17日　京都新聞）

204　数学広場
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盗難保険のしくみ
6章「確率」と関連しています。

　自転車は，私たちに身近でたいへん便利な
乗り物です。環境にもやさしく，移動手段と
してあらゆる世代の人に見なおされています。
　しかし，手軽な乗り物であるため，盗

とう

難
なん

の
被
ひ

害
がい

も多発しています。たいせつな自転車が
盗難にあわないように，各自の対策も必要です。

　自転車産業振興協会の調べでは，2012年の日本国内の
自転車保有台数は，約 7000万台となっています。

表 1から，どんなことがいえるでしょうか。1

表 2から，どんなことがいえるでしょうか。2

　下の表 1は，警察庁で確認している自転車の盗難被害の状況を，
表したものです。

表 1　自転車盗難件数（警察庁調べ）

年次 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
件数 476589 444268 406104 388463 395344 393462 389476 367509 337569 303745

　下の表 2は，盗難にあった自転車が，施
せ

錠
じょう

していたかどうかに
分けて，盗難件数を表したものです。

表 2　施錠の有無別自転車盗難件数（警察庁調べ）

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
施錠あり 280444 249951 220210 206182 209312 200035 194595 173888 149024 127798
施錠なし 196145 194317 185894 182281 186032 193427 194881 193621 188545 175947

社会

表 1の数値が，実際に自転車盗難が起こった件数とすると，
2012年に自転車盗難にあう確率は，どれぐらいだったと
いえるでしょうか。

3

中学生になっても
いつも心に

感謝の気持ちを
この中のどこに数学が
かくれているかな？

感謝の気持ちを
この中のどこに数学が
かくれているかな？

数学で
見つめる人
になろう

どんな模様が現れるかな？

?

?

➡     Navi p.24～p.25

教
科
書
の
特
色		

⑧
今
日
的
な
課
題
へ
の
対
応

2年本冊	p.204

1年MathNaviブック	表紙裏

自然との共存について考えることのできるようなトピック
も取り上げています。

教科書の特色

教育基本法・道徳教育への対応

キャリア教育

ア

イ

今日的な課題への対応8
教育基本法にも示されているように，豊かな心と精神，
そして，社会性や道徳心を培うために，この教科書の中
では，それに適した題材を選択しています。

「節のとびら」や，「利用の節」，「数学を通して考えよ
う」などでは，社会や様々な職業に関連する題材を豊
富に扱っています。
また，MathNaviブック（別冊）の巻頭の数学を活用して
いる人たちでは，社会で活躍する先輩がどのように数学
で学んだことを活かしているかを紹介しています。これを
キャリア教育の場面で取り上げることも可能です。

1年本冊	前見返し

1年本冊	p.53

各学年本冊前見返しでは，鮮やかな写真とともに，
数学の学習を通して，どのような精神を身につけてほ
しいかというメッセージを発信しています。

サッカーの現場では，どのように収集したデータを活用
しているのかを教えていただきました。

「数学を通して考えよう」でも，キャリア教育の狙いを
もった題材を扱っています。特に社会と深く関わる題材
には「社会」というキーワードをマークで示しています。

※この冊子のp.44-47，p.60-63もご参照下さい。
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22　5章　平面図形

 5章の準備を
しよう！この章では，直線や角からできる図形について，

その特
とく

徴
ちょう

を調べたり，定規とコンパスを使って
図形をかいたりすることなどを学びます。
この章の学習内容とつながりの深いことがらについて
確認しましょう。

5章　平面図形

点
てん

対
たい

称
しょう

な図形

ある点のまわりに 180° まわすと，もとの図形にぴったり重なる図形は，点対称，
または，点について対称　であるといいます。
また，その点を，対称の中心といいます。
上の図で，点対称な図形はいです。
点対称な図形には，次のような性質があります。
 ・対応する 2つの点を結ぶ直線は，
　対称の中心を通ります。
 ・対称の中心から，対応する 2つの
　点までの長さは等しくなっています。

小学6年

右の図で，180°まわして
もとの図形にぴったり重なる

図形は，どちらでしょうか。

図形を，1つの点を中心として，まわして移すことを考えていきましょう。

➡回転移動（本冊 p.145）につながるよ

あ い

みさきさんは，ローラー式スタンプを使って，
ともだちの誕生日にわたすメッセージカードとプレゼントを
つくりました。

ローラー式スタンプは
どんなしくみでいろいろな
模様が出てくるのかな？

24　5章　平面図形

88　3章　方程式
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いろいろな方程式
　かっこがある方程式は，かっこをはずしてから解きます。

　分数をふくむ方程式では，分母の公倍数を両辺にかけて，

分数をふくまない式になおしてから解くこともできます。

かっこがある方程式の解き方

次の方程式を解きなさい。

　　7(x-5)=9x+12
題例

 7x－35＝ 9x＋1
 7x－9x＝ 1＋35
 －2x＝ 36
 x＝－18

次の方程式を解きなさい。

⑴　4x+1=3(x+2) 　⑵　2(x-4)=9x+20

⑶　-4(x+3)=5(x-6)  　⑷　5-2(7x-2)=1

問 4

両辺に 2と 5の公倍数 10をかけます。

分数をふくむ方程式の解き方

次の方程式を解きなさい。

　 
x

x
2
1

5
1

2
+
= +

3
題例

（x＋1）×5＝2x＋20
 5x＋5＝2x＋20
 3x＝15
 x＝5

2
x＋1 ×10＝ 5

1
x＋2 ×10（ （

どうすればいいかな

方程式x＝─3
1x＋1を解きましょう。

分配法則　p.44

7（x－5）＝7x－35

分数がなくなると
計算しやすいね

まず移項する
のかな？
まず移項する
のかな？

29p.226

186　6 章　空間図形
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5 cm

どちらも200mL
入りだから，
体積は同じだね

体積が同じなら，
表面全体の面積も
同じなのかな？

2節

　かりんさんとけいたさんは，容量が同じで形の違
ちが

う 2種類の
紙パック入り飲料が売られているのを見つけました。

立体の表面積と体積

いろいろな立体の表面積や体積を求めましょう。

表面全体の面積を調べよう

　上のそれぞれの直方体の表面全体の面積を求めるには，

どのようにすればよいでしょうか。

　下の図の 2つの直方体 A，Bは，体積が同じです。
　A，Bの表面全体の面積も同じでしょうか。

8 cm
10 cm

5 cm 4 cm
5 cm

右の図の直方体は，どの面を，

どのように動かしてできる

立体とみることができますか。

3  立体のいろいろな見方

A D

B C

F G

HE

右の回転体は，どんな

平面図形を回転させた

ものとみることが

できますか。

直線 lを回転の軸として，

その平面図形をかきなさい。

l

3cm

1cm1cm

立体の見取図・展開図・投影図

　前ページの の立方体の

図では，ABの方がACより長く見えます。

　しかし，下のような展開図や投
とう

影
えい

図
ず

をかくと，

ABとACは，どちらも合同な正方形の対角線で，

長さは等しいことがわかります。

A

B

C

　立体を平面上に表すには，見取図や展開図，投影図を利用します。

見取図は，空間図形のおよその形を知るのに便利な表し方ですが，

線分の長さなどは正確に表すことができません。空間図形を調べて

いくときには，それぞれの図をうまく利用することがたいせつです。

X Y

X YB

A

C

B

A

C

112　4章　図形の調べ方
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2 証明の進め方 三角形の合同条件を使った
証明の進め方を学びましょう。

どうすればいいかな

右の図で，l//mとして，l上の点 Aとm上

の点 Bを結ぶ線分 ABの中点をOとします。

点Oを通る直線 nが，l，mと交わる点を，

それぞれ，P，Qとするとき，

　　AP＝BQ

となることを示すには，どうすればよい

でしょうか。

　合同な図形では，対応する線分の長さ，対応する角の大きさは，

それぞれ等しくなります。そのため，線分の長さや角の大きさが

等しいことを証明するときは，三角形の合同が根拠として

よく使われます。

　AP=BQ を導くために，
AP，BQを，それぞれ 1辺にもつ 2つの三角形

　　△OAPと△OBQ

に着目する。

　三角形の合同条件を使った証明の進め方を考えましょう。

⃝結論を導くためのことがらを考える

　上の では，仮定と結論は，次のようになっています。

　　仮定　 l //m，AO=BO　　　結論　AP=BQ

　そこで，仮定から結論を導くために，次のように考えて

みましょう。

△OAP≡△OBQを
示せば，AP＝BQを
導けるね

を
Qを

m

l
n

AP

O

B Q

m

l
n

AP

O

B Q

※分数は罫線も使って2行で書き，
途中式も省略せず記述しています。

※上の例では，仮定と結論を色だけでなく，下線・枠線
などの形でも差をつけることで，色の違いを認識しにく
い生徒でも，きちんと違いがわかるようにしています。

☞一目でわかる！  改訂のポイント大きなリニューアルポイント

本冊・別冊の2冊構成

紙面の見やすさ・学習のしやすさに対する工夫

11

22

多様な個性をもつ生徒に対して，一律に課題を用意す
るだけではなく，個々の主体的な学びを支援するツー
ルとして，「MathNaviブック（別冊）」を新設しました。
別冊には，章ごとに関連する既習の内容（学びをつな
げよう）と多様な視点からの活用場面（学びをいかそう，
自由研究のテーマ例）を豊富に用意し，生徒それぞれ
の興味・関心や必要に応じて，選択して使えるように
しました。
教科書自体を本冊と別冊に分けることで，それぞれを個
別に持ち運ぶことも可能となり，学校の中でも，外でも，
教科書を使った主体的な学習ができるようにしました。

ユニバーサルデザインの観点から，教科書本文は，
全ての生徒に読みやすいよう，意味や文節による
改行を行い，紙面は，色覚特性をもつ人にも見
やすいよう様 な々配慮をしました。（NPO法人カラー
ユニバーサルデザイン機構の認証を申請中です。）
また，例題の標準解は，ノート形式で表示し，生
徒がお手本にできるよう丁寧に記述しています。

平成 24 年度用から平成 28 年度用への改訂の中で，特に大きく改善・変更した部分をピック　アップしてご紹介します。

●学びをつなげよう

●学びをいかそう

●例題の標準解（ノート形式の解答）の例

●意味改行の例 ●色覚特性への配慮の例

1年本冊	p.88

1年MathNaviブック	p.24

1年MathNaviブック	p.22

2年本冊	p.112

1年本冊	p.186

算数の内容に不安
がある私はこれ！

学んだ数学を使って
みたい私はこれ！

1年MathNaviブック	p.24
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134　4章　変化と対応
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y

x
O

C
Q

A

B

P

R S

y=─8x

5 次の関数の式を求めなさい。

⑴　yが xに比例し，グラフが点 (-5，-30)を通る。

⑵　yが xに反比例し，グラフが点 (5，-8)を通る。

反比例の関係 y
x
8

= のグラフ上に，

2点A，Bをとり，右の図のように，

y軸
じく

上に点 P，Q，x軸上に点 R，Sを，

それぞれとります。

7 長方形の紙を，右の図のように，順に

折り重ねていきます。

⑴　折る回数にともなって，折り目の

　　数がどのように変わるか，

　　表にかいて調べなさい。

⑵　7回折れたとしたら，折り目の数は何本でしょうか。

6 右の図の四角形ABCDは，1辺 10cmの正方形です。

点 Pは，Bから出発して辺 BC上を Cまで進む

ものとし，Bから x cm進んだときの三角形ABPの

面積を y cm2とします。

⑴　xと yの関係を式に表しなさい。

⑵　xの変域を求めなさい。
xcm

A

B

D

CP

ycm2

1回折る

2回折る

ひろげると

折 る 回 数 1 2 3 4 5

折り目の数 1 3

この図で，色をつけた部分の面積は，

斜
しゃ

線
せん

の部分の面積と等しくなります。

その理由を説明しましょう。

反比例のグラフと面積

20

15

10

5

章末の学習　85

7 右の図のように，点Oで垂直に交わる 2つの線分

OAとOBがあります。OA=10 cm，OB=20 cm

で，点 Cは OBの中点です。

いま，点 PはAからOまで，点Qは CからBまで，

同時に出発して，どちらも毎秒 1 cmの速さで

進みます。

このとき，OP，OQを 2辺とする長方形の面積が

36 cm2になるのは，出発してから何秒後ですか。

8 1辺の長さが 20cmの正方形ABCDがあります。

右の図のように，この正方形の 4つの辺上に，

点 E，F，G，Hを，

　　AE=BF=CG=DH

となるようにとり，この 4点を結ぶと，

正方形 EFGHができます。

この正方形EFGHの面積が 250 cm2となるのは，

AEが何cmのときですか。

10cm

20cm

10cm

P

Q

B

C

O A

A

E

B C

G

D
H

F

同じ長さの棒がたくさんあります。この棒を使って，

次のようなきまりで，正方形をつくります。

5×5の正方形をつくるには，棒は何本必要ですか。1.

264本の棒をすべて使って，正方形がつくれる場合には，

どんな大きさになるでしょうか。

2.

1×1 2×2 3×3 ……

……

棒

正方形と棒の数

➡     Navi p.14～p.15いかそう

148　5章　図形と相似
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　全身をうつすために必要な鏡の大きさを考えましょう。

　鏡で物体を見ることができるのは，

物体から出た光が鏡で反射して目に

届くからです。

　光が鏡で反射するとき，右の図の

ように，

　　入射角=反射角

となります。

　下の図で，鏡AB，実物 CD，鏡の像 EFは，すべて

床
ゆか

に垂直で，FB=BDとなっています。

　実物の目の位置をM，

頭頂部 Cからの光が鏡で

反射する位置を Pとすると，

　　C→ P→M

が，光が目に届く道すじです。

　同じように，足Dからの

光が鏡で反射する位置を

Qとすると，

　　D→ Q→M

が，光が目に届く道すじです。

　このことから，線分 PQの長さが，全身をうつす

ために必要な鏡の大きさになります。

　次のページで，この線分 PQの長さについて

考えましょう。

理
科

生
活

身のまわりへひろげよう 全身がうつる鏡

入射角
反射角

入射光
鏡

反射光

鏡
の
面
に
垂
直
な
直
線

←

F

E

A

B D

C

Q

P

鏡
像 実物

M

1年の理科で
学んだね
1年の理科で
学んだね

10

5

4節　相似の利用　149

下の図に，線分 EFをかき，点 P，Qを求めましょう。1

必要な鏡の大きさと身長の比 PQ：CDを求めましょう。

また，そうなる理由を説明しましょう。
2

身長 160 cmの人が，全身をうつすために必要な鏡の

大きさは，何 cmになるでしょうか。
4

人が上の図のD'の位置まで下がったときの頭頂部を

C'として，実物を表す線分 C'D'，目の位置M'，

鏡の像を表す線分 E'F'，このときに必要な鏡の大きさを

表す線分 P'Q'を，それぞれ上の図にかきましょう。

このとき，P'Q'：C'D'はどうなるでしょうか。

3

　全身をうつすために必要な鏡の大きさについて，どんな

ことがいえるでしょうか。

F

A

C

M

B D D’

大
き
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ポ
イ
ン
ト

☞一目でわかる！  改訂のポイント

利用する活動のコーナー「身のまわりへひろげよう」を新設

思考力への対応を本編で充実させる「千思万考」

33

44

学習指導要領に示されている，数学的活動の
イ「数学を利用する活動」の場面として，身の
まわりへひろげようというコーナーを新設しまし
た。利用の節の中で，特に活動的に扱うと効
果的な題材はこのコーナーで取り上げています。

ほとんどの章で，章末問題の最後に，じっくり考えさせる問題を「千思万考」と題して配置しました。
自分でじっくり考える経験により，粘り強い思考力の育成をはかっています。また，それぞれの問題には，
その問題を解くことで新しい気づきに出会えるように工夫しています。

上の千思万考の問題は，対象になっている2つの
図形の “同じ部分”と“違う部分” に着目することで
解決することができます。この考え方は，今後数学
を学んでいく中ではもちろん，さまざまな場面での問
題解決に役立つ考え方です。

上の千思万考の問題は，対象の図形をいろいろな
見方で観察することで，上手な棒の数え方を見つけ
ることができます。じっくり考えて取り組むことの大切
さが実感できます。

平成 24 年度用から平成 28 年度用への改訂の中で，特に大きく改善・変更した部分をピック　アップしてご紹介します。

1年本冊	p134 3年本冊	p.85

3年本冊	p.148-149

他教科の学習内容と関連した題材を扱うな
どの連携もはかり，数学の有用性がより広
い範囲で実感できるよう工夫しています。

いくつかのステップに細かく分け，段階的に活
動を進めることができるように構成しています。
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学年別の内容紹介 年

※付録CDに，この年間指導計画と各章の学習内容一覧表のデータを用意しています。

2学期制 章 （合計配当時数） 節 配当時数 3学期制

4月

1章	 正の数・負の数	（25）

1節	 正の数・負の数 5 4月

2節	 正の数・負の数の計算 175月 5月

6月 6月

3節	 正の数・負の数の利用 1

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

２章	 文字の式	 （17）

1節	 文字を使った式 7

2節	 文字式の計算 8

7月
7月基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

1学期（3学期制）の時数： 42時間

３章	 方程式	 （16）

1節	 方程式 8 9月

8〜 9月 2節	 方程式の利用 6

10月

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

前期（2学期制）の時数： 58時間

10月

４章	 変化と対応	 （17）

1節	 関数 3

2節	 比例 6

3節	 反比例 4

11月 11月

4節	 比例，反比例の利用 2

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

５章	 平面図形	 （17）

1節	 直線図形と移動 6

2節	 基本の作図 4

12月
12月3節	 円とおうぎ形 5

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

2学期（3学期制）の時数： 50時間

1月
６章	 空間図形	 （18）

1節	 立体と空間図形 10 1月

2節	 立体の表面積と体積 6

2月 2月基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

７章	 資料の活用	 （13）

1節	 資料の傾向を調べよう 11

3月
3月

基本のたしかめ，章末問題 2

3学期（3学期制）の時数： 31時間

後期（2学期制）の時数： 65時間

年間総時数［標準時数：140時間］：123時間（予備時数17時間）
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15

10

5

自分のことばで伝えよう

2節

　けいたさんは，この計算をするために，小学校で学んだ計算を
ふりかえりました。

正の数・負の数の計算

正の数・負の数の計算について学びましょう。

（－4）＋6 や 5＋（－6）は，どんな数を求める計算かな？

　左の問題の答えを求める式は，
　　　3＋6
　これは，3より 6大きい数を求める
計算を表しています。
　これを数直線を使って考えると，

30
　6人くると，何人になりますか。

　　　　  と同じようにして，(-4)+6や

5+(-6) が，どんな数を求める計算になるか，

数直線を使って説明しましょう。

-4 0

50

（－4）＋6 ➡ －4より 6　　　　数を求める計算

5＋（－6） ➡ 5より 　　　大きい数を求める計算

負の数をふくむたし算も，
これまでに学んだことから，
答えが求められそうだ

3人

2節　正の数・負の数の計算　23

25

20

15

10

5

240　数学広場

正の数・負の数をたすこと，ひくこと

正の数をたすこと，ひくこと

負の数をたすこと

　24～ 29ページで学んだ正の数・負の数の加法，
減法を，正の数をたしたり，ひいたりする計算に
することを考えましょう。

　このように，負の数をたす計算は，その数の符
ふ

号
ごう

を変えた正の数
をひく計算にすることができます。このことから，負の数をたすと，
その結果はもとの数より小さくなることもわかります。

　正の数をたす計算，例えば，
　　2+5は，　　2より 5大きい数
を求める計算です。
　これを数直線を使って表すと，右のようになります。

　負の数をたす計算，例えば，
　　2+(-5)は，　　2より-5大きい数
つまり， 2より　 5小さい数
を求めることになり，2-5と同じ計算になります。

　正の数をひく計算，例えば，
　　2-5は，　　2より 5小さい数
を求める計算です。
　これを数直線を使って表すと，右のようになります。

1 上の考え方で，次の計算をしましょう。
⑴　3+8 ⑵　(-3)+8

⑶　4-7 ⑷　(-4)-7

2 ひき算になおして，次の計算をしましょう。
⑴　5+(-7) ⑵　(-5)+(-7)

p.24～ p.29　正の数・負の数の加法，減法

　2＋（－5）
＝2－5

0 2

2+5
5大きい

7

0-3

5小さい

2

2-5

20

15

10

5

2節　正の数・負の数の計算　25

どんなことがわかるかな

次の2数の和を，数直線を使って求め， の中にはその符号を，

の中にはその絶対値を書き入れましょう。

2数の和の符号や絶対値について，どんなことがいえるでしょうか。

わかったことを，下のようにまとめましょう。

①　（＋3）＋（＋4）＝ 7  　　②　（＋6）＋（＋2）＝＋

0 +7+3 0

③　（－3）＋（－4）＝  　　④　（－6）＋（－2）＝

0

0

0

0

0

0

⑤　（＋3）＋（－4）＝  　　⑥　（＋6）＋（－2）＝

⑦　（－3）＋（＋4）＝  　　⑧　（－6）＋（＋2）＝

〈わかったこと〉
2数の符号と，それらの和の符号 を見てみると，
　・正の数どうしの和は，いつも
　・負の数どうしの和は，いつも
になっています。
正の数と負の数の和は，正の数になったり，負の数に
なったりしています。

の中の数を見てみると，2数の絶対値の和になって
いるか，差になっているかのどちらかになっています。
　・和になるのは，2数の符号が とき
　・差になるのは，2数の符号が とき
です。

わかったことを
しっかり整理して
からまとめよう

学
年
別
の
内
容
紹
介	

1
年

11

22

33

「小学校での計算と関連づけた意味理解
→符号と絶対値の規則を使った計算の習熟」

「正の数・負の数の加法」を確実に身につけるための流れ（1章正の数・負の数）

「小学校での学習」からつながる意味理解

意味理解をそのまま拡張して計算の習熟をはかる指導も可能

「符号と絶対値」の規則を使って計算を習熟

学習指導要領では，正の数・負の数の計算について，「小学校
で学習した計算の意味と関連づけて計算の意味を理解すること」
と明記されています。これにもとづき，正の数・負の数の加法で
は，「いくつ大きい（いくつ小さい）数を求めること」と考え，小
学校での計算を自然に拡張させて，負の数の加法を導入してい
ます。小学校での計算とこれから学ぶ計算の接続を丁寧に行うこ
とは，「負の数」という新しい概念の習得で生徒が混乱すること
を防ぐなど，中 1ギャップを回避することにもつながっています。

本編での計算の習熟ついては，「符号と絶対値の規則を使った
計算」に一本化していますが，数学広場のp.240-241にあるひ
ろがる数学「正の数・負の数をたすこと，ひくこと」を活用する
ことで「いくつ大きい（いくつ小さい）数を求める計算」について
も，意味理解だけでなく，計算の習熟へも拡張して指導すること
ができます。それぞれの学級，生徒の実情，特性に応じて，軽
重をつけつつ，柔軟に取り扱うことで，基本的な計算の確実な
習得がはかれます。

計算の意味から和の符号と絶対値を調べ，その規則に気づく場
面を用意しています。その規則をきちんと整理して身につけ，実
際の計算の習熟の段階では，この規則を使って計算を進めてい
きます。

※以前の啓林館の教科書では，「いくつ大きい（いくつ小さい）数を求める計
算」と「符号と絶対値の規則を使った計算」の両方で計算の習熟・定着を
はかっていましたが，学習・指導上の負担等を考え，現在は本編での計算の
習熟については「符号と絶対値の規則を使った計算」に一本化しています。

1年本冊	p.23

1年本冊	p.25

1年本冊	p.240
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2節  比例 ３節  反比例

4節  比例・反比例の利用

1節  関数

130　4章　変化と対応

20
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10

5

　右の写真のような，風で動くかざりをモビールと

いいます。モビールでは，それぞれの棒で左右が

つりあうようにつくられていて，どの棒でも，

　　（かざりの重さ）×（支点からの距
きょ

離
り

）

が，てこの規則性によって等しくなっています。

　例えば，右の図で，左右がつりあっているとき，

　　　　　x y 25 4# #=

　つまり， y
x

100
=

となり，yは xに反比例する関係になります。

反比例の利用

下の図のモビールで，支点の左右がつりあう

ようにするには，それぞれのおもりを，

どこにつり下げればよいでしょうか。

問 2

支
点

25gx g

y cm 4cm

25G

10G 20G 25G 50G

　右の写真は，「ナースウォッチ」とよばれる

時計です。

　この時計には，時刻や時間を知るための

目もりのほかに，1分間の脈
みゃく

拍
はく

数
すう

を，1分間

よりも短い時間で測定するための目もりが，

文
も

字
じ

盤
ばん

の内側についています。

医
療

保
健

身のまわりへひろげよう ナースウォッチのしくみ
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20

15

10

5

　上の で，⑴では，横の長さは縦の長さにともなって変わり，

縦の長さを決めると，横の長さはただ 1つに決まります。

　また，⑵では，水の深さはバケツに入れた水の量にともなって

変わり，水の量を決めると，水の深さはただ 1つに決まります。

106　4章　変化と対応

1 関　数 ともなって変わる数量の関係を
調べましょう。

どうなるかな

次の数量は，何を決めると決まるでしょうか。

⑴　面積が 24cm2の長方形の横の長さ
⑵　10Lはいるあるバケツに，水を入れたときの
　　水の深さ

水の深さ

　この x，yのように，いろいろな値をとる文字を

変
へん

数
すう

　といいます。

　また，ともなって変わる 2つの変数 x，yがあって，

　xの値を決めると，それに対応して yの値が

ただ 1つに決まる

とき，yは xの関
かん

数
すう

である　といいます。

例 1 底面の 1辺の長さ

104ページのように箱をつくる。箱の底面の 1辺の

長さは，切り取る正方形の 1辺の長さにともなって

変わり，その長さを決めると，箱の底面の 1辺の長さは，

ただ 1つに決まる。

　上の 例 1 で，

　　　切り取る正方形の 1辺の長さを x cm，

　　　箱の底面の 1辺の長さを y cm

とすると，yは xにともなって変わり，

いろいろな値をとります。 16cm

xcm

ycm

20
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5

2節 比　例

　線
せん

香
こう

に火をつけてからの時間と，
燃えた長さの関係を調べる実験を
しましょう。

比例の関係を，表，式，グラフでとらえましょう。

燃えた長さは？

　上の表から，どんなことがわかるでしょうか。

　けいたさんのクラスで実験したところ，次のような結果になりました。

　火をつけてからの時間をx分，燃えた長さをymmとして，
xとyの関係を下の表にまとめましょう。

火をつけてからの
時間がわかると
燃える長さも
わかりそうだね

x

y

10 2 3 4 5 6 7

実験をするときは
安全に注意しよう

これが 7分間で
燃えた長さだよ

108　4章　変化と対応

　yが xの関数であるときには，その関係を式に表すことが

できるものもあります。

　上の 例 3 で，窓をいっぱいにあけたときに動かした長さが

90 cmだったとすると，xのとる値の範
はん

囲
い

は，0以上 90以下と

なります。

　xの変域が 0以上 90以下であることを，不等号を使って，

　　　 x0 90E E

と表します。

例 3 窓のあいた部分の面積

縦が 130 cmの窓をあける。

窓を動かした長さを x cm，あいた

部分の面積を y cm2とすると，yは

xの関数であり，xと yの関係は，

次の式で表すことができる。

　　　y=130x

例 4 変域の表し方

xの変域が，-2より大きいとき， x>-2

xの変域が，5未満のとき， x<5

xcm

130cm ycm2

前ページの 例 2 の xと yの関係を，式に表しなさい。問 3

xの変域が，3以上 10未満であることを，

不等号を使って表しなさい。
問 4

変　域

　このような，変数のとる値の範囲を，その変数の　変
へん

域
いき

といいます。

-2

5

3 10

0 90

35p.227

●比例の式
比例定数を定義
変域を負の数に拡張

　　　　　　座標

●比例のグラフ
比例定数を負の数に拡張

		変域に制限がある場合のグラフ

11

22

33

「関数の定義・知識の習得→比例・反比例の式，
グラフの理解→利用課題」の整理された流れ

関連する内容をできるだけ一所に配置するなど，内容の配列を整理（4章変化と対応）

基礎・基本をおさえた後に利用する活動を充実

比例・反比例それぞれをパラレルな構成で扱う

基本事項を学習した後には，利用の節を置き，応用力を高め，
活用する姿勢・態度を養えるようにしています。

比例と反比例の学習の流れをパラレルにすることで，比例の学習
の後で，反比例の学習を同じようにスムーズに進めることができま
す。ここで身につけた関数を学ぶ流れは，今後他の関数を学ぶ
際の参考にもなります。

※変域に制限がある場合のグラフは，関数
を活用する際に重要な内容なので，は
じめて関数を学ぶ 1年で扱っています。

現実的な題材が用意しにくい反比例の利用についても，キャリ
ア教育にもつながる題材「ナースウォッチのしくみ」を，利用す
る活動のコーナーとして取り上げています。

1年本冊	p.130

1年本冊	p.108

1年本冊	p.106

●関数・変数の定義

●反比例の式
比例定数を定義
変域を負の数に拡張

●反比例のグラフ
比例定数を負の数に拡張

●変域の定義

「座標」や「変域に制限があ
る場合のグラフ」の内容はそれ
ぞれ，その内容が必要になる
適切な場面に配置しています。

変数・変域など関数一般に関係する用語を
1節 関数でおさえる

学習指導要領には，「関数関係の意味を理解すること」，用語と
して「関数，変数，変域」を学習することが明記されています。
これらの内容，用語は 1年で学習する比例・反比例だけでなく，
今後の関数領域の学習全体において重要な概念であり，セットで
きちんと学習させるべきです。そのために，これらを4章 1節関
数の学習の中ですべて扱うようにしています。
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6章  空間図形

190　6章　空間図形

20

15

10

5 この円錐の側面の展開図を考えると，半径 9cmの
おうぎ形で，その弧

こ

の長さは，底面の円の周の長さに等しい。

円錐の側面積

底面の半径が 6cmで，

母線の長さが 9cmの

円錐の側面積を求めなさい。

1
題例

9cm6cm

側面の展開図は，半径 9cmのおうぎ形で，
その中心角をx°とすると，

　　（2<×6）：（2<×9）＝x：360
これを解くと，

　　　　　　　　　　　x＝240
したがって，側面積は，

　　　　　　　　　　　　 　　 54<cm2
92 360

240 54<＝××<

9cm
x°

6cm

　上の 例 題 1 では，

　　（おうぎ形の面積）：（円の面積）=（おうぎ形の弧の長さ）：（円の周の長さ）

を利用して，側面積を求めることもできます。

　この場合，側面積を S cm2とすると，

　　S： 9 2 62
# #r r=] ]g g： 2 9#r] g

となり，これを解いて Sを求めます。

底面の半径が 8cm，母線の長さが 12cmの

円錐の側面積を求めなさい。
問 5

右の円錐の表面積を求めなさい。問 6

x°
9cm 9cm

2r×6(cm)

r×92 (cm2)S cm2

2r×9(cm)

6cm
12cm

中心角がわからなくても
使える式だね
中心角がわからなくても

おうぎ形の弧の
長さと面積
p.160～p.162

53p.231

３章  方程式

5章  平面図形
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20

15

10

5

3節　円とおうぎ形　161

次のようなおうぎ形の弧の長さと面積を求めなさい。

⑴　半径 6cm，中心角 60°

⑵　半径 4cm，中心角 225°

問 3

例 2 おうぎ形の弧の長さと面積

半径 5cm，中心角 72° のおうぎ形では，

　　弧の長さ　……　2 5
360
72

2# #r r= （cm）

　　面　　積　……　 5
360
72

52
# #r r= （cm2）

　半径の等しい円とおうぎ形では，

（おうぎ形の弧の長さ）：（円の周の長さ）=（中心角の大きさ）：360

（おうぎ形の面積）：（円の面積）=（中心角の大きさ）：360

　また，円とおうぎ形については，長さや面積の関係を，

比例式を使って表すと，次のことがいえます。

　1つの円では，おうぎ形の弧の長さや面積の比は，

中心角の大きさの比と等しくなります。

どんなことがわかるかな

右の図で，印をつけた角は，すべて同じ大きさに

なっています。

このとき，おうぎ形OACとおうぎ形OADで，

次の比を求めましょう。

⑴　中心角∠AOCと∠AODの大きさの比
⑵　AC
&

と AD
&

の長さの比

⑶　おうぎ形OACとおうぎ形OADの面積の比
⑴～⑶から，2つのおうぎ形の中心角の大きさの
比と弧の長さや面積の比について，どんなことが

わかるでしょうか。

72°
5cm

O

D

B

C

A

中心角

360°

∠AOBの大きさが
∠AOCの大きさの半分

➡　∠AOB＝─∠AOC1
2

48p.230

162　5章　平面図形
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半径 6cmの円の周の長さを求め，中心角をx°として，
比例式をつくります。

おうぎ形の中心角の求め方

半径 6cm，弧の長さ 8r cmの

おうぎ形があります。

このおうぎ形の中心角の

大きさを求めなさい。

1
題例

6cm

8r cm

半径6cmの円の周の長さは12<cmだから，
中心角をx°とすると，

　　　8<：12<＝x：360
これを解くと，

　　　 12<×x＝8<×360
　　　 x＝240

240°

　例 題 1 では，おうぎ形の弧の長さの公式を使って，

次のように求めることもできます。

中心角をx°とすると，
　　　

これを解くと，　x＝240
240°

8< 2< 6 360
x×＝ ×

半径 9cm，弧の長さ 5r cmのおうぎ形の中心角の

大きさと面積を求めなさい。
問 5

上の 例 題 1 のおうぎ形の面積を求めなさい。問 4

比例式の性質 p.92
　a：b＝c：d
ならば，
　 ad＝bc

8r cm 2r×6 cm

x° 360°

49p.230

92　3 章　方程式
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5

自分のことばで伝えよう

2節

　下のレシートは，一部がよごれて読めなくなっています。

方程式の利用

方程式を利用して，身のまわりの問題を解決しましょう。

しおりの値段はいくら？

　上のような買い物の場面では，

　　　　　　　，　　　　　　　，　

の間に，どんな関係があるでしょうか。
おつり出したお金

　レシートから，下の　　をうめて，しおり 1枚の値段を求める問題を
つくりましょう。

　　   　円で，しおり　  枚と　　　　円のブックカバーを買うと，
おつりが　　　　円でした。
　しおり 1枚の値段はいくらでしょうか。 方程式が

使えないかな？

代金の合計

次の比例式を解きなさい。

⑴　x：8=3：2 ⑵　3：4=x：5

問 1

比例式の性質
　比例式 a：4=c：5があるとき，両辺の

比の値は等しいので，右のような式の変形が

できます。

　この変形を見なおすと，次のようになって

います。

次の比例式を解きなさい。

⑴　3：12=x：36 ⑵　12：x=4：7

⑶　x：
2
1

4= ：
2
15

 ⑷　x：(x+4)=2：3

3  比と比例式

例 1 比例式の性質を使って比例式を解く

⑴　x：6=7：3

　 3x=42

　 x=14

⑵　5：x=2：3

　 2x=15

　 x
2
15

=

次の比例式を解きなさい。

⑴　x：21=3：7 ⑵　15：6=x：8

⑶　9：4=2：x ⑷　3：x=7：5

問 2

a : 4= c : 5

4
a

=
5
c

4
a × ×20=

5
c

20

5a=4c

比の値

×20

　このことは，どんな比例式でも成り立ちます。

比例式の性質

　比例式の外側の項の積と内側の項の積は等しい。
　　　a：b=c：d　ならば，　ad=bc

a：4=c：5 5a=4c

外側の項の積

内側の項の積

↓

↓

a：b＝c：d

ad

bc

31p.226

3 章　方程式　15

 3章の準備を
しよう！

比

速さ・時間・道のり

速さや道のり，時間は，次の式で求めることができます。
速さ＝道のり÷時間　　道のり＝速さ×時間　　時間＝道のり÷速さ
⑴　速さは，　240÷3=80 分速 80 m

⑵　道のりは，　45×2=90 90 km

⑶　かかる時間は，　320÷32=10 10秒

小学6年

小学6年

酢
す

30mLとサラダ油 50mLを混ぜて，ドレッシングをつくります。

⑴　酢の量とサラダ油の量の比を求めましょう。

⑵　酢の量は，サラダ油の量の何倍でしょうか。

次の速さや道のり，時間を求めましょう。

⑴　240mを 3分で歩いた人の分速

⑵　時速 45kmの自動車が 2時間に進む道のり

⑶　秒速 32mで走るチーターが 320m進むのにかかる時間

比が等しい関係を表した式について学んでいきましょう。

➡ 比と比例式（本冊 p.91）につながるよ

速さ・時間・道のりの問題を，文字を使った式で考えていきましょう。

➡ 方程式の利用（本冊 p.98）につながるよ

⑴　（酢の量）：（サラダ油の量）=30：50

⑵　30 50
5
3

' = （倍）

この
5
3 を，30：50の比の値といいます。

また，2つの比で，それぞれの比の値が
等しいとき，2つの比は等しいといいます。

a─ba：b の比の値＝

ミリ リットル

学
年
別
の
内
容
紹
介	

1
年

11

22

「比例式→おうぎ形の計量→円錐の計量（表面積）」の
つながりを重視した構成

学びの連続性を大切にした学習，指導のための配慮（3章方程式，5章平面図形，6章空間図形）

おうぎ形の計量の場面で比例式の性質をふり返る

円錐の計量の場面でおうぎ形の弧の長さと
面積の関係をふり返る

現在の学習指導要領から，3章方程式に関連して「簡単な比例
式を解くこと」が 1年の学習内容に加わりました。比例式は 3年
の相似の学習でも活用される重要な学習内容です。この比例式
が確実に身につくように，5章平面図形のおうぎ形の計量では，
中心角，弧の長さ，面積の相互の比例関係をおさえ，中心角
を求める例題に「比例式の性質」のふりかえりも置いて，おうぎ
形の計量に比例式を用いる展開にしています。

6章空間図形で学習する円錐の側面積を求める方法には，おう
ぎ形の計量の学習内容が必要になります。5章平面図形で取り
上げてしっかりと身につけ，それを6章空間図形の円錐の側面
積で活用することで，おうぎ形の計量については二重の，比例
式については三重のスパイラルな学習を構築しています。

このように比例式は様々な場面で活用されますが，それには基
礎・基本となる小学校の比の学習が定着していることが必要で
す。そのために，MathNaviブック（別冊）にある3章方程式に
つながる「学びをつなげよう」では，小学校で学んだ「比」
をふり返り，復習できるようにも配慮しています。

相互の比例関係からお
うぎ形の中心角，弧の
長さ，面積をそれぞれ
を求める場面をすべて
5章平面図形の「円と
おうぎ形の計量」で取
り扱っているので，おう
ぎ形の計量についての
総合的な理解につなが
ります。

1年本冊	p.190

1年本冊	p.162

1年本冊	p92

1年本冊	p.161

●中心角から弧の長さ・面積を求める ●弧の長さから中心角を求める

1年MathNaviブック	p.15
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学年別の内容紹介 22 年

※付録CDに，この年間指導計画と各章の学習内容一覧表のデータを用意しています。

2学期制 章（合計配当時数） 節 配当時数 3学期制

4月

１章	 式の計算	 （12）

1節	 式の計算 7 4月

5月
2節	 文字式の利用 3

5月基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

２章	 連立方程式	 （13）

1節	 連立方程式 7

6月 6月
2節	 連立方程式の利用 4

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

３章	 一次関数	 （19）

1節	 一次関数とグラフ 10

7月
7月

1学期（3学期制）の時数： 35時間

2節	 一次関数と方程式 3
9月

8〜 9月 3節	 一次関数の利用 4

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

10月前期（2学期制）の時数：44時間

10月

４章	 図形の調べ方	（16）

1節	 平行と合同 10

11月 11月2節	 証明 4

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

12月

５章	 図形の性質と	（18）	 証明

1節	 三角形 7 12月

2学期（3学期制）の時数：32時間

1月 2節	 四角形 9 1月

2月
基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

2月

６章	 確		率	 （12）

1節	 確率の意味 3

2節	 場合の数と確率 7

3月
3月

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

3学期（3学期制）の時数： 23時間

後期（2学期制）の時数： 46時間

年間総時数［標準時数：105時間］： 90時間（予備時数15時間）
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58　3章　一次関数

1 一次関数 ともなって変わる2つの数量の間の
関係について学びましょう。

　56～ 57ページの場面で，水そうに水を入れはじめてからの

時間 x分と，底から水面までの高さ y cmの関係は，1日目と

2日目で，それぞれ，次の表のようになります。

　この表から，同じ xの値に対応する yの値は，1日目より

2日目の方が，8大きくなっていることがわかります。

　このことから，xと yの関係は，次の式で表されます。

　一次関数は，一
いっ

般
ぱん

に，次の形の式で表されます。

　yが xの関数で，

　　　y=2x+8，　　y=2x

のように，yが xの一次式で表されるとき，

　　yは xの　一次関数　である

といいます。

　y=ax+b　　a，bは定数

x 0 1 2 3 4 5 6 7 8

y 0 2 4 6 8 10 12 14 16

1日目

x 0 1 2 3 4 5 6 7 8

y 8 10 12 14 16 18 20 22 24

2日目

一次関数
　y＝2x＋8

一次式

8cm
ycm 2x cm

ycm

1日目　y=2x 2日目　y=2x+8

2x cm

20

15

10

5

1節　一次関数とグラフ　65

　前ページの①，②をくらべると，同じ xの値に

対応する yの値は，いつでも②の方が①より 3だけ

大きくなっています。

　このことをグラフ上で考えると，②のグラフは，

①のグラフを 3だけ上方に平行移動した直線になる

ことがわかります。

　したがって，一次関数 y=2x+3のグラフは，

比例の関係 y=2x のグラフに平行で，y軸
じく

上の

点 (0，3)を通る直線になります。

O-4

-4

4
3

8

4

①②

x

y

　y=2x+3のグラフを，直線 y=2x+3といいます。

　一次関数 y=ax+bのグラフは，直線 y=ax に

平行で，y軸上の点 (0，b)を通る直線である

　これまでに調べたことから，

ことがわかります。

　直線 y=ax+bと y軸との交点 (0，b)の y座標 bを，

この直線の　切
せっ

片
ぺん

　といいます。

直線 y=3x+5の切片をいいなさい。問 2

右の図は，y=2x と y=-2xのグラフです。

これをもとにして，次の一次関数のグラフを

右の図にかき入れなさい。

⑴　y=2x-2

⑵　y=-2x+4

⑶　y=-2x-3

問 1

O-5

-5

5

5

x

yy=-2x y=2x

O
x

y y=ax+b

b

20
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1節　一次関数とグラフ　61

一次関数 y=2x+1で，xの値が 5から 9

まで変わるとき，yの増加量は，xの増加量

の何倍になりますか。

問 1

どんなことがわかるかな

一次関数y＝2x＋1で，対応するx，yの値を求めると，

次の表のようになります。

　y=2x+1で，xの値が 1から 4まで変わるとき，

　　　xの増加量は，4-1=3

　　　yの増加量は，9-3=6

となり，yの増加量は，xの増加量の 2倍になって

います。

　一次関数 y=2x+1では，変化の割合は，つねに 2です。

このことは，xの値が，1から 4や，5から 9まで変わる場合

だけでなく，ほかの場合でも同じです。

　また，この値 2は，xの増加量が 1のときの yの増加量です。

2 一次関数の値の変化
一次関数で，xの値の変化に
ともなってyの値はどのように
変化するかを調べましょう。

xの値が変化したときのyの増加量を調べて， に

あてはまる数を書き入れましょう。

x … -3 -2 -1 0 1 2 3 4 …

y … -5 -3 -1 1 3 5 7 9 …

2 31

　xの増加量に対する yの増加量の割合を，変化の割合　

といいます。
　　　

変化の割合=
yの増加量

　　　　　　　　　xの増加量

x

y

1

3

4

9

3

6

3
6
=2

x

y

5 9

20
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62　3章　一次関数

どんなことがわかるかな

一次関数y＝－2x＋7について，次の表を完成させて，

変化の割合を調べましょう。

⑴　xの値が 1から 4まで変わるとき，yの増加量を調べ，
　　変化の割合を求めましょう。

⑵　xの値が□から○まで変わるとき，□や○の数を自分で
　　決めて，yの増加量を調べ，変化の割合を求めましょう。

⑶　xの増加量が 1のとき，yの増加量を調べましょう。

x … -3 -2 -1 0 1 2 3 4 …

y … …

一次関数 y x
3
2

5= + で，次の場合の yの増加量を

求めなさい。

⑴　xの増加量が 1のとき 　　⑵　xの増加量が 3のとき

問 2

　a＞0 のとき，xの値が増加すると，yの値は増加する。

　a＜0 のとき，xの値が増加すると，yの値は減少する。

　上のことは，xの増加量が 1のときの yの増加量が aである

ことを表しています。したがって，y=ax+bでは，次のこと

がいえます。

　これまでに調べたことから，次のことがいえます。

一次関数の変化の割合

　一次関数 y=ax+bでは，変化の割合は一定で，

aに等しい。

　　　変化の割合=
yの増加量 

=a　　　　　　　　　xの増加量

18p.169

学
年
別
の
内
容
紹
介	

2
年

11

22

比例との接続，今後の学習とのつながりを大切にする
一次関数の導入，内容構成

既習事項との接続を重視しつつ，関数領域全体の指導にも配慮（3章一次関数）

比例から一次関数への自然な接続

関数y=ax2まで見据えた「変化の割合」の学習

比例・反比例は小学校でも学んでいるため，3章で学ぶ一次関数
が中学校ではじめて学ぶ新しい関数となります。今後，さらにいろ
いろな新しい関数を学ぶときに，その性質を調べる方法の基本にも
なるので，関連する比例の性質や，その比例の性質を1年のときに
どのように調べたかをきちんとふり返りながら進めることが重要です。

3章一次関数では，表・式・図を用いて比例と一次関数を比較
し，どこが同じでどこが異なるかを確認しながら一次関数の導入を
進め，一次関数のグラフを学ぶ際も，比例のグラフとの違いを考
えるようにしています。既習の比例とのつながりを大切にすることで，
一次関数という新しい関数をスムーズに習得することができます。

3章一次関数では，関数の概念の中でも重要な，「変化の割合」
の用語を指導します。3章の学習の中心になる一次関数の場合は，
変化の割合は常に一定で，比例定数 aに等しくなります。しかし，
3年で学習する関数 y=ax2など，これから学ぶ関数では常に
変化の割合 =比例定数 a

ではありません。そのため，変化の割合を学ぶ際は，その定義を
きちんとおさえ，
「どんな関数でも変化の割合 =比例定数 a」

と誤って覚えてしまわないように注意が必要です。

3章一次関数では，「変化の割合」という用語の定義と，「一次
関数の変化の割合」についてのまとめをきちんとアミカケや枠で囲
んで強調することで，それぞれの内容をきちんと把握しやすいよう
に工夫しています。また，p.63では反比例の関係を例に，変化の
割合が一定でない場合を取り上げています。

2年本冊	p.58

2年本冊	p.65

2年本冊	p.61

2年本冊	p.62

●比例と一次関数を
　表・式・図で比較

●比例と一次関数のグラフを比較

●変化の割合の定義を示すアミカケ

●一次関数の変化の割合の性質

MathNaviブック（別冊）にある3章一次関数につながる「学び
をつなげよう」でも，比例について「式」，「性質」，「グラフ」，
「式を求めること」とひと通りの学習内容を確認できるようにして
います。比例の学習の定着が十分でない場合には，指導に入る
前の予習課題や，授業の最初の確認の題材として活用できます。
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96　4章　図形の調べ方

2 多角形の角 三角形や多角形の角の性質を
調べましょう。

　上の説明によって，どんな三角形でも，3つの角の和は

180° であることが示されたことになります。

　右の図のように，△ABCの辺 BCを延長した

直線上の点をDとします。また，点 Cを通り

辺 BAに平行な半直線 CEをひきます。

　このとき，

　　平行線の錯角は等しいので，　　　∠a=∠d　　……①

　　平行線の同位角は等しいので，　　∠b=∠e　　……②

　①，②から，△ABCの 3つの角の和を求めると，

　　　∠a+∠b+∠c=∠d+∠e+∠c

　　　 =∠BCD

　3点 B，C，Dは一直線上にあるから，∠BCD=180° になり，

三角形の 3つの角の和は 180° であるといえます。

　上の の図では，BA // CPとなります。

このことを使って，三角形の 3つの角の和が

180° であることを確かめましょう。

三角形の内角と外角

小学校では，右の図のようにして角を集めて，
三角形の 3つの角の和が 180°であることを
調べました。

どうなるかな

右の図で，直線 BAと CPはどんな位置関係に

あるでしょうか。

B

a

b c
d
e

A
E

C D

A

B C Q

P

㋐

㋐

㋑ ㋑㋒

三角形の形には
よらないんだね

半直線は 1点を端
として一方にだけ
のびたものだよ

98　4章　図形の調べ方
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　三角形は，内角に着目すると，次の 3つに分類されます。

　四角形や五角形などの多角形は， 1つの

頂点からひいた対角線によって，

いくつかの三角形に分けられます。

　多角形を三角形に分けて，内角の和を

調べましょう。

　0° より大きく 90° より小さい角を　鋭
えい

角
かく

，

90° より大きく 180° より小さい角を　鈍
どん

角
かく

　といいます。

鋭角三角形
3つの内角がすべて
鋭角である三角形

直角三角形
1つの内角が
直角である三角形

鈍角三角形
1つの内角が
鈍角である三角形

どうすればいいかな

四角形，五角形，六角形の内角の和は，それぞれ何度に

なるでしょうか。

多角形の内角の和

鋭角

直角

鈍角

下の図で，∠x，∠y，∠zの大きさを求めなさい。

⑴　	 ⑵　	 ⑶

問 2

x y z75° 50° 60°

110°40° 20°

すでに学んだ形にする

内角の和を知っている
三角形に分けて考える

分類整理する

26p.171
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1節　平行と合同　93

　右の図のように，2直線 l，mに直線 nが

交わっているとき，∠aと∠eのような位置

にある 2つの角を　同
どう

位
い

角
かく

　といいます。

　また，∠cと∠eのような位置にある

2つの角を　錯
さっ

角
かく

　といいます。

　∠bと∠f，∠cと∠g，∠dと∠hも，それぞれ

同位角です。

　∠dと∠fも錯角です。

　また，右の図で，l'mのとき，nが l，mと
どのように交わっても，同位角である∠aと∠b

は等しくなります。つまり，

　　　l //m　ならば　∠a=∠b

です。

　91ページの方法で平行線をひくときには，

右の図で，同位角である∠aと∠bが等しければ，

l //mであることを利用しています。つまり，

　　　∠a=∠b　ならば　l //m

です。

　2つの直線が平行であることを，同位角に着目して

考えましょう。

m

l

a
b

c
d

n

ef

g h

右の図で，∠aの同位角をいいなさい。

また，∠pの錯角をいいなさい。
問 2

a

b c

d
p

q r

s

m

l
n

a

b

m

l
n

a

b

同位角・錯角と平行線

108　4章　図形の調べ方
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1 証明とそのしくみ 図形の性質を明らかにするしくみ
を学びましょう。

　前ページでかいた四角形ABCDでは，

　　AB=AD，BC=DCのとき，∠ABC=∠ADC　……⑴

が成り立ちます。

　このことは，どのように説明できるでしょうか。

　このように，これまでに学習した図形の性質を使って，

∠ABC=∠ADCを導くと，辺の長さをどのように変えても，

⑴がいつでも成り立つことが説明できます。

　かりんさんのいうように，△ABC≡△ADCとなるのはなぜでしょうか。

　また，∠ABC=∠ADCとなる理由もいいましょう。

上の図で，角の大きさを測ったら，　
　∠ABC＝∠ADC
だったけど，辺の長さを
変えると，角の大きさも
変わって，測りなおさないと
いけないね

実際に測らなくても，
対角線ACをひくと，
　AB＝AD，BC＝DC
だから，
　△ABC≡△ADC
になるよね。そこから，
　∠ABC＝∠ADC
がいえるよ

A

B D

C

A

B D

C

かりんけいた

A

B D

C

　⑴が成り立つことについて，けいたさんとかりんさんが

次のような会話をしています。

110　4章　図形の調べ方
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　前ページで調べたような，仮定から結論を導く流れを

整理すると，次のようになります。

　証明のしくみは，一般に，次のようになっています。

●仮定から出発し，
●すでに正しいと認められたことがらを
　根拠に使って，

●結論を導く。

対角線 ACをひくと，△ABCと△ADCが
できる。
△ABCと△ADCで，
仮定より，
　　AB＝ AD　　　……①
　　BC＝ DC　　　……②
ACは，2つの三角形に共通な辺だから，
　　AC＝ AC　　　……③
①，②，③から，3組の辺が，それぞれ
等しいので，
　　△ABC≡△ADC
合同な図形では，対応する角の大きさは
等しいので，
　　∠ABC＝∠ADC

A

B D

C

　このように，すでに正しいと認められていることがらを

根拠として，仮定から結論を導くことを　証明　といいます。

96ページでは，「三角形の 3つの内角の和は

180° である」ことを証明しています。

この証明では，どのようなことがらを根拠と

して使っていますか。

問 2 A E

B C D

仮定
　
結論

➡ 正しいと認め
られたことがら

すでに学んだ形にする

もとの図にない線を
かいて考える

20

15

10
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2節　証　明　109

　前ページの では，仮定から結論を導くために，
すでに正しいと認められている次のことがらを根

こん

拠
きょ

として使っています。

　根拠となることがらに注意して，仮定から結論を導くすじ道を

まとめると，次のようになります。

　数学で考えていくことがらの中には，このように，

　　　 ア ならば， イ である

のような形でいい表されるものがあります。このとき，

　前ページのようにして，角の大きさが等しいことを説明するとき，

　　AB=AD，BC=DC ならば，∠ABC =∠ADC である
　 　� 　�
ということがらについて，�から�を導くことになります。

　　　�は，与
あた

えられてわかっていること

　　　�は，�から導こうとしていること

です。

　 ア の部分を　仮定， イ の部分を　結論

といいます。

　3組の辺が，それぞれ等しい 2つの三角形は合同である。

　合同な図形では，対応する角の大きさは等しい。

次のことがらについて，仮定と結論をいいなさい。

⑴　△ABC≡△DEFならば，AB=DEである。

⑵　l //m，m //nならば，l //nである。

問 1

△ABCと△ADCで，

AB=AD，BC=DC AC=AC

△ABC≡△ADC

三角形の合同条件

根拠となることがら

合同な図形の性質

仮定

結論 ∠ABC =∠ADC

○○○ □□□ならば，
仮定 結論

11

22

論証の一貫性を大切にした構成を重視し，
証明記述への導入を丁寧にできるよう配慮

学んだことを次につなげ，証明記述のハードルを下げる構成（4章図形の調べ方，5章図形の性質と証明）

前の学習から次の学びにつなげていく内容配列

証明記述を見せる前に証明の一部を説明する活動を取り入れる

2 年の図形領域では論証の基礎を学びます。4章図形の調べ方では，「角と平行線の性質を学ぶ」→
「角と平行線の性質から三角形の内角の和を導く」→「三角形の内角の和をもとに，多角形の内角・
外角の和について調べる」という，論証の一貫性を大切にした流れの構成にしています。
これらのことがらの推論では，それぞれが，1つ前に学習したことがらを根拠にしており，論証のしくみ
を初めて学ぶ生徒にとって無理のないステップになっています。

2年では，仮定と結論，その間をつなぐ根拠となることがらを明らかにしながら，具体的な証明を記述
することを学びます。数学的な証明を記述することは，はじめての生徒にとっては難しい内容です。その
ため，4章図形の調べ方では，具体的な証明の記述に入る前に，まずは何が「仮定」で何が「結
論」なのか，そして何を「根拠となることがら」として用いたのかを整理します。
こうした学習の後に記述された証明を見ることで，証明のしくみが理解しやすくなるようにしています。

2年本冊	p.96 2年本冊	p.982年本冊	p.93

2年本冊	p108 2年本冊	p110

2年本冊	p109

●三角形の内角の和 ●多角形の内角・外角●角と平行線の性質
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2節　場合の数と確率　157

　あることがらの起こる確率を求めるために，場合の数を，

もれや重なりがないように求めることを考えましょう。

　考えられるすべての場合を順序よく整理して

数え上げるのに，右のような図がよく用いられます。

　 問 1 では，右のような表や，下のような
図で求めることもできます。

A，B，C，D，E，Fの 6人から 2人の委員を選ぶとき，

その選び方は何通りありますか。
問 2

サッカーの試合で，A，B，C，Dの 4チームが，それぞれ

1回ずつ対戦するとき，全部で何試合になりますか。
問 1

2 いろいろな確率 いろいろなことがらの場合の数を
考えて，確率を求めましょう。

どうなるかな

昼食時に校内放送で A，B，Cの 3曲を流します。

この 3曲の曲順には，どんな場合があるでしょうか。
1曲目 2曲目 3曲目

A B C

　このような図を　樹
じゅ

形
けい

図
ず

　といいます。

　樹形図から，上の の曲順は，全部で 6通りで

あることがわかります。

A

1曲目
B

2曲目
C

3曲目

C B

B
A C

C A

C
A B

B A

A B C D

A B C D

A ○ ○ ○
B ○ ○
C ○
D

20

24　6章　確　率

 6章の準備を
しよう！この章では，ことがらの起こりやすさについて考えたり，

その起こりやすさを小学校で学んだ場合の数をもとにして
求めたりしていきます。
この章の学習内容とつながりの深いことがらについて
確認しましょう。

6章　確　率

場合の数の調べ方①

右のような，図や表をかいて
考えます。
選び方は，
　　ぶどう-りんご，ぶどう-かき，
　　ぶどう-みかん，りんご-かき，
　　りんご-みかん，かき-みかん
の 6通りあります。

小学6年

ぶどう，りんご，かき，みかんが

1つずつあります。
この中から 2つを選ぶとき，
その選び方は何通りありますか。

場合の数をもとにして，ことがらの起こりやすさを考えていきましょう。

➡いろいろな確率（本冊 p.157）につながるよ

ぶどうを○ぶのように
書くと簡単だね

のように

○ぶ ○り ○か ○み

○ぶ
○ぶ ○
○り
○か
○み

○り ○か ○み
○ ○
○ ○
○

160　6章　確　率
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2つのさいころを A，Bで表すと，

目の出かたは，右の表のように，

　　6×6＝36（通り）

の場合があります。

これらの起こり方は，同様に

確からしいといえます。

この表で，同じ目が出る場合は，

のところです。

2つのさいころを投げたときの確率

2つのさいころを同時に投げるとき，

次の確率を求めなさい。

⑴　同じ目が出る確率

⑵　違った目が出る確率

3
題例

(1，1) (1，2) (1，3) (1，4) (1，5) (1，6)
(2，1) (2，2) (2，3) (2，4) (2，5) (2，6)
(3，1) (3，2) (3，3) (3，4) (3，5) (3，6)
(4，1) (4，2) (4，3) (4，4) (4，5) (4，6)
(5，1) (5，2) (5，3) (5，4) (5，5) (5，6)
(6，1) (6，2) (6，3) (6，4) (6，5) (6，6)

A
B

2つのさいころを区別すると，目の出かたは 36通り
⑴　同じ目が出る場合は 6通り

　　だから，同じ目が出る確率は，　　

⑵　違った目が出る場合は 30通り

　　だから，違った目が出る確率は，　

6
36─＝─16

30
36─＝─56

Aの起こらない確率=1-p

　上の 例 題 3 で，

だから，違った目が出る確率は，次の式で求めることもできます。

　　　（違った目が出る確率）=1-（同じ目が出る確率）

　一
いっ

般
ぱん

に，ことがらAの起こる確率を pとすると，次のことが

いえます。

違った目が出る
場合の数( ) 起こるすべての

場合の数( ) 同じ目が出る
場合の数( )= -

20

15

10

5

♥2 ♥3 ♥4 ♣5 ♣6

♥2 ○ ○ ○ ○

♥3 ○ ○ ○

♥4 ○ ○

♣5 ○

♣6

2節　場合の数と確率　161

2つのさいころを同時に投げるとき，次の確率を求めなさい。

⑴　出る目の数の和が 9になる確率

⑵　出る目の数の和が 9にならない確率

問 6

2枚のカードの組の取り出し方は10通り

5枚のカードを，

　♥2，♥3，♥4，♣5，♣6
で表すと，2枚が同じマークのカードである組は，

　｛♥2，♥3｝｛♥2，♥4｝｛♥3，♥4｝｛♣5，♣6｝
の 4通り

だから，求める確率は，　─＝─4
10

2
5 　

例 題 4 で，2枚が異なるマークのカードである確率を
求めなさい。

問 7

5枚のカードを，それぞれ，

　♥ 2，♥ 3，♥ 4，♣ 5，♣ 6
で表すと，2枚のカードの組の取り出し方は，

右の表のように，10通りの場合があります。

これらの起こり方は，同様に確からしい

といえます。

2枚のカードの組を取り出すときの確率

次の 5枚のトランプのカードがあります。

これらのカードを箱に入れて，そこから同時に

2枚を取り出すとき，2枚が同じマークのカード

である確率を求めなさい。

4
題例

トランプのマークには
　♥　♦　♠　♣
の 4種類があるね

38p.174

39p.174

学
年
別
の
内
容
紹
介	

2
年

11

22

「場合の数の数え方の確認→様 な々ケースでの
確率の求め方を学習」という整理された構成

既習事項と新しい学習内容を整理し，スムーズに接続するための配慮（6章確率）

場合の数の求め方をきちんと確認してから
いろいろな確率について学ぶ

「順序」を考える場合と考えない場合を
対比して指導できる配列

「樹形図」や「表」は，確率を求めるときに，場合の数を求め
るための手段です。また，これらの内容は算数でも学習していま
す。「場合の数を求める方法」と「場合の数から確率を求める方
法」をいっしょにし，「樹形図を用いて確率を求める」などとして
指導すると，生徒の混乱を招いたり，小学校で既習の場合の数
の求め方と，確率を求める手段としての場合の数の求め方がうま
くつながらない恐れがあります。

そのため，6章確率では，2節 2項「いろいろな確率」の最初
で樹形図や表を用いて場合の数を求める方法を確認してから，
それらを用いていろいろな確率を求めることを学べるようにして
います。

2つのものの組み合わせを表で考える際，2つを区別して「順
序」を考える場合と，考えない場合とで場合の数を求めるため
の表は変わります。順序を考えないといけないかどうかの判断や，
そのときにどのような表で数えればよいかは生徒がつまずきやす
いポイントなので，6章確率の p.160-161では，見開きページの
左右に，それぞれの場合の例題を配置し，指導する際にその点
を特に意識づけながら，それぞれの場合を対比，整理して指導
が行えるように工夫しています。

2年本冊	p.157

2年本冊	p.161

2年本冊	p.160

●場合の数の求め方を整理

●さいころの順序を考える場合の表

●カードの順序を考えない場合の表

場合の数を用いた確率の学習の前に，算数ではどのようにその
調べ方を学んだのかを確認することはとても重要です。そのため
にMathNaviブック（別冊）にある6章確率につながる「学びを
つなげよう」では，小学校での学習をふり返り，復習できるよう
に配慮しています。

2年MathNaviブック	p.24
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学年別の内容紹介 33 年

※付録CDに，この年間指導計画と各章の学習内容一覧表のデータを用意しています。

2学期制 章 （合計配当時数） 節 配当時数 3学期制
4月

１章	 式の展開と	 （19）	 因数分解

1節	 式の展開と因数分解 13 4月

5月 5月2節	 式の計算の利用 4

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

２章	 平方根	 （15）

1節	 平方根 5

	6月 6月

2節	 根号をふくむ式の計算 7

3節	 平方根の利用 1

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

３章	 二次方程式	 （13）

1節	 二次方程式 8

7月
7月2節	 二次方程式の利用 3

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

1学期（3学期制）の時数： 47時間

４章	 関数y＝ax2	（15）

1節	 関数とグラフ 7
9月

8〜 9月
2節	 関数y＝ax2の値の変化 4

3節	 いろいろな事象と関数 2

10月

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

前期（2学期制）の時数： 62時間

10月

５章	 図形と相似	 （25）

1節	 図形と相似 8

2節	 平行線と線分の比 8

11月 11月
3節	 相似な図形の計量 5

4節	 相似の利用 2

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

６章	 円の性質	 （10）

1節	 円周角と中心角 5

12月
12月2節	 円の性質の利用 3

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

2学期（3学期制）の時数： 50時間

1月 ７章	 三平方の定理	（13）

1節	 三平方の定理 4

1月2節	 三平方の定理の利用 7

基本のたしかめ，章末問題，千思万考 2

2月 ８章	 標本調査	 （6）
1節	 標本調査 4

2月基本のたしかめ，章末問題 2

3月
3月

3学期（3学期制）の時数：19時間
後期（2学期制）の時数： 54時間

年間総時数［標準時数：140時間］：116時間（予備時数24時間）
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３章  二次方程式
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1節　二次方程式　67

　3x2=18のような ax2=bの形の方程式は，x2=kの形に

変形して解くことができます。

ax2=bの解き方

x＝± k

x2＝k

　二次方程式を，平方根の意味にもとづいて解くことを考えましょう。

どうすればいいかな

ある数xを 2乗し，それを 3倍すると 18になりました。

ある数xは，どうすれば求められるでしょうか。

例 1 ax2＝b

⑴　 x3 182=

　 x 62=

　 x 6!=

⑵　2x2=50

　 x2=25

　 x=!5

例 2 ax2－b＝0

⑴　 x3 24 02- =

　 x3 242=

　 x 82=

　 x 8!=

　 x 2 2!=

⑵　 x4 3 02- =

　 x4 32=

　 x
4
32=

　 x
4
3

!=

　 x
2
3

!= 　

x 6!= は， 6 と 6- が，ともに方程式 3x2=18の解で
あることを表しています。

次の方程式を解きなさい。

⑴　2x2=18 ⑵　5x2=35 ⑶　7x2=70

問 2

次の方程式を解きなさい。

⑴　2x2-36=0 ⑵　5x2-60=0 ⑶　9x2-2=0

問 3 18p.209
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68　3章　二次方程式

　(x+1)2=36のような (x+m)2=nの形の方程式は，

x+mを 1つのものとみて，これをXとおくと，

　　　X2=n

となり，ax2=bの解き方と同じ方法で解くことができます。

次の方程式を解きなさい。

⑴　 x 1 52- =] g  ⑵　 x 5 272+ =] g

⑶　 x 6 12 02+ - =] g  ⑷　 x 5 8 02- - =] g

問 5

(x+m)2=nの解き方

例 4 （x＋m）2＝n

x 3 72- =] g

 x 3 7!- =

 x 3 7!=

次の方程式を解きなさい。

⑴　 x 2 92- =] g  ⑵　 x 3 25 02+ - =] g

問 4

例 3 （x＋m）2＝k2

x 1 362+ =] g

x+1をXとおくと， X 362=

これから， X 6!=

Xをもとにもどすと， 　x 1 6!+ =

x+1=6から x=5，　x+1=-6から x=-7

よって，　　x=5，-7

x=5，-7は，x=5，x=-7をまとめて表したものです。

x 3 7!= は，x 3 7= + ，x 3 7= - をまとめて表した
ものです。

 X 2＝36

（x＋1）2＝36

（x－3）2＝7

 x－3 は
7の平方根

いろいろな見方

1つのものとみる

19p.209
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70　3章　二次方程式

　一般の形の二次方程式　ax2+bx+c=0

は，両辺を aでわると，x2の係数は 1となり，前ページの

手順で解くことができます。

　このことを，3x2+5x+1=0について調べましょう。

　 x x3 5 1 02+ + =

両辺を x2の係数でわると，

　 x x
3
5

3
1
02+ + =

数の項を移項して，

　　　　　 x x
3
5

3
12+ =-

xの係数の半分の 2乗を両辺にたすと，

　　x x
3
5

6
5

3
1

6
52

2 2

+ + =- +d dn n

左辺を平方の形にして，

　　　　　 x
6
5

3
1

36
252

+ =- +d n

　　　　　 x
6
5

36
25 122

+ =
-

d n

よって， x
6
5

6
13

!+ =

　 x
6
5

6
13

!=-

　 
6
5 13!

=
-

　　　 ax bx c 02+ + =

　　 x
a
b
x
a
c

02+ + =

　　　　　x
a
b
x

a
c2+ =-

 x
a
b
x

a
b

a
c

a
b

2 2
2

22

+ + =- +d dn n

　　　　 x
a
b

a
c

a
b

2 4

2

2

2

+ =- +d n

　　　　 x
a
b

a
b ac

2 4
42

2

2

+ =
-

d n

　　　　　 x
a
b

a
b ac

2 2
42

!+ =
-

 x
a
b

a
b ac

2 2
42

!=-
-

 
a

b b ac
2

42
!

=
- -

2 二次方程式の解の公式 解の公式を知り，それを使って
二次方程式を解きましょう。

二次方程式の解の公式

　二次方程式 ax2+bx+c=0の解は，

　　　x a
b b ac
2

42!
=
- -

　上で調べたことから，一般に，次のことがいえます。

2章  平方根
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42　2章　平方根

1 平方根 2乗すると aになる数について
学びましょう。

どんなことがわかるかな

2乗すると 16になる数をいいましょう。

また，2乗すると
9
4 になる数をいいましょう。

6
36

－6 平方根

2乗

　2乗して 16になるのは，正の数では 4，負の数では-4です。

　16の平方根は，正の数では 4，負の数では-4です。

　2乗すると aになる数を，aの　平
へい

方
ほう

根
こん

　といいます。

　つまり，

　aの平方根は，x2=aを成り立たせる xの値のことです。

　正の数 aの平方根は，正の数と負の数の 2つあって，

それらの絶対値は等しくなります。

例 1 いろいろな数の平方根

36の平方根は，6と-6

9
4 の平方根は，

3
2 と

3
2

-

0.25の平方根は，0.5と-0.5

次の数の平方根をいいなさい。

⑴　25 ⑵　1 ⑶　81 ⑷　49

⑸　
16
9

 ⑹　
4
1

 ⑺　0.36 ⑻　0.09

問 1

○2＝16

    42＝16
（－4）2＝16
になるね

　x2=0となる数 xは 0だけだから，0の平方根は 0です。

　また，2乗して負になる数はないので，負の数の平方根は

考えません。

（正の数）2＝正の数
（負の数）2＝正の数

学
年
別
の
内
容
紹
介	

3
年

11

22

平方根とのつながりを重視し，系統的に自然に学べる
二次方程式の解法の配列

前後の内容のつながりや，利用場面との関係性も考慮して内容を配列（3章二次方程式）

因数分解を使った解き方の
指導位置についての配慮

解の公式まで学習し，二
次方程式の解が2つある
場合に慣れてから，しくみ
の理解の難しい因数分解
を用いた解法を学ぶ

因数分解を用いた解
法を学んだ直後にその
方法を多く用いる利用
の節を配置

3年本冊	p67

3年本冊	p68

3年本冊	p70

前章とのつながりを重視した解法から
スタートする構成

3年本冊	p42

●x2＝aとなるxについて知る
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1節　二次方程式　73

3 二次方程式と因数分解 因数分解を使って二次方程式を
解きましょう。

どうすればいいかな

方程式（x＋3）（x－5）＝0 では，どうすればこの式から

解を見つけることができるでしょうか。

　2つの数や式について，次のことがいえます。

　このことを使って，上の のような二次方程式を解くことが

できます。

　二次方程式 ax2+bx+c=0は，その左辺 ax2+bx+cを

因数分解することができれば， 例 1 と同じようにして，

解を見つけることができます。

例 2 x2＋（a＋b）x＋ab＝0

　 x2-5x+6=0

(x-2)(x-3)=0

x-2=0　または　x-3=0

よって，　　x=2，3

例 1 （x＋a）（x＋b）＝0

　(x+3)(x-5)=0

では，x+3と x-5をかけて 0に

なるのだから，

　x+3=0　または　x-5=0

　　x+3=0　のとき　x=-3，

　　x-5=0　のとき　x=5

よって，　　x=-3，5

次の方程式を解きなさい。

⑴　(x-2)(x+5)=0 ⑵　(x+4)(x+2)=0

問 1

（x＋3）（x－5）＝0

x＋3＝0 x－5＝0または

解が 2つ
見つかったね
解が
見つかったね

　A B 0# = 　ならば，　　A=0　または　B=0
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1節　二次方程式　73

3 二次方程式と因数分解 因数分解を使って二次方程式を
解きましょう。

どうすればいいかな

方程式（x＋3）（x－5）＝0 では，どうすればこの式から

解を見つけることができるでしょうか。

　2つの数や式について，次のことがいえます。

　このことを使って，上の のような二次方程式を解くことが

できます。

　二次方程式 ax2+bx+c=0は，その左辺 ax2+bx+cを

因数分解することができれば， 例 1 と同じようにして，

解を見つけることができます。

例 2 x2＋（a＋b）x＋ab＝0

　 x2-5x+6=0

(x-2)(x-3)=0

x-2=0　または　x-3=0

よって，　　x=2，3

例 1 （x＋a）（x＋b）＝0

　(x+3)(x-5)=0

では，x+3と x-5をかけて 0に

なるのだから，

　x+3=0　または　x-5=0

　　x+3=0　のとき　x=-3，

　　x-5=0　のとき　x=5

よって，　　x=-3，5

次の方程式を解きなさい。

⑴　(x-2)(x+5)=0 ⑵　(x+4)(x+2)=0

問 1

（x＋3）（x－5）＝0

x＋3＝0 x－5＝0または

解が 2つ
見つかったね
解が
見つかったね

　A B 0# = 　ならば，　　A=0　または　B=0

3年本冊	p.73

二次方程式の解法指導の中で，ax2＝bの解き方から解の公式
までの流れは内容理解の上で分断することが難しいので，必然的
に因数分解を使った解き方はこの流れの前か，後に指導することになります。

解の公式を使った解き方を先に扱うことには，上記のように平方根の学習から解の公式までをスムーズ
に学習できることや，その中で二次方程式には解が 2つあることを理解しやすいなどの利点があります。
また，「A×B＝0ならば，A＝0または B＝0」という内容は，生徒にとって理解の難しいことがらです。
解が 2つある場合などについて十分理解した後に学習することで，この内容を含む因数分解を使った
解法も，より自然に理解させることが可能です。

さらに，因数分解を使った解法の指導の直後に，その活用場面を多く含む二次方程式の利用の節へ
つながる流れは，とても自然なつながりになっています。

3章二次方程式では，解が複数ある方程式を学びます。
ここで特に配慮が必要なのは次の 2点です。

（１）解が 2つあるという事実を十分に理解すること
（２）二次方程式の解の公式をスムーズに導入すること

（１）の理解をスムーズにするには，2章平方根で正の数 aの平方
根が√aと－√aの 2つあることを学んだことと関連させることが
有効です。その流れで，

 ax2＝bの解法 → 平方完成による解法 → 解の公式による解法

という順で指導することで，（２）であげた解の公式の導入までを自
然な流れで導入することができます。
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80　3章　二次方程式
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横が縦より 2 cm長い長方形の厚紙があります。

この 4すみから 1辺が 3 cmの正方形を切り取り，

ふたのない直方体の容器をつくると，その容積

は 51cm3になりました。はじめの厚紙の縦と

横の長さを求めなさい。

2
題例

厚紙の縦の長さをxcmとして，

直方体の底面の縦と横の長さを

xで表し，方程式をつくります。

容積の問題

3cm

3cm

3

x+2-6

x-6

はじめの厚紙の縦の長さをxcmとすると，
　3（x－6）（x－4）＝51　
これを解くと，

　 （x－6）（x－4）＝17
　 x2－10x＋7＝0

　

　

　　 ＝5 23!

4すみから 1辺が 3cmの正方形を切り取るためには，
x＞6だから，x＝5 23- は問題にあわない。

x＝5 23+ のとき，横の長さは（7 23+ ）cm
となり，これは問題にあっている。

縦 5 23+ （cm），　横 7 23+ （cm）

x＝ 2×1
－ ! －10（ ）2－4×1×7－10（ ）

10＝ 2
! 72

例 題 2 で，直方体の容器の底面の長方形について，

その縦と横の長さは，それぞれ何 cmになりますか。

小数第 1位まで求めなさい。

問 3

周の長さが 60cmで，面積が 220cm2の長方形をつくるとき，

この長方形の 2辺の長さは，それぞれ何 cmになりますか。

小数第 1位まで求めなさい。

問 4

5－（正の数）
だから，6より
小さいね

cm）

78　3章　二次方程式
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1 二次方程式の利用 実際の問題を，二次方程式を
利用して解きましょう。

　前ページの場面で，ステージの縦と横の長さを，方程式を

利用して求めましょう。

　面積が 96m2，まわりの長さが 40mである長方形の

ステージをつくるには，縦と横の長さを，それぞれ何mに

すればよいでしょうか。

方程式を使って問題を解く手順

❶　問題の中の数量に着目して，数量の関係を見つける。
❷　まだわかっていない数量のうち，適当なものを文字で
　表して方程式をつくる。

❸　方程式を解く。
❹　方程式の解が，問題にあっているかどうかを調べて，
　　答えを書く。

20-x

x

ステージの縦の長さをxmとすると，
横の長さは（20－x）mとなる。
面積が 96m2だから，
　 x（20－x）＝96　
　 x2－20x＋96＝0
　（x－8）（x－12）＝0
　 x＝8，12
x＝8もx＝12も問題にあっている。
x＝8  のとき，縦の長さ 8m，横の長さ 12m
x＝12のとき，縦の長さ 12m，横の長さ 8m

60　2章　平方根
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　根号をふくむ式の計算を利用して，次の問題を考えましょう。

　上の問題で，実際に 1円硬貨を置いてみると，

直径 5cmの円に 4枚の硬貨がはいりそうです。

　このことを，4枚の 1円硬貨を左の図のように

並べた場合について調べてみましょう。

　この図で，4枚の 1円硬貨の中心A，B，C，Dは，

正方形の頂点となっています。また，点 Oは，

この正方形の対角線の交点です。

上の図のように，正方形ABCDの対角線ACを延長して，

1円硬貨の周と交わる点を，それぞれ，P，Qとします。

このとき，線分 PQの長さを求めなさい。

問 3

　4枚の 1円硬貨が，直径 5cmの円にはいることを
示すために，上の 問 3 で求めた線分 PQの長さが，

5cmよりも短いことを説明しましょう。

　直径 5cmの円があります。

　この円の中に，直径 2cmの 1円硬
こう

貨
か

を，

重ならないようにして 4枚入れることが

できるでしょうか。

平

 成 二 十 八 年

A

C

O

P

Q

D

B

上の図で，正方形ABCDの面積を求めなさい。

また，対角線ACの長さを求めなさい。
問 2 　正方形の面積

＝（対角線の長さ）2÷2

1円硬貨を使って
実際に確かめて
みよう

1円硬貨を使って
実際に確かめて
みよう

点Oを中心として
直径 5cmの円を
かいてみよう

11

22

1年からの流れを大切にして，
二次方程式の利用題の解決や解の吟味を重視

スパイラルな学習の構築と，解の吟味の素地を事前に養う構成（2章平方根，3章二次方程式）

利用題を解決する流れをふりかえりできちんと確認

√の計算を含む解の吟味の素地を事前に養う構成

3 年で学習する二次方程式は，中学校数学での数と式領域の
学習の集大成とも言える内容です。1年の方程式，2年の連立
方程式の内容をふまえた上で，学びを進めていく必要があります。

二次方程式の利用場面のはじめに，１，２年で学習してきた「方
程式を利用して問題を解く手順」をふり返る場面を設けています。
二次方程式では，解が 2つある場合が出てくるので，そのような
場合に，解のそれぞれが問題にあっているかどうかをきちんと確
かめる姿勢を確認しておくことはとても重要です。

二次方程式では解が 2つ存在することもあり，その利用場面で
はこれまで以上に解の吟味が重要です。二次方程式の利用題の
解の吟味では，√を含む数の大小関係を調べる必要が生じる
場合があります。

√を含む数の大小関係は，生徒がつまずきやすいポイントなの
で，二次方程式の利用題に取り組む前に2章 3節平方根の利
用で√を含む数の大小関係を調べる活動を経験できるよう構成
面でも配慮しています。

3年本冊	p.80

3年本冊	p.78

3年本冊	p.60

●利用場面での解の吟味

●√を含む数の大小関係を調べる
　素地を養う

√を含む数が解に出てくる場合の解の吟味は特に難しい内容で
す。問題の状況にあわせて，次の2つのことを調べる必要があ
ります。

（１）問題にあうための条件は何か
（２）それぞれの解が問題の条件を満たしているか

（２）を調べる際に，√を含む数の大小関係を調べる必要も出て
きます。平方根の章に利用の節を新設し，整数と√を含む数と
の大小関係を調べる題材を置いているのは，この二次方程式の
利用題の場面を見越してのことです。
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170　6章　円の性質
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6 右の図のように，円周上の 3点A，B，Cを

頂点とする△ABCがあります。

∠BACの二等分線が，辺 BC， BC
%
と

交わる点を，それぞれ，D，Eとするとき，

　　△ABE∽△BDE

であることを証明しなさい。

A

B C
D

E

7 2点A，Bで交わる 2円 O，O'があります。

点 Bを通る 2直線が，右の図のように，

円 O，O'と，それぞれ，点 C，Dおよび

点 E，Fで交わっているとき，

　　△ACD∽△AEF

であることを証明しなさい。

A

B

C

D
E

FO
O’

8 右の図のように，円 Oの周上の 1点Aから

2つの弦
げん

AP，AQをひき，それぞれの

中点をM，Nとします。

このとき，4点A，O，M，Nは同じ

円周上にあることを証明しなさい。

A
O

MN P

Q

A

B

C9 左の図のように，3点A，B，Cがあります。

直線ABについて点 Cと反対側に，

　　AB⊥CP，∠APB=30°

となる点 Pを作図しなさい。

論証の基礎

20

15

10
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下の図の三角形を，合同な三角形の組に分けなさい。

また，そのとき使った合同条件をいいなさい。
問 4

右の図で，線分ABと CDが，

　　AE=DE，　　CE=BE

となるように，点 Eで交わっています。

この図で，合同な三角形の組を，

記号≡を使って表しなさい。

また，そのとき使った合同条件をいいなさい。

問 5

　これまでに調べたことから，次のことがいえます。

三角形の合同条件

　2つの三角形は，次の各場合に合同である。
❶　3組の辺　が，それぞれ等しい
　　とき

　　　a=a'，b=b'，c=c'

❷　2組の辺とその間の角　が，
　　それぞれ等しいとき

　　
　a=a'，c=c'
　∠B=∠B'

❸　1組の辺とその両
りょう

端
たん

の角　が，
　　それぞれ等しいとき

　　
　a=a'，
　∠B=∠B'，∠C=∠C'

B

A

C
a

B

A

C
a

c

A’

B’
a’

c’

C’

A’

B’
a’

C’

B

A A’

C
a

c b

B’
a’

c’ b’

C’

A
D

C
B

E

3cm

4cm

3cm

3cm

4cm

4cm
3cm

3cm
3cm

4cm

2cm

3cm
2cm

70° 70°

50°
50°

40° 50°

70°

40°
㋐ ㋑ ㋒

㋓

㋔ ㋕ ㋖

31p.172

32p.173
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　これまでに調べたことから，次のことがいえます。

　△ABCと△DEFで，

　⑴　AB：DE=BC：EF=CA：FDならば，△ABC∽△DEF

　⑵　AB：DE=BC：EF，∠B=∠Eならば，△ABC∽△DEF

　⑶　∠B=∠E，∠C=∠Fならば，△ABC∽△DEF

三角形の相似条件

　2つの三角形は，次の各場合に相似である。

❶　3組の辺の比　が，すべて

　　等しいとき

　　　a：a'=b：b'=c：c'

❷　2組の辺の比とその間の角　が，

　　それぞれ等しいとき

　　
　a：a'=c：c'
　∠B=∠B'

❸　2組の角　が，それぞれ

　　等しいとき

　　　∠B=∠B'，∠C=∠C'

前ページの△DEFを，イ，ウの方法でかきなさい。

イ　 　　　ウ　
問 1

上の⑴で，AB：DE=BC：EF=CA：FDは，3つの比AB：DE，
BC：EF，CA：FDがすべて等しいことを表しています。

B

A

A’

Ca

c b

B’ a’

c’ b’

C’

B

A

A’

Ca

c

B’ a’

c’

C’

B

A

A’

C B’ C’

ウの方法では，辺の比に
関係なく，2組の角が
等しければ相似になるね

△DEF

△DEF

三角形の合同条件と
くらべてみよう

A’A’A

2年

3年

学
年
別
の
内
容
紹
介	

3
年

3 年生図形領域では，大きく分けて「図形と相似」，「円の性質」，「三
平方の定理」の3つの内容があります。これらの配列についてはいくつ
かのパターンが考えられますが，この教科書では次の❶～❸に配慮して

	図形と相似 → 円の性質 → 三平方の定理

の順に単元を配列しています。

11

22

33

学びのつながりを大切にし，
時間配当や入試のことにも配慮した構成

論証の基礎を先に学び，図形の性質を明らかにしていく展開（5章図形と相似，6章円の性質）

2年の図形学習とのスムーズな接続

入試を控えた３年生のことを考えた配列

2 年の図形の学習は合同条件を使って図形の性質を証明すると
ころで終わっています。そして，その合同条件と相似条件は関連
も深く，図形の性質を証明する際の根拠として，どちらも基礎・
基本となる内容です。これらを3年の図形学習のはじめに身に
つけた上で，円の性質や三平方の定理へと進み，新たな図形
の性質を見いだしていく自然な構成にしています。

現在の学習指導要領では「相似な図形の面積」，「相似な立体
の表面積・体積」が追加され，図形と相似に関連する学習内
容が非常に多くなっています。入試を控えた 3年生の場合，この
ように分量の大きい単元を早い時期に扱うほうが，全体として柔
軟に時間配当を行うことができるメリットがあります。また，三平
方の定理は，入試問題にもそれを用いる出題が多いので，入試
に近い時期に学習できるようにしています。

3年本冊	p.170

●「円の性質」の中で相似と
　円の融合問題を扱う

2年本冊	p.105

3年本冊	p.121

●三角形の合同条件

●三角形の相似条件
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アンケートの質問事項 ……………………………… 203
国勢調査 ……………………………………………………… 206

千思万考（せんしばんこう）

1章 １通りに決まるのは？ ...............................  39
2章 整数部分と小数部分 .....................................  63
3章 正方形と棒の数 ...............................................  85
4章 目もりのとり方とグラフ ....................... 113
5章 数直線上に積 ab をとる方法 ............... 153
6章 円の性質を使った   n の作図 ............. 171
7章 正十二角形の頂点と三角形の面積 ... 193

身のまわりへひろげよう

レンタサイクルの料金 .......................................... 108
全身がうつる鏡 ......................................................... 148
船の位置はどこ？ .................................................... 164
富士山の頂上から見わたせる範囲 ................. 188

3

学年間のスムーズな接続

相似の内容は，円の性質とも関連する部分があるので，それらの
融合問題もぜひ扱いたいところです。5章図形と相似を先に学ぶ
ので，相似と円の融合問題はその直後の6章円の性質で扱いま
す。これにより相似の学習内容が膨らむことを避け，時間配当の
上でも，学習する生徒への負担感が減るように配慮しています。

相似の学習負担を軽減するために
工夫した配列
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内容系統表（小・中）

●100までの数
●100をこえる数（120程度）

●2位数の加法・減法
●簡単な3位数の加法・減法

●乗法の意味
●九九，簡単な2位数の乗法

●長さ，面積（広さ），体積（かさ）
　の大きさの比較

●長さの単位（km）
●重さの単位（g，kg，t）

●時間の単位（秒）
●簡単な時刻・時間の計算

●面積の単位
　　（cm2，m2，km2， a，ha）
●長方形，正方形の面積
●角度の単位（度（°  ））

●円，球
●正三角形，二等辺三角形
●角

●垂直と平行
●台形，平行四辺形，ひし形

●除法の場面を式に表す
●式と図の関連，□を使った式

●伴って変わる2つの数量の関係

●二次元の表，折れ線グラフ

●長さの単位（cm，mm，m）
●体積の単位（L，dL，mL）

●時間の単位（日，時，分）

●平面図形，立体図形の観察や構成

●三角形，四角形，長方形，
　正方形，直角三角形

●加減の場面を式に表す

●絵や図を用いた数量の表現

●簡単な表やグラフ

●1億までの数
●整数の加法・減法
●整数の乗法
●除法の意味
●1位数による簡単な除法

●小数の意味・表し方
●小数（1/10の位）の加法・減法
●分数の意味・表し方
●簡単な分数の加法・減法

●1億をこえる数（億，兆）

●整数の四則計算のまとめ

●小数の加減（1/10，1/100の位）
●小数の乗除（小数×÷整数）
●同分母分数の加法・減法

●1位数の加法・減法
●簡単な2位数の加法・減法

●加法と減法の相互関係
●乗法の場面を式に表す

●四則混合の式，（　）を用いた式
●□，△などを用いた式

●文字を用いた式

●比
●比例と反比例

●資料の平均，度数分布
●起こりうる場合

●三角形，四角形，平行四辺形，
　台形，ひし形の面積
●体積の単位（cm3，m3）
●直方体，立方体の体積

●測定値の平均
●単位量あたりの大きさ

●概形の面積
●円の面積
●角柱・円柱の体積

●多角形，正多角形
●三角形，四角形の合同
●円周率

●角柱，円柱，見取図，展開図

●線対称，点対称
●拡大，縮小

●簡単な比例の関係
●2つの数量の関係
●百分率，円グラフ，帯グラフ

●速さ

●メートル法

●小数の乗除（1/10，1/100の位）
●異分母分数の加減
●分数の乗除（分数×÷整数）

●分数の乗除
●分数・小数の混合計算
●小数・分数の計算のまとめ

領域 小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年 領域 中学校第1学年 中学校第2学年 中学校第3学年

■ 正の数・負の数
● 正負の数の必要性と意味
　（数の集合と四則）
● 正負の数の四則計算

■ 文字を用いた式
● 文字を用いることの必要性と意味
● 乗法と除法の表し方
● 一次式の加法と減法の計算
● 文字を用いた式に表すこと
　（不等式を用いた表現）

■ 文字を用いた式の四則計算
● 整式の加減，単項式の乗除
● 文字を用いた式で表したり読み取っ
  たりすること
● 目的に応じた式変形

■ 一元一次方程式
● 方程式及びその解の意味
● 等式の性質と一次方程式の解き方
● 一次方程式を活用すること（比例式）

■ 連立二元一次方程式
● 二元一次方程式とその解の意味 
● 連立方程式とその解の意味 
● 連立方程式を解くことと活用すること

■ 平面図形
● 基本的な作図の方法とその活用
● 図形の移動
　（平行移動，対称移動，回転移動）

■ 空間図形
● 直線や平面の位置関係
● 空間図形の構成と平面上の表現
　（見取図，展開図，投影図）
● 扇形の弧の長さと面積，柱体や錐体
  及び球の表面積・体積

■ 比例，反比例
● 関数関係の意味
● 比例，反比例の意味
● 座標の意味
● 比例，反比例の特徴
● 比例，反比例を用いること

■ 平面図形と平行線の性質
● 平行線と角の性質
● 多角形の角の性質 

■ 図形の合同
● 平面図形の合同と三角形の合同
  条件
● 証明の必要性と意味及びその方法
● 三角形や平行四辺形の基本的な
  性質

■ 一次関数
● 事象と一次関数
● 一次関数の特徴
● 二元一次方程式と関数
● 一次関数を用いること

■ 確率
● 確率の必要性と意味，確率の求め方
● 確率を用いること 

■ 図形の相似
● 平面図形の相似と三角形の相似条件
● 図形の基本的な性質
● 平行線と線分の比
● 相似な図形の相似比と面積比，体積比
● 相似な図形の性質を活用すること

■ 平方根
● 平方根の必要性と意味
　（有理数・無理数）
● 平方根を含む式の計算
● 平方根を用いること

■ 式の展開と因数分解
● 単項式と多項式の乗法と除法の計算
● 簡単な式の展開や因数分解
● 文字を用いた式で数量関係をとらえ
  説明すること

■ 二次方程式
● 二次方程式とその解の意味
● 二次方程式を解くこと（因数分解， 
  平方完成，解の公式）
● 二次方程式を活用すること

■ 円周角と中心角
● 円周角と中心角の関係（証明，活用）
● 円周角の定理の逆

■ 三平方の定理
● 三平方の定理とその証明
● 三平方の定理を活用すること

■ 関数y=ax2
● 事象と関数y=ax2
● 関数y=ax2の特徴
● 関数y=ax2 を用いること 
● いろいろな事象と関数 

■ 標本調査
● 標本調査の必要性と意味
● 標本調査で母集団の傾向をとらえ説明
  すること

■ 資料のちらばりと代表値
● ヒストグラムや代表値の必要性や意味
● ヒストグラムや代表値を用いること
● 誤差や近似値，a×10nの表現

A

　数
と
計
算

A

　数
と
式

B

　図
形

C

　関
数

D

　資
料
の
活
用

B

　量
と
測
定

C

　図
形

D

　数
量
関
係

●偶数・奇数，素数，倍数・約数
●分数と小数，整数の関係

●10000までの数

●簡単な分数

●時刻の読み方

●表や棒グラフ

●直方体，立方体●箱の形

●概数，四捨五入
●整数の除法

1年 3年 5年

1年 3年 5年

2年 4年 6年

1年 3年 5年

2年 4年 6年

1年 3年 5年

2年 4年 6年

6年

2年

4年
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内
容
系
統
表
（
小
・
中
）

●100までの数
●100をこえる数（120程度）

●2位数の加法・減法
●簡単な3位数の加法・減法

●乗法の意味
●九九，簡単な2位数の乗法

●長さ，面積（広さ），体積（かさ）
　の大きさの比較

●長さの単位（km）
●重さの単位（g，kg，t）

●時間の単位（秒）
●簡単な時刻・時間の計算

●面積の単位
　　（cm2，m2，km2， a，ha）
●長方形，正方形の面積
●角度の単位（度（°  ））

●円，球
●正三角形，二等辺三角形
●角

●垂直と平行
●台形，平行四辺形，ひし形

●除法の場面を式に表す
●式と図の関連，□を使った式

●伴って変わる2つの数量の関係

●二次元の表，折れ線グラフ

●長さの単位（cm，mm，m）
●体積の単位（L，dL，mL）

●時間の単位（日，時，分）

●平面図形，立体図形の観察や構成

●三角形，四角形，長方形，
　正方形，直角三角形

●加減の場面を式に表す

●絵や図を用いた数量の表現

●簡単な表やグラフ

●1億までの数
●整数の加法・減法
●整数の乗法
●除法の意味
●1位数による簡単な除法

●小数の意味・表し方
●小数（1/10の位）の加法・減法
●分数の意味・表し方
●簡単な分数の加法・減法

●1億をこえる数（億，兆）

●整数の四則計算のまとめ

●小数の加減（1/10，1/100の位）
●小数の乗除（小数×÷整数）
●同分母分数の加法・減法

●1位数の加法・減法
●簡単な2位数の加法・減法

●加法と減法の相互関係
●乗法の場面を式に表す

●四則混合の式，（　）を用いた式
●□，△などを用いた式

●文字を用いた式

●比
●比例と反比例

●資料の平均，度数分布
●起こりうる場合

●三角形，四角形，平行四辺形，
　台形，ひし形の面積
●体積の単位（cm3，m3）
●直方体，立方体の体積

●測定値の平均
●単位量あたりの大きさ

●概形の面積
●円の面積
●角柱・円柱の体積

●多角形，正多角形
●三角形，四角形の合同
●円周率

●角柱，円柱，見取図，展開図

●線対称，点対称
●拡大，縮小

●簡単な比例の関係
●2つの数量の関係
●百分率，円グラフ，帯グラフ

●速さ

●メートル法

●小数の乗除（1/10，1/100の位）
●異分母分数の加減
●分数の乗除（分数×÷整数）

●分数の乗除
●分数・小数の混合計算
●小数・分数の計算のまとめ

領域 小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年 領域 中学校第1学年 中学校第2学年 中学校第3学年

■ 正の数・負の数
● 正負の数の必要性と意味
　（数の集合と四則）
● 正負の数の四則計算

■ 文字を用いた式
● 文字を用いることの必要性と意味
● 乗法と除法の表し方
● 一次式の加法と減法の計算
● 文字を用いた式に表すこと
　（不等式を用いた表現）

■ 文字を用いた式の四則計算
● 整式の加減，単項式の乗除
● 文字を用いた式で表したり読み取っ
  たりすること
● 目的に応じた式変形

■ 一元一次方程式
● 方程式及びその解の意味
● 等式の性質と一次方程式の解き方
● 一次方程式を活用すること（比例式）

■ 連立二元一次方程式
● 二元一次方程式とその解の意味 
● 連立方程式とその解の意味 
● 連立方程式を解くことと活用すること

■ 平面図形
● 基本的な作図の方法とその活用
● 図形の移動
　（平行移動，対称移動，回転移動）

■ 空間図形
● 直線や平面の位置関係
● 空間図形の構成と平面上の表現
　（見取図，展開図，投影図）
● 扇形の弧の長さと面積，柱体や錐体
  及び球の表面積・体積

■ 比例，反比例
● 関数関係の意味
● 比例，反比例の意味
● 座標の意味
● 比例，反比例の特徴
● 比例，反比例を用いること

■ 平面図形と平行線の性質
● 平行線と角の性質
● 多角形の角の性質 

■ 図形の合同
● 平面図形の合同と三角形の合同
  条件
● 証明の必要性と意味及びその方法
● 三角形や平行四辺形の基本的な
  性質

■ 一次関数
● 事象と一次関数
● 一次関数の特徴
● 二元一次方程式と関数
● 一次関数を用いること

■ 確率
● 確率の必要性と意味，確率の求め方
● 確率を用いること 

■ 図形の相似
● 平面図形の相似と三角形の相似条件
● 図形の基本的な性質
● 平行線と線分の比
● 相似な図形の相似比と面積比，体積比
● 相似な図形の性質を活用すること

■ 平方根
● 平方根の必要性と意味
　（有理数・無理数）
● 平方根を含む式の計算
● 平方根を用いること

■ 式の展開と因数分解
● 単項式と多項式の乗法と除法の計算
● 簡単な式の展開や因数分解
● 文字を用いた式で数量関係をとらえ
  説明すること

■ 二次方程式
● 二次方程式とその解の意味
● 二次方程式を解くこと（因数分解， 
  平方完成，解の公式）
● 二次方程式を活用すること

■ 円周角と中心角
● 円周角と中心角の関係（証明，活用）
● 円周角の定理の逆

■ 三平方の定理
● 三平方の定理とその証明
● 三平方の定理を活用すること

■ 関数y=ax2
● 事象と関数y=ax2
● 関数y=ax2の特徴
● 関数y=ax2 を用いること 
● いろいろな事象と関数 

■ 標本調査
● 標本調査の必要性と意味
● 標本調査で母集団の傾向をとらえ説明
  すること

■ 資料のちらばりと代表値
● ヒストグラムや代表値の必要性や意味
● ヒストグラムや代表値を用いること
● 誤差や近似値，a×10nの表現

A
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と
計
算

A

　数
と
式

B

　図
形

C

　関
数

D

　資
料
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　数
量
関
係

●偶数・奇数，素数，倍数・約数
●分数と小数，整数の関係

●10000までの数

●簡単な分数

●時刻の読み方

●表や棒グラフ

●直方体，立方体●箱の形

●概数，四捨五入
●整数の除法

1年 3年 5年

1年 3年 5年

2年 4年 6年

1年 3年 5年

2年 4年 6年

1年 3年 5年

2年 4年 6年

6年

2年

4年

※付録CDに，この内容系統表のデータを用意しています。
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領域 中学校第1学年 中学校第2学年 中学校第3学年

■ 正の数・負の数
● 正負の数の必要性と意味
　（数の集合と四則）
● 正負の数の四則計算

■ 文字を用いた式
● 文字を用いることの必要性と意味
● 乗法と除法の表し方
● 一次式の加法と減法の計算
● 文字を用いた式に表すこと
　（不等式を用いた表現）

■ 文字を用いた式の四則計算
● 整式の加減，単項式の乗除
● 文字を用いた式で表したり読み取っ
  たりすること
● 目的に応じた式変形

■ 一元一次方程式
● 方程式及びその解の意味
● 等式の性質と一次方程式の解き方
● 一次方程式を活用すること（比例式）

■ 連立二元一次方程式
● 二元一次方程式とその解の意味 
● 連立方程式とその解の意味 
● 連立方程式を解くことと活用すること

■ 平面図形
● 基本的な作図の方法とその活用
● 図形の移動
　（平行移動，対称移動，回転移動）

■ 空間図形
● 直線や平面の位置関係
● 空間図形の構成と平面上の表現
　（見取図，展開図，投影図）
● 扇形の弧の長さと面積，柱体や錐体
  及び球の表面積・体積

■ 比例，反比例
● 関数関係の意味
● 比例，反比例の意味
● 座標の意味
● 比例，反比例の特徴
● 比例，反比例を用いること

■ 平面図形と平行線の性質
● 平行線と角の性質
● 多角形の角の性質 

■ 図形の合同
● 平面図形の合同と三角形の合同
  条件
● 証明の必要性と意味及びその方法
● 三角形や平行四辺形の基本的な
  性質

■ 一次関数
● 事象と一次関数
● 一次関数の特徴
● 二元一次方程式と関数
● 一次関数を用いること

■ 確率
● 確率の必要性と意味，確率の求め方
● 確率を用いること 

■ 図形の相似
● 平面図形の相似と三角形の相似条件
● 図形の基本的な性質
● 平行線と線分の比
● 相似な図形の相似比と面積比，体積比
● 相似な図形の性質を活用すること

■ 平方根
● 平方根の必要性と意味
　（有理数・無理数）
● 平方根を含む式の計算
● 平方根を用いること

■ 式の展開と因数分解
● 単項式と多項式の乗法と除法の計算
● 簡単な式の展開や因数分解
● 文字を用いた式で数量関係をとらえ
  説明すること

■ 二次方程式
● 二次方程式とその解の意味
● 二次方程式を解くこと（因数分解， 
  平方完成，解の公式）
● 二次方程式を活用すること

■ 円周角と中心角
● 円周角と中心角の関係（証明，活用）
● 円周角の定理の逆

■ 三平方の定理
● 三平方の定理とその証明
● 三平方の定理を活用すること

■ 関数y=ax2
● 事象と関数y=ax2
● 関数y=ax2の特徴
● 関数y=ax2 を用いること 
● いろいろな事象と関数 

■ 標本調査
● 標本調査の必要性と意味
● 標本調査で母集団の傾向をとらえ説明
  すること

■ 資料のちらばりと代表値
● ヒストグラムや代表値の必要性や意味
● ヒストグラムや代表値を用いること
● 誤差や近似値，a×10nの表現

A

　数
と
式

B

　図
形

C

　関
数

D

　資
料
の
活
用

数学Ⅰ 数学Ⅱ 数学Ⅲ

数学 A 数学 B 数学活用

●数と式
数と集合

● 実数
● 集合
式

● 式の展開と因数分解
● 一次不等式

●図形と計量
三角比

● 鋭角の三角比
● 鈍角の三角比
● 正弦定理，余弦定理
図形の計量

●二次関数
二次関数とそのグラフ
二次関数の値の変化

● 二次関数の最大･最小
● 二次方程式
● 二次不等式

●データの分析
● データの散らばり
● データの相関

●場合の数と確率
場合の数

● 数え上げの原則
● 順列･組合せ
確率

● 確率とその基本的な法則
● 独立な試行と確率
● 条件付き確率

●整数の性質
約数と倍数
ユークリッドの互除法
整数の性質の応用

●図形の性質
平面図形

● 三角形の性質
● 円の性質
● 作図
空間図形

●確率分布と統計的な推測
確率分布

● 確率変数と確率分布
● 二項分布
正規分布
統計的な推測

● 母集団と標本
● 統計的な推測の考え

●数列
数列とその和

● 等差数列と等比数列
● いろいろな数列
漸化式と数学的帰納法

● 漸化式と数列
● 数学的帰納法

●ベクトル
平面上のベクトル

● ベクトルとその演算
● ベクトルの内積
空間座標とベクトル

数や図形と人間の活動
遊びの中の数学

●社会生活における数理的な考察
社会生活と数学
数学的な表現の工夫
データの分析

●いろいろな式
式と証明

● 整式の乗法・除法，分数式の計算
● 二項定理
● 等式と不等式の証明
高次方程式

● 複素数と二次方程式
● 因数定理と高次方程式

●図形と方程式
直線と円

● 点と直線
● 円の方程式
軌跡と領域

●指数関数・対数関数
指数関数

● 指数の拡張
● 指数関数とそのグラフ
対数関数

● 対数
● 対数関数とそのグラフ

●三角関数
角の拡張
三角関数

● 三角関数とそのグラフ
● 三角関数の基本的な性質
三角関数の加法定理

●微分･積分の考え
微分の考え

● 微分係数と導関数
● 導関数の応用
積分の考え

● 不定積分と定積分
● 面積

●平面上の曲線と複素数平面
平面上の曲線

● 直交座標による表示
● 媒介変数による表示
● 極座標による表示
複素数平面

● 複素数の図表示
●ド･モアブルの定理

●極限
数列とその極限

● 数列の極限
● 無限等比級数の和
関数とその極限

● 分数関数と無理関数
● 合成関数と逆関数
● 関数値の極限

●微分法
導関数

● 関数の和･差･積･商の導関数
● 合成関数の導関数
● 三角関数，指数関数，対数関数の
   導関数
導関数の応用

●積分法
不定積分と定積分

● 積分とその基本的な性質
● 置換積分法，部分積分法
● いろいろな関数の積分
積分の応用

● 面積，体積，曲線の長さ

●数学と人間の活動

内容系統表（中・高）
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内
容
系
統
表
（
中
・
高
）

領域 中学校第1学年 中学校第2学年 中学校第3学年

■ 正の数・負の数
● 正負の数の必要性と意味
　（数の集合と四則）
● 正負の数の四則計算

■ 文字を用いた式
● 文字を用いることの必要性と意味
● 乗法と除法の表し方
● 一次式の加法と減法の計算
● 文字を用いた式に表すこと
　（不等式を用いた表現）

■ 文字を用いた式の四則計算
● 整式の加減，単項式の乗除
● 文字を用いた式で表したり読み取っ
  たりすること
● 目的に応じた式変形

■ 一元一次方程式
● 方程式及びその解の意味
● 等式の性質と一次方程式の解き方
● 一次方程式を活用すること（比例式）

■ 連立二元一次方程式
● 二元一次方程式とその解の意味 
● 連立方程式とその解の意味 
● 連立方程式を解くことと活用すること

■ 平面図形
● 基本的な作図の方法とその活用
● 図形の移動
　（平行移動，対称移動，回転移動）

■ 空間図形
● 直線や平面の位置関係
● 空間図形の構成と平面上の表現
　（見取図，展開図，投影図）
● 扇形の弧の長さと面積，柱体や錐体
  及び球の表面積・体積

■ 比例，反比例
● 関数関係の意味
● 比例，反比例の意味
● 座標の意味
● 比例，反比例の特徴
● 比例，反比例を用いること

■ 平面図形と平行線の性質
● 平行線と角の性質
● 多角形の角の性質 

■ 図形の合同
● 平面図形の合同と三角形の合同
  条件
● 証明の必要性と意味及びその方法
● 三角形や平行四辺形の基本的な
  性質

■ 一次関数
● 事象と一次関数
● 一次関数の特徴
● 二元一次方程式と関数
● 一次関数を用いること

■ 確率
● 確率の必要性と意味，確率の求め方
● 確率を用いること 

■ 図形の相似
● 平面図形の相似と三角形の相似条件
● 図形の基本的な性質
● 平行線と線分の比
● 相似な図形の相似比と面積比，体積比
● 相似な図形の性質を活用すること

■ 平方根
● 平方根の必要性と意味
　（有理数・無理数）
● 平方根を含む式の計算
● 平方根を用いること

■ 式の展開と因数分解
● 単項式と多項式の乗法と除法の計算
● 簡単な式の展開や因数分解
● 文字を用いた式で数量関係をとらえ
  説明すること

■ 二次方程式
● 二次方程式とその解の意味
● 二次方程式を解くこと（因数分解， 
  平方完成，解の公式）
● 二次方程式を活用すること

■ 円周角と中心角
● 円周角と中心角の関係（証明，活用）
● 円周角の定理の逆

■ 三平方の定理
● 三平方の定理とその証明
● 三平方の定理を活用すること

■ 関数y=ax2
● 事象と関数y=ax2
● 関数y=ax2の特徴
● 関数y=ax2 を用いること 
● いろいろな事象と関数 

■ 標本調査
● 標本調査の必要性と意味
● 標本調査で母集団の傾向をとらえ説明
  すること

■ 資料のちらばりと代表値
● ヒストグラムや代表値の必要性や意味
● ヒストグラムや代表値を用いること
● 誤差や近似値，a×10nの表現

A

　数
と
式

B

　図
形

C

　関
数

D

　資
料
の
活
用

数学Ⅰ 数学Ⅱ 数学Ⅲ

数学 A 数学 B 数学活用

●数と式
数と集合

● 実数
● 集合
式

● 式の展開と因数分解
● 一次不等式

●図形と計量
三角比

● 鋭角の三角比
● 鈍角の三角比
● 正弦定理，余弦定理
図形の計量

●二次関数
二次関数とそのグラフ
二次関数の値の変化

● 二次関数の最大･最小
● 二次方程式
● 二次不等式

●データの分析
● データの散らばり
● データの相関

●場合の数と確率
場合の数

● 数え上げの原則
● 順列･組合せ
確率

● 確率とその基本的な法則
● 独立な試行と確率
● 条件付き確率

●整数の性質
約数と倍数
ユークリッドの互除法
整数の性質の応用

●図形の性質
平面図形

● 三角形の性質
● 円の性質
● 作図
空間図形

●確率分布と統計的な推測
確率分布

● 確率変数と確率分布
● 二項分布
正規分布
統計的な推測

● 母集団と標本
● 統計的な推測の考え

●数列
数列とその和

● 等差数列と等比数列
● いろいろな数列
漸化式と数学的帰納法

● 漸化式と数列
● 数学的帰納法

●ベクトル
平面上のベクトル

● ベクトルとその演算
● ベクトルの内積
空間座標とベクトル

数や図形と人間の活動
遊びの中の数学

●社会生活における数理的な考察
社会生活と数学
数学的な表現の工夫
データの分析

●いろいろな式
式と証明

● 整式の乗法・除法，分数式の計算
● 二項定理
● 等式と不等式の証明
高次方程式

● 複素数と二次方程式
● 因数定理と高次方程式

●図形と方程式
直線と円

● 点と直線
● 円の方程式
軌跡と領域

●指数関数・対数関数
指数関数

● 指数の拡張
● 指数関数とそのグラフ
対数関数

● 対数
● 対数関数とそのグラフ

●三角関数
角の拡張
三角関数

● 三角関数とそのグラフ
● 三角関数の基本的な性質
三角関数の加法定理

●微分･積分の考え
微分の考え

● 微分係数と導関数
● 導関数の応用
積分の考え

● 不定積分と定積分
● 面積

●平面上の曲線と複素数平面
平面上の曲線

● 直交座標による表示
● 媒介変数による表示
● 極座標による表示
複素数平面

● 複素数の図表示
●ド･モアブルの定理

●極限
数列とその極限

● 数列の極限
● 無限等比級数の和
関数とその極限

● 分数関数と無理関数
● 合成関数と逆関数
● 関数値の極限

●微分法
導関数

● 関数の和･差･積･商の導関数
● 合成関数の導関数
● 三角関数，指数関数，対数関数の
   導関数
導関数の応用

●積分法
不定積分と定積分

● 積分とその基本的な性質
● 置換積分法，部分積分法
● いろいろな関数の積分
積分の応用

● 面積，体積，曲線の長さ

●数学と人間の活動

※付録CDに，この内容系統表のデータを用意しています。
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平成28年度用
「未来へひろがる数学」 観点別特色一覧表
1. 教育基本法（教育の目標）第2条及び（学校教育）第6条第2項，学校教育法との　関連 ※付録CDに，この観点別特色一覧表のデータを用意しています。

●は本冊，●は別冊の内容をそれぞれ示しています。

教育基本法・学校教育法 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

教育基本法第二条
一	 幅広い知識と教養を身に付け，真理を
求める態度を養い，豊かな情操と道徳
心を培うとともに，健やかな身体を養う
こと。

多種多様な題材を取り上げ，幅広い知識と教養を身につけられるよう
配慮するとともに，生徒が主体的に真理を求める態度が養えるような
コーナーを設け，豊かな情操と道徳心を培えるよう配慮しています。

中学生になっても
いつも心に

感謝の気持ちを
この中のどこに数学が
かくれているかな？

感謝の気持ちを
この中のどこに数学が
かくれているかな？

数学で
見つめる人
になろう

どんな模様が現れるかな？

?

?

➡     Navi p.24～p.25

図1 「感謝の気持ちを伝える場面と数学」		1年本冊	前見返し

●	章末に「千思万考」の問題を設定し，幅広い知識を身につけるとともに，真理
を追究する態度が養えるようにしています。

1年本冊p.134，2年本冊p.33，
3年本冊p.193	等

●	コラム ｢数学展望台｣ を適宜設定し，幅広い知識と教養を身につけられるように
しています。

1年本冊p.113，2年本冊p.135，
3年本冊p.185	等

●	1 年本冊前見返しは「他人に感謝の気持ちを伝える場面と数学」というテーマ
で，豊かな情操と道徳心を培うことを目指し，2年本冊前見返しは「オリンピッ
クの優勝記録を数学で考える」，3年本冊前見返しは「数学を使っておよその数
を知る」というテーマで真理を追究する態度を養えるようにしています。

1年本冊前見返し 図1 ，
2年本冊前見返し，
3年本冊前見返し

●	MathNaviブック（別冊）に，学習した内容を活用し，調べた例を紹介する「学
びをいかそう」を設け，幅広い知識と教養を身につけられるようにしています。

1年別冊p.20-21，2年別冊
p.14-15，3年別冊p.26-27	等

●	MathNaviブック（別冊）「自由研究に取り組もう」では，自由研究の進め方，レ
ポート例，多様なテーマ例を紹介し，幅広い知識と教養を身につけ，真理を追
究する態度を養えるようにしています。

1年別冊p.34-43，
2年別冊p.28-35，
3年別冊p.36-45

教育基本法第二条
二	 個人の価値を尊重して，その能力を伸
ばし，創造性を培い，自主及び自律の
精神を養うとともに，職業及び生活と
の関連を重視し，勤労を重んずる態度
を養うこと。

生徒が主体的に学習できるようなコーナーを設け，自主及び自律の
精神を養えるようにするとともに，職業や生活と関連する題材を豊富
に取り上げるようにしています。

　1

図2 「数学を活用している人たち」		2年別冊	表紙裏-p.1

●	自分の考えを表現したり，自分や他者の考え，学習内容を記録したりすることを
重視し，｢学習の進め方｣，｢みんなで話しあってみよう｣，｢自分のことばで伝えよ
う｣，｢自分の考えをまとめよう｣ を設定し，個人の価値を尊重して，自主及び自
律の精神を養えるようにしています。

各学年本冊p.6-11，
1年本冊p.41，
2年本冊p.108，
3年本冊p.76	等

●	生活との関連を重視し，生活の中から数学的な課題を見つけたり，数学を利用
して身のまわりの問題を解決したりする「身のまわりへひろげよう」を設定してい
ます。

1年本冊p.47-49，
2年本冊p.80-81，
3年本冊p.188-189	等

●	MathNaviブック（別冊）「学びをつなげよう」で関連する既習の内容を確認する
ことで，主体的な学びを通して自主及び自律の精神を養えるようにしています。

1年別冊p.10-11，2年別冊
p.20-21，3年別冊p.16-17	等

●「博物館の入場者数」，「ナースウォッチ」，「盗難保険のしくみ」等，職業と関連
する題材を設け，職業や勤労への意識が高まるよう工夫しています。

1年本冊p.47-49，130-131，
2年本冊p.204-205

●	MathNaviブック（別冊）「数学を活用している人たち」のコーナーで，職業と数
学との関連を紹介することで，勤労を重んずる態度を養えるようにしています。

1年別冊表紙裏-p.1，2年別冊表紙
裏-p.1 図2 ，3年別冊表紙裏-p.1

教育基本法第二条
三	 正義と責任，男女の平等，自他の敬
愛と協力を重んずるとともに，公共の
精神に基づき，主体的に社会の形成
に参画し，その発展に寄与する態度を
養うこと。

性別による役割を固定せず，生徒一人ひとりが他人を尊重しながら，
互いに協力し，学習を進めていけるよう配慮しています。

●「みんなで話しあってみよう」を設定し，話しあい活動を通じて，友達の考えのよ
いところを認めあうなど，自他の敬愛と協力する態度が養えるようにしています。

1年本冊p.167，2年本冊p.101，
3年本冊p.109	等

●「ボランティア活動」，「車いすバスケットボール」，「点字」，「バリアフリー新法」
等の題材を設定し，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画する意
識を養えるようにしています。	

1年本冊p.80-81，
2年本冊p.46-47，49，202-203，
3年本冊p.180

教育基本法第二条
四	 生命を尊び，自然を大切にし，環境の
保全に寄与する態度を養うこと。

自然環境に関する題材を適宜取り上げることで，生命を尊び，自然
環境の保全に寄与する態度の育成につなげています。

「琵琶湖の水位」，「8月16日の平均気温」，「ソーラークッカー」，「北極の氷」
等の題材を設定し，自然を敬う気持ちを培ったり，自然環境の保全を考えたりで
きるように配慮しています。

1年本冊p.53，249-251，
3年本冊p.113，
3年別冊p.42-43

●「素数ゼミ」の発生周期を考えることで，生命の尊さを感じられるようにしています。 3年本冊p.30
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観
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1. 教育基本法（教育の目標）第2条及び（学校教育）第6条第2項，学校教育法との　関連 ※付録CDに，この観点別特色一覧表のデータを用意しています。
●は本冊，●は別冊の内容をそれぞれ示しています。

教育基本法・学校教育法 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

教育基本法第二条
一	 幅広い知識と教養を身に付け，真理を
求める態度を養い，豊かな情操と道徳
心を培うとともに，健やかな身体を養う
こと。

多種多様な題材を取り上げ，幅広い知識と教養を身につけられるよう
配慮するとともに，生徒が主体的に真理を求める態度が養えるような
コーナーを設け，豊かな情操と道徳心を培えるよう配慮しています。

中学生になっても
いつも心に

感謝の気持ちを
この中のどこに数学が
かくれているかな？

感謝の気持ちを
この中のどこに数学が
かくれているかな？

数学で
見つめる人
になろう

どんな模様が現れるかな？

?

?

➡     Navi p.24～p.25

図1 「感謝の気持ちを伝える場面と数学」  1年本冊 前見返し

●	章末に「千思万考」の問題を設定し，幅広い知識を身につけるとともに，真理
を追究する態度が養えるようにしています。

1年本冊p.134，2年本冊p.33，
3年本冊p.193 等

●	コラム ｢数学展望台｣ を適宜設定し，幅広い知識と教養を身につけられるように
しています。

1年本冊p.113，2年本冊p.135，
3年本冊p.185 等

●	1 年本冊前見返しは「他人に感謝の気持ちを伝える場面と数学」というテーマ
で，豊かな情操と道徳心を培うことを目指し，2年本冊前見返しは「オリンピッ
クの優勝記録を数学で考える」，3年本冊前見返しは「数学を使っておよその数
を知る」というテーマで真理を追究する態度を養えるようにしています。

1年本冊前見返し 図1 ，
2年本冊前見返し，
3年本冊前見返し

●	MathNaviブック（別冊）に，学習した内容を活用し，調べた例を紹介する「学
びをいかそう」を設け，幅広い知識と教養を身につけられるようにしています。

1年別冊p.20-21，2年別冊
p.14-15，3年別冊p.26-27 等

●	MathNaviブック（別冊）「自由研究に取り組もう」では，自由研究の進め方，レ
ポート例，多様なテーマ例を紹介し，幅広い知識と教養を身につけ，真理を追
究する態度を養えるようにしています。

1年別冊p.34-43，
2年別冊p.28-35，
3年別冊p.36-45

教育基本法第二条
二	 個人の価値を尊重して，その能力を伸
ばし，創造性を培い，自主及び自律の
精神を養うとともに，職業及び生活と
の関連を重視し，勤労を重んずる態度
を養うこと。

生徒が主体的に学習できるようなコーナーを設け，自主及び自律の
精神を養えるようにするとともに，職業や生活と関連する題材を豊富
に取り上げるようにしています。

　1

図2 「数学を活用している人たち」  2年別冊 表紙裏-p.1

●	自分の考えを表現したり，自分や他者の考え，学習内容を記録したりすることを
重視し，｢学習の進め方｣，｢みんなで話しあってみよう｣，｢自分のことばで伝えよ
う｣，｢自分の考えをまとめよう｣ を設定し，個人の価値を尊重して，自主及び自
律の精神を養えるようにしています。

各学年本冊p.6-11，
1年本冊p.41，
2年本冊p.108，
3年本冊p.76 等

●	生活との関連を重視し，生活の中から数学的な課題を見つけたり，数学を利用
して身のまわりの問題を解決したりする「身のまわりへひろげよう」を設定してい
ます。

1年本冊p.47-49，
2年本冊p.80-81，
3年本冊p.188-189 等

●	MathNaviブック（別冊）「学びをつなげよう」で関連する既習の内容を確認する
ことで，主体的な学びを通して自主及び自律の精神を養えるようにしています。

1年別冊p.10-11，2年別冊
p.20-21，3年別冊p.16-17 等

●「博物館の入場者数」，「ナースウォッチ」，「盗難保険のしくみ」等，職業と関連
する題材を設け，職業や勤労への意識が高まるよう工夫しています。

1年本冊p.47-49，130-131，
2年本冊p.204-205

●	MathNaviブック（別冊）「数学を活用している人たち」のコーナーで，職業と数
学との関連を紹介することで，勤労を重んずる態度を養えるようにしています。

1年別冊表紙裏-p.1，2年別冊表紙
裏-p.1 図2 ，3年別冊表紙裏-p.1

教育基本法第二条
三	 正義と責任，男女の平等，自他の敬
愛と協力を重んずるとともに，公共の
精神に基づき，主体的に社会の形成
に参画し，その発展に寄与する態度を
養うこと。

性別による役割を固定せず，生徒一人ひとりが他人を尊重しながら，
互いに協力し，学習を進めていけるよう配慮しています。

●「みんなで話しあってみよう」を設定し，話しあい活動を通じて，友達の考えのよ
いところを認めあうなど，自他の敬愛と協力する態度が養えるようにしています。

1年本冊p.167，2年本冊p.101，
3年本冊p.109 等

●「ボランティア活動」，「車いすバスケットボール」，「点字」，「バリアフリー新法」
等の題材を設定し，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画する意
識を養えるようにしています。 

1年本冊p.80-81，
2年本冊p.46-47，49，202-203，
3年本冊p.180

教育基本法第二条
四	 生命を尊び，自然を大切にし，環境の
保全に寄与する態度を養うこと。

自然環境に関する題材を適宜取り上げることで，生命を尊び，自然
環境の保全に寄与する態度の育成につなげています。

「琵琶湖の水位」，「8月16日の平均気温」，「ソーラークッカー」，「北極の氷」
等の題材を設定し，自然を敬う気持ちを培ったり，自然環境の保全を考えたりで
きるように配慮しています。

1年本冊p.53，249-251，
3年本冊p.113，
3年別冊p.42-43

●「素数ゼミ」の発生周期を考えることで，生命の尊さを感じられるようにしています。 3年本冊p.30
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教育基本法第二条
五	 伝統と文化を尊重し，それらをはぐくん
できた我が国と郷土を愛するとともに，
他国を尊重し，国際社会の平和と発
展に寄与する態度を養うこと。

日本の伝統文化や国際理解につながる題材を用意し，我が国と郷
土を愛し，他国の尊重と国際理解につながるようにしています。

●	1 年 1章 1節の学習のとびらでは，日本各地の「日本一」を紹介することで，
我が国と郷土への理解と愛着がもてるようにしています。	 1年本冊p.12-13

「勘者御伽双紙」，「さっさ立て」，「塵劫記」，「日本の文化と数」，「曲尺」，
「算額」等の題材を取り上げ，日本の伝統のよさを感じ取れるように配慮してい
ます。

2年本冊p.34-35，55，119，131，
2年別冊p.34-35，
3年本冊p.248-249，256-257

「リオデジャネイロオリンピック開会式会場」，「時差」，「フィンランドの伝統工芸ヒ
ンメリ」，「ユークリッド原論」，「エラトステネスのふるい」等の題材を取り上げ，
他国の文化や国際社会への理解が深まるようにしています。

1年本冊p.149，252，
1年別冊p.28-29，
2年本冊p.147，3年本冊p.39

教育基本法第六条
2	 前項の学校においては，教育の目標
が達成されるよう，教育を受ける者の
心身の発達に応じて，体系的な教育
が組織的に行われなければならない。
この場合において，教育を受ける者が，
学校生活を営む上で必要な規律を重
んずるとともに，自ら進んで学習に取り
組む意欲を高めることを重視して行わ
れなければならない。

数学を学習していく上での心構えが確認できるコーナーを設けたり，
自ら進んで学習できるよう素材の選び方や，展開を工夫したりしてい
ます。

●	各学年本冊巻頭に「学習の進め方」を設定し，これから数学を学習していく上
で，大切にしたいことや，ノートのまとめ方などを確認できるようにしています。

1年本冊p.6-11，2年本冊p.6-11，
3年本冊p.6-11

●	節ごとに学習のとびらを設け，目的意識を持って主体的に学習できるような素材
を取り上げています。

1年本冊p.136-137，2年本冊
p.12-14，3年本冊p.164	等

●	MathNaviブック（別冊）巻頭に「数学を活用している人たち」を設定し，数学
の学習と職業との関連を紹介することで，数学の学習に取り組む意欲が高まるよ
うにしています。

1〜 3年別冊表紙裏-p.1	

●	MathNaviブック（別冊）に「学びをいかそう」のコーナーを設け，各章で身につ
けた知識・技能を活用して身のまわりのことがらを調べた例を紹介することで，
学習意欲が高まるように工夫しています。

1年別冊p.24-25，
2年別冊p.6-7，
3年別冊p.6-7等

学校教育法第三十条
②	 前項の場合においては，生涯にわたり
学習する基盤が培われるよう，基礎的
な知識及び技能を習得させるとともに，
これらを活用して課題を解決するため
に必要な思考力，判断力，表現力そ
の他の能力をはぐくみ，主体的に学習
に取り組む態度を養うことに，特に意
を用いなければならない。

基礎的な知識・技能の習得と，それらを活用して課題を解決するた
めに必要な思考力・判断力・表現力その他の能力を育むことにつ
いては，どちらかに偏ることなく，バランスよく取り上げられるよう配慮
しています。

図3 「基本のたしかめ」		3年本冊	p.110

110　4 章　関数 y=ax2
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1 yは xの 2乗に比例し，x=3のとき y=-18です。

xと yの関係を式に表しなさい。

 1

関 数 y＝ax2 の
式を求めることが
できますか。
➡ p.88 ～ p.90

 3

関 数 y＝ax2 の
グラフをかくこと
ができますか。
➡ p.91 ～ p.97

 5

関 数 y＝ax2 の
変化の割合を求め
ることができます
か。
➡ p.102 ～ p.104

5 関数 y=3x2について，xの値が，次のように増加する

ときの変化の割合を求めなさい。

⑴　1から 3まで ⑵　-3から-1まで

 4

xの変域に対応す
る yの変域を求
めることができま
すか。
➡ p.101

 2

関 数 y＝ax2 の
グラフについて理
解していますか。
➡ p.91 ～ p.97

2 次の にあてはまるものを書き入れなさい。

　関数 y=5x2のグラフは， に開き，軸
じく

は ，

頂点は である放物線になる。

4 関数 y x
2
1 2= について，

xの変域が x2 1E E-

のときの yの変域を

求めなさい。

3 関数 y=x2のグラフを

かきなさい。

➡     Navi p.46解答

●	本編中の「問」と同程度の問題で，反復により定着がはかれる問題を「力をつ
けよう		くり返し練習」に取り上げ，基礎的な知識・技能の定着がはかれるように
しています。

1年本冊p.223-231，
2年本冊p.167-174，
3年本冊p.207-214

●	各章末の「基本のたしかめ」では，その章で学習した基本のことがらが身につ
いているかを確認できるようにし，問題の右側に確認しておきたい内容とそれを
学習したページを記載することで，できなかった場合にふり返って学習できるよう
にしています。

1年本冊p.50，
2年本冊p.115，
3年本冊p.110 図3 	等

●「身のまわりへひろげよう」では，その章で学習した内容を使って，主体的に身
のまわりの問題を解決できるような展開にしています。

1年本冊p.130-131，2年本冊
p.162-163，3年本冊p.148-149	等

●	各章に配置した「千思万考」では，その章の学びをいかして思考力を育むこと
ができる問題を用意しています。また，数学広場の「数学を通して考えよう」で
は，章や領域をまたがる内容や幅広い知識などをもとに解決できるような題材を
設け，思考力・判断力・表現力を育めるようにしています。

1年本冊p.103，257，
2年本冊p.166，200-201，
3年本冊p.63，250-251	等

2. 学習指導要領  中学校数学の目標との関連 数学の目標：数学的活動を通して，数量や　		図形などに関する基礎的な概念や原理・法則についての理解を深め，数学的な表現や処理の仕方を習得し，事象を数理的に考察し
表現する能力を高めるとともに，　	数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し，それらを活用して考えたり判断したりしようとする態度を育てる。

学習指導要領中学校数学の目標 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

①	 数学的活動を通して取り組むこと 生徒が目的意識を持って主体的に学習に取り組めるよう配慮してい
ます。

●	各節の学習のとびらでは，説明活動や話しあい活動を設定し，主体的に学習が
進められるよう配慮しました。また，学習のとびらでは，とびらのテーマと以降そ
の節で学習していく目標を示し，目的意識を持って取り組めるようにしています。

1年本冊p.136-137，
2年本冊p.46，
3年本冊p.138	等

●	項タイトルの横に，各項で学習していく目標を記載し，目的意識を持って学習が
進められるようにしています。

1年本冊p.62，2年本冊p.108，
3年本冊p.22	等
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教育基本法第二条
五	 伝統と文化を尊重し，それらをはぐくん
できた我が国と郷土を愛するとともに，
他国を尊重し，国際社会の平和と発
展に寄与する態度を養うこと。

日本の伝統文化や国際理解につながる題材を用意し，我が国と郷
土を愛し，他国の尊重と国際理解につながるようにしています。

●	1 年 1章 1節の学習のとびらでは，日本各地の「日本一」を紹介することで，
我が国と郷土への理解と愛着がもてるようにしています。 1年本冊p.12-13

「勘者御伽双紙」，「さっさ立て」，「塵劫記」，「日本の文化と数」，「曲尺」，
「算額」等の題材を取り上げ，日本の伝統のよさを感じ取れるように配慮してい
ます。

2年本冊p.34-35，55，119，131，
2年別冊p.34-35，
3年本冊p.248-249，256-257

「リオデジャネイロオリンピック開会式会場」，「時差」，「フィンランドの伝統工芸ヒ
ンメリ」，「ユークリッド原論」，「エラトステネスのふるい」等の題材を取り上げ，
他国の文化や国際社会への理解が深まるようにしています。

1年本冊p.149，252，
1年別冊p.28-29，
2年本冊p.147，3年本冊p.39

教育基本法第六条
2	 前項の学校においては，教育の目標
が達成されるよう，教育を受ける者の
心身の発達に応じて，体系的な教育
が組織的に行われなければならない。
この場合において，教育を受ける者が，
学校生活を営む上で必要な規律を重
んずるとともに，自ら進んで学習に取り
組む意欲を高めることを重視して行わ
れなければならない。

数学を学習していく上での心構えが確認できるコーナーを設けたり，
自ら進んで学習できるよう素材の選び方や，展開を工夫したりしてい
ます。

●	各学年本冊巻頭に「学習の進め方」を設定し，これから数学を学習していく上
で，大切にしたいことや，ノートのまとめ方などを確認できるようにしています。

1年本冊p.6-11，2年本冊p.6-11，
3年本冊p.6-11

●	節ごとに学習のとびらを設け，目的意識を持って主体的に学習できるような素材
を取り上げています。

1年本冊p.136-137，2年本冊
p.12-14，3年本冊p.164 等

●	MathNaviブック（別冊）巻頭に「数学を活用している人たち」を設定し，数学
の学習と職業との関連を紹介することで，数学の学習に取り組む意欲が高まるよ
うにしています。

1〜 3年別冊表紙裏-p.1 

●	MathNaviブック（別冊）に「学びをいかそう」のコーナーを設け，各章で身につ
けた知識・技能を活用して身のまわりのことがらを調べた例を紹介することで，
学習意欲が高まるように工夫しています。

1年別冊p.24-25，
2年別冊p.6-7，
3年別冊p.6-7等

学校教育法第三十条
②	 前項の場合においては，生涯にわたり
学習する基盤が培われるよう，基礎的
な知識及び技能を習得させるとともに，
これらを活用して課題を解決するため
に必要な思考力，判断力，表現力そ
の他の能力をはぐくみ，主体的に学習
に取り組む態度を養うことに，特に意
を用いなければならない。

基礎的な知識・技能の習得と，それらを活用して課題を解決するた
めに必要な思考力・判断力・表現力その他の能力を育むことにつ
いては，どちらかに偏ることなく，バランスよく取り上げられるよう配慮
しています。

図3 「基本のたしかめ」  3年本冊 p.110
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1 yは xの 2乗に比例し，x=3のとき y=-18です。

xと yの関係を式に表しなさい。

 1

関 数 y＝ax2 の
式を求めることが
できますか。
➡ p.88 ～ p.90

 3

関 数 y＝ax2 の
グラフをかくこと
ができますか。
➡ p.91 ～ p.97

 5

関 数 y＝ax2 の
変化の割合を求め
ることができます
か。
➡ p.102 ～ p.104

5 関数 y=3x2について，xの値が，次のように増加する

ときの変化の割合を求めなさい。

⑴　1から 3まで ⑵　-3から-1まで

 4

xの変域に対応す
る yの変域を求
めることができま
すか。
➡ p.101

 2

関 数 y＝ax2 の
グラフについて理
解していますか。
➡ p.91 ～ p.97

2 次の にあてはまるものを書き入れなさい。

　関数 y=5x2のグラフは， に開き，軸
じく

は ，

頂点は である放物線になる。

4 関数 y x
2
1 2= について，

xの変域が x2 1E E-

のときの yの変域を

求めなさい。

3 関数 y=x2のグラフを

かきなさい。

➡     Navi p.46解答

●	本編中の「問」と同程度の問題で，反復により定着がはかれる問題を「力をつ
けよう  くり返し練習」に取り上げ，基礎的な知識・技能の定着がはかれるように
しています。

1年本冊p.223-231，
2年本冊p.167-174，
3年本冊p.207-214

●	各章末の「基本のたしかめ」では，その章で学習した基本のことがらが身につ
いているかを確認できるようにし，問題の右側に確認しておきたい内容とそれを
学習したページを記載することで，できなかった場合にふり返って学習できるよう
にしています。

1年本冊p.50，
2年本冊p.115，
3年本冊p.110 図3  等

●「身のまわりへひろげよう」では，その章で学習した内容を使って，主体的に身
のまわりの問題を解決できるような展開にしています。

1年本冊p.130-131，2年本冊
p.162-163，3年本冊p.148-149 等

●	各章に配置した「千思万考」では，その章の学びをいかして思考力を育むこと
ができる問題を用意しています。また，数学広場の「数学を通して考えよう」で
は，章や領域をまたがる内容や幅広い知識などをもとに解決できるような題材を
設け，思考力・判断力・表現力を育めるようにしています。

1年本冊p.103，257，
2年本冊p.166，200-201，
3年本冊p.63，250-251 等

2. 学習指導要領  中学校数学の目標との関連 数学の目標：数学的活動を通して，数量や　  図形などに関する基礎的な概念や原理・法則についての理解を深め，数学的な表現や処理の仕方を習得し，事象を数理的に考察し	
表現する能力を高めるとともに，　 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し，それらを活用して考えたり判断したりしようとする態度を育てる。

学習指導要領中学校数学の目標 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

①	 数学的活動を通して取り組むこと 生徒が目的意識を持って主体的に学習に取り組めるよう配慮してい
ます。

●	各節の学習のとびらでは，説明活動や話しあい活動を設定し，主体的に学習が
進められるよう配慮しました。また，学習のとびらでは，とびらのテーマと以降そ
の節で学習していく目標を示し，目的意識を持って取り組めるようにしています。

1年本冊p.136-137，
2年本冊p.46，
3年本冊p.138 等

●	項タイトルの横に，各項で学習していく目標を記載し，目的意識を持って学習が
進められるようにしています。

1年本冊p.62，2年本冊p.108，
3年本冊p.22 等



48

学習指導要領中学校数学の目標 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

②	 数量や図形などに関する基礎的な概念
や原理・法則についての理解を深め，
数学的な表現や処理の仕方を習得す
ること

数学的な概念・原理・法則を，具体的な例を通してわかるように工
夫しています。

また，「〜の意味（意義，必要性）を理解すること」を一層充実させ，
その上で身につけるように工夫しています。

10

5

　この斜面で，ボールがころがりはじめてからの時間をx秒，
その間にころがる距

きょ

離
り

をymとします。
　このとき，
　　xの値を決めると，yの値がただ 1つに決まる
ので，yはxの関数になります。

4章

1節

関数 y=ax 2 

関数とグラフ

これまでに学んだ比例や反比例，一次関数とは違う

新しい関数について学びましょう。

　下の写真は，ボールが斜
しゃ

面
めん

をころがるようすを，0.1秒ごとに
写したものです。

どんな関係になっているかな？

みんなで話しあってみよう

　上で調べた関数は，これまでに学んだ関数とどんな違
ちが

いが

あるでしょうか。

　前ページのxとyの関係を，下の
表にまとめましょう。
　また，つくった表をもとにして，
対応するxとyの値の組を座標と
する点を，右の図にかき入れましょう。
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図4 「3年4章関数y＝ax2		1節学習のとびら」		3年本冊	p.86-87

1 年 ●	正の数・負の数の計算では，小学校で学んだ数の四則計算を基にして，
それが自然に発展していくようにしています。また，第 3節「正の数・負
の数の利用」を新設し，その有用性が実感できるようにしています。

1年本冊p.23-44，47-49

●	方程式を使って問題を解決する手順を，段階を踏んで丁寧に展開するよ
うにしています。 1年本冊p.94-95

●	平面図形，空間図形の学習では，特に観察・操作・実験を多く取り入
れることによって，図形の概念や図形についての見方・考え方を身につ
けることができるようにしています。

1年本冊p.140，143，167，172，
174，192，194	等

2 年 ●	図形の調べ方では，証明の意味やしくみ，証明の進め方について，具
体例や思考の流れを示すことで，理解しやすくなるよう工夫しています。 2年本冊p.107-114

●	確率では，実験などに基づいて統計的な確率の意味を理解しやすくなる
ようにしています。 2年本冊p.148-152，156	等

3 年 ●	平方根では，その必要性がわかるよう，線分に表したり，平方根を用い
て処理したりする具体的な場面を充実させています。

3年本冊p.40-41，43，46-47，
59-60

●	関数 y=ax2については，関数の特徴や性質を，1，2年で学習した
比例，反比例，一次関数と比較しながら調べていく展開にしています。

3年本冊p.86-87 図4 ，
99，102-103，105

●	円の性質では，円周角と中心角の関係を，巻末の切り取り教具などを
使って，見いだし，予想し，証明するという展開にしています。 3年本冊p.154-157

③	 事象を数理的に考察し表現する能力を
高めること

日常生活や社会に起きていることがらを数学的にとらえたり，数学の
世界のことがらを発展させたりする場面を積極的に取り入れています。

また，考察したことや，その結果を表現する場面を意図的に設け，
表現力を高める工夫をしています。

●「身のまわりへひろげよう」では，生活の中から数学的な課題を見つけたり，身
のまわりの問題を，数学を利用する活動を通して解決したりする場面を設定して
います。

1年本冊p.130-131，
2年本冊p.80-81，
3年本冊p.108-109	等

●	数学広場「数学を通して考えよう」には，身近な場面で数学を使って解決してい
く課題を用意しています。

1年本冊p.258-259，2年本冊
p.204-205，3年本冊p.246-247

●	MathNaviブック（別冊）「学びをいかそう」では，その章で学習した内容を活用
して調べた例を掲載しています。また，「自由研究に取り組もう」では，数学を
使って調べる視点やテーマ例を紹介し，事象を数理的に考察し表現する能力が
育めるよう工夫しています。

1年別冊p.24-25，38-39，
2年別冊p.10-11，
3年別冊p.14-15，40-41等

●「自分の考えをまとめよう」で，考察したことや考えをまとめる場面を設定し，表
現力を高めると同時に理解が深まるようにしています。

1年本冊p.183，2年本冊p.72，
3年本冊p.76	等

④	 数学的活動の楽しさや数学のよさを実
感すること

生徒が楽しく，主体的に学習できるようにするため，「見いだし発展
させる活動」，「数学を利用する活動」，「説明し伝えあう活動」を積
極的に展開しています。

また，数学的な見方・考え方にふれ，それらを問題解決や新しい
学習内容にいかそうとする態度が身につくよう配慮しています。

●	新しい内容の導入として節ごとの「学習のとびら」と「ひろげよう」を設定し，
既習の知識をもとに，新しい性質などを見いだし，発展させる活動が行えるよう
配慮しています。

1年本冊p.65，86，
2年本冊p.64，153，
3年本冊p.64-65，136	等

●「身のまわりへひろげよう」を設定し，数学を利用する活動が行えるよう配慮して
います。

1年本冊p.47-49，2年本冊p.143，
3年本冊p.164-165	等

●「自分のことばで伝えよう」，「みんなで話しあってみよう」のコーナーでは，数学
的な表現を用いて，説明し伝えあう活動が行えるよう配慮しています。

1年本冊p.122，2年本冊p.75，
3年本冊p.145	等

●	本文右側の余白に，「同じように考える」，「逆向きにみる」，「条件がえをする」
などの「数学的な見方・考え方」の看板をつけて顕在化させ，問題設定，問
題解決の視点を明確にするとともに，くり返し登場させることで，自ら学習をひろ
げる視点をもてるよう工夫しています。

1年本冊p.9，33，
2年本冊p.9，69，
3年本冊p.9，34	等
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学習指導要領中学校数学の目標 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ
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図4 「3年4章関数y＝ax2  1節学習のとびら」  3年本冊 p.86-87

1 年 ●	正の数・負の数の計算では，小学校で学んだ数の四則計算を基にして，
それが自然に発展していくようにしています。また，第 3節「正の数・負
の数の利用」を新設し，その有用性が実感できるようにしています。

1年本冊p.23-44，47-49

●	方程式を使って問題を解決する手順を，段階を踏んで丁寧に展開するよ
うにしています。 1年本冊p.94-95

●	平面図形，空間図形の学習では，特に観察・操作・実験を多く取り入
れることによって，図形の概念や図形についての見方・考え方を身につ
けることができるようにしています。

1年本冊p.140，143，167，172，
174，192，194 等

2 年 ●	図形の調べ方では，証明の意味やしくみ，証明の進め方について，具
体例や思考の流れを示すことで，理解しやすくなるよう工夫しています。 2年本冊p.107-114

●	確率では，実験などに基づいて統計的な確率の意味を理解しやすくなる
ようにしています。 2年本冊p.148-152，156 等

3 年 ●	平方根では，その必要性がわかるよう，線分に表したり，平方根を用い
て処理したりする具体的な場面を充実させています。

3年本冊p.40-41，43，46-47，
59-60

●	関数 y=ax2については，関数の特徴や性質を，1，2年で学習した
比例，反比例，一次関数と比較しながら調べていく展開にしています。

3年本冊p.86-87 図4 ，
99，102-103，105

●	円の性質では，円周角と中心角の関係を，巻末の切り取り教具などを
使って，見いだし，予想し，証明するという展開にしています。 3年本冊p.154-157

③	 事象を数理的に考察し表現する能力を
高めること

日常生活や社会に起きていることがらを数学的にとらえたり，数学の
世界のことがらを発展させたりする場面を積極的に取り入れています。

また，考察したことや，その結果を表現する場面を意図的に設け，
表現力を高める工夫をしています。

●「身のまわりへひろげよう」では，生活の中から数学的な課題を見つけたり，身
のまわりの問題を，数学を利用する活動を通して解決したりする場面を設定して
います。

1年本冊p.130-131，
2年本冊p.80-81，
3年本冊p.108-109 等

●	数学広場「数学を通して考えよう」には，身近な場面で数学を使って解決してい
く課題を用意しています。

1年本冊p.258-259，2年本冊
p.204-205，3年本冊p.246-247

●	MathNaviブック（別冊）「学びをいかそう」では，その章で学習した内容を活用
して調べた例を掲載しています。また，「自由研究に取り組もう」では，数学を
使って調べる視点やテーマ例を紹介し，事象を数理的に考察し表現する能力が
育めるよう工夫しています。

1年別冊p.24-25，38-39，
2年別冊p.10-11，
3年別冊p.14-15，40-41等

●「自分の考えをまとめよう」で，考察したことや考えをまとめる場面を設定し，表
現力を高めると同時に理解が深まるようにしています。

1年本冊p.183，2年本冊p.72，
3年本冊p.76 等

④	 数学的活動の楽しさや数学のよさを実
感すること

生徒が楽しく，主体的に学習できるようにするため，「見いだし発展
させる活動」，「数学を利用する活動」，「説明し伝えあう活動」を積
極的に展開しています。

また，数学的な見方・考え方にふれ，それらを問題解決や新しい
学習内容にいかそうとする態度が身につくよう配慮しています。

●	新しい内容の導入として節ごとの「学習のとびら」と「ひろげよう」を設定し，
既習の知識をもとに，新しい性質などを見いだし，発展させる活動が行えるよう
配慮しています。

1年本冊p.65，86，
2年本冊p.64，153，
3年本冊p.64-65，136 等

●「身のまわりへひろげよう」を設定し，数学を利用する活動が行えるよう配慮して
います。

1年本冊p.47-49，2年本冊p.143，
3年本冊p.164-165 等

●「自分のことばで伝えよう」，「みんなで話しあってみよう」のコーナーでは，数学
的な表現を用いて，説明し伝えあう活動が行えるよう配慮しています。

1年本冊p.122，2年本冊p.75，
3年本冊p.145 等

●	本文右側の余白に，「同じように考える」，「逆向きにみる」，「条件がえをする」
などの「数学的な見方・考え方」の看板をつけて顕在化させ，問題設定，問
題解決の視点を明確にするとともに，くり返し登場させることで，自ら学習をひろ
げる視点をもてるよう工夫しています。

1年本冊p.9，33，
2年本冊p.9，69，
3年本冊p.9，34 等



50

学習指導要領中学校数学の目標 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

⑤	 数学を活用して考えたり判断したりしよ
うとする態度を育てること

身につけた数学的な知識を総合的に活用する場面を設け，活用しよ
うとする態度の育成をはかっています。

●	多くの章で，学んだ知識・技能を活用できる場面を用意しています。特に，1
年 1章正の数・負の数，3年 2章平方根には，利用の節を新設し，学んだこ
とがらを活用しようとする態度を育めるようにしています。

1年本冊p.47-49，
3年本冊p.59-60 等

●	章末問題に「千思万考」を設け，その章で学習した内容を使って，じっくり考え
て解決できるような課題を用意しています。

1年本冊p.134，2年本冊p.89，
3年本冊p.85 等

●	MathNaviブック（別冊）「自由研究に取り組もう」では，身につけた数学の知識
を総合的に活用できるよう，多様な視点，切り口でテーマ例を示しています。

1年別冊p.42-43，2年別冊
p.32-33，3年別冊p.42-43等

3. 各地の特色ある教育への対応　

観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

きめ細かな個に応じた指導ができるよう，習
熟度別指導，補充的な学習，発展的な学
習などに対応できるよう工夫されているか。

教科書本冊を本編（各章）とオプション（力をつけよう，数学広場）の２
部構成にし，さらに多様な学習形態と生徒の個に応じた主体的な学
習のためにMathNaviブック（別冊）を用意しています。

本冊本編では，学習指導要領の範囲を網羅した必修内容を扱って
います。「力をつけよう」は，家庭で学習するときや授業中に早く
「問」を解き終わってしまったときなどに取り組む問題，「数学広場」
は興味・関心などに応じて学習する内容で構成しています。

「MathNaviブック（別冊）」は既習の内容の確認と学習したことがら
の活用を中心に構成していますが，必要なものを必要に応じて取り
扱えるようにしています。

なお，｢本編｣ は時間配当をしていますが，｢力をつけよう｣，｢数学
広場｣，「MathNaviブック（別冊）」は，全員が一律に学習する必要
のない配当時間外の内容として位置づけています。

標準時数 配当時数 予備時数

1年 140 123 17

2年 105 90 15

3年 140 116 24

	生徒個々の興味・関心に応じて課題を選択し，意欲的に学習に取り組めるように，「数学広場」で，深化・発展課
題の「ひろがる数学」，課題学習にも使える「数学を通して考えよう」，反復練習と応用力をつける「力をつけよう」
のコーナーを設けています。

	 さらに，MathNaviブック（別冊）には，既習の内容が確認できる「学びをつなげよう」，学んだことがらがいかされて
いる身のまわりの場面や学習のひろがりを紹介する「学びをいかそう」，数学を使った自由研究を誘う「自由研究に取
り組もう」，本冊の章末などの「問題の解答」を掲載し，個に応じた学習や自学自習ができるよう配慮しています。

本 冊 本 編

自由研究に
取り組もう

数学広場力をつけよう

解答
学びをつなげよう

学びをいかそう

必修（コア）／ 配当時間内 選択（オプション）／ 配当時間外

選択（オプション）／ 配当時間外

MathNaviブック
（別冊）

	本冊「力をつけよう  くり返し練習」，MathNaviブック（別冊）「学びをつなげよう」は，	
補充的な学習の題材としてもご使用いただけます。

	本冊「ひろがる数学」，「数学を通して考えよう」，MathNaviブック（別冊）「自由研究に取り組もう」は，	
発展的な学習の題材としてもご使用いただけます。

地域の環境，素材や施設，人材を活かし
た学習ができるように配慮されているか。

素材は，特定の地域だけを集中的に取り上げることがないように，
できるだけ広範囲にわたるよう配慮しています。

	国内で取り上げた地域は，ほぼ全国にわたり，各地域の特色にあわせて学習が
展開できるようにしています。

1年本冊p.12-13，113，166，別冊
p.38-39，2年本冊p.13，別冊p.10，
26，3年本冊p.146，188-189 等

放課後や土曜日を利用した教育活動など
の多様な教育形態への対応は工夫されて
いるか。

教科書全体として，必修（コア）部分と選択（オプション）部分を明確
に区別し，特にオプション部分を多様な教育形態でも活用できるよう
に工夫しています。

	本冊の「力をつけよう  くり返し練習」では，本編の問と同程度の問題で反復に
より定着がはかれる問題を用意し，MathNaviブック（別冊）の「学びをつなげよ
う」では関連する既習の内容が確認できるよう，テーマとなる問題とその解説を
用意することで，補充的な学習の教材として取り扱えるよう配慮しています。

1年本冊p.223-231，別冊p.4-7，
2年本冊p.167-174，別冊p.4-5，
3年本冊p.207-214，別冊p.4-5 等

●	本冊の「数学広場」には，深化・発展的な学習の教材として取り上げられるよ
うな課題を用意しています。

1年本冊p.243，258-259，2年本
冊p.192-193， 3年本冊p.237 等

●	MathNaviブック（別冊）の「学びをいかそう」，「自由研究に取り組もう」は，探
究的な学習の教材としても取り扱えるような展開にしています。

1年別冊p.40-41，2年別冊
p.22-23，3年別冊p.44-45 等
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学習指導要領中学校数学の目標 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

⑤	 数学を活用して考えたり判断したりしよ
うとする態度を育てること

身につけた数学的な知識を総合的に活用する場面を設け，活用しよ
うとする態度の育成をはかっています。

●	多くの章で，学んだ知識・技能を活用できる場面を用意しています。特に，1
年 1章正の数・負の数，3年 2章平方根には，利用の節を新設し，学んだこ
とがらを活用しようとする態度を育めるようにしています。

1年本冊p.47-49，
3年本冊p.59-60 等

●	章末問題に「千思万考」を設け，その章で学習した内容を使って，じっくり考え
て解決できるような課題を用意しています。

1年本冊p.134，2年本冊p.89，
3年本冊p.85 等

●	MathNaviブック（別冊）「自由研究に取り組もう」では，身につけた数学の知識
を総合的に活用できるよう，多様な視点，切り口でテーマ例を示しています。

1年別冊p.42-43，2年別冊
p.32-33，3年別冊p.42-43等

3. 各地の特色ある教育への対応　

観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

きめ細かな個に応じた指導ができるよう，習
熟度別指導，補充的な学習，発展的な学
習などに対応できるよう工夫されているか。

教科書本冊を本編（各章）とオプション（力をつけよう，数学広場）の２
部構成にし，さらに多様な学習形態と生徒の個に応じた主体的な学
習のためにMathNaviブック（別冊）を用意しています。

本冊本編では，学習指導要領の範囲を網羅した必修内容を扱って
います。「力をつけよう」は，家庭で学習するときや授業中に早く
「問」を解き終わってしまったときなどに取り組む問題，「数学広場」
は興味・関心などに応じて学習する内容で構成しています。

「MathNaviブック（別冊）」は既習の内容の確認と学習したことがら
の活用を中心に構成していますが，必要なものを必要に応じて取り
扱えるようにしています。

なお，｢本編｣ は時間配当をしていますが，｢力をつけよう｣，｢数学
広場｣，「MathNaviブック（別冊）」は，全員が一律に学習する必要
のない配当時間外の内容として位置づけています。

標準時数 配当時数 予備時数

1年 140 123 17

2年 105 90 15

3年 140 116 24

	生徒個々の興味・関心に応じて課題を選択し，意欲的に学習に取り組めるように，「数学広場」で，深化・発展課
題の「ひろがる数学」，課題学習にも使える「数学を通して考えよう」，反復練習と応用力をつける「力をつけよう」
のコーナーを設けています。

	 さらに，MathNaviブック（別冊）には，既習の内容が確認できる「学びをつなげよう」，学んだことがらがいかされて
いる身のまわりの場面や学習のひろがりを紹介する「学びをいかそう」，数学を使った自由研究を誘う「自由研究に取
り組もう」，本冊の章末などの「問題の解答」を掲載し，個に応じた学習や自学自習ができるよう配慮しています。

本 冊 本 編

自由研究に
取り組もう

数学広場力をつけよう

解答
学びをつなげよう

学びをいかそう

必修（コア）／ 配当時間内 選択（オプション）／ 配当時間外

選択（オプション）／ 配当時間外

MathNaviブック
（別冊）

	本冊「力をつけよう  くり返し練習」，MathNaviブック（別冊）「学びをつなげよう」は，	
補充的な学習の題材としてもご使用いただけます。

	本冊「ひろがる数学」，「数学を通して考えよう」，MathNaviブック（別冊）「自由研究に取り組もう」は，	
発展的な学習の題材としてもご使用いただけます。

地域の環境，素材や施設，人材を活かし
た学習ができるように配慮されているか。

素材は，特定の地域だけを集中的に取り上げることがないように，
できるだけ広範囲にわたるよう配慮しています。

	国内で取り上げた地域は，ほぼ全国にわたり，各地域の特色にあわせて学習が
展開できるようにしています。

1年本冊p.12-13，113，166，別冊
p.38-39，2年本冊p.13，別冊p.10，
26，3年本冊p.146，188-189 等

放課後や土曜日を利用した教育活動など
の多様な教育形態への対応は工夫されて
いるか。

教科書全体として，必修（コア）部分と選択（オプション）部分を明確
に区別し，特にオプション部分を多様な教育形態でも活用できるよう
に工夫しています。

	本冊の「力をつけよう  くり返し練習」では，本編の問と同程度の問題で反復に
より定着がはかれる問題を用意し，MathNaviブック（別冊）の「学びをつなげよ
う」では関連する既習の内容が確認できるよう，テーマとなる問題とその解説を
用意することで，補充的な学習の教材として取り扱えるよう配慮しています。

1年本冊p.223-231，別冊p.4-7，
2年本冊p.167-174，別冊p.4-5，
3年本冊p.207-214，別冊p.4-5 等

●	本冊の「数学広場」には，深化・発展的な学習の教材として取り上げられるよ
うな課題を用意しています。

1年本冊p.243，258-259，2年本
冊p.192-193， 3年本冊p.237 等

●	MathNaviブック（別冊）の「学びをいかそう」，「自由研究に取り組もう」は，探
究的な学習の教材としても取り扱えるような展開にしています。

1年別冊p.40-41，2年別冊
p.22-23，3年別冊p.44-45 等
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4. 内容の選択・取扱い

①基礎的・基本的な内容の習得

観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

基礎的・基本的な内容の確実な習得をは
かるための配慮がされているか。

基礎・基本の確実な定着をはかるため，スモールステップの展開に
したり，丁寧に解説したり，操作的活動を多く取り入れたりするなど，
展開を工夫しています。

88　3章　方程式

25

20

15

10

5

いろいろな方程式
　かっこがある方程式は，かっこをはずしてから解きます。

　分数をふくむ方程式では，分母の公倍数を両辺にかけて，

分数をふくまない式になおしてから解くこともできます。

かっこがある方程式の解き方

次の方程式を解きなさい。

　　7(x-5)=9x+12
題例

 7x－35＝ 9x＋1
 7x－9x＝ 1＋35
 －2x＝ 36
 x＝－18

次の方程式を解きなさい。

⑴　4x+1=3(x+2) 　⑵　2(x-4)=9x+20

⑶　-4(x+3)=5(x-6)  　⑷　5-2(7x-2)=1

問 4

両辺に 2と 5の公倍数 10をかけます。

分数をふくむ方程式の解き方

次の方程式を解きなさい。

　 
x

x
2
1

5
1

2
+
= +

3
題例

（x＋1）×5＝2x＋20
 5x＋5＝2x＋20
 3x＝15
 x＝5

2
x＋1 ×10＝ 5

1
x＋2 ×10（ （

どうすればいいかな

方程式x＝─3
1x＋1を解きましょう。

分配法則　p.44

7（x－5）＝7x－35

分数がなくなると
計算しやすいね

まず移項する
のかな？
まず移項する
のかな？

29p.226

図5 「ノート形式の解答」		1年本冊	p.88

●	正の数・負の数では，具体的な事象を通して正の数・負の数を考察して概念
形成をはかり，正の数・負の数になじめるようにしています。 1年本冊p.12-18

●	空間図形では章全体を通して，観察や操作など，身近な具体物と対比させて考
察し，より実感をともなった理解がしやすくなるよう配慮しています。 1年本冊p.166-199

●	例，例題にはタイトルをつけ，学習内容がはっきりとわかるようにし，復習すると
きにも役立つようにしています。

1年本冊p.84，2年本冊p.43，
3年本冊p.56	等

●	例題の解答のうち，ノート形式で示しているものは標準解と位置づけ，分数を2
行で示すなど生徒がノートに書くときの見本となるようにするとともに，途中式など
を省略せず，丁寧に記述しています。

1年本冊p.88 図5 ，
2年本冊p.42，
3年本冊p.123	等

既習の内容を定着させるため，学び直し，
くり返し学習，反復（スパイラル）による指導
の内容は充実しているか。

新しく学習する内容で，既に学習した内容と関連するものについて，
意図的に再度取り上げることが生徒の理解を深めたりひろげたりする
のに有効な場合には，学び直しの機会を設けるよう配慮しています。

10

5

書き損じや未使用のはがきは，

切手に交換して
寄付することが
できます。

3章

1節

方程式 
方程式

　けいたさんとかりんさんの地域では，病気や
災害で困っている世界中の人のために，
書き損じや未使用のはがきを集める活動を
おこないました。

１枚ずつ数えずに枚数を知るには
どうすればいいかな？

　図を利用して考えましょう。

　重さの関係から，トレーの上のはがきの枚数を求めましょう。

　文字式を利用して考えましょう。

等式を成り立たせる文字の値を求めることについて学びましょう。

たくさん集まったから
１枚ずつ数えるのは
たいへんだ 重さをはかってみては

どうでしょうか？

　トレーの上のはがきの枚数をx枚とすると，重さの関係は，
　　　（x枚のはがきの重さ）＋（トレーの重さ）＝（全体の重さ）
となるので，
　　　等式
が成り立ちます。

重さの関係を図に表すと，

全体の重さ

トレーの上のはがきの重さ トレーの重さ

自分のことばで伝えよう

　上の図を使って，トレーの上のはがきの枚数を求めましょう。

　　　  で求めた枚数が
上の等式を成り立たせる
xの値のはずだね

xの値は，いつも
　　　 のように
して求めるのかな？

1節　方程式　81

図6 「ふりかえり（算数）」		1年本冊	p.81

●	新しい学習に入るときに，「ふりかえり」で関連する既習内容を示すことによって，
ふり返りながら学習が進められるよう工夫しています。「ふりかえり算数」，「ふりか
えり○年」のように学習した学年も示し，学習のつながりも意識できるようにして
います。

1年本冊p.81 図6 ，
2年本冊p.47，
3年本冊p.132	等

●「基本のたしかめ」では，章の学習内容の基本事項が確認できるような問題を
充実させています。また，各問題に対応させて，確認している内容と該当ページ
を示し，生徒自身が自己評価した後，ふり返って学習をすることができるようにし
ています。

1年本冊p.77，
2年本冊p.86，
3年本冊p.150	等

●「力をつけよう		くり返し練習」では，家庭で学習するときや，授業中に早く「問」
が終わってしまったときなどに，くり返し取り組める問題を用意しています。

1年本冊p.223-231，2年本冊
p.167-174，3年本冊p.207-214

●	MathNaviブック（別冊）の「学びをつなげよう」では，その章と関連する既習の
内容を示し，つまずきやすいことがらについて，学び直しができるようにしています。

1年別冊p.22-23，2年別冊p.8-9，
3年別冊p.8-9	等

内容の程度は，生徒の発達段階に即して
適切であるか。

本文の内容は，次の原則にしたがって展開しています。
●具体から抽象へ
●易から難へ
●基礎的なものから発展的なものへ

また，指導内容の取り扱いは，それぞれの学年の生徒の発達段階
を考慮した表現や方法をとっています。

●	１年の正の数・負の数の計算，文字の式，方程式，2年の式の計算，連立方
程式，3年の式の展開と因数分解，平方根，二次方程式など，基礎的・基本
的な内容については指導のステップを細かくし，丁寧に説明しています。

1年本冊p.21-25，54-56，84-85，
2年本冊p.28-29，
3年本冊p.24-25	等

●	具体的な「例」を豊富にし，はじめて学ぶ生徒にもわかりやすくしています。 2年本冊p.37	等

●「例題」は標準的なもので普遍性があって利用度の高いものを厳選し，できるだ
け「考え方」を入れて，解決の糸口がつかめるようにしています。

1年本冊p.88，
2年本冊p.43	等

全国学力・学習状況調査で明らかになった
ような，生徒のつまずきなどの課題に対して
適切な対応がとられているか。

全国学力・学習状況調査問題を研究・分析し，生徒のつまずきや
すい部分にも配慮しました。問題Aに関しては，ステップを細かくし
たり，解説を丁寧にしたり，練習問題を増やしたりしています。問題
Bに関しては，証明の根拠を丁寧に示したり，考え方や理由を説明
したり，考えをまとめたりする場面や問題を設けるなど工夫しています。

●［課題］方程式をつくって問題を解決するために数量の関係を的確にとらえられ
　　　		ない。

→1年 3章 2節方程式の利用で，方程式を使って問題を解決する手順を丁寧に
記述しています。また，以降に続く例題の「考え方」も丁寧に記述しています。

1年本冊p.94-98

●［課題］証明の意味と必要性の理解ができていない。
→2年 4章 2節 1項「証明とそのしくみ」で，あることがらが成り立つことを説明
するにはどうすればよいかを考える「自分のことばで伝えよう」を設置しています。
また，2項「証明の進め方」では，証明を考えていく視点を示しています。

2年本冊p.108，112-113

●［課題］あることがらが成り立つ理由を説明できない。
→「みんなで話しあってみよう」や「自分のことばで伝えよう」のコーナーでは，成
り立つことがらと成り立つ理由を問う場面を適宜設定し，説明する力が育めるよ
うにしています。

1年本冊p.122，
2年本冊p.123，
3年本冊p.97	等
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4. 内容の選択・取扱い

①基礎的・基本的な内容の習得

観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

基礎的・基本的な内容の確実な習得をは
かるための配慮がされているか。

基礎・基本の確実な定着をはかるため，スモールステップの展開に
したり，丁寧に解説したり，操作的活動を多く取り入れたりするなど，
展開を工夫しています。

88　3章　方程式

25

20

15

10

5

いろいろな方程式
　かっこがある方程式は，かっこをはずしてから解きます。

　分数をふくむ方程式では，分母の公倍数を両辺にかけて，

分数をふくまない式になおしてから解くこともできます。

かっこがある方程式の解き方

次の方程式を解きなさい。

　　7(x-5)=9x+12
題例

 7x－35＝ 9x＋1
 7x－9x＝ 1＋35
 －2x＝ 36
 x＝－18

次の方程式を解きなさい。

⑴　4x+1=3(x+2) 　⑵　2(x-4)=9x+20

⑶　-4(x+3)=5(x-6)  　⑷　5-2(7x-2)=1

問 4

両辺に 2と 5の公倍数 10をかけます。

分数をふくむ方程式の解き方

次の方程式を解きなさい。

　 
x

x
2
1

5
1

2
+
= +

3
題例

（x＋1）×5＝2x＋20
 5x＋5＝2x＋20
 3x＝15
 x＝5

2
x＋1 ×10＝ 5

1
x＋2 ×10（ （

どうすればいいかな

方程式x＝─3
1x＋1を解きましょう。

分配法則　p.44

7（x－5）＝7x－35

分数がなくなると
計算しやすいね

まず移項する
のかな？
まず移項する
のかな？

29p.226

図5 「ノート形式の解答」  1年本冊 p.88

●	正の数・負の数では，具体的な事象を通して正の数・負の数を考察して概念
形成をはかり，正の数・負の数になじめるようにしています。 1年本冊p.12-18

●	空間図形では章全体を通して，観察や操作など，身近な具体物と対比させて考
察し，より実感をともなった理解がしやすくなるよう配慮しています。 1年本冊p.166-199

●	例，例題にはタイトルをつけ，学習内容がはっきりとわかるようにし，復習すると
きにも役立つようにしています。

1年本冊p.84，2年本冊p.43，
3年本冊p.56 等

●	例題の解答のうち，ノート形式で示しているものは標準解と位置づけ，分数を2
行で示すなど生徒がノートに書くときの見本となるようにするとともに，途中式など
を省略せず，丁寧に記述しています。

1年本冊p.88 図5 ，
2年本冊p.42，
3年本冊p.123 等

既習の内容を定着させるため，学び直し，
くり返し学習，反復（スパイラル）による指導
の内容は充実しているか。

新しく学習する内容で，既に学習した内容と関連するものについて，
意図的に再度取り上げることが生徒の理解を深めたりひろげたりする
のに有効な場合には，学び直しの機会を設けるよう配慮しています。

10

5

書き損じや未使用のはがきは，

切手に交換して
寄付することが
できます。

3章

1節

方程式 
方程式

　けいたさんとかりんさんの地域では，病気や
災害で困っている世界中の人のために，
書き損じや未使用のはがきを集める活動を
おこないました。

１枚ずつ数えずに枚数を知るには
どうすればいいかな？

　図を利用して考えましょう。

　重さの関係から，トレーの上のはがきの枚数を求めましょう。

　文字式を利用して考えましょう。

等式を成り立たせる文字の値を求めることについて学びましょう。

たくさん集まったから
１枚ずつ数えるのは
たいへんだ 重さをはかってみては

どうでしょうか？

　トレーの上のはがきの枚数をx枚とすると，重さの関係は，
　　　（x枚のはがきの重さ）＋（トレーの重さ）＝（全体の重さ）
となるので，
　　　等式
が成り立ちます。

重さの関係を図に表すと，

全体の重さ

トレーの上のはがきの重さ トレーの重さ

自分のことばで伝えよう

　上の図を使って，トレーの上のはがきの枚数を求めましょう。

　　　  で求めた枚数が
上の等式を成り立たせる
xの値のはずだね

xの値は，いつも
　　　 のように
して求めるのかな？

1節　方程式　81

図6 「ふりかえり（算数）」  1年本冊 p.81

●	新しい学習に入るときに，「ふりかえり」で関連する既習内容を示すことによって，
ふり返りながら学習が進められるよう工夫しています。「ふりかえり算数」，「ふりか
えり○年」のように学習した学年も示し，学習のつながりも意識できるようにして
います。

1年本冊p.81 図6 ，
2年本冊p.47，
3年本冊p.132 等

●「基本のたしかめ」では，章の学習内容の基本事項が確認できるような問題を
充実させています。また，各問題に対応させて，確認している内容と該当ページ
を示し，生徒自身が自己評価した後，ふり返って学習をすることができるようにし
ています。

1年本冊p.77，
2年本冊p.86，
3年本冊p.150 等

●「力をつけよう  くり返し練習」では，家庭で学習するときや，授業中に早く「問」
が終わってしまったときなどに，くり返し取り組める問題を用意しています。

1年本冊p.223-231，2年本冊
p.167-174，3年本冊p.207-214

●	MathNaviブック（別冊）の「学びをつなげよう」では，その章と関連する既習の
内容を示し，つまずきやすいことがらについて，学び直しができるようにしています。

1年別冊p.22-23，2年別冊p.8-9，
3年別冊p.8-9 等

内容の程度は，生徒の発達段階に即して
適切であるか。

本文の内容は，次の原則にしたがって展開しています。
●具体から抽象へ
●易から難へ
●基礎的なものから発展的なものへ

また，指導内容の取り扱いは，それぞれの学年の生徒の発達段階
を考慮した表現や方法をとっています。

●	１年の正の数・負の数の計算，文字の式，方程式，2年の式の計算，連立方
程式，3年の式の展開と因数分解，平方根，二次方程式など，基礎的・基本
的な内容については指導のステップを細かくし，丁寧に説明しています。

1年本冊p.21-25，54-56，84-85，
2年本冊p.28-29，
3年本冊p.24-25 等

●	具体的な「例」を豊富にし，はじめて学ぶ生徒にもわかりやすくしています。 2年本冊p.37 等

●「例題」は標準的なもので普遍性があって利用度の高いものを厳選し，できるだ
け「考え方」を入れて，解決の糸口がつかめるようにしています。

1年本冊p.88，
2年本冊p.43 等

全国学力・学習状況調査で明らかになった
ような，生徒のつまずきなどの課題に対して
適切な対応がとられているか。

全国学力・学習状況調査問題を研究・分析し，生徒のつまずきや
すい部分にも配慮しました。問題Aに関しては，ステップを細かくし
たり，解説を丁寧にしたり，練習問題を増やしたりしています。問題
Bに関しては，証明の根拠を丁寧に示したり，考え方や理由を説明
したり，考えをまとめたりする場面や問題を設けるなど工夫しています。

●［課題］方程式をつくって問題を解決するために数量の関係を的確にとらえられ	
　　　  ない。

→1年 3章 2節方程式の利用で，方程式を使って問題を解決する手順を丁寧に
記述しています。また，以降に続く例題の「考え方」も丁寧に記述しています。

1年本冊p.94-98

●［課題］証明の意味と必要性の理解ができていない。
→2年 4章 2節 1項「証明とそのしくみ」で，あることがらが成り立つことを説明
するにはどうすればよいかを考える「自分のことばで伝えよう」を設置しています。
また，2項「証明の進め方」では，証明を考えていく視点を示しています。

2年本冊p.108，112-113

●［課題］あることがらが成り立つ理由を説明できない。
→「みんなで話しあってみよう」や「自分のことばで伝えよう」のコーナーでは，成
り立つことがらと成り立つ理由を問う場面を適宜設定し，説明する力が育めるよ
うにしています。

1年本冊p.122，
2年本冊p.123，
3年本冊p.97 等
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単元などの目標は工夫して示されているか。 各節，項ごとに学習の目標を示し，見通しをもって学習が進められ
るように配慮しています。

●	各節の導入である学習のとびらでは，とびらのテーマとその章や節での目標を生
徒向けのことばで示し，見通しをもった学習活動ができるよう工夫しています。

1年本冊p.54-55，2年本冊p.107，
3年本冊p.194-195

●	各項のタイトルの横に，その項での目標を示すようにしています。 1年本冊p.56，2年本冊p.154	等

②思考力・判断力・表現力

思考力・判断力・表現力等を育成するた
めの配慮がされているか。

既習のことがらをもとに新しい性質を見いだしたり，答えを求めるだ
けではなく，その考え方を問う場面も適宜設け，思考力・判断力・
表現力が育成できるようにしています。

●「章末問題」の最後にじっくり考えて解決する「千思万考」の問題を設け，思考
力が育めるようにしています。

1年本冊p.79，2年本冊p.117，
3年本冊p.153

●	問題解決や問題設定に必要な思考，判断のきっかけとして，数学的な見方・考
え方の看板に「同じように考える」「逆向きにみる」「すでに学んだ形にする」な
どのキーワードを取り入れ，自らそのような考え方ができるように工夫しています。

1年本冊p.33，
2年本冊p.69，
3年本冊p.34	等

課題学習を各学年で適切に位置づけられる
ような配慮がなされているか。

生徒の興味・関心を高め，生徒の主体的な学習も促す課題学習を
充実させ，見いだした課題を解決する学習として位置づけています。

●「数学広場」では，各章の内容と関連する深化・発展的な内容を「ひろがる数
学」で，また，各章の内容を総合的に活用して解決していく内容を「数学を通
して考えよう」で取り上げ，課題学習として取り上げることも可能にしています。

1年本冊p.242，257，
2年本冊p.192-193，196-197，
3年本冊p.244-245，246-247	等

③言語活動

言語活動の充実をはかり，思考力・判断
力・表現力等を育成するための配慮がされ
ているか。

知識・技能・考え方を活用する場面を設定するとともに，根拠や手
順等を説明する場面の設定や思考力・判断力・表現力等をくり返
し育めるよう配慮しています。

●「自分のことばで伝えよう」，「みんなで話しあってみよう」，「自分の考えをまとめよ
う」のコーナーでは，自分の考えを他者にわかりやすく伝える場面，他者と自分の
考えを比較して，よりよい考えへと高めていく場面，ノートやレポートなどに考えを
整理する場面などを設け，思考力・判断力・表現力が高まるよう工夫しています。

1年本冊p.195，
2年本冊p.72，
3年本冊p.76	等

数学的な言葉や概念を使用して考えたり，
根拠を明確にして説明したりする活動の工
夫がされているか。

答えを求めるだけでなく，その考え方や筋道を考える場面を設定し，そ
れらを説明することにより，表現力の向上がはかれるようにしています。

●「自分のことばで伝えよう」，では，成り立つことがらとその理由を考え，説明した
りする場面を多く設けています。

1年本冊p.32，
2年本冊p.75，
3年本冊p.160	等

言語活動の充実のための説明し伝えあう活
動，話しあいなどのグループ学習，協働的
な学びが工夫されているか。

話しあいの場面を適宜設け，主体的に学習に取り組めるようにすると
ともに，他者の考えに触れることで理解を深め，協働的な学びがで
きるようにしています。

●「みんなで話しあってみよう」では，答えや考え方が複数あるような場面を設け，
話しあいにより，他者の考えに触れることで，理解がより深まるようにしています。
また，各節の「学習のとびら」には，話しあいや説明活動の場面を設定し，協
働的な学習ができるよう工夫しています。

1年本冊p.72，
2年本冊p.153，
3年本冊p.164	等

言葉，数，式，表，図，グラフを活用して
自分の考えをまとめ，説明，表現する活動
の工夫がされているか。

これまで学習してきたことをふり返り，自分の考えをまとめる場面を設
定しています。

●「自分の考えをまとめよう」では，これまでの学習をまとめたり，学習した知識・
技能を活用して調べたことをまとめたりする場面を設け，言葉，数，式，表，図，
グラフを使ってまとめる力が育めるよう工夫しています。

1年本冊p.148，
2年本冊p.27，
3年本冊p.100	等

言語活動の充実のため，ノートの書き方や
まとめ方について配慮されているか。

学習したことの理解が深まるようなノートの書き方の工夫やまとめ方
について，生徒の参考になるような配慮をしています。

●	巻頭に「ノートをくふうして，学習に役立てよう」というページを設け，ノートのと
り方の参考となるようにしています。 各学年本冊p.10-11

●	例題の「解答」のうち，標準的な記述の解答をノート形式にし，生徒がノートに
書くときの参考となるようにしています。

1年本冊p.96，2年本冊p.21，
3年本冊p.28	等

④主体的な学び

見通しや目的意識をもって問題解決に主体
的に取り組めるようにするために，どのよう
な工夫がみられるか。

生徒がつねに，興味と関心を持って
学習課題に取り組み，自主的，意
欲的な学習活動が展開できるように
配慮しています。

●	節ごとに「学習のとびら」を設置し，この章や節を学ぶとこんなよいことがある，
こんなに役に立つという気持ちをもたせるとともに，観察，操作なども取り入れた
数学的活動を行い，学習意欲を高め，目的意識をもって学習が進められるよう
に工夫しています。

1年本冊p.104-105，
2年本冊p.25，
3年本冊p.106	等

	キャラクターを登場させて，考え方のポイントを示唆したり，本文の理解を助ける
説明をしたりすることで，親しみやすく，楽しく学習できて理解が深まるように工
夫しています。

1年本冊p.52 図7 ，
2年本冊p.90-91，
3年別冊p.4	等

52　1章　正の数・負の数

20

15

10

5

5 右の表で，どの縦，横，斜
なな

めの 4つの数を

加えても，和が等しくなるようにします。

表の空
くう

欄
らん

に数を入れなさい。

9 -4

3 4

2 0 5

-3 -6

右のような計算を考えます。

例えば，4番目の式は，1から 4までの数字を

順番に並べて，その間に，-と+を前から順に

並べたものです。

2番目から 7番目までの式を計算して，

式と答えの間にあるきまりを見つけましょう。
1.

223番目の答えはどうなるでしょうか。2.

2020番目の答えはどうなるでしょうか。3.

1番目　 1

2番目　1-2 =

3番目　1-2+3 =

4番目　1-2+3-4 =

5番目　1-2+3-4+5 =

6番目　1-2+3-4+5-6 =

7番目　1-2+3-4+5-6+7=

1番目　1
2番目　1－2
3番目　1－2＋3
4番目　1－2＋3－4
5番目　1－2＋3－4＋5
　　　　…

奇数番目と
偶数番目にわけて
①答えの符号
②答えの絶対値
に着目してみよう

4 次の数の中から，下の⑴～⑹にあてはまる数をすべて選びなさい。

　　　 , . , , , , , .
5
2

0 2 16 7
100
1

0 11 2- - -

⑴　整数 ⑵　もっとも大きい数

⑶　もっとも小さい数 ⑷　絶対値がもっとも大きい数

⑸　負の数でもっとも大きい数 ⑹　3乗すると負の数になる数

1から順にひいたりたしたりする計算

図7 「エール」		1年本冊	p.52
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観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

単元などの目標は工夫して示されているか。 各節，項ごとに学習の目標を示し，見通しをもって学習が進められ
るように配慮しています。

●	各節の導入である学習のとびらでは，とびらのテーマとその章や節での目標を生
徒向けのことばで示し，見通しをもった学習活動ができるよう工夫しています。

1年本冊p.54-55，2年本冊p.107，
3年本冊p.194-195

●	各項のタイトルの横に，その項での目標を示すようにしています。 1年本冊p.56，2年本冊p.154 等

②思考力・判断力・表現力

思考力・判断力・表現力等を育成するた
めの配慮がされているか。

既習のことがらをもとに新しい性質を見いだしたり，答えを求めるだ
けではなく，その考え方を問う場面も適宜設け，思考力・判断力・
表現力が育成できるようにしています。

●「章末問題」の最後にじっくり考えて解決する「千思万考」の問題を設け，思考
力が育めるようにしています。

1年本冊p.79，2年本冊p.117，
3年本冊p.153

●	問題解決や問題設定に必要な思考，判断のきっかけとして，数学的な見方・考
え方の看板に「同じように考える」「逆向きにみる」「すでに学んだ形にする」な
どのキーワードを取り入れ，自らそのような考え方ができるように工夫しています。

1年本冊p.33，
2年本冊p.69，
3年本冊p.34 等

課題学習を各学年で適切に位置づけられる
ような配慮がなされているか。

生徒の興味・関心を高め，生徒の主体的な学習も促す課題学習を
充実させ，見いだした課題を解決する学習として位置づけています。

●「数学広場」では，各章の内容と関連する深化・発展的な内容を「ひろがる数
学」で，また，各章の内容を総合的に活用して解決していく内容を「数学を通
して考えよう」で取り上げ，課題学習として取り上げることも可能にしています。

1年本冊p.242，257，
2年本冊p.192-193，196-197，
3年本冊p.244-245，246-247 等

③言語活動

言語活動の充実をはかり，思考力・判断
力・表現力等を育成するための配慮がされ
ているか。

知識・技能・考え方を活用する場面を設定するとともに，根拠や手
順等を説明する場面の設定や思考力・判断力・表現力等をくり返
し育めるよう配慮しています。

●「自分のことばで伝えよう」，「みんなで話しあってみよう」，「自分の考えをまとめよ
う」のコーナーでは，自分の考えを他者にわかりやすく伝える場面，他者と自分の
考えを比較して，よりよい考えへと高めていく場面，ノートやレポートなどに考えを
整理する場面などを設け，思考力・判断力・表現力が高まるよう工夫しています。

1年本冊p.195，
2年本冊p.72，
3年本冊p.76 等

数学的な言葉や概念を使用して考えたり，
根拠を明確にして説明したりする活動の工
夫がされているか。

答えを求めるだけでなく，その考え方や筋道を考える場面を設定し，そ
れらを説明することにより，表現力の向上がはかれるようにしています。

●「自分のことばで伝えよう」，では，成り立つことがらとその理由を考え，説明した
りする場面を多く設けています。

1年本冊p.32，
2年本冊p.75，
3年本冊p.160 等

言語活動の充実のための説明し伝えあう活
動，話しあいなどのグループ学習，協働的
な学びが工夫されているか。

話しあいの場面を適宜設け，主体的に学習に取り組めるようにすると
ともに，他者の考えに触れることで理解を深め，協働的な学びがで
きるようにしています。

●「みんなで話しあってみよう」では，答えや考え方が複数あるような場面を設け，
話しあいにより，他者の考えに触れることで，理解がより深まるようにしています。
また，各節の「学習のとびら」には，話しあいや説明活動の場面を設定し，協
働的な学習ができるよう工夫しています。

1年本冊p.72，
2年本冊p.153，
3年本冊p.164 等

言葉，数，式，表，図，グラフを活用して
自分の考えをまとめ，説明，表現する活動
の工夫がされているか。

これまで学習してきたことをふり返り，自分の考えをまとめる場面を設
定しています。

●「自分の考えをまとめよう」では，これまでの学習をまとめたり，学習した知識・
技能を活用して調べたことをまとめたりする場面を設け，言葉，数，式，表，図，
グラフを使ってまとめる力が育めるよう工夫しています。

1年本冊p.148，
2年本冊p.27，
3年本冊p.100 等

言語活動の充実のため，ノートの書き方や
まとめ方について配慮されているか。

学習したことの理解が深まるようなノートの書き方の工夫やまとめ方
について，生徒の参考になるような配慮をしています。

●	巻頭に「ノートをくふうして，学習に役立てよう」というページを設け，ノートのと
り方の参考となるようにしています。 各学年本冊p.10-11

●	例題の「解答」のうち，標準的な記述の解答をノート形式にし，生徒がノートに
書くときの参考となるようにしています。

1年本冊p.96，2年本冊p.21，
3年本冊p.28 等

④主体的な学び

見通しや目的意識をもって問題解決に主体
的に取り組めるようにするために，どのよう
な工夫がみられるか。

生徒がつねに，興味と関心を持って
学習課題に取り組み，自主的，意
欲的な学習活動が展開できるように
配慮しています。

●	節ごとに「学習のとびら」を設置し，この章や節を学ぶとこんなよいことがある，
こんなに役に立つという気持ちをもたせるとともに，観察，操作なども取り入れた
数学的活動を行い，学習意欲を高め，目的意識をもって学習が進められるよう
に工夫しています。

1年本冊p.104-105，
2年本冊p.25，
3年本冊p.106 等

	キャラクターを登場させて，考え方のポイントを示唆したり，本文の理解を助ける
説明をしたりすることで，親しみやすく，楽しく学習できて理解が深まるように工
夫しています。

1年本冊p.52 図7 ，
2年本冊p.90-91，
3年別冊p.4 等
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興味・関心をもって学習に取り組め，学習
意欲を向上させるよう工夫されているか。

数学への関心や意欲を高めるために，生徒の生活体験を重視した興
味ある問題・話題や日常と関連する内容を多く取り入れています。

	各節の「学習のとびら」，「身のまわりへひろげよう」，「数学展望台」，数学広場の
「数学を通して考えよう」，MathNaviブック（別冊）の「学びをいかそう」，「自由
研究に取り組もう		テーマ例」には，学習した内容に関連のある身のまわりのこと
がらや歴史的な話題などを紹介し，興味をもち，意欲的に学習を進めていくこと
ができるようにしています。

1年本冊p.135，187，254-255，
2年本冊p.147，162-163，
2年別冊p.14-15，
3年本冊p.179，185，
3年別冊p.40-41	等

●	1年，3年の巻末には，「切り取り教具」を設け，学習意欲が高まるようにしています。 1年本冊p.264-267，3年本冊p.261-266

学習の進め方や考え方，学習活動の取り
組み方が適切に取り上げられているか。

数学の学習を進めていく上での心構えなどが，生徒にもわかるように
工夫しています。

●	各学年の巻頭に，「学習の進め方」を設け，数学的活動を通して数学の学習が
進められるよう工夫しています。 各学年本冊p.6-11

⑤活用

数学を活用して考えたり，判断したりしよう
とすることが工夫されているか。

身につけた数学的な知識を総合的に活用する場面を設け，活用しよ
うとする態度の育成をはかっています。

●	学んだ知識・技能を活用する場面を豊富に用意しました。特に，1年 1章正の
数・負の数，3年 2章平方根には，利用の節を新設しています。

1年本冊p.47-49，
3年本冊p.59-60	等

●	章末問題に「千思万考」を設け，その章で学習した内容を使って，じっくり考え
て解決できるような課題を用意しています。

1年本冊p.103，2年本冊p.54，
3年本冊p.171	等

学んだ内容を活用して，生徒の個性をいか
した自由研究ができるよう工夫されているか。

生徒が主体的に自由研究に取り組めるよう配慮しています。 ●	MathNaviブック（別冊）「自由研究に取り組もう」では，身につけた数学の知識
を総合的に活用できるよう，自由研究の進め方とレポート例を示すとともに，多様
な視点，切り口でテーマ例を示しています。

1年別冊p.34-43，
2年別冊p.28-35，
3年別冊p.36-45	等

学習内容を日常生活や実生活・実社会と
関連づけて，関心を高め，数学を学ぶ意
義や有用性，数学の美しさを実感させる工
夫がされているか。

学習内容の理解や学習のひろがりや深まりなどの進歩を感じたり，学
んだことを活用できるようにしたりすることを重視して，数学を学ぶこと
の意義や有用性を実感できるように配慮しています。

●	生活や社会との関連を重視し，生活の中から数学的な課題を見つけたり，数学を利
用して身のまわりの問題を解決したりする「身のまわりへひろげよう」を設定しています。

1年本冊p.130-131，2年本冊
p.143，3年本冊p.148-149	等

●	数学広場の「数学を通して考えよう」では，身近な場面で数学を使って問題を
解決していく課題を用意しています。

1年本冊p.252-253，2年本冊
p.202-203，3年本冊p.254-255

●	MathNaviブック（別冊）「学びをいかそう」では，各章での学習を活用して身のまわりの
ことがらを調べた例を紹介し，数学を学ぶ意義や有用性が実感できるようにしています。

1年別冊p.8-9，2年別冊p.6-7，
3年別冊p.18-19

⑥体験的な活動・ものづくり

数学的活動として作業的・体験的な活動
や具体物を用いた活動などを適切に行うこ
とができるか。

作業的・体験的な活動が行いやすいよう，題材や展開を工夫してい
ます。

●	各節の「学習のとびら」では，観察，操作などを取り入れた数学的活動を行い，
学習意欲を高め，目的意識をもって学習が進められるように工夫しています。

1年本冊p.200-201，2年本冊
p.148-149，3年本冊p.114-115	等

●	1 年，3年の巻末には「切り取り教具」を設け，作業的・体験的な活動が行え
るようにしています。 1年本冊p.264，3年本冊p.261	等

5. 内容の構成・配列・分量

観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

各領域の内容は，系統的・発展的に組
織・配列されているか。

指導内容をまとまりのある章に構成し，相互の関連，生徒の心身の
発達段階を考えあわせ，学習が自然に進められるよう十分配慮してい
ます。

20

15

10

5

1節　直線図形と移動　141

右の図で，点Aから 2つの直線

l，mに，それぞれ垂線を

ひきなさい。

また，点Aと直線 l，mとの

距離を，それぞれ測りなさい。

問 4

ノートに直線ABをかき，直線ABと

平行で，直線ABとの距離が 2cmとなる

直線をひきなさい。

このような直線は，何本ひけますか。

問 6

A

l

m

A B

右の図の台形で，

平行な線分を，

記号'を使って

表しなさい。

問 5

B

A D

C

　この一定の距離を，

　　平行な 2直線 l，m間の距離

といいます。

　2直線 l，mが平行であるとき，点 Pを，

l上のどこにとっても，点 Pと直線 mと

の距離は一定です。

P P P

m

l

　2直線AB，CDが交わらないとき，

ABと CDは　平行　であるといい，

　　　AB CD'

と表します。

A B

C D

身のまわりから
平行な位置関係
にあるものを
見つけてみよう

図8 「平行な直線をかく問」		1年本冊	p.141問6

●	1 年の図形では，平面図形と空間図形に分け，前者は図をかくことをベースに，
後者は具体的な立体を観察することをベースに展開し，実感をともなった理解が
はかれるようにしています。また，2年の図形では，論証の意義や証明のしくみが
自然と理解できるように内容の配列を工夫しています。

1年本冊p.141 図8 ，
142，146，168，172，174，176，
2年本冊p.96，108，112-113	等

●	関数領域では，例えば 2年の一次関数では，比例や反比例の関係と比較しなが
ら学習を進めていくというように，既習の関数と比較しながら，学習が進められる
ようにしています。

2年本冊p.56-58，63，64-65	等

●	3 年の数と式領域では，2年の学習の流れを受けて学習に入っていけるように，
また二次方程式の指導にスムーズにつながるように，式の展開と因数分解，平方
根の順に章を配列しています。

3年本冊p.12-63
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興味・関心をもって学習に取り組め，学習
意欲を向上させるよう工夫されているか。

数学への関心や意欲を高めるために，生徒の生活体験を重視した興
味ある問題・話題や日常と関連する内容を多く取り入れています。

	各節の「学習のとびら」，「身のまわりへひろげよう」，「数学展望台」，数学広場の
「数学を通して考えよう」，MathNaviブック（別冊）の「学びをいかそう」，「自由
研究に取り組もう  テーマ例」には，学習した内容に関連のある身のまわりのこと
がらや歴史的な話題などを紹介し，興味をもち，意欲的に学習を進めていくこと
ができるようにしています。

1年本冊p.135，187，254-255，
2年本冊p.147，162-163，
2年別冊p.14-15，
3年本冊p.179，185，
3年別冊p.40-41 等

●	1年，3年の巻末には，「切り取り教具」を設け，学習意欲が高まるようにしています。 1年本冊p.264-267，3年本冊p.261-266

学習の進め方や考え方，学習活動の取り
組み方が適切に取り上げられているか。

数学の学習を進めていく上での心構えなどが，生徒にもわかるように
工夫しています。

●	各学年の巻頭に，「学習の進め方」を設け，数学的活動を通して数学の学習が
進められるよう工夫しています。 各学年本冊p.6-11

⑤活用

数学を活用して考えたり，判断したりしよう
とすることが工夫されているか。

身につけた数学的な知識を総合的に活用する場面を設け，活用しよ
うとする態度の育成をはかっています。

●	学んだ知識・技能を活用する場面を豊富に用意しました。特に，1年 1章正の
数・負の数，3年 2章平方根には，利用の節を新設しています。

1年本冊p.47-49，
3年本冊p.59-60 等

●	章末問題に「千思万考」を設け，その章で学習した内容を使って，じっくり考え
て解決できるような課題を用意しています。

1年本冊p.103，2年本冊p.54，
3年本冊p.171 等

学んだ内容を活用して，生徒の個性をいか
した自由研究ができるよう工夫されているか。

生徒が主体的に自由研究に取り組めるよう配慮しています。 ●	MathNaviブック（別冊）「自由研究に取り組もう」では，身につけた数学の知識
を総合的に活用できるよう，自由研究の進め方とレポート例を示すとともに，多様
な視点，切り口でテーマ例を示しています。

1年別冊p.34-43，
2年別冊p.28-35，
3年別冊p.36-45 等

学習内容を日常生活や実生活・実社会と
関連づけて，関心を高め，数学を学ぶ意
義や有用性，数学の美しさを実感させる工
夫がされているか。

学習内容の理解や学習のひろがりや深まりなどの進歩を感じたり，学
んだことを活用できるようにしたりすることを重視して，数学を学ぶこと
の意義や有用性を実感できるように配慮しています。

●	生活や社会との関連を重視し，生活の中から数学的な課題を見つけたり，数学を利
用して身のまわりの問題を解決したりする「身のまわりへひろげよう」を設定しています。

1年本冊p.130-131，2年本冊
p.143，3年本冊p.148-149 等

●	数学広場の「数学を通して考えよう」では，身近な場面で数学を使って問題を
解決していく課題を用意しています。

1年本冊p.252-253，2年本冊
p.202-203，3年本冊p.254-255

●	MathNaviブック（別冊）「学びをいかそう」では，各章での学習を活用して身のまわりの
ことがらを調べた例を紹介し，数学を学ぶ意義や有用性が実感できるようにしています。

1年別冊p.8-9，2年別冊p.6-7，
3年別冊p.18-19

⑥体験的な活動・ものづくり

数学的活動として作業的・体験的な活動
や具体物を用いた活動などを適切に行うこ
とができるか。

作業的・体験的な活動が行いやすいよう，題材や展開を工夫してい
ます。

●	各節の「学習のとびら」では，観察，操作などを取り入れた数学的活動を行い，
学習意欲を高め，目的意識をもって学習が進められるように工夫しています。

1年本冊p.200-201，2年本冊
p.148-149，3年本冊p.114-115 等

●	1 年，3年の巻末には「切り取り教具」を設け，作業的・体験的な活動が行え
るようにしています。 1年本冊p.264，3年本冊p.261 等

5. 内容の構成・配列・分量

観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

各領域の内容は，系統的・発展的に組
織・配列されているか。

指導内容をまとまりのある章に構成し，相互の関連，生徒の心身の
発達段階を考えあわせ，学習が自然に進められるよう十分配慮してい
ます。

20

15

10

5

1節　直線図形と移動　141

右の図で，点Aから 2つの直線

l，mに，それぞれ垂線を

ひきなさい。

また，点Aと直線 l，mとの

距離を，それぞれ測りなさい。

問 4

ノートに直線ABをかき，直線ABと

平行で，直線ABとの距離が 2cmとなる

直線をひきなさい。

このような直線は，何本ひけますか。

問 6

A

l

m

A B

右の図の台形で，

平行な線分を，

記号'を使って

表しなさい。

問 5

B

A D

C

　この一定の距離を，

　　平行な 2直線 l，m間の距離

といいます。

　2直線 l，mが平行であるとき，点 Pを，

l上のどこにとっても，点 Pと直線 mと

の距離は一定です。

P P P

m

l

　2直線AB，CDが交わらないとき，

ABと CDは　平行　であるといい，

　　　AB CD'

と表します。

A B

C D

身のまわりから
平行な位置関係
にあるものを
見つけてみよう

図8 「平行な直線をかく問」  1年本冊 p.141問6

●	1 年の図形では，平面図形と空間図形に分け，前者は図をかくことをベースに，
後者は具体的な立体を観察することをベースに展開し，実感をともなった理解が
はかれるようにしています。また，2年の図形では，論証の意義や証明のしくみが
自然と理解できるように内容の配列を工夫しています。

1年本冊p.141 図8 ，
142，146，168，172，174，176，
2年本冊p.96，108，112-113 等

●	関数領域では，例えば 2年の一次関数では，比例や反比例の関係と比較しなが
ら学習を進めていくというように，既習の関数と比較しながら，学習が進められる
ようにしています。

2年本冊p.56-58，63，64-65 等

●	3 年の数と式領域では，2年の学習の流れを受けて学習に入っていけるように，
また二次方程式の指導にスムーズにつながるように，式の展開と因数分解，平方
根の順に章を配列しています。

3年本冊p.12-63
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生徒の心身の発達や学年の段階に応じて
学習できるようになっているか。

生徒の心身の発達や学年の段階に応じて学習ができるよう，教科書
の構成，展開を工夫しています。

●	学習を進めていく上で，関連する既習の内容を「ふりかえり」で示し，スパイラル
な学習ができるようにしています。

1年本冊p.20，2年本冊p.17，
3年本冊p.45	等

●	各章に関連する既習の内容で，つまずきやすいことがらや，特におさえておいて
ほしいことがらについて，MathNaviブック（別冊）「学びをつなげよう」で確認で
きるようにしています。

1年別冊p.14-15，
2年別冊p.12-13，
3年別冊p.20-21	等

学習指導要領に示されていない，発展的な
学習内容を生徒の理解や習熟度の程度に
応じて工夫して取り扱っているか。

学習内容をさらに深化させる課題や学習指導要領の枠にとらわれな
い学習課題も用意し，個に応じて，あるいは生徒の興味・関心や授
業時間数に応じて柔軟に扱えるように配慮しています。

	学習指導要領に示されていない発展的な学習内容も「数学広場」やMathNavi
ブック（別冊）の「学びをいかそう」，「自由研究に取り組もう」で，「発展」マーク
をつけて扱っています。これらの教材については，入学試験の範囲外ですが，興
味・関心に応じて発展的に学習をひろげられるようにしています。

1年本冊p.246-247，
2年本冊p.190-191，2年別冊
p.33，
3年本冊p.232-233，
3年別冊p.14-15	等

学年間の関連が配慮されているか。 関連する既習の内容をふり返りながら学習できるよう配慮しています。 ●「ふりかえり」のうち，小学校の学習内容は「ふりかえり算数」，中学校の学習内容
は「ふりかえり○年」のように示し，学習のつながりも意識できるようにしています。

1年本冊p.57，2年本冊p.19，
3年本冊p.69	等

●	MathNaviブック（別冊）「学びをつなげよう」では，関連する既習内容を問題とそ
の解説で確認できるようにするとともに，学習した学年を記載しています。

1年別冊p.18-19，2年別冊
p.16-17，3年別冊p.12-13	等

全体，各内容の分量と配分は，授業時数
から見て適切か。

各地域・学校や生徒の実態に応じて調整が可能になるよう，各学年
の配当時間はゆとりをもって対応できるよう配分しています。
また，実際の授業を想定し，１時間の分量や授業の区切りなどを考
慮して紙面を構成しています。

●	本文，練習，問題を含めて，年間の指導時数は，各学年ともゆとりをもって指導できるように工夫しています。
　（１年 123 時間，2年 90 時間，3年 116 時間）

	ページ数，問題数は増加していますが，授業の中だけではなく，自発的な学習にも教科書を使って
	 豊かな学力を身につけていくことができるよう，配当時間外の課題を充実させています。

問題の配列・分量・難易度は適切か。 基礎的・基本的な内容に重点をおくとともに，個に応じて必要な練
習ができるよう，さらに問題を用意しました。問題の程度も適切なも
のにしています。

●	章末の「基本のたしかめ」は，本文で学習したことがらのうち，基礎的・基本的
な内容を精選して取り上げています。巻末の「力をつけよう		くり返し練習」は，本
文の「問」と同程度の問題とし，個に応じて柔軟に利用できるように配慮しています。

1年本冊p.101，226	等

●「章末問題」では，基本的な内容から少し応用力を問うものまで取り上げています。
巻末の「力をつけよう		まとめの問題」は，学年の総仕上げができるようにしています。 1年本冊p.102-103，232-238	等

2 学期制，3 学期制に対応できるように
なっているか。

３学期制はもとより，２学期制など柔軟なカリキュラムへも対応できるよ
うに配当時数および内容の配列に配慮しています。

●	補充的，深化・発展的な学習，くり返し練習などにも時間をあてられるように，
	 各学年とも余裕をもたせた時間配当にしています。（1年 123 時間，2年 90 時間，3年 116 時間）

	カリキュラムを組む際には，「力をつけよう」，「数学広場」や「MathNaviブック（別冊）」の内容を
	 適宜取り入れることによって，区切りのよいところで学期末を迎えることができます。

自己評価や観点別評価など，評価を行う場
面が工夫されているか。

指導者の立場からは評価規準の設定に役立ち，生徒の立場からは
自己評価や相互評価に役立つような箇所を設定しています。

158　6章　確　率
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5

2枚の硬貨を区別すると，表裏の出かたは，
　　（表，表）　（表，裏）　（裏，表）　（裏，裏）

の4通り
1枚は表で 1枚は裏となる出かたは2通り
だから，1枚は表で 1枚は裏となる確率は，

　　─＝─2
4

1
2　

2枚の硬貨を同時に投げるとき，2枚とも表となる

確率を求めなさい。
問 3

1枚の硬貨を投げるときの表，裏の出かたは，

同様に確からしいといえます。

2枚の硬貨を投げるとき，2枚の硬貨を A，Bと

区別すると，硬貨の表裏の出かたは，右の表の

ように，4通りの場合があります。

これらの起こり方は，同様に確からしいといえます。

2枚の硬貨を投げたときの確率

2枚の硬貨を同時に投げるとき，

　1枚は表で 1枚は裏

となる確率を求めなさい。

1
題例

表 裏

B
A 表 裏
表 （表，表）（表，裏）
裏 （裏，表）（裏，裏）

　上の 例 題 1 で，場合の数を求める方法として，

樹形図を使うこともできます。2枚の硬貨をA，B

と区別し，表を○，裏を×で表すと，起こるすべての

場合は，右のようになります。

　148ページで，けいたさんは，右のように

考えていました。

　これのどこが誤っているか説明しましょう。

誤答例

表裏の出かたは，
　2枚とも表，1枚は表で 1枚は裏，
　2枚とも裏
の 3通りだから，
1枚は表で 1枚は裏となる確率は─13

○

A

○ （○，○）
（○，×）
（×，○）
（×，×）

B

×

× ○
×

151ページの
結果とくらべて
みよう

図9 「自分のことばで伝えよう」		2年本冊	p.158

●「自分のことばで伝えよう」等，表現活動の場面を本文中に設定し，「数学への
関心・意欲・態度」や「数学的な見方や考え方」を評価することもできるように
しています。

1年本冊p.211，
2年本冊p.158 図9 ，
3年本冊p.160	等

●「基本のたしかめ」では，章の学習内容の基本事項が確認できるような問題を配
置し，評価規準の「おおむね満足できる」に対応できるようにしています。また，
各問題の横に，確認している内容と該当ページを示し，生徒自身が自己評価でき
るようにしています。

1年本冊p.132，
2年本冊p.30，
3年本冊p.36	等

●「章末問題」では，評価規準の「十分満足できる」にも対応できるようにしています。 1年本冊p.133-134	等

●	MathNaviブック（別冊）には，「基本のたしかめ」，「章末問題」，「力をつけよう」，
「数学広場」の解答を掲載し，自己評価や相互評価ができるように配慮しています。

1年別冊p.44-56，2年別冊36-48，
3年別冊p.46-64

中学校の内容を過不足なく履修でき，高等
学校入学試験への対応が配慮されているか。

基礎的・基本的な内容が定着できるように展開するとともに，総合的
な力も養えるように配慮しました。

●	基礎的な内容から応用的な内容まで定着がはかれるように工夫しています。さら
に，「3年間のまとめの問題」に「総合問題」を位置づけ，各領域の内容を融合
した問題も掲載しています。

3年本冊p.229-230

●「身のまわりへひろげよう」，「千思万考」では，基礎的な知識・技能を活用する
場面を設け，思考力が高まるよう配慮しています。 1年本冊p.165，3年本冊p.108	等
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観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

生徒の心身の発達や学年の段階に応じて
学習できるようになっているか。

生徒の心身の発達や学年の段階に応じて学習ができるよう，教科書
の構成，展開を工夫しています。

●	学習を進めていく上で，関連する既習の内容を「ふりかえり」で示し，スパイラル
な学習ができるようにしています。

1年本冊p.20，2年本冊p.17，
3年本冊p.45 等

●	各章に関連する既習の内容で，つまずきやすいことがらや，特におさえておいて
ほしいことがらについて，MathNaviブック（別冊）「学びをつなげよう」で確認で
きるようにしています。

1年別冊p.14-15，
2年別冊p.12-13，
3年別冊p.20-21 等

学習指導要領に示されていない，発展的な
学習内容を生徒の理解や習熟度の程度に
応じて工夫して取り扱っているか。

学習内容をさらに深化させる課題や学習指導要領の枠にとらわれな
い学習課題も用意し，個に応じて，あるいは生徒の興味・関心や授
業時間数に応じて柔軟に扱えるように配慮しています。

	学習指導要領に示されていない発展的な学習内容も「数学広場」やMathNavi
ブック（別冊）の「学びをいかそう」，「自由研究に取り組もう」で，「発展」マーク
をつけて扱っています。これらの教材については，入学試験の範囲外ですが，興
味・関心に応じて発展的に学習をひろげられるようにしています。

1年本冊p.246-247，
2年本冊p.190-191，2年別冊
p.33，
3年本冊p.232-233，
3年別冊p.14-15 等

学年間の関連が配慮されているか。 関連する既習の内容をふり返りながら学習できるよう配慮しています。 ●「ふりかえり」のうち，小学校の学習内容は「ふりかえり算数」，中学校の学習内容
は「ふりかえり○年」のように示し，学習のつながりも意識できるようにしています。

1年本冊p.57，2年本冊p.19，
3年本冊p.69 等

●	MathNaviブック（別冊）「学びをつなげよう」では，関連する既習内容を問題とそ
の解説で確認できるようにするとともに，学習した学年を記載しています。

1年別冊p.18-19，2年別冊
p.16-17，3年別冊p.12-13 等

全体，各内容の分量と配分は，授業時数
から見て適切か。

各地域・学校や生徒の実態に応じて調整が可能になるよう，各学年
の配当時間はゆとりをもって対応できるよう配分しています。
また，実際の授業を想定し，１時間の分量や授業の区切りなどを考
慮して紙面を構成しています。

●	本文，練習，問題を含めて，年間の指導時数は，各学年ともゆとりをもって指導できるように工夫しています。
　（１年 123 時間，2年 90 時間，3年 116 時間）

	ページ数，問題数は増加していますが，授業の中だけではなく，自発的な学習にも教科書を使って
	 豊かな学力を身につけていくことができるよう，配当時間外の課題を充実させています。

問題の配列・分量・難易度は適切か。 基礎的・基本的な内容に重点をおくとともに，個に応じて必要な練
習ができるよう，さらに問題を用意しました。問題の程度も適切なも
のにしています。

●	章末の「基本のたしかめ」は，本文で学習したことがらのうち，基礎的・基本的
な内容を精選して取り上げています。巻末の「力をつけよう  くり返し練習」は，本
文の「問」と同程度の問題とし，個に応じて柔軟に利用できるように配慮しています。

1年本冊p.101，226 等

●「章末問題」では，基本的な内容から少し応用力を問うものまで取り上げています。
巻末の「力をつけよう  まとめの問題」は，学年の総仕上げができるようにしています。 1年本冊p.102-103，232-238 等

2 学期制，3 学期制に対応できるように
なっているか。

３学期制はもとより，２学期制など柔軟なカリキュラムへも対応できるよ
うに配当時数および内容の配列に配慮しています。

●	補充的，深化・発展的な学習，くり返し練習などにも時間をあてられるように，
	 各学年とも余裕をもたせた時間配当にしています。（1年 123 時間，2年 90 時間，3年 116 時間）

	カリキュラムを組む際には，「力をつけよう」，「数学広場」や「MathNaviブック（別冊）」の内容を
	 適宜取り入れることによって，区切りのよいところで学期末を迎えることができます。

自己評価や観点別評価など，評価を行う場
面が工夫されているか。

指導者の立場からは評価規準の設定に役立ち，生徒の立場からは
自己評価や相互評価に役立つような箇所を設定しています。

158　6章　確　率
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5

2枚の硬貨を区別すると，表裏の出かたは，
　　（表，表）　（表，裏）　（裏，表）　（裏，裏）

の4通り
1枚は表で 1枚は裏となる出かたは2通り
だから，1枚は表で 1枚は裏となる確率は，

　　─＝─2
4

1
2　

2枚の硬貨を同時に投げるとき，2枚とも表となる

確率を求めなさい。
問 3

1枚の硬貨を投げるときの表，裏の出かたは，

同様に確からしいといえます。

2枚の硬貨を投げるとき，2枚の硬貨を A，Bと

区別すると，硬貨の表裏の出かたは，右の表の

ように，4通りの場合があります。

これらの起こり方は，同様に確からしいといえます。

2枚の硬貨を投げたときの確率

2枚の硬貨を同時に投げるとき，

　1枚は表で 1枚は裏

となる確率を求めなさい。

1
題例

表 裏

B
A 表 裏
表 （表，表）（表，裏）
裏 （裏，表）（裏，裏）

　上の 例 題 1 で，場合の数を求める方法として，

樹形図を使うこともできます。2枚の硬貨をA，B

と区別し，表を○，裏を×で表すと，起こるすべての

場合は，右のようになります。

　148ページで，けいたさんは，右のように

考えていました。

　これのどこが誤っているか説明しましょう。

誤答例

表裏の出かたは，
　2枚とも表，1枚は表で 1枚は裏，
　2枚とも裏
の 3通りだから，
1枚は表で 1枚は裏となる確率は─13

○

A

○ （○，○）
（○，×）
（×，○）
（×，×）

B

×

× ○
×

151ページの
結果とくらべて
みよう

図9 「自分のことばで伝えよう」  2年本冊 p.158

●「自分のことばで伝えよう」等，表現活動の場面を本文中に設定し，「数学への
関心・意欲・態度」や「数学的な見方や考え方」を評価することもできるように
しています。

1年本冊p.211，
2年本冊p.158 図9 ，
3年本冊p.160 等

●「基本のたしかめ」では，章の学習内容の基本事項が確認できるような問題を配
置し，評価規準の「おおむね満足できる」に対応できるようにしています。また，
各問題の横に，確認している内容と該当ページを示し，生徒自身が自己評価でき
るようにしています。

1年本冊p.132，
2年本冊p.30，
3年本冊p.36 等

●「章末問題」では，評価規準の「十分満足できる」にも対応できるようにしています。 1年本冊p.133-134 等

●	MathNaviブック（別冊）には，「基本のたしかめ」，「章末問題」，「力をつけよう」，
「数学広場」の解答を掲載し，自己評価や相互評価ができるように配慮しています。

1年別冊p.44-56，2年別冊36-48，
3年別冊p.46-64

中学校の内容を過不足なく履修でき，高等
学校入学試験への対応が配慮されているか。

基礎的・基本的な内容が定着できるように展開するとともに，総合的
な力も養えるように配慮しました。

●	基礎的な内容から応用的な内容まで定着がはかれるように工夫しています。さら
に，「3年間のまとめの問題」に「総合問題」を位置づけ，各領域の内容を融合
した問題も掲載しています。

3年本冊p.229-230

●「身のまわりへひろげよう」，「千思万考」では，基礎的な知識・技能を活用する
場面を設け，思考力が高まるよう配慮しています。 1年本冊p.165，3年本冊p.108 等
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6. 今日的課題と創意工夫

観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

小中一貫（小中連携），中高一貫など小中
高の関連に配慮した学習内容が工夫されて
いるか。

新しい学習の導入を丁寧に
したり，小学校の内容を
補ったりするなど，小学校と
のギャップを感じさせないよ
うに配慮しています。また，
高等学校の数学につながる
内容に対しても興味がもてる
よう配慮しています。

●	既習事項をふり返ると効果的な場面には，「ふりかえり」をおき，既習事項をふり
返って学習できるようにしています。小学校算数の内容には「算数」を，中学校
の内容には学習した学年をつけて，その関連がわかるようにしています。

1年本冊p.159，
2年本冊p.142，
3年本冊p.187	等

●	空間図形の導入では，いろいろな建物を立体図形として抽象化してとらえていくこ
とを扱い，中学校の学習につなげるようにしています。 1年本冊p.166-167

●	各章の関連する既習の内容をMathNaviブック（別冊）「学びをつなげよう」で取
り上げ，特に小学校算数の内容を充実させ，学び直しができるよう工夫しています。

1年別冊p.26-27 図10 ，2年別冊
p.24-25，3年別冊p.28-29	等

●「数学広場」の中に，違った見方でみたり，さらに深めたりする「ひろがる数学」
を設けました。発展マークをつけた課題では，学習指導要領の範囲を超える内容
を扱っています。高等学校との関連が深い箇所では，「さらにひろがる数学」で
先につながる内容を紹介しています。

1年本冊p.248，
2年本冊p.190-191，
3年本冊p.240-241	等

特別支援教育など，多様な生徒の特性に
応じて，指導，学習ができるよう配慮され
ているか。

すべての生徒に使いやすい教科書を目指して，レイアウトやデザイン
についても配慮しています。

	教科書全体の文章表記については，単語の途中での改行を避け，意味や文節に
よる改行を行い，文章の意味が理解しやすくなるようにしています。 教科書全体

●	例，例題にはタイトルをつけ，学習内容がはっきりわかるようにしています。 1年本冊p.87	等

インクルーシブ教育システム充実の観点に
則り，「合理的配慮のための基礎的環境整
備」に配慮しているか。

すべての生徒が平等に教育を受けられるような環境が整備できるよう
配慮しています。

●	拡大教科書を用意し，すべての生徒が支障なく学習できるようにしています。

●	指導者用デジタル教科書，学習者用デジタル教科書を用意しています。

コンピュータ・情報通信ネットワークの活用，
電卓の活用，情報リテラシーやモラルに配
慮した ICT 教育について工夫されているか。

電卓の扱いについても，指導の効果を高める場面で積極的に取り上
げています。また，インターネットなどの情報通信ネットワーク活用や
コンピュータの活用などICT 教育と，数学を関連させて取り上げてい
ます。

●	各学年で，電卓を使うことが望ましい場面では，電卓マークをつけて示しています。 1年本冊p.124	等

●	ICTの積極的な活用を促すため，「ICTの窓」を用意するなど，紙面にコン
ピュータの利用を促す工夫をしています。 1年本冊p.201，249-251	等

●	ICT 教育をサポートするため，指導者用デジタル教科書，学習者用デジタル教科書を用意しています。

家庭学習など生徒の自主的，自発的な学
習が促され，学習習慣が身につくよう工夫
されているか。

家庭学習も行いやすいように教科書の構成を工夫しています。 ●「力をつけよう		くり返し練習」では，関連する本編の「問」のページ番号を示し，
家庭などでも復習しやすいようにしています。 1年本冊p.223	等

●	MathNaviブック（別冊）の「学びをつなげよう」，「学びをいかそう」については，
自発的に学習が進められるよう，問題とその解説，調べた内容を記載しています。 3年別冊p.24-25，26-27	等

●	本冊の「基本のたしかめ」，「章末問題」，「力をつけよう」，「数学広場」の解答
を，MathNaviブック（別冊）に掲載し，自主的な学習に取り組めるよう配慮してい
ます。解決の糸口が見つけにくい問題には「考え方」も示しています。

1年別冊p.44-56，2年別冊36-48，
3年別冊p.46-64

道徳教育
基本的人権の視点からの内容が配慮されて
いるか。

社会的な人権差別や性差別などを助長することがないように，同和
や色弱などの観点でも専門家に意見を伺いながら教材を選定してい
ます。

	男の子，女の子のキャラクターの登場回数やその役割には，大きく差が出ないよ
うにし，性差別を助長することがないように配慮しています。 教科書全体

	色彩はCUD（カラーユニバーサルデザイン）の観点から，色覚の個人差を問わず，
色だけで判断する問題を避け，見分けることが困難な配色をしないなど，すべて
の生徒が見やすくなる配慮をし，NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構
（CUDO）の認証を取得する予定です。

1年本冊p.119，
2年本冊p.155，
3年別冊p.42	等

道徳教育
規範意識を高め，公共の精神に基づき，
主体的に社会の形成に参画しその発展に
寄与する態度を養う工夫がされているか。

生徒一人ひとりが他人を尊重しながら，互いに協力し，学習を進め
ていけるよう配慮しています。

●	各学年の巻頭に，「学習の進め方」を設け，これから数学を学習していく上で，
大切にしたいことや，ノートのまとめ方の工夫など，その心構えを意識できるように
工夫しています。

各学年本冊p.6-11

「ボランティア活動」，「車いすバスケットボール」，「点字」，「バリアフリー新法」等
の題材を設定し，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画する意識を
養えるようにしています。

1年本冊p.80-81，
2年本冊p46-47，49，202-203，
3年本冊p.180

26　6章　空間図形

 6章の準備を
しよう！この章では，見取図や展開図をもとにして立体の特

とく

徴
ちょう

を
調べたり，立体の表面の面積や体積の求め方を学んだり
していきます。
この章の学習内容とつながりの深いことがらについて
確認しましょう。

6章　空間図形

見取図

直方体や立方体などの全体の形がわかるようにかいた図を
見取図といいます。
直方体の見取図は，次のような順でかくことができます。

小学4年

右のような直方体の形をした箱があります。

全体の形がわかるような図をかきましょう。

見取図などを使って，いろいろな立体の特徴を調べていきましょう。

➡いろいろな立体（本冊 p.168）につながるよ

見えない辺は破線で
かく。

長方形か正方形を
かく。

図のように，となり
あった面をかく。

立体で平行な
辺は平行に
なるように
かくよ

図10 「学びをつなげよう」		1年別冊	p.26
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6. 今日的課題と創意工夫

観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

小中一貫（小中連携），中高一貫など小中
高の関連に配慮した学習内容が工夫されて
いるか。

新しい学習の導入を丁寧に
したり，小学校の内容を
補ったりするなど，小学校と
のギャップを感じさせないよ
うに配慮しています。また，
高等学校の数学につながる
内容に対しても興味がもてる
よう配慮しています。

●	既習事項をふり返ると効果的な場面には，「ふりかえり」をおき，既習事項をふり
返って学習できるようにしています。小学校算数の内容には「算数」を，中学校
の内容には学習した学年をつけて，その関連がわかるようにしています。

1年本冊p.159，
2年本冊p.142，
3年本冊p.187 等

●	空間図形の導入では，いろいろな建物を立体図形として抽象化してとらえていくこ
とを扱い，中学校の学習につなげるようにしています。 1年本冊p.166-167

●	各章の関連する既習の内容をMathNaviブック（別冊）「学びをつなげよう」で取
り上げ，特に小学校算数の内容を充実させ，学び直しができるよう工夫しています。

1年別冊p.26-27 図10 ，2年別冊
p.24-25，3年別冊p.28-29 等

●「数学広場」の中に，違った見方でみたり，さらに深めたりする「ひろがる数学」
を設けました。発展マークをつけた課題では，学習指導要領の範囲を超える内容
を扱っています。高等学校との関連が深い箇所では，「さらにひろがる数学」で
先につながる内容を紹介しています。

1年本冊p.248，
2年本冊p.190-191，
3年本冊p.240-241 等

特別支援教育など，多様な生徒の特性に
応じて，指導，学習ができるよう配慮され
ているか。

すべての生徒に使いやすい教科書を目指して，レイアウトやデザイン
についても配慮しています。

	教科書全体の文章表記については，単語の途中での改行を避け，意味や文節に
よる改行を行い，文章の意味が理解しやすくなるようにしています。 教科書全体

●	例，例題にはタイトルをつけ，学習内容がはっきりわかるようにしています。 1年本冊p.87 等

インクルーシブ教育システム充実の観点に
則り，「合理的配慮のための基礎的環境整
備」に配慮しているか。

すべての生徒が平等に教育を受けられるような環境が整備できるよう
配慮しています。

●	拡大教科書を用意し，すべての生徒が支障なく学習できるようにしています。

●	指導者用デジタル教科書，学習者用デジタル教科書を用意しています。

コンピュータ・情報通信ネットワークの活用，
電卓の活用，情報リテラシーやモラルに配
慮した ICT 教育について工夫されているか。

電卓の扱いについても，指導の効果を高める場面で積極的に取り上
げています。また，インターネットなどの情報通信ネットワーク活用や
コンピュータの活用などICT 教育と，数学を関連させて取り上げてい
ます。

●	各学年で，電卓を使うことが望ましい場面では，電卓マークをつけて示しています。 1年本冊p.124 等

●	ICTの積極的な活用を促すため，「ICTの窓」を用意するなど，紙面にコン
ピュータの利用を促す工夫をしています。 1年本冊p.201，249-251 等

●	ICT 教育をサポートするため，指導者用デジタル教科書，学習者用デジタル教科書を用意しています。

家庭学習など生徒の自主的，自発的な学
習が促され，学習習慣が身につくよう工夫
されているか。

家庭学習も行いやすいように教科書の構成を工夫しています。 ●「力をつけよう  くり返し練習」では，関連する本編の「問」のページ番号を示し，
家庭などでも復習しやすいようにしています。 1年本冊p.223 等

●	MathNaviブック（別冊）の「学びをつなげよう」，「学びをいかそう」については，
自発的に学習が進められるよう，問題とその解説，調べた内容を記載しています。 3年別冊p.24-25，26-27 等

●	本冊の「基本のたしかめ」，「章末問題」，「力をつけよう」，「数学広場」の解答
を，MathNaviブック（別冊）に掲載し，自主的な学習に取り組めるよう配慮してい
ます。解決の糸口が見つけにくい問題には「考え方」も示しています。

1年別冊p.44-56，2年別冊36-48，
3年別冊p.46-64

道徳教育
基本的人権の視点からの内容が配慮されて
いるか。

社会的な人権差別や性差別などを助長することがないように，同和
や色弱などの観点でも専門家に意見を伺いながら教材を選定してい
ます。

	男の子，女の子のキャラクターの登場回数やその役割には，大きく差が出ないよ
うにし，性差別を助長することがないように配慮しています。 教科書全体

	色彩はCUD（カラーユニバーサルデザイン）の観点から，色覚の個人差を問わず，
色だけで判断する問題を避け，見分けることが困難な配色をしないなど，すべて
の生徒が見やすくなる配慮をし，NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構
（CUDO）の認証を取得する予定です。

1年本冊p.119，
2年本冊p.155，
3年別冊p.42 等

道徳教育
規範意識を高め，公共の精神に基づき，
主体的に社会の形成に参画しその発展に
寄与する態度を養う工夫がされているか。

生徒一人ひとりが他人を尊重しながら，互いに協力し，学習を進め
ていけるよう配慮しています。

●	各学年の巻頭に，「学習の進め方」を設け，これから数学を学習していく上で，
大切にしたいことや，ノートのまとめ方の工夫など，その心構えを意識できるように
工夫しています。

各学年本冊p.6-11

「ボランティア活動」，「車いすバスケットボール」，「点字」，「バリアフリー新法」等
の題材を設定し，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画する意識を
養えるようにしています。

1年本冊p.80-81，
2年本冊p46-47，49，202-203，
3年本冊p.180
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観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

道徳教育
生命尊重及び自然を尊重する精神，環境
保全に寄与する態度を養う工夫がされてい
るか。

自然環境に関する題材を適宜取り上げることで，自然環境の保全に
寄与する態度の育成がはかれるように工夫しています。

「琵琶湖の水位」，「8月16日の平均気温」，「ソーラークッカー」，「北極の氷」
等の題材を設定し，自然を敬う気持ちを培ったり，自然環境の保全を考えたりで
きるように配慮しています。

1年本冊p.53，249-251，
3年本冊p.113，
3年別冊p.42-43

●「素数ゼミ」の発生周期を考えることで，生命の尊さを感じられるようにしています。 3年本冊p.30

伝統と文化を尊重する態度が育成できる内
容になっているか。

日本の伝統文化に関連する題材を用意し，我が国と郷土を愛する心
が育めるようにしています。

「さっさ立て」，「塵劫記」，「日本の文化と数」，「算額」等の題材を取り上げ，日
本の伝統のよさを感じ取れるように配慮しています。

2年本冊p.55，131，2年別冊
p.34-35，3年本冊p.256-257 等

グローバル人材の育成につながる国際理解
の推進のために役に立つ内容になっているか。

他国の文化や地理に関する題材を紹介し，国際社会への理解が深ま
るように配慮しています。

「リオデジャネイロオリンピック開会式会場」，「時差」，「フィンランドの伝統工芸ヒンメリ」，
等の題材を取り上げ，他国の文化や国際社会への理解が深まるようにしています。

1年本冊p.149，252-253，
1年別冊p.28-29 等

総合的な学習の時間，他の教科等との関
連が必要に応じて取り上げられているか。

他の教科で学習する内容を，数学を使って考えたり，探究的な学習
のテーマとしても取り上げたりできるような題材を取り上げています。

●	MathNaviブック（別冊）「自由研究に取り組もう」では，身につけた数学の知識
を総合的に活用できるようなテーマ例を示しています。

1年別冊p.38-43，2年別冊
p.32-35，3年別冊p.40-45

●「台車の運動を調べよう」，「全身が映る鏡の大きさ」など，理科を中心に，社会，
保健体育，技術・家庭，美術など他教科と関連する題材を取り上げています。 3年本冊p.98，148-149 等

職業との関連を重視し，生徒の発達に応じ
た勤労観・職業観を育み，キャリア教育に
ついての工夫がされているか。

職業や生活と関連する題材も豊富に取り上げるようにしています。 ●「博物館の入場者数」，「ナースウォッチ」，「盗難保険のしくみ」等，職業や仕事
に関する題材を設け，職業や勤労への意識が高まるよう工夫しています。

1年本冊p.47-49，130-131，
2年本冊p.204-205

●	MathNaviブック（別冊）「数学を活用している人たち」で，職業と数学との関連
を紹介することで，勤労を重んずる態度を養えるようにしています。

1年別冊表紙裏-p.1，2年別冊表
紙裏-p.1，3年別冊表紙裏-p.1

環境教育やエネルギー教育，ESD（持続可
能な開発のための教育）について配慮された
内容になっているか。

持続可能な開発のための教育（ESD）を推進するという観点から，環
境の保全に寄与する態度を養うための教材を意図的に扱っています。

「琵琶湖の水位」，「8月16日の平均気温」，「ソーラークッカー」，「北極の氷」
等の題材を設定し，自然環境の保全を考えたりできるように配慮しています。

1年本冊p.53，249-251，
3年本冊p.113，
3年別冊p.42-43

自然災害や防災・減災教育に関する内容は
適切か。

防災・減災教育に関する内容も意図的に取り上げ，その意識を高め
られるようにしています。

●「緊急地震速報」，「資料から防災を考える」等の題材を設定し，数学の学習に
おいても，防災・減災の意識が高まるようにしています。 1年別冊p.20-21，32-33

7. 資料
観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

図や写真・図版，コラム等は適切で使いや
すく，生徒の理解と学習効果を高められるよ
うになっているか。

必要な場面で，図や写真，コラムなどを配置し，生徒の学習意欲が
高まり，理解が深まるように配慮しています。

●	数学が使われている場面を学習内容と関連させて写真で紹介したり，本文の説
明を補うための説明図や表を効果的に使ったりして，学習の理解を助けるようにし
ています。

1年本冊p.83，192，
3年本冊p.18 等

●	コラム「数学展望台」を適宜設け，学習意欲が高まるようにしています。 1年本冊p.90，2年本冊p.166 等

統計資料，目次，索引などは，必要に応じ
て利用しやすいように配置されているか。

統計資料，目次，索引は見やすく使いやすいように工夫しています。 ●	目次は使いやすいようにシンプルにし，なおかつ，「数学展望台」，「身のまわりへ
ひろげよう」，「千思万考」の内容が一目でわかるようにしています。 各学年本冊p.2-3

資料は正確で，新しいか。 教科書に引用されている資料や写真は可能な限り最新のものを使用して
います。

	資料や写真は，生徒に馴染みやすいものを選び，正確で新しいものを用いています。 教科書全体

8. 表記・表現
観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

文章表現や漢字・かなづかい・用語・記
号・計量単位・図版・写真などの表現は，
論理的でわかりやすいか。

文章表現は，できるだけ簡潔明瞭で，やさしく読めるようにしています。
また，むやみに多くの用語・記号を取り上げることはせず，ことがら
や関係などを明確・簡潔に表すのに有効なものに厳選しています。

	全学年とも「～します」「～表しなさい」という表現を中心にし，生徒の心情を考
慮してやわらかい表現にしています。また，例やまとめ，命題などでは「～である」
という表現にし，教科書全体を通してメリハリをつけて読みやすく工夫しています。

教科書全体

●	絶対値，因数，不等号（＞，＜，≧，≦），有理化等，厳選した用語や記号について
は，適切な場所で説明するとともに，その後の使用場面で意識して使うようにしています。 1年本冊p.19 等
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観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

道徳教育
生命尊重及び自然を尊重する精神，環境
保全に寄与する態度を養う工夫がされてい
るか。

自然環境に関する題材を適宜取り上げることで，自然環境の保全に
寄与する態度の育成がはかれるように工夫しています。

「琵琶湖の水位」，「8月16日の平均気温」，「ソーラークッカー」，「北極の氷」
等の題材を設定し，自然を敬う気持ちを培ったり，自然環境の保全を考えたりで
きるように配慮しています。

1年本冊p.53，249-251，
3年本冊p.113，
3年別冊p.42-43

●「素数ゼミ」の発生周期を考えることで，生命の尊さを感じられるようにしています。 3年本冊p.30

伝統と文化を尊重する態度が育成できる内
容になっているか。

日本の伝統文化に関連する題材を用意し，我が国と郷土を愛する心
が育めるようにしています。

「さっさ立て」，「塵劫記」，「日本の文化と数」，「算額」等の題材を取り上げ，日
本の伝統のよさを感じ取れるように配慮しています。

2年本冊p.55，131，2年別冊
p.34-35，3年本冊p.256-257 等

グローバル人材の育成につながる国際理解
の推進のために役に立つ内容になっているか。

他国の文化や地理に関する題材を紹介し，国際社会への理解が深ま
るように配慮しています。

「リオデジャネイロオリンピック開会式会場」，「時差」，「フィンランドの伝統工芸ヒンメリ」，
等の題材を取り上げ，他国の文化や国際社会への理解が深まるようにしています。

1年本冊p.149，252-253，
1年別冊p.28-29 等

総合的な学習の時間，他の教科等との関
連が必要に応じて取り上げられているか。

他の教科で学習する内容を，数学を使って考えたり，探究的な学習
のテーマとしても取り上げたりできるような題材を取り上げています。

●	MathNaviブック（別冊）「自由研究に取り組もう」では，身につけた数学の知識
を総合的に活用できるようなテーマ例を示しています。

1年別冊p.38-43，2年別冊
p.32-35，3年別冊p.40-45

●「台車の運動を調べよう」，「全身が映る鏡の大きさ」など，理科を中心に，社会，
保健体育，技術・家庭，美術など他教科と関連する題材を取り上げています。 3年本冊p.98，148-149 等

職業との関連を重視し，生徒の発達に応じ
た勤労観・職業観を育み，キャリア教育に
ついての工夫がされているか。

職業や生活と関連する題材も豊富に取り上げるようにしています。 ●「博物館の入場者数」，「ナースウォッチ」，「盗難保険のしくみ」等，職業や仕事
に関する題材を設け，職業や勤労への意識が高まるよう工夫しています。

1年本冊p.47-49，130-131，
2年本冊p.204-205

●	MathNaviブック（別冊）「数学を活用している人たち」で，職業と数学との関連
を紹介することで，勤労を重んずる態度を養えるようにしています。

1年別冊表紙裏-p.1，2年別冊表
紙裏-p.1，3年別冊表紙裏-p.1

環境教育やエネルギー教育，ESD（持続可
能な開発のための教育）について配慮された
内容になっているか。

持続可能な開発のための教育（ESD）を推進するという観点から，環
境の保全に寄与する態度を養うための教材を意図的に扱っています。

「琵琶湖の水位」，「8月16日の平均気温」，「ソーラークッカー」，「北極の氷」
等の題材を設定し，自然環境の保全を考えたりできるように配慮しています。

1年本冊p.53，249-251，
3年本冊p.113，
3年別冊p.42-43

自然災害や防災・減災教育に関する内容は
適切か。

防災・減災教育に関する内容も意図的に取り上げ，その意識を高め
られるようにしています。

●「緊急地震速報」，「資料から防災を考える」等の題材を設定し，数学の学習に
おいても，防災・減災の意識が高まるようにしています。 1年別冊p.20-21，32-33

7. 資料
観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

図や写真・図版，コラム等は適切で使いや
すく，生徒の理解と学習効果を高められるよ
うになっているか。

必要な場面で，図や写真，コラムなどを配置し，生徒の学習意欲が
高まり，理解が深まるように配慮しています。

●	数学が使われている場面を学習内容と関連させて写真で紹介したり，本文の説
明を補うための説明図や表を効果的に使ったりして，学習の理解を助けるようにし
ています。

1年本冊p.83，192，
3年本冊p.18 等

●	コラム「数学展望台」を適宜設け，学習意欲が高まるようにしています。 1年本冊p.90，2年本冊p.166 等

統計資料，目次，索引などは，必要に応じ
て利用しやすいように配置されているか。

統計資料，目次，索引は見やすく使いやすいように工夫しています。 ●	目次は使いやすいようにシンプルにし，なおかつ，「数学展望台」，「身のまわりへ
ひろげよう」，「千思万考」の内容が一目でわかるようにしています。 各学年本冊p.2-3

資料は正確で，新しいか。 教科書に引用されている資料や写真は可能な限り最新のものを使用して
います。

	資料や写真は，生徒に馴染みやすいものを選び，正確で新しいものを用いています。 教科書全体

8. 表記・表現
観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

文章表現や漢字・かなづかい・用語・記
号・計量単位・図版・写真などの表現は，
論理的でわかりやすいか。

文章表現は，できるだけ簡潔明瞭で，やさしく読めるようにしています。
また，むやみに多くの用語・記号を取り上げることはせず，ことがら
や関係などを明確・簡潔に表すのに有効なものに厳選しています。

	全学年とも「～します」「～表しなさい」という表現を中心にし，生徒の心情を考
慮してやわらかい表現にしています。また，例やまとめ，命題などでは「～である」
という表現にし，教科書全体を通してメリハリをつけて読みやすく工夫しています。

教科書全体

●	絶対値，因数，不等号（＞，＜，≧，≦），有理化等，厳選した用語や記号について
は，適切な場所で説明するとともに，その後の使用場面で意識して使うようにしています。 1年本冊p.19 等
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観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

文字の大きさ・字間・行間・書体などは
適切でユニバーサルデザインに配慮されて，
わかりやすいか。

文字の大きさや，字間，行間，字体などは，見やすく読みやすいよ
うに配慮しています。

	文字の大きさ，字間，字体，文字間について読みやすいように設定しています。

教科書全体	行間も読みやすいように設定しました。また，区切りごとにまとまりをもたせて読
みやすいように工夫しています。

文章・図版等のレイアウト・割付・配色に
ついて，多様な生徒にとってわかりやすく見
やすいユニバーサルデザインや生徒の発達
の段階に応じた工夫が見られるか。

文章・図版等のレイアウトについてポイントがわかりやすくなるように
工夫し，色彩については，全体的に落ち着いた色使いと目にやさし
い中間色を基調にしています。

88　3章　方程式

25

20

15

10

5

いろいろな方程式
　かっこがある方程式は，かっこをはずしてから解きます。

　分数をふくむ方程式では，分母の公倍数を両辺にかけて，

分数をふくまない式になおしてから解くこともできます。

かっこがある方程式の解き方

次の方程式を解きなさい。

　　7(x-5)=9x+12
題例

 7x－35＝ 9x＋1
 7x－9x＝ 1＋35
 －2x＝ 36
 x＝－18

次の方程式を解きなさい。

⑴　4x+1=3(x+2) 　⑵　2(x-4)=9x+20

⑶　-4(x+3)=5(x-6)  　⑷　5-2(7x-2)=1

問 4

両辺に 2と 5の公倍数 10をかけます。

分数をふくむ方程式の解き方

次の方程式を解きなさい。

　 
x

x
2
1

5
1

2
+
= +

3
題例

（x＋1）×5＝2x＋20
 5x＋5＝2x＋20
 3x＝15
 x＝5

2
x＋1 ×10＝ 5

1
x＋2 ×10（ （

どうすればいいかな

方程式x＝─3
1x＋1を解きましょう。

分配法則　p.44

7（x－5）＝7x－35

分数がなくなると
計算しやすいね

まず移項する
のかな？
まず移項する
のかな？

29p.226

図11 「例題のタイトル」		1年本冊	p.88

	本文の文章では，単語の途中での改行を避け，意味や文節による改行を行い，
文章の意味が理解しやすくなるようにしています。 教科書全体

●	例，例題にはタイトルをつけ，学習内容がはっきりわかるようにするとともに，用
語が定義されているところには緑色のアミをつけ，重要事項のまとめは黒板風に
示したりするなど，学習内容やポイントとなる事項がわかりやすくなるよう工夫して
います。

1年本冊p.87，88 図11 ，89	等

●	ページの右端に「ホワイトスペース」を設けて，1行の文字数を減らし，読みや
すくて見やすいように一定の余白を確保しています。 本冊全体

多様な色覚への対応に配慮したカラーユニ
バーサルデザインの考え方を踏まえた編集
となっているか。

色彩はCUD（カラーユニバーサルデザイン）の観点から，色覚の個人
差を問わず，色だけで判断する問題を避け，見分けることが困難な
配色をしないなど，すべての生徒が見やすくなる配慮をしています。

	図形の線を太くしたり，記号を大きくしたりして，より見分けやすくしています。 1年本冊p.152	等

	色だけで情報を判別するのではなく，文字情報をつけたり，模様をつけたりしています。 2年本冊p.155，3年別冊p.42	等

	NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構（CUDO）の認証を取得する予定です。 教科書全体

9. 印刷・造本
観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例

印刷は鮮明か。 印刷は鮮明で，生徒に親しみやすく，美しいカラー写真を豊富にそ
ろえています。

	すべてのページで４色刷りを効果的に用い，見て楽しく，生徒が興味と関心をもって学習を進めることができるように
	 しながらも，不必要なイラストを避けています。

学習効果のうえで，造本上の工夫はされて
いるか。造本や用紙の耐久性は十分か。

装丁・紙質がよく，製本がしっかりしており，使用に十分耐えられる
ようにしています。

●	前見返し，後見返しをつけるなど長期間の使用に耐え得るように，きわめて堅牢に製本しています。
	表紙には厚い紙を使用し，汚れにくくて丈夫な加工を施しています。
●	教科書を使った作業がしやすいように，ページを左右いっぱいに開くことができる「あじろ綴じ」製本形式を採用しています。
●	MathNaviブック（別冊）は，中綴じ製本ですが，ケガをしにくいよう針金を加工しています。

体裁がよく，生徒が使いやすいよう配慮さ
れているか。

造本についても，生徒が学習しやすいよう工夫しています。 ●	本冊は，コア（必修）とオプション（選択）をはっきりと分ける2部構成にしています。
●	既習の内容や解答など，本編の内容と見比べながら使えるように，別冊を作成しています。

印刷，製本において環境やアレルギーへの
配慮はされているか。

印刷・造本において，環境やアレルギーなどにも配慮しています。 	環境に優しい再生紙や化学物質をおさえた植物油インキを使用するなど，環境やアレルギーなどにも配慮しています。

供給についての配慮はされているか。 各学年とも本冊とMathNaviブック（別冊）をあわせて供給いたします。 	本冊，MathNaviブック（別冊）の表紙に名前欄を設け，大切に使用できるよう配慮しています。また，本冊，別冊の
それぞれに教科書番号を付し，いずれかのみを紛失した際には，個別にも購入できるようにしています。

10. 指導資料
観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例

教師用指導書は，多様な環境における指
導に役立つようになっているか。

多様な環境における指導に参考となるよう，指導書を含め資料を充
実いたします。

●	教科書の縮刷と解説が入った「朱註編」，各学年のQ&Aや学習指導案などを掲載した「指導研究編」，
	 テスト類などを収録した「コピー資料集」など，毎時の指導に役立つ指導書を発刊いたします。

デジタル教科書は，学力向上のため効率的，
効果的な指導ができるようになっているか。

効果的な学習が行えるようなデジタル教科書を用意いたします。 ●	操作がしやすく，わかりやすいインターフェイスの指導者用デジタル教科書と学習者用デジタル教科書を用意します。
	 効果的な場面で有効なコンテンツを準備いたします。
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観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例 該当ページ

文字の大きさ・字間・行間・書体などは
適切でユニバーサルデザインに配慮されて，
わかりやすいか。

文字の大きさや，字間，行間，字体などは，見やすく読みやすいよ
うに配慮しています。

	文字の大きさ，字間，字体，文字間について読みやすいように設定しています。

教科書全体	行間も読みやすいように設定しました。また，区切りごとにまとまりをもたせて読
みやすいように工夫しています。

文章・図版等のレイアウト・割付・配色に
ついて，多様な生徒にとってわかりやすく見
やすいユニバーサルデザインや生徒の発達
の段階に応じた工夫が見られるか。

文章・図版等のレイアウトについてポイントがわかりやすくなるように
工夫し，色彩については，全体的に落ち着いた色使いと目にやさし
い中間色を基調にしています。

88　3章　方程式

25

20

15

10

5

いろいろな方程式
　かっこがある方程式は，かっこをはずしてから解きます。

　分数をふくむ方程式では，分母の公倍数を両辺にかけて，

分数をふくまない式になおしてから解くこともできます。

かっこがある方程式の解き方

次の方程式を解きなさい。

　　7(x-5)=9x+12
題例

 7x－35＝ 9x＋1
 7x－9x＝ 1＋35
 －2x＝ 36
 x＝－18

次の方程式を解きなさい。

⑴　4x+1=3(x+2) 　⑵　2(x-4)=9x+20

⑶　-4(x+3)=5(x-6)  　⑷　5-2(7x-2)=1

問 4

両辺に 2と 5の公倍数 10をかけます。

分数をふくむ方程式の解き方

次の方程式を解きなさい。
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x
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5
1

2
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3
題例

（x＋1）×5＝2x＋20
 5x＋5＝2x＋20
 3x＝15
 x＝5

2
x＋1 ×10＝ 5

1
x＋2 ×10（ （

どうすればいいかな

方程式x＝─3
1x＋1を解きましょう。

分配法則　p.44

7（x－5）＝7x－35

分数がなくなると
計算しやすいね

まず移項する
のかな？
まず移項する
のかな？

29p.226

図11 「例題のタイトル」  1年本冊 p.88

	本文の文章では，単語の途中での改行を避け，意味や文節による改行を行い，
文章の意味が理解しやすくなるようにしています。 教科書全体

●	例，例題にはタイトルをつけ，学習内容がはっきりわかるようにするとともに，用
語が定義されているところには緑色のアミをつけ，重要事項のまとめは黒板風に
示したりするなど，学習内容やポイントとなる事項がわかりやすくなるよう工夫して
います。

1年本冊p.87，88 図11 ，89 等

●	ページの右端に「ホワイトスペース」を設けて，1行の文字数を減らし，読みや
すくて見やすいように一定の余白を確保しています。 本冊全体

多様な色覚への対応に配慮したカラーユニ
バーサルデザインの考え方を踏まえた編集
となっているか。

色彩はCUD（カラーユニバーサルデザイン）の観点から，色覚の個人
差を問わず，色だけで判断する問題を避け，見分けることが困難な
配色をしないなど，すべての生徒が見やすくなる配慮をしています。

	図形の線を太くしたり，記号を大きくしたりして，より見分けやすくしています。 1年本冊p.152 等

	色だけで情報を判別するのではなく，文字情報をつけたり，模様をつけたりしています。 2年本冊p.155，3年別冊p.42 等

	NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構（CUDO）の認証を取得する予定です。 教科書全体

9. 印刷・造本
観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例

印刷は鮮明か。 印刷は鮮明で，生徒に親しみやすく，美しいカラー写真を豊富にそ
ろえています。

	すべてのページで４色刷りを効果的に用い，見て楽しく，生徒が興味と関心をもって学習を進めることができるように
	 しながらも，不必要なイラストを避けています。

学習効果のうえで，造本上の工夫はされて
いるか。造本や用紙の耐久性は十分か。

装丁・紙質がよく，製本がしっかりしており，使用に十分耐えられる
ようにしています。

●	前見返し，後見返しをつけるなど長期間の使用に耐え得るように，きわめて堅牢に製本しています。
	表紙には厚い紙を使用し，汚れにくくて丈夫な加工を施しています。
●	教科書を使った作業がしやすいように，ページを左右いっぱいに開くことができる「あじろ綴じ」製本形式を採用しています。
●	MathNaviブック（別冊）は，中綴じ製本ですが，ケガをしにくいよう針金を加工しています。

体裁がよく，生徒が使いやすいよう配慮さ
れているか。

造本についても，生徒が学習しやすいよう工夫しています。 ●	本冊は，コア（必修）とオプション（選択）をはっきりと分ける2部構成にしています。
●	既習の内容や解答など，本編の内容と見比べながら使えるように，別冊を作成しています。

印刷，製本において環境やアレルギーへの
配慮はされているか。

印刷・造本において，環境やアレルギーなどにも配慮しています。 	環境に優しい再生紙や化学物質をおさえた植物油インキを使用するなど，環境やアレルギーなどにも配慮しています。

供給についての配慮はされているか。 各学年とも本冊とMathNaviブック（別冊）をあわせて供給いたします。 	本冊，MathNaviブック（別冊）の表紙に名前欄を設け，大切に使用できるよう配慮しています。また，本冊，別冊の
それぞれに教科書番号を付し，いずれかのみを紛失した際には，個別にも購入できるようにしています。

10. 指導資料
観　点 啓林館「未来へひろがる数学」の特色 具体例

教師用指導書は，多様な環境における指
導に役立つようになっているか。

多様な環境における指導に参考となるよう，指導書を含め資料を充
実いたします。

●	教科書の縮刷と解説が入った「朱註編」，各学年のQ&Aや学習指導案などを掲載した「指導研究編」，
	 テスト類などを収録した「コピー資料集」など，毎時の指導に役立つ指導書を発刊いたします。

デジタル教科書は，学力向上のため効率的，
効果的な指導ができるようになっているか。

効果的な学習が行えるようなデジタル教科書を用意いたします。 ●	操作がしやすく，わかりやすいインターフェイスの指導者用デジタル教科書と学習者用デジタル教科書を用意します。
	 効果的な場面で有効なコンテンツを準備いたします。
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連立方程式の文字消去
について、既習事項を
活用することで問題解
決が図れることを実感
させるために

定義と性質の違いを理
解しやすくするために

000

（ア）授業のはじめの既習事項の確認に
　例１　２章連立方程式　等式の性質
　連立方程式の解き方として、１
つの文字を含む方程式を導くこと
ができれば、その連立方程式を解
くことができる。そのために、等
式の性質を活用して１つの文字を
消去することを考える。そのもと
となる考え方が、MathNaviブック
p．８である。
　本単元の「ひろげよう」でも、
よく似た問題が用意されているが、
連立方程式の例となる問題を、す
でに小学校で解いてきていること
をふり返ることができると、本編
の学習内容への理解も進みやすい。
特に、MathNavi ブックp．８では、
「花びん１個」が２つの数量関係を
表す条件文のはじめに出てくるこ
とや、図でも差し引きの様子がと
らえやすいので、小学校の復習（既
習事項の確認）として、授業のは
じめに読ませたり、解かせたりす
るとよい。
さらに、本編 p．38の「ひろげよう」
について、学習した後、もう一度
このMathNavi ブックp．８の例で
も、花びん１個の値段を x円，ば
ら１本の代金を y円として考えさ
せたい。そうすることで、小学校
の学びとのつながりが見え、文字
でも適用させていくことの理解が
深まり、学習の広がりを実感させ
ることができる。

　例２　５章図形の性質と証明　二等辺三角形の定義と性質
　証明の基本内容となる三角形を使った問題場面で、仮定と結論を混同す
る生徒や定義と性質を混同する生徒は、初期の段階でよく見られる。特に、
二等辺三角形は、小学校から慣れ親しんできた図形であるので、「２つの
辺が等しい」や「２つの角が等しい」ことは知っている。しかし、今後の
様々な証明問題にあたっていくときに、定義と性質は区別しておきたい。

Math Navi ブックを活用した指導Ⅱ
2.「学びをつなげよう」の活用例

　　直角をはさむ 2 辺のうちの 1 辺の長さを x cm とすると，残りの辺
　の長さが ( 14－x ) cm と表されること，また，2 次方程式を解いて得
　られた解が，問題の答えとして適切であるかどうかを調べることなど，
　数式と図形を統合的に把握する見方や考え方を大切にしたい。

　　円周角の定理を利用して角の大きさを求めることと，三平方の定理
　を利用して弦の長さを求めることを，総合的に活用して問題を解決し
　ようとする考え方や，円内に 3 つの角が 90°，60°，30°である直角三角
　形を見いだそうとする態度を大切にしたい。

　　座標平面上にかいた図形が，どのような図形であるかということに
　関心をもち，三平方の定理の逆を活用して調べようとする態度を大切
　にしたい。

7

指導の要点

　　直角をはさむ 2 辺のうちの 1 辺の長さ

　を x cm とすると，
　　x ＋(14－x) ＝10 
　　これを解いて，x＝6，8
       x＝6　のとき，14－x＝8
       x＝8　のとき，14－x＝6
　であるから，どちらの場合も直角をはさ
　む2辺の長さは，6 cmと8 cmである。
　　　　　　　　　　　　　6 cm と 8 cm

　　⑴　180 m　　　⑵　216 m

　　4　　：AH＝2：　　より，
　　　AH＝6
　　　　　　　　　　　　　　 AH＝6 cm
　　4　　：BH＝2：1　より，
　　　BH＝2　　
　　　CH＝AH＝6
　　　BC＝BH＋CH＝6＋2　　
　　　　　　　　　     BC＝6＋2　 (cm)
　　CA：6＝　　：1　より，
　　　CA＝6　　
　　　　　　　　　　　　 CA＝6　 cm
　　また，△ABC の面積は，

　　　　×(6＋2　　)×6＝18＋6　　

　　　　　　　　　　　　18＋6　 (cm )

　　中心 O から弦 AB に垂線 OH をひく。
　　∠AOB＝120°だから， ∠AOH＝60°
　　4：AH＝2：　　より，
　　　AH＝2　　
　　　AB＝2AH＝4　　
　　　　　　　　　　　　　　　4　  cm

　　⑴　AB＝5，BC＝5，CA＝5　　　
　　⑵　AB ＋ BC ＝ CA　だから，
　　　∠B＝90°の直角二等辺三角形
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指導書の紹介

教科書編集の基本的な考え方やページごとの意図など，ご指導にあたって知っていただきたい事項や，　授業で役立つ資料などを豊富に取りそろえた以下の指導書を用意しています。

教科書の記述の背景にある，数学史，数学教育史など，数学をご指導される上で前提として知っておいてい　 ただきたい情報をまとめています。
各領域の指導内容の根底にある考え方や，昨今の数学教育で重視されるポイント，評価の規準や方法につい　 ても詳しく解説しているので，若手の先生への研修にも活用できます。

通 論

詳 説

第1部

第2部

各章ごとの目標・配当時間表から，学習指導案，指導実践例
など，指導計画を組み立てる上で必要な情報を集約しています。
今回新設したMathNaviブック（別冊）の各コーナーの活用方法
や，ICTを活用した指導のアイデアも紹介しているので，授業を
計画的に進めたり，多様な授業展開を行うために役立ちます。

教科書本冊の各ページごとに，指導の要点や，注意点，問題
の略解などを解説しています。生徒に準備させたい準備物など
指導の参考になる情報も充実しており，授業に必要な情報がコ
ンパクトに収まっています。
※朱註編単体での販売も行っています。

MathNaviブック（別冊）についても様々な場面での活用方法
をご紹介いたします。ぜひご指導に活かして下さい。

①KeirinkanDB	System（p.68で詳しく紹介）
②指導用デジタル教科書「未来へひろがる　		数学 1〜 3」（仮称）体験版

章末の問題には，それぞれの問題で，どのような観点から評
価できるかを示しているので，観点別の評価にも役立ちます。

指導書付録DVD-ROM
（第2部詳説に付録します）

収録ソフト
（予定）

朱註編（教科書縮刷版）

指導研究編（別冊1）
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　　⑴　図の上半分にある半円を平行移動すると，

　　　縦 5 cm，横 10 cm の

　　　長方形の面積におき

　　　かえることができる。

　　　この面積は，

　　　　5×10＝50（cm ）

　　⑵　色をつけた部分の面積は，円から内側の正方

　　　形をひいて求められる。また，内側の正方形の

　　　半分である。

　　　だから，求める面積は，

　　　　π×5 －10×10×　　＝25π－50（cm ）

　　⑶

　　　　　　　　　　－　　

　　　　　　　　　　＝

　　　　　　　　　　＝π×102×　  －10×10×

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　＝25π－50（cm ）

　　　求める面積は，　　の 2 倍だから，

　　　　（25π－50）×2＝50π－100（cm ）

　　　□

　　　直線　を対称の軸として，点 B を対称移動した

　　　点を C とする。

　　　AP＋BP が最短になるのは，AP＋CP が最短に

　　　なるときである。

　　　これは，A，P，C が一直線に並ぶときだから， 

　　　直線 AC と　の交点を P とすればよい。

本冊 p.164 ～ p.16548

考え方

考え方　　
　　点 P を通る辺 AB の垂線をひき，DC との交点を

　　Q とする。

　　線分 AB の垂直二等分線をひき，円 O との交点

　　を P とする。

　　∠POQ=90°

　　300°

　　P　周の長さ 4π＋8 (cm)

　　　　面積 8πcm
　　Q　周の長さ 8π＋8 (cm)

　　　　面積 8πcm

考え方

2

2

A

B

C

O

A

BP

P

P

Q

BA O

C

A

P

Q
B

D

C

（本冊 p.164 ～ p.165）5章
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2

2

2
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2
1

4
1

10cm

5cm

う

う

あ い

　　下の四角形 ABCD で，AD // BC
　ならば，　△OAD∽△OCB であるこ

　とを右のように証明しました。　　
　にあてはまるものを書き入れなさい。

　　次の図で，PQ // BC のとき，x，

　yの値を，それぞれ求めなさい。
⑴

⑵

［証明］

　△OAD と △OCB で，

　対頂角は等しいから，

　　∠AOD=∠　　　　　　　…①

　AD // BC で，錯角は等しいから，

　　∠OAD=∠　　　　　　　…②

　①，②から， が，それ

　ぞれ等しいので，

　　△OAD　　△OCB

⑶

⑷

70

組 番 名前5 章 ③小テスト

組 番 名前5 章 ④小テスト

1

1

p. 121教

p. 117教

教科書編集の基本的な考え方やページごとの意図など，ご指導にあたって知っていただきたい事項や，　授業で役立つ資料などを豊富に取りそろえた以下の指導書を用意しています。

教科書の記述の背景にある，数学史，数学教育史など，数学をご指導される上で前提として知っておいてい　 ただきたい情報をまとめています。
各領域の指導内容の根底にある考え方や，昨今の数学教育で重視されるポイント，評価の規準や方法につい　 ても詳しく解説しているので，若手の先生への研修にも活用できます。

教科書にも解答を掲載していますが，さらに詳しい解答をご用
意しています。必要な部分をコピーしてそのまま配ることもできる
ようになっているので，授業中に十分に解説できなかった問題
があった場合などのフォローとしても使用することができます。

小テストや力だめしなど，授業で役立つプリントを，コピーしてそ
のまま使用できる形で収録しています。定番のプリントを使用す
る際のプリント作成の時間を節約できます。収録されているプリ
ントのデータは後述のKeirinkanDB Systemにも収録しています。

章末の問題はもちろん，数学広場の課題にも詳しい解答を用
意しました。自学で取り組んだ生徒にコピーして配ることもで
きます。

①KeirinkanDB	System（p.68で詳しく紹介）
②指導用デジタル教科書「未来へひろがる　		数学 1〜 3」（仮称）体験版

※②の概要は，この内容解説資料のD「ICT編」及び
　付録CDでご確認いただけます。

それぞれのプリントには，組・番号・名前を記入する欄を設
けているので，そのままコピーするだけで，配布して，回収す
るためのプリントとして使用できます。

詳解編（別冊3）

コピー資料集（別冊2）
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　　　　　　　　　　   なら，こうした先生方のお悩みを，
次のように一挙に解決できます。

問題管理・プリント自動作成ツール

　　　　　　　　　　   の紹介

指導書（第2部	詳説）には，
このシステムを収録したDVD-ROMを無料で付録 しています。
ぜひ，ご指導の中でご活用下さい。

生徒指導や
授業研究でご多忙の先生方に
朗報です！

教科書・指導書中の問題のWordデータがほしい！

x，yなどが教科書と同様の形（   ，　）になっているフォントがほしい！

こうしたご要望を，たった1つのシステムで実現いたします。

教科書・指導書中の問題の
Wordデータを，章ごと，
コーナーごとに整理して収録！

教科書の問題のWordデータを
ベースに，オリジナルの問題・
プリントが作成可能！

x，yなどが教科書と同様の
形（   ，　）になっている
フォントを収録！

収録されている問題の
データベースに，
自作の問題を追加可能！

教科書の問題の数値を変えて，
自作の問題やプリントを簡単に作成したい！ 自分で作ったオリジナルの教材を

データベース化して管理したい！

期末テスト

組 番 名前 点

１ 右の図で，四角形 ABCD∽四角形 EFGH で

あるとき，次の問いに答えなさい。

⑴ 四角形 ABCD と四角形 EFGH の相似比を

求めなさい。

⑵ EF の長さを求めなさい。

⑶ ∠H の大きさを求めなさい。

２ 次の図で，x，y，z の値を求めなさい。

⑴ BC//PQ ⑵ BC//PQ 

  

⑶ 直線 p，q，r は平行

  

問題を選ぶ プリントする流し込む

プリント作成はたった3ステップ
STEPSTEPSTEPSTEPSTEPSTEPSTEP

11
STEPSTEP

期末テスト

１

STEPSTEPSTEPSTEPSTEP

22
STEPSTEPSTEPSTEPSTEPSTEPSTEP

33

※KeirinkanDB	Systemは，Microsoft	Wordのアドインソフトです。
　（Microsoft	Wordは，マイクロソフト社の登録商標です。）

15

10

5

　この斜面で，ボールがころがりはじめてからの時間をx秒，
その間にころがる距

きょ

離
り

をymとします。
　このとき，
　　xの値を決めると，yの値がただ 1つに決まる
ので，yはxの関数になります。

4章

1節

関数 y=ax 2 

関数とグラフ

これまでに学んだ比例や反比例，一次関数とは違う

新しい関数について学びましょう。

　下の写真は，ボールが斜
しゃ

面
めん

をころがるようすを，0.1秒ごとに
写したものです。

どんな関係になっているかな？

みんなで話しあってみよう

　上で調べた関数は，これまでに学んだ関数とどんな違
ちが

いが

あるでしょうか。

　前ページのxとyの関係を，下の
表にまとめましょう。
　また，つくった表をもとにして，
対応するxとyの値の組を座標と
する点を，右の図にかき入れましょう。

y

x
0.1

0.1

0.2

0.3

0.4

O 0.2 0.3 0.4

比例の関係　y＝2x

x

y

… 0

… 0

1 2 3 …

2 4 6 …

x

y

… 0

… ×

1 2 3 …

6 3 2 …

一次関数　y＝x＋1

x

y

… 0

… 1

1 2 3 …

2 3 4 …

反比例の関係　y＝─6x

y

x
O 1 2 3

2

1

－1

－1

3

4

5

6

4

y＝2x

y＝x＋1

y＝─6x

x

y

0 0.1

0 0.02

0.2 0.3 0.4 0.5

0秒
0.1秒後

0.2秒後

0.3秒後

0.4秒後

0.5秒後

（m）

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

1節　関数とグラフ　87
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　このとき，
　　xの値を決めると，yの値がただ 1つに決まる
ので，yはxの関数になります。

4章

1節

関数 y=ax 2 

関数とグラフ

これまでに学んだ比例や反比例，一次関数とは違う

新しい関数について学びましょう。

　下の写真は，ボールが斜
しゃ

面
めん

をころがるようすを，0.1秒ごとに
写したものです。

どんな関係になっているかな？

みんなで話しあってみよう

　上で調べた関数は，これまでに学んだ関数とどんな違
ちが

いが

あるでしょうか。

　前ページのxとyの関係を，下の
表にまとめましょう。
　また，つくった表をもとにして，
対応するxとyの値の組を座標と
する点を，右の図にかき入れましょう。
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●	弱視生徒への配慮として，通常の教科書の文字や図形，イラスト等を大きく，
	 読みやすくした教科書です。

●	弱視の程度に合わせて選べるように，文字の大きさを違えたものを
	 3 種類ご用意します。

●	弊社中学校教科書の数学，理科の2教科，全学年で発刊します。

●	未来へひろがる数学 1〜 3に完全準拠したハイレベルタイプ，
	 スタンダードタイプのワークを発刊いたします。

●	教科書の編集方針に沿って構成しておりますので，
	 教科書と併用していただくことで，確かな学力を育むことができます。

●	問題や解答・解説の表記も，全て教科書に合わせるなど
	 生徒の使いやすさを追求しました。

●	そのほか，ノートタイプ，プリントタイプの教材も発刊を予定しています。

●学習指導要領との関連	 ● 年間指導計画案
●観点別特色一覧表	 ● 内容系統表

※Internet	Explorerは，マイクロソフト社の登録商標です。

平成28年度用 中学校教科書内容解説資料 付録CDについて

デジタル教科書や，KeirinkanDB	Systemについてご確認
いただく場合は，「start.html」をクリックしてご覧下さい。

《動作環境》
【OS】　WindowsVista/7/8（デスクトップモード）
【ディスプレイ】　WXGA（1280×800）以上
【ブラウザ】　Microsoft	Internet	Explorer8以上

この資料の付録CDにデジタル教科書，
KeirinkanDB Systemの機能の紹介を収録しています。

以下のファイルも付録CDに収録しています。

教科書準拠教材・拡大教科書の紹介

教科書完全準拠教材

拡大教科書
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感受性豊かな時期の中学生には，“数学的な美”を感じる感性も養ってほし
いところです。教科書表紙では，「Find the beauty in Math.」をキーワードに
様々な “数学的な美” を紹介しています。特に，本冊の表紙では，郷土を愛
する心が育まれるよう「和の美しさ」を感じられるようにしています。

１年の本冊表紙では，湖に写る富士山や，イロハカエデの葉など
の “線対称の美”を取り上げています。１年別冊表紙では，線対
称の性質を利用して作られた美しい切り絵作品を掲載しています。
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